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１．請負工事費の積算体系

　１－１　請負工事費の構成は，次のとおりとする。

 （１）一括請負の場合

　工場製作から現場架設まで，一括請負とする場合には次のとおりとする。

　１－２　請負工事費の費目

 （１）工場製作

１）直接工事費

　直接工事費は，材料費，製作費及び工場塗装費の３要素について積算するものとする。

・材料費

　材料費は，製作に必要な材料の費用で，鋼材費（鋼板，形鋼），製品購入費（ボルトナット，支承等），

副資材費（溶接棒，酸素等の補助材料）等からなる。

・製作費

　製作費は，工場製作にかかる労務費で全体製作工数に直接労務単価を乗じて求める。

・工場塗装費

　鋼板の素地調整として行う原板ブラスト，一次プライマー等，さらに桁製作完了後に行う塗装を計

上する。

　耐候性の場合は製品ブラスト費，安定化処理を施す場合は安定化処理費を別途計上する。

第７章　橋　　梁　　工

①	 鋼	橋	製	作	工

＊トレーラーへの積込みは，上記（２）工場製作に含む。

 （２）工場製作

 （３）架設工事
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２）間接工事費

　間接工事費は，間接労務費と工場管理費からなる。

・間接労務費

　間接労務費は，工場制作にかかる間接費で，間接作業賃金，事務技術職員給与，間接外注費，横待

運搬費からなり，製作費の中に計上された直接労務費に対して，間接労務費率40.8％を乗じて求める。

・工場管理費

　工場管理費は工場製作にかかる間接費で，福利厚生費，修繕維持費，事務用品費，通信・交通費，

動力・用水・光熱費，交際費，地代家賃，減価償却費，租税公課，保険料，動産賃借料，電算関係費，

雑費等からなり，直接工事費と間接労務費の和である純工事費から材料費（但し，工場塗装に係る材

料費は除く）を除いた額に工場管理費率33.5％を乗じて求める。

３）一般管理費等

　一般管理費等は，工場製作原価（直接工事費＋間接工事費）に「第Ⅰ編第３章①一般管理費等」に規定

する一般管理費等率を乗じて求める。

４）消費税等相当額

　消費税等相当額は，工事価格に消費税の税率を乗じて得た額を積算するものとする。

５）材料等の価格等の取扱い

　工事価格に係る各費目の積算に使用する材料等の価格等は，消費税等相当分を含まないものとする。

※計上にあたっては，土木工事標準積算基準〔Ⅲ〕についてを参照のこと。

 （２）架設工事

１）直接工事費

　直接工事費は，輸送費，架設費，現場塗装費及び橋面工事費（床版工事費，照明工事費など）について

積算するものとする。

２）間接工事費

　間接工事費は，共通仮設費と現場管理費からなるものであり，「第Ｉ編第２章工事費の積算②間接工事費」

によって求める。

３）一般管理費等

　一般管理費等は，架設工事原価（直接工事費＋間接工事費）に「第Ｉ編第３章①一般管理費等」に規定

する一般管理費等率を乗じて求める。

４）消費税等相当額

　消費税等相当額は，工事価格に消費税の税率を乗じて得た額を積算するものとする。

５）材料等の価格等の取扱い

　工事価格に係る各費目の積算に使用する材料等の価格等は，消費税等相当分を含まないものとする。

２．材　　料　　費

　２－１　鋼材単価の決定時期

　鋼材単価は，原則として最新の市場価格とする。

　２－２　鋼材のベース価格

　ベース価格とは，一般に鋼材の販売価格の基礎となるものであって，定められた基準のものをいい，積算に

おいては原則として物価資料による高炉メーカーの販売価格によるものとする。

　ただし，ボルト類，鉄筋用丸鋼，鋳鍛造品，非鉄金属，パイプ等は，高炉メーカー以外の製品を使用し得る。

　２－３　エキストラ

 （１）規格エキストラ

　形鋼，鋼板ともに，物価資料等に示された規格エキストラ（特別仕様エキストラ含む）を加算する。

 （２）寸法エキストラ（鋼板についてのみ適用する）

１）中厚板（中板，厚板）

　標準的な寸法，構造諸元の橋梁の場合，巾，長さに関する寸法エキストラとしては，次の値を標準とし

て用いてよい。
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・ガーダー形式　　　　　　1,200円／ｔ

・ボックス 〃 　　　　　　1,900円／ｔ

・トラス・アーチ　 〃 　　1,600円／ｔ

　なお，厚さに関する寸法エキストラは，物価資料等により別途加算する。

２）寸法エキストラ（巾・長さ）は橋梁上部工に準じて下表のとおりとする。

３）なお，付属物（伸縮継手，高欄，防護柵，検査路等）及び横断歩道橋の材料費においては，寸法エキス

トラは計上しないものとする。

 （３）切揃料

　計上しない。

 （４）その他のエキストラ

　原則として，計上しない。

　２－４　割増率（ロス率）

　鋼材の割増しは鋼材単価の中で行い，数量の割増しはしない。

　割増率は表2.1の通りである。

　２－５　スクラップ

　割増しされた鋼材の80％が回収可能とし，その単価はヘビー　Ｈ１扱いとする。

　スクラップの単価は物価資料等により公示されているものを用いる。

　２－６　鋼種別単価

　鋼種別の鋼材単価は，次式により算出する。

　鋼種別単価＝［ベース価格＋エキストラ］×（1＋α）－0.8×α×（スクラップ単価）

α：鋼材の割増率で表2.1に示す値を用いる。

　２－７　数量計算の原則

　原則として純断面で計算する。単位はkgとし，小数点以下を丸めること。

　材料の数量計算をする場合，異形部材で組合せ等により矩形部材と考えられるものや，非常に大きな端材を

生ずるものについては，その部材の実質量（ネット質量）で計上することを原則とするが，極端な異形部材で

どうしても１つ１つ四辺形部材から切り出さなければならないものや形状が複雑で面積の算出が困難なものな

どについては，グロス質量で計上してもよい。

 （注）その他は，橋梁上部工に準ずるものとする。

鋼　脚
角型 ボ ッ ク ス 形 式

円型 ガ ー ダ ー 形 式

アンカーフレーム ガ ー ダ ー 形 式

表２．１ 鋼材の割増率（ロス率）

 （注）なお，Ｈ．Ｔ．Ｂ及びスタッドジベルは製品価格とする。

種　　別 割 増 率 適　　　　用

鋼　　　板 17％

形　　　鋼 12％
棒鋼，製作するボルト(Ｈ．Ｔ．Ｂ，スタッドジベル

は除く），平鋼，鋼管，縞鋼板等を含む。

表２．２ 数量計算の分類

ネット質量で計算するものの例 グロス質量で計算するものの例

1　 矩形部材・台形部材，平行四辺形部材

2　 全長にわたってテーパーのついた部材

3　伸縮継手の櫛形部

4　 ラーメン形又はフレーム形の対傾構の

開口部

1　形状の複雑なガセットプレート

2　板厚変化のテーパー

3　板幅変化のテーパー

4　スチフナーの切穴

5　 ハンドホール，マンホール，リベット，

ボルトの穴など

ただし，トラス橋のガセット，ハンドホー

ルについては，ネット質量で計算する方が

適当な場合もあるので注意を要する。
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　２－８　溶接材料費及び副資材費

 （１）溶接材料費

　標準的な寸法・構造諸元の橋梁の場合，溶接材料の質量をあげて計上せず，副資材費に含めて積算してよ

い。

 （２）副資材費

　副資材費は，工場製作にかかる溶接材料及び消耗材料で，加工鋼重（購入部品を除いた鋼材の質量）当り

溶接材料込みで17,300円／ｔとする。

 （注）１．鈑桁以外の加工鋼重は，大型材片質量及び小型材片質量の合計となる。

　　　２ ．単純鈑桁及び連続鈑桁の場合の加工鋼重は，大型材片質量・小型材片質量及び対斜傾構・横構

の加工鋼重の合計となる。

３．鋼	橋	製	作	費

　３－１　製作工数

 （１）橋梁の製作工数は次式により算出するのを原則とする。

１）全体製作工数（Ｙ）

Ｙ＝｛（Ｙ ×＋Ｙ ）×Ｋ＋Ｙ ＋Ｙ ｝×（１＋α）×（１＋β）×（１＋γ）×（１＋δ）＋Ｙ 

Ｙ ，Ｙ ，Ｙ ，Ｙ ，Ｙ  ：各工数要素

α：重連による補正率（表3.8）

β：斜橋又は曲線橋による補正（表3.9又は3.10）

　　ただし，斜橋と曲線橋の補正の重加算は行わず，いずれか大きい補正率を採用する。

γ：桁高変化による補正率（表3.11）

δ：平均支間長による工数の補正率（表3.12）

Ｋ：570材相当品による影響割増

 （注）製作工数は小数以下２位止め（３位四捨五入）とする。

　　　なお，各工数要素（Ｙ ，Ｙ ，Ｙ ，Ｙ ，Ｙ ）についても同様の扱いとする。

２）本体の加工組立工数（Ｙ ）

Ｙ ＝Ａ ×ａ ×Ｋ ＋Ａ ×ａ ×Ｋ 

Ａ  ：大型材片数

Ａ  ：小型材片数

ａ  ：大型１材片当りの橋梁形式による標準工数（表3.1）

ａ  ：小型１材片当りの橋梁形式による標準工数（表3.1）

Ｋ  ：大型１材片当りの重量による影響係数（表3.2）

ネットで計算するもの

①台形部材

②全長にわたってテーパーのついた部材

③伸縮継手の櫛形部

④ラーメン形又はフレーム形の対傾構の穴

⑤桁高の変化するもの（連続桁，ゲルバー桁）

グロスで計算するもの

①ガセットプレート

②板厚変化のテーパ（Ｗeb,Ｆlange等）

③板幅変化のテーパー

④スチフナーの切穴

⑤トラス，ローゼの吊材の穴

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1

1 1 1 1 2 2 2

1

2

1

2

1
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Ｋ  ：小型１材片当りの重量による影響係数（表3.2）

 （注）大型材片とは，主要な部材（主桁，横桁，縦桁，主構）のフランジ及び腹板。

　　　小型材片とは，上記以外の材片（補剛材，ダイヤフラム，添接板等）。

　　 　なお，詳細については，「鋼道路橋数量集計マニュアル」（平成15年３月，国土交通省）を参照

のこと。

３）本体の溶接工数（Ｙ ）

Ｙ ＝Ｂ ×ｂ ／10＋Ｂ ×ｂ ／10

Ｂ  ：大型材片板継溶接延長（６㎜換算長）

Ｂ  ：大型材片Ｔ継手溶接延長（実長）

ｂ  ：大型材片板継溶接10ｍ当りの橋梁形式による標準工数（表3.1）

ｂ  ：大型材片Ｔ継手溶接10ｍ当りの橋梁形式による標準工数（表3.1）

 （注）Ｂ は大型材片どうしの板継溶接延長を６mmサイズの隅肉溶接延長に換算した値。

　　 　Ｂ は大型材片どうしのＴ継手溶接延長の実長。

　　 　なお，詳細については，「鋼道路橋数量集計マニュアル」（平成15年３月，国土交通省）を参照

のこと。

４）570材相当品による影響割増（Ｋ）

Ｋ＝１＋Ｋ ×Ｗ 

Ｋ  ：570材相当品による影響係数（表3.3）

Ｗ  ：570材相当品の本体加工鋼重に占める割合

５）本体の仮組立工数（Ｙ ）

　１）～３）に示す条件を全て満たす橋梁については，原則として本体の仮組立を簡略化するものとし，

補正率ε（別表）を用いて本体の仮組立工数を低減する。

１）鈑桁橋（Ｉ形断面）又は箱桁橋であること。

２）直橋であること。（桁が直橋である橋。支点折れ桁含む。）

３）鈑桁橋では斜角が75°以上，箱桁橋では斜角が90°であること

　ただし，特段の理由（桁高が変化する場合，溶接継手を採用する場合，ベント架設以外の架設方法を

採用する場合，その他「標準的」と解釈できない理由がある場合等）がある場合にはこの限りではない。

Ｙ ＝Ｃ×ｃ×Ｋ ×（１＋ε）

Ｃ  ：本体の全体部材数 

ｃ  ：部材の橋梁形式による標準工数（表3.1）

Ｋ  ：１部材当り重量による影響係数（表3.4）

ε  ：仮組立の簡略化による補正率（別表）

 （注 ）部材とは，架設時に継手により組立てられる材片の工場組立単位。単純鈑桁，連続鈑桁は対

傾構・横構を含む。

　　 　なお，詳細については，「鋼道路橋集計マニュアル」（平成15年３月，国土交通省）を参照す

ること。

６）対傾構及び横構組立工数（Ｙ ）（単純鈑桁・連続鈑のみ）

Ｙ ＝（Ｃ ×ｃ ×Ｋ ）＋（Ｃ ×ｃ ×Ｋ ）

Ｃ  ：対傾構部材数

Ｃ  ：横構部材数

ｃ  ：対傾構１部材当りの標準工数（表3.6）

ｃ  ：横構１部材当りの標準工数（表3.6）

Ｋ  ：（主桁高）×（主桁間隔）面積による影響係数（表3.7）

 （注 ）対傾構部材数，横構部材数については，「鋼道路橋数量集計マニュアル」（平成15年３月，国土

交通省）を参照のこと。

2

2

2 1 1 2 2

1

2

1

2

1

2

3 0

3

0

3

3 4

注

4

別表 仮組立の簡略化による補正率

形　式 低　減　率

単純鈑桁

連続鈑桁
－41％

箱　　桁 －20％

4

4 1 1 5 2 2 5

1

2

1

2

5
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７）付属物製作工数（Ｙ ）

Ｙ ＝Ｄ×ｄ×（１＋α）×（１＋β）＋Ｅ×ｅ×（１＋β）＋Ｆ×ｆ×（１＋β）＋Ｇ×ｇ×（１＋α）

Ｄ：伸縮継手の加工鋼重

ｄ：伸縮継手の標準工数（表3.13）

Ｅ：高欄の加工鋼重

ｅ：高欄の標準工数（表3.14）

Ｆ：橋梁用防護柵の加工鋼重

ｆ：橋梁用防護柵の標準工数（表3.15）

Ｇ：検査路の加工鋼重

ｇ：検査路の標準工数（表3.16）

α：重連による補正率（表3.8）

β：斜橋又は曲線橋による補正率（表3.9又は表3.10）

　　ただし，斜橋と曲線橋の補正の重加算は行わず，いずれか大きい補正率を採用する。

5

5

表３．１ 橋梁形式別標準工数

要素

形式 （人／個） （人／個） （人／10ｍ）（人／10ｍ）

ｃ

（人／個）

単 純 鈑 桁 1.15 0.25 0.94 0.39 0.43

連 続 鈑 桁 1.22 0.19 0.78 0.37 0.38

箱 桁 2.25 0.31 0.87 0.37 3.09

鋼 床 版 鈑 桁 0.99 0.20 0.92 0.62 3.61

鋼 床 版 箱 桁 3.78 0.33 1.03 0.53 6.24

卜 ラ ス 0.56 0.33 0.75 0.32 0.79

ア ー チ 1.59 0.41 0.93 0.55 2.55

ラ ー メ ン 1.98 0.40 0.80 0.57 3.26

角 型 鋼 橋 脚 3.70 0.63 1.69 3.30 10.66

丸 型 鋼 橋 脚 6.39 0.54 0.32 0.86 8.20

角 型 ア ン カ ー

フ レ ー ム
－ 0.35 － － 11.67

丸 型 ア ン カ ー

フ レ ー ム
－ 0.19 － － 5.57

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2

表３．２ 大型１材片当りの重量による影響係数（Ｋ  ）及び

小型１材片当りの重量による影響係数（Ｋ  ）
1

2

ただし，Ｘ：（大型材片重量÷大型材片数）÷大型材片標準重量　又は

　　　　　　（小型材片重量÷小型材片数）÷小型材片標準重量

影響係数（Ｋ ） 影響係数（Ｋ ）

0.67Ｘ＋0.33 0.86Ｘ＋0.14

1 2

表３．３  570材相当品による影響係数（Ｋ  ）3

形　　式 Ｋ

単純鈑桁及び連続鈑桁 0.28

上記以外の形式 0.25

3

表３．４  １部材当りの重量による影響係数（Ｋ  ）4

ただし，Ｘ：（加工鋼重÷部材数）÷部材標準重量

影響係数（Ｋ ）

0.82Ｘ＋0.18

4
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 （２）製作工数の補正

　重連，斜橋又は曲線橋，桁高変化，平均支間長による工数の補正率はそれぞれ小数点以下を四捨五入して

整数とする。（単位％）

１）重連による補正率

　同一橋梁形式において，支間長，主桁本数，主桁間隔，斜角，曲率が同一の橋梁が重連する場合は，連

数により下記に示す表で工数を補正する。

表３．５ 標準重量 （kg）

  要素

形式
大型材片 小型材片 部　　材

単 純 鈑 桁 　847 20.4 　1,016

連 続 鈑 桁 　724 18.6 　　918

箱 桁 1,235 33.7 　6,165

鋼 床 版 鈑 桁 　509 23.3 　7,036

鋼 床 版 箱 桁 1,698 34.3 10,022

卜 ラ ス 　229 18.4 　1,146

ア ー チ 　749 24.4 　3,886

ラ ー メ ン 　908 28.2 　5,131

角 型 鋼 橋 脚 1,708 63.2 17,719

丸 型 鋼 橋 脚 2,523 45.4 14,389

角 型 ア ン カ ー

フ レ ー ム
－ 29.7 10,914

丸 型 ア ン カ ー

フ レ ー ム
－ 13.4 　4,198

表３．６ 対傾構・横構標準工数（単純鈑桁・連続鈑桁のみ）

（人／個）

  要素

形式

対傾構部材（ｃ１） 横構部材（ｃ２）

形鋼構造 鈑桁トラス構造 形鋼構造 溶接構造

単純鈑桁
0.81 1.17 0.32 0.39

連続鈑桁

表３．７  （主桁高×主桁間隔） 面積による影響係数（Ｋ  ）5

ただし，Ｘ：主桁高（ｍ）×主桁間隔（ｍ）

面積（㎡）
対傾構 横構

　 Ｘ＜4 0.93 0.92

4≦Ｘ＜6 1.00 1.00

6≦Ｘ 　 1.14 1.16

Ｋ5

表３．８ 重連による補正率

 （注）連続桁の場合は，１連続桁を１連とする。

連　　数 補　正　率

2 －3％

3・4 －4％

5・6 －6％

7以上 －7％
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２）斜橋による工数の補正

　橋端部が斜めである橋梁（平面的に斜めである橋梁（図-1参照））では斜角（α）により表3.9に示す率

で工数を補正する。

 （イ）片側斜角の場合

（例）

単純桁でⓑ,Ⓒ,ⓓ,ⓔが同一の場合

低減率＝　× 0 ＋　×－4＝－3.2＝－3％
1

5

4

5

図－１ 斜橋の例

表３．９ 斜角による補正率

 （注）斜橋による工数補正は，次により行うものとする。

斜角（α）
割　　増　　率

箱桁形式 箱桁形式以外

75°≦α＜90° ＋3％  ＋3％

45°≦α＜75° ＋3％  ＋5％

　　　α＜45° ＋3％ ＋10％

α：斜角

（単純桁）

（３径間連続桁）

補正率＝αによる該当補正率×1.0

Ｌ1，Ｌ2，Ｌ3は道路中心線の支間長

補正率＝αによる該当補正率×1.0×
Ｌ1

Ｌ1＋Ｌ2＋Ｌ3
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 （ロ）連続桁において，中間支点のみ斜角を有する場合

 （ハ）直橋であるが横軸方向に扇状に配置した場合

ａ）全主桁が扇状配置

ｂ）一部の桁が扇状配置

ｃ）連続桁で一部の支間でなおかつ一部桁が扇状配置

（２径間連続桁）

補正率＝ α による該当補正率×1.0

（３径間連続桁）

Ｌ1，Ｌ2，Ｌ3は道路中心線の支間長

Ｌ1＋Ｌ2＋Ｌ3は道路中心線の支間長

補正率＝ α による該当補正率×
Ｌ1＋Ｌ2

Ｌ1＋Ｌ2＋Ｌ3

平均斜角 α ＝ α 1＋α 2……＋αｎ

主桁本数

平均斜角 α ＝ α 1＋α 2……

斜主桁本数

平均斜角 α ＝ α 1＋α 2……

斜主桁本数

補正率＝平均斜角 α に該当する補正率×1.0

補正率＝平均斜角 α に該当する補正率×
斜主桁本数

全主桁本数

補正率＝平均斜角 α に該当する補正率×
斜主桁本数

全主桁本数

Ｌ1

Ｌ1＋Ｌ2＋Ｌ3

×

Ⅳ－7－①－9 ②  593



３）曲線橋による工数の補正

　桁自体を湾曲させて曲線橋としている橋梁では，道路中心線における曲線半径（Ｒ）により表3.10に示

す率で工数を補正する。

　曲線半径が変化する場合は，支間毎に最小曲線半径により工数を補正する。

　なお，補正率は，支間毎に適用し，補正率は支間長の加重平均とする。

４）桁高変化による補正率

　箱桁形式・鈑桁形式・トラス形式について，支間毎に桁高（腹板高，主構高）を15cm以上曲線的に変化

させている（切り欠き部を除く）橋梁では，下記に示す表で工数を割増する。

　なお，補正率の有無は支間毎に適用し，補正率は支間長の加重平均とする。

表３．10 曲線橋による補正率

曲線半径（Ｒ）
割　　増　　率

箱桁形式 箱桁形式以外

250ｍ≦Ｒ＜500ｍ ＋19％  ＋9％

100ｍ≦Ｒ＜250ｍ ＋25％ ＋15％

　　　 Ｒ＜100ｍ ＋29％ ＋20％

Ｌ1，Ｌ2，Ｌ3，Ｌ4は道路中心線の支間長とする。

補正率＝
Ｌ1×０＋Ｌ2×補正率①＋Ｌ3×補正率①＋Ｌ4×補正率②

Ｌ1＋Ｌ2＋Ｌ3＋Ｌ4

表３．11 桁高変化による補正率

形　　式 補正率

箱 桁 形 式 ＋11％

鈑桁形式，トラス形式  ＋5％

Ｌ 1，Ｌ 2，Ｌ 3，Ｌ 4，Ｌ 5は道路中心線の支間長とする。

補正率＝
Ｌ 1×０＋Ｌ 2×補正率＋Ｌ 3×補正率＋Ｌ 4×補正率＋Ｌ 5×０

Ｌ 1＋Ｌ 2＋Ｌ 3＋Ｌ 4＋Ｌ 5
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５）平均支間長による工数の補正率は表3.12による。

 （３）工場製作の対象となる伸縮継手，高欄，橋梁用防護柵，検査路を発注する場合の製作工数は以下を標準と

する。

　また，補修取替など，単独で工場製作の対象となる上記付属物を発注する場合も同様とする。

表３．12 平均支間長による工数の補正率

 （連続鈑桁） （単純鈑桁）

 平均支間長（ｍ） 増減率

　　　～20未満 －10％

20以上～30未満  －4％

30以上～40未満  　0％

40以上～　　　  ＋2％

 平均支間長（ｍ） 増減率

　　　～20未満 －9％

20以上～30未満 －5％

30以上～　　　 　0％

 （箱桁）  （鋼床版鈑桁）

 平均支間長（ｍ） 増減率

　　　～25末満 －5％

25以上～35未満 　0％

35以上～45未満 ＋5％

45以上～　　　 ＋7％

 平均支間長（ｍ） 増減率

　　　～30未満 －7％

30以上～40未満 －5％

40以上～50未満 －3％

50以上～60未満 　0％

60以上～70未満 ＋2％

70以上～　　　 ＋5％

 （鋼床版箱桁）  （トラス）

 平均支間長（ｍ） 増減率

　　　～60未満 －4％

60以上～90未満 　0％

90以上～　　　 ＋7％

 平均支間長（ｍ） 増減率

　　　～35未満 －11％

35以上～45末満  －7％

45以上～55未満  －2％

55以上～　　　  　0％

 （アーチ系）  （ラーメン）

 平均支間長（ｍ） 増減率

　　　～40未満 －11％

40以上～70未満  　0％

70以上～　　　  ＋5％

 平均支間長（ｍ） 増減率

　　　～ 55未満 －3％

55以上～145未満 　0％

145以上～　　　　 ＋2％

表３．13 伸縮継手標準工数 （人／ｔ）

形　　　式 標 準 工 数 付属物図集

フィンガー形式 11.2 Ｊ－１

車道部はフィンガー形式
12.2 Ｊ－２

歩道部重ね合わせ（踏板）形式
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付属物図集

表３．14 高欄標準工数 （人／ｔ）

形　　　式 標準工数 付属物図集

　主要横梁，下段横梁，支柱とも角形鋼管を主

体としたもの（横ビーム型）
8.0 Ｋ－１

　主要横梁，下段横梁はパイプ，支柱は角形鋼

管を用いたもの（横ビーム型）
9.1 Ｋ－２

　主要横梁，下段横梁はパイプ，支柱は鋼板を

加工したものを用いたもの（横ビーム型）
10.3 Ｋ－３

　主要横梁，下段横梁，支柱とも角形鋼管，縦

さんにフラットバーを用いたもの（縦さん用）
11.1 Ｋ－４

表３．15 橋梁用防護柵標準工数 （人／ｔ）

橋梁用防護柵の形式 標準工数 付属物図集

路側用

主要横梁幅が200mm

を超える角形鋼管を

用いたもの

下段横梁１段 5.4 Ｂ－１

下段横梁２段 6.4 Ｂ－２

路側用

主要横梁幅が200mm

以下の角形鋼管を用

いたもの

下段横梁１段 7.5 Ｂ－３

下段横梁２段 8.8 Ｂ－４

高　欄　兼　用　型 － 9.6 Ｂ－５

 （注）１．桁付検査路とは，鋼上部工の主桁，主構に取付ける検査路。

　　　２．脚廻り検査路とは，下部工（橋台，橋脚）に取付ける検査路。

表３．16 検査路標準工数　　（人／ｔ）

形　　　式 標準工数

桁付検査路　 9.6

脚廻り検査路 11.3

図－１ 伸縮装置構造形式
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高欄構造形式

防護柵構造形式
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 （４）単独で，伸縮継手，高欄，橋梁用防護柵，検査路を発注する場合の積算にあたっては，間接工事費の取扱

いは，鋼橋工場製作工事と同じとする。

　なお，ゴム系伸縮継手の積算にあたっては，「第Ⅵ編第２章⑥－１橋梁用伸縮継手装置設置工」による。

 （５）鋼橋工場製作工事に係る支承の積算は製品価格（支承メーカーの販売価格）を材料費明細書に計上し，工

場管理費の取扱いは一般の鋼材と同様とする。

 （イ）支承の運搬は，一般橋梁部材の運搬と同じ扱いとし，運搬部材質量の中に入れて積算する。

 （ロ）支承の塗装は，中塗り，上塗りを現場塗装として計上するものとする。

　３－２　製作工労務単価

　工場製作における工数単価（直接労務費）は「土木事業単価表（福島県土木部）基準単価」によるものとす

る。

 （注）工数の補正は，表3.17に従って伸縮継手，高欄，橋梁用防護柵，検査路の製作にも適用する。

　　　　　　　　 ○：補正を行う　　　　　 ×：補正を行わない

 （注）　*  ： 伸縮継手，検査路の重連による補正は，表3.8の補正を適用する。ただし，連数は橋梁本体

と同様とする。

　　　**  ：伸縮継手の斜橋による補正は，表3.9の「箱桁形式以外」の場合の補正を適用する。

　　 ***  ： 高欄，橋梁用防護柵の曲線による補正は，表3.10の「箱桁形式以外」の場合の補正を適用

する。

表３．17 付属物の工数の補正

種　別 重　連 斜　　橋 曲　線　橋 桁高変化 平均支問長

伸 縮 継 手  ○* 　○** × × ×

高 欄 × × 　 ○*** × ×

橋梁用防護柵 × × 　 ○*** × ×

検 査 路  ○* × × × ×
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４．横断歩道橋製作費

　４－１　製作工数

 （１）横断歩道橋の製作工数は次式により算出することを原則とする。

製作工数＝（Ａ×ａ）×（１＋β）＋（Ｂ×ｂ）×（１＋β）＋

 （Ｃ×ｃ）×（１＋β）＋（Ｅ×ｅ）×（１＋β）＋Ｄ×ｄ

Ａ：桁本体部の重量

ａ：桁本体部の標準工数（表4.1）

Ｂ：階段部の重量

ｂ：階段部の標準工数（表4.1）

Ｃ：斜路部の重量

ｃ：斜路部の標準工数（表4.1）

Ｄ：支柱部の重量

ｄ：支柱部の標準工数（表4.1）

Ｅ：高欄部の重量

ｅ：高欄部の標準工数（表4.1）

β：桁本体部・階段部・斜路部・高欄部の曲線橋補正率（表3.10）

　　（注）曲線補正率については，3-1に準ずる。

 （２）横断歩道橋の標準工数は表4.1のとおりとする。

　４－２　製作工労務単価

　3-2に準ずる。

　４－３　溶接材料費及び副資材費

　2-8に準ずる。

 （注）　 （桁本体部）Ｉ桁： 溶接Ｉ形鋼による横断歩道橋（Ｉ形断面の桁は上路，下路ともにフランジ材とし

て普通鋼板，Ｔ形鋼，ＣＴ形鋼のいずれでも可）

　　　　　　　　　 Ｈ桁：Ｈ形圧延鋼による横断歩道橋

　　　　　　　　　 Ｃ桁：プレスＣ形鋼による横断歩道橋

　　　　　　　　　 箱桁：溶接箱桁を用いた横断歩道橋

　　　　　　　　　　　　 なお，鋼床版としても鋼床版橋としての工数の割増は行わない。

　　　　　（階段部）Ｉ桁：溶接Ｉ桁による直線階段

　　　　　　　　　 螺旋：螺旋状になった階段

　　　　　（斜路部）Ｉ桁：溶接Ｉ桁による斜路

　　　　　　　　　 箱桁：溶接箱桁による斜路

表４．１ 横断歩道橋標準工数 （人／ｔ）

桁本体部 階段部 斜路部 支柱部 高欄部

Ｉ桁：11.3

Ｈ桁：  9.3

Ｃ桁：11.8

箱桁：13.9

Ｉ桁：  9.9

螺旋：12.3

Ｉ桁：  8.8

箱桁：  9.4
8.2 11.6
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５．桁　輸　送　費

　５－１　運搬距離

　運搬距離は，架設位置から最寄りの橋梁製作工場が所在する市町村役場までの最短経路を用いて計算する。

　ただし，入札の結果，表５．１における最寄りの橋梁製作工場で当該工事の鋼橋上部工の製作ができないと

判断した場合は，当該工事の入札参加者の最寄りの橋梁製作工場として計算することも可能とする。

表５．１ 橋梁製作工場 所在地一覧

 （注）橋梁製作工場が所在する市町村は上表を標準とする。

道府県名 所在地

北海道 釧路市，北広島市，室蘭市

茨城県 神栖市，取手市

栃木県 下野市，小山市，大田原市

千葉県 市原市，富津市

富山県 南砺市，立山町，射水市

石川県 白山市

愛知県 半田市

三重県 松阪市，津市

大阪府 堺市

和歌山県 海南市，由良町

広島県 尾道市

山口県 宇部市，防府市

徳島県 小松島市

香川県 多度津町

福岡県 北九州市

佐賀県 伊万里市

長崎県 西海市

大分県 大分市

Ⅳ－7－①－16②  600



　５－２　輸送費

　輸送費の積算は，各橋種毎に表5.2鋼橋工場製作輸送費に示す回帰式を用いて積算するものとする。

６．架　　設　　費

　鋼橋及び横断歩道橋の架設費は，「第Ⅳ編第７章③鋼橋架設工」及び「⑰歩道橋（側道橋）架設工」によるもの

とする。

７．Ｈ	形	鋼	橋	梁

　７－１　Ｈ形鋼橋梁の単価

　単価については，物価資料等により公示されているものを用いるものとする。

　７－２　Ｈ形鋼橋梁積算上の注意

 （１）橋桁単価を適用する鋼材質量は，主桁，横桁，枝桁，取付ボルトなどの本体質量とし，主桁継手，付属品

（沓，高欄，排水パイプ）は含まないものとする。

 （２）主桁継手加算金額には，主桁継手の鋼材質量分も含む。

 （３）Ｈ形鋼橋梁は，原則として原寸検査，仮組検査は行わないものとする。特に，仮組検査を必要とする場合

は，特記仕様書にその旨を記載するものとする。

 （４）斜橋及び縦断勾配加算金額における質量は，本体のみとする。

 （５）質量によるエキストラについては，全て本体質量を対象とする。

　７－３　間接工事費

　間接工事費の積算については，「第Ⅰ編第２章工事費の積算②間接工事費」によるものとする。Ｈ形鋼橋工

事を橋梁業者に直接発注する場合も，一般土木工事に含めて発注する場合も積算上は同じ取扱いとする。

８．	一般管理費等

　８－１　共通仮設費

　架設費，現場塗装費及び床版工事等の共通仮設費については，一般土木工事と同様に積算するものとする。

　８－２　現場管理費

　工事原価（架設工事）の輸送費，架設費，現場塗装費及び床版工事等の純工事費に対し「第Ｉ編第２章工事

費の積算②間接工事費３．現場管理費」に規定する現場管理費率を乗じて求める。

　８－３　一般管理費等

　工事製作と現場架設を分離発注する場合には，工場製作については工場原価に，現場架設については工事原

価に，工場製作と現場製作を同一業者に発注する場合は，工場原価に工事原価を加えた額に対し，「第Ｉ編第

３章①一般管理費等」に規定する一般管理費等率を乗じて求める。

９．ネームプレート

　ネームプレートは橋体工で計上するものとし単価は別に定める単価とする。

表５．２ 鋼橋工場製作輸送費（沖縄を除く）

 （注）１ ．上表に示す回帰式は，桁製作工場から現場への陸上輸送を想定している。したがって，製作桁を現

場から別の現場へ輸送する場合等については別途考慮する。

　　　２．上表は，誘導車，特殊車両通行許可申請，高速料金，道路調査等を含む。

　　　３．運搬距離が1,500kmを超える場合については，別途考慮する。

Ｙ：輸送単価（円／ｔ）

Ｘ：運搬距離（km）

橋　　　種  輸送単価（円／t）

鈑桁（鋼床版鈑桁を除く） Ｙ＝35.07Ｘ＋ 13,051

鈑桁（鋼床版鈑桁のみ） Ｙ＝33.11Ｘ＋ 14,686

箱桁（鋼床版箱桁を除く） Ｙ＝29.94Ｘ＋ 12,939

箱桁（鋼床版箱桁のみ） Ｙ＝26.38Ｘ＋ 13,472

トラス，アーチ，ラーメン Ｙ＝24.95Ｘ＋ 14,523

橋脚 Ｙ＝26.12Ｘ＋ 8,518

アンカーフレーム Ｙ＝24.01Ｘ＋ 11,384

横断歩道橋 Ｙ＝80.84Ｘ＋ 11,938
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10．単　　価　　表

　 （１）鋼材費（鋼板）１ｔ当り単価表

　 （２）鋼材費（形鋼）１ｔ当り単価表

　 （３）鋼材費（丸鋼・耐溝状腐食電縫鋼管）１ｔ当り単価表

　 （４）支承材料費１個当り単価表

　 （５）橋歴板１枚当り単価表

名　　　称 規　　　格 単　位 数　　　量 摘　　　要

鋼 材 ｔ 2-2による

規格エキストラ 〃 2-3（1）による

寸法エキストラ 〃 2-3（2）による

厚みエキストラ 〃 2-3（2）による

ス ク ラ ッ プ 〃

諸 雑 費 式 1

計

名　　　称 規　　　格 単　位 数　　　量 摘　　　要

鋼 材 ｔ 2-2による

規格エキストラ 〃 2-3（1）による

ス ク ラ ッ プ 〃 2-5による

諸 雑 費 式 1

計

名　　　称 規　　　格 単　位 数　　　量 摘　　　要

鋼 材 ｔ 2-2による

ス ク ラ ッ プ 〃 2-5による

諸 雑 費 式 1

計

名　　　称 規　　　格 単　位 数　　　量 摘　　　要

支 承 個 1

諸 雑 費 式 1

計

名　　　称 規　　　格 単　位 数　　　量 摘　　　要

橋 歴 板 枚 1

諸 雑 費 式 1

計
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　 （６）高力ボルト材料費100組当り単価表

　 （７）スタッドジベル材料費100本当り単価表

　 （８）製作直接労務費１式当り単価表

　 （９）製作直接労務費（付属物のみ）１ｔ当り単価表

　 （10）製作直接労務費（横断歩道橋）１式当り単価表

　 （11）副資材費１ｔ当り単価表

　 （12）鋼橋工場製作輸送費１ｔ当り単価表

名　　　称 規　　　格 単　位 数　　　量 摘　　　要

高 力 ボ ル ト 組 100

諸 雑 費 式 1

計

名　　　称 規　　　格 単　位 数　　　量 摘　　　要

スタッドジベル 本 100

諸 雑 費 式 1

計

名　　　称 規　　　格 単　位 数　　　量 摘　　　要

製 作 工 （橋梁）本体 人 3-1による

製 作 工 （橋梁） 付属物 〃 3-1による

諸 雑 費 式 1

計

名　　　称 規　　　格 単　位 数　　　量 摘　　　要

製 作 工  （橋梁） 人 3-1による

諸 雑 費 式 1

計

名　　　称 規　　　格 単　位 数　　　量 摘　　　要

製 作 工  （橋梁） 人 4-1による

諸 雑 費 式 1

計

名　　　称 規　　　格 単　位 数　　　量 摘　　　要

副 資 材 費 t 1

諸 雑 費 式 1

計

名　　　称 規　　　格 単　位 数　　　量 摘　　　要

鋼橋工場製作輸送費 t 1 5-2による

諸 雑 費 式 1

計
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１．適　用　範　囲

　本資料は，鋼橋の塗装前処理，工場塗装に適用する。

２．塗	装	前	処	理

　塗装前処理の歩掛は，次表を標準とする。

　なお，塗装前処理については，原板ブラストプライマー処理を標準とする。

②	 橋梁塗装工（工場塗装及び塗装前処理）

 （注 ）諸雑費は，処理後のプライマー補修費用等であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限

とする。

表２．１ 塗装前処理（原板ブラスト・エッチングプライマー処理） （100㎡当り）

名　　　称 単　位 数　量 摘　　　要

原板ブラスト及びプライマー ㎡ 100 表2.3による

橋 梁 塗 装 工 人 2.3 ２次調整（動力工具処理）

諸 雑 費 ％ 3 ２次調整（動力工具処理）

 （注）１ ．動力工具処理の場合の諸雑費は，処理後のプライマー補修費用等であり，労務費の合計額に上

表の率を乗じた金額を上限とする。

　　　２ ．製品ブラストの場合の諸雑費は，ブラスト材料費等の費用であり，労務費の合計額に上表の率

を乗じた金額を上限として計上する。

表２．２ 塗装前処理（原板ブラスト・ジンクリッジプライマー処理） （100㎡当り）

名　　　称 単　位 数　量 摘　　　要

原板ブラスト及びプライマー ㎡ 100 表2.3による

橋 梁 塗 装 工 人 6.3 ２次調整（製品ブラスト）

橋 梁 塗 装 工 〃 2.3 ２次調整（動力工具処理）

諸 雑 費 ％ 9 ２次調整（製品ブラスト）

諸 雑 費 〃 3 ２次調整（動力工具処理）

表２．３ 原板ブラスト及びプライマー単価

 （注）１．原板ブラスト及びプライマーについては，工場管理費の対象としない。

　　　２．エッチングプライマーについては，ウォッシュ系（クロムフリー）とする。

塗　　装　　前　　処　　理  単価（円／㎡）

原板ブラスト及びエッチングプライマー 340

原板ブラスト及びジンクリッジプライマー 340

原板ブラストのみ 82
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３．工　場　塗　装

　３－１　工場塗装の標準歩掛

　工場塗装の歩掛は，次表を標準とする。

　３－２　材料使用量

 （１）工場塗装でのペイント及び希釈剤の使用量は，次表を標準とする。

表３．１ 塗装の標準歩掛

 （注 ）諸雑費は工具損料等の費用であり，材料費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限とし

て計上する。

名　　　称
単 

位

工場塗装（エアレススプレー使用）

数量 備　　　考

ペ イ ン ト ㎏
１回当りペイント使用量

 （表3.2）×塗装回数

希 釈 剤 ㎏ 表3.2，表3.3

橋 梁 塗 装 工 人 表3.4，表3.5

諸 雑 費 ％ 10

 （注）１．上表の数値は，塗料作業に伴う塗料のロス分を含む。

　　　２．希釈剤使用量には，使用機器等の洗浄用希釈剤を含む。

　　　３．希釈剤の比重は0.85とする。

　　　４ ．ミストコートについては，次層の塗料の45％希釈剤を使用するものとし，上表の希釈剤標準使用

量は適用しないものとする。

　　　５．上表以外の塗料を使用する場合は，鋼道路橋塗装・防食便覧による。

表３．２ ペイント使用量（エアレススプレー使用） （kg／100㎡／回）

塗　装　種　別 規　　　格 標準使用量

下
塗
り
塗
料

鉛・クロムフリーさび止めペイント JIS Ｋ 5674 17

無機ジンクリッチペイント 60

ミストコート（エポキシ樹脂塗料下塗り） 16

エポキシ樹脂塗料下塗 54

変性エポキシ樹脂塗料内面用 41

中塗り

塗　料
フッ素系樹脂塗料中塗 17

上塗り

塗　料
フッ素系樹脂塗料上塗 14

希　　釈　　剤 塗料標準使用量の10％
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 （２）希釈剤は，次表を標準とする。

　３－３　橋梁塗装工歩掛

 （１）工場塗装の作業歩掛は，次式による。

　工場塗装作業歩掛＝工場塗装標準歩掛×（１＋補正係数）

４．単　　価　　表

　 （１）塗装前処理100㎡当り単価表

　 （２）工場塗装100㎡当り単価表

表３．３ 希釈剤

塗　料　種　類 希　　釈　　剤

鉛系・クロムフリーさび止めペイント 塗料用シンナー

無機ジンクリッチペイント 無機ジンクリッチプライマー用シンナー

エポキシ樹脂塗料下塗
エポキシ樹脂塗料用シンナー

変性エポキシ樹脂塗料内面用

フッ素系樹脂塗料中塗
フッ素系樹脂塗料用シンナー

フッ素系樹脂塗料上塗

ミストコート

 （次層塗料の45％希釈剤）

ミストコートの上に使用する塗料のシン

ナーを用いる。

 （注）１．上記歩掛は，準備，後片付け，塗装面の清掃を含む。

　　　２．塗装作業の実施は，橋梁塗装工による。

表３．４ 工場塗装標準歩掛　　（人／100㎡／回）

作　業　内　容 工　場　塗　装

標　 準　 歩　 掛 1.4

表３．５ 補正係数

 （注）各層とも適用する。

  作業内容

割増条件
工　場　塗　装

 箱桁構造内面（密閉部） 0.6

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　　要

エッチングプライマー ㎡ 100 表2.3　原板ブラスト・エッチングプライマー

ジンクリッジプライマー 〃 100 表2.3　原板ブラスト・ジンクリッジプライマー

原 板 ブ ラ ス ト 〃 100 表2.3　原板ブラストのみ

橋 梁 塗 装 工 人 2.3 表2.1，表2.2　二次素地調整（動力工具）

橋 梁 塗 装 工 〃 6.3 表2.2　二次素地調整（製品ブラスト）

諸 雑 費 式 1 表2.1，表2.2

計

コード番号 Ｓ 6 0 0 0

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　　要

塗 料 ㎏ 表3.2

塗 料 用 シ ン ナ ー ℓ  〃　，表3.3

橋 り ょ う 塗 装 工 人 表3.4，表3.5

諸 雑 費 式 1 表3.1

計
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１．適　用　範　囲

　本資料は，鋼橋及び合成床版の架設工事に適用する。なお，本資料による積上げ積算は，標準的な架設条件を前

提としているので，特殊な架設条件の場合又は本資料による架設工法によらない場合は，別途架設設計のうえ計上

する。

　橋梁型式による架設工費の補正は考慮しないことを標準とするが，ケーブルクレーン又はケーブルエレクション

を使用した架設において斜橋で斜度の強い場合及び曲線橋は補正することが出来る。

 （１）架設費の内容

　架設費の内容は次表のとおりである。ただし本表は架設費の総括表であり，架設工法により適用項目を抽出

して積上げ計上する。架設工法が併用工法となる場合でも適用項目を現地条件勘案の上組合せて積算すること

が出来る。

③	 鋼	橋	架	設	工

架設費の内容

※合成床版工は，合成床版の場合に適用する。

　　　　　　　　　　　　　工

　　　　　　　　　　　　　法

　　　項　　目
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ー
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（
吊
下
げ
工
法
）
直
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ョ
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（
吊
下
げ
工
法
）
斜
吊

ケ
ー
ブ
ル
エ
レ
ク
シ
ョ
ン

ケ
ー
ブ
ル
ク
レ
ー
ン

鋼 桁 輸 送 費 ○ ○ ○ ○ ○ ○

小 運 搬 工 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ベ ン ト 基 礎 工 ○ ○

ベ ン ト 損 料 ○ ○

ベ ン ト 設 備 設 置 ・ 撤 去 費 ○ ○

ケ ー ブ ル ク レ ー ン 設 備 損 料 ○ ○

ケーブルクレーン設備据付・解体費 ○ ○

ケ ー ブ ル エ レ ク シ ョ ン 設 備 損 料 ○ ○

ケーブルエレクション設備据付・解体費 ○ ○

ア ン カ ー 工 ○ ○ ○ ○

鉄 塔 基 礎 工 ○ ○ ○ ○

架 設 工 ○ ○ ○ ○ ○ ○

地 組 工 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ゴ ム 支 承 据 付 工 ○ ○

金 属 支 承 据 付 工 ○ ○ ○ ○ ○ ○

本 締 め 工 ○ ○ ○ ○ ○ ○

落 橋 防 止 装 置 取 付 工 ○ ○ ○ ○ ○ ○

足 場 ・ 防 護 工 ○ ○ ○ ○ ○ ○

合 成 床 版 工 ○ ○
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２．施　工　概　要

　施工フローは，下記を標準とする。

 （注）１．本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。

　　　２．登り桟橋及び沓座モルタルについては，土木工事標準積算基準［Ⅲ］についても参照のこと。

足場及び防護工撤去

Ⅳ－7－③－2②  608



３．機	種	の	選	定

　３－１　移動式クレーン

　移動式クレーンの機械・規格は，次表を標準とする。

　３－２　ケーブルクレーン設備

　架設計画による。

　３－３　ケーブルエレクション設備

　架設計画による。

　３－４　ベント設備

　架設計画による。

　３－５　発動発電機

　ケーブルクレーン運転，本締め工等に使用する発動発電機の規格は，次表を標準とする。

　ただし，商用電源を使用する場合は，計上しない。

 （注）１ ．架設用クレーン，合成床版用クレーン，補助クレーンは，最大部材質量，作業半径，吊上げ高さ等を勘

案し，現場条件に適合した規格，台数を選定し計上する。

　　　２ ．地組を行う場合の主クレーンは架設と兼用するものとし，最大部材質量，作業半径は地組を考慮したも

のとする。

　　　３ ．ケーブルクレーン，ケーブルクレーンによるステージング，ケーブルエレクション工法の場合，ケーブ

ル設備据付・解体等は補助クレーンを使用する。

　　　４ ．現場条件により上表により難い場合は，クレーンの機種・規格を別途選定する。その際にも本歩掛を適

用出来る。

　　　５．トラッククレーン及びラフテレーンクレーンは，賃料とする。

　　　６ ．補助クレーンに使用するラフテレーンクレーンで７ｔ，10ｔ，45ｔを選定した場合は，排出ガス対策型

（第１次基準値）とする。

　　　７ ． 架設用クレーン，合成床版用クレーンについて，規格が５ｔ吊以上80ｔ吊未満となる場合は，ラフテレー

ンクレーン（排出ガス対策型（第２次基準値））を標準とする。

　　　８ ．支承工，落橋防止装置取付工，ベント設備設置・撤去，ベント基礎設置・撤去で使用するクレーンは各

工種で計上する。

表３．１ 機種の選定

作　業　種　別 用　途 機　種  ・  規　格

・移動式クレーン

・移動式クレーンによるス

テージング

・架 設 用 ク

レーン

・合成床版用

クレーン

5t吊以上80t吊未満   ラフテレーンクレーン　油圧伸縮ジブ型・

排出ガス対策型（第2次基準値） 　各種

それ以外  トラッククレーン

  油圧伸縮ジブ型　各種

・ケーブルクレーン

・ケーブルクレーンによる

ステージング

・ケーブルエレクション

補助クレーン
ラフテレーンクレーン　油圧伸縮ジブ型・

排出ガス対策型（第2次基準値） 　各種

 （注）１．発動発電機は賃料とする。

　　　２．上表により難い場合は，上記以外の規格を使用することが出来る。

表３．２ 機種の選定

作　業　種　別 機　種  ・  規　格

・移動式クレーン

・移動式クレーンによるステージング

ディーゼルエンジン駆動

排出ガス対策型（第３次基準値）

20／25kVA

・ケーブルクレーン

・ケーブルクレーンによるステージング

・ケーブルエレクション

ディーゼルエンジン駆動

排出ガス対策型（第１次基準値）

100／125kVA

Ⅳ－7－③－3 ②  609



　３－６　仮締めボルト及びドリフトピンの規格及び数量

　仮締めボルト及びドリフトピンの規格及び数量は，次表を標準とする。これにより難い場合は，別途考慮す

る。

４．支　　承　　工

　４－１　金属支承据付工

　金属支承据付工歩掛は，次表を標準とする。

表３．３ 仮締めボルト及びドリフトピンの数量

名　　称 規　　格
本締めボルト

規 格
穴　　径

100本当り損料

（円／供用日）
数　　量

仮 締 め ボ ル ト
φ22㎜用 Ｍ22 φ24.5㎜ 48 本締めボルト総本数

×1／3×2／3φ19㎜用 Ｍ19 φ21.5㎜ 24

ド リ フ ト ピ ン
φ24.5×150㎜ Ｍ22 φ24.5㎜ 別途 本締めボルト総本数

×1／3×1／3φ21.5×150㎜ Ｍ19 φ21.5㎜ 別途

表４．１ 金属支承据付工歩掛

Ｎ：支承設置数（基）

ａ：１基当り支承質量による係数（付表－１）

 （注）１．本歩掛は，支承据付に伴う仮置き・調整・無収縮モルタル打設等までの作業を含む。

　　　２． 現場条件によりラフテレーンクレーンの規格が上表により難い場合は，現場条件に適した規格を選定する。

　　　３．クレーン賃料，架設工具損料等は，表13.1により別途計上する。

　　　４ ．諸雑費は，支承据付用足場材賃料（平均橋台橋脚高さ２ｍ以上）及び発動発電機を使用した場合の燃料・

油脂類の費用であり，労務費の合計額に，上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

　　　　 　なお，商用電源を使用した場合は，支承据付用足場材賃料（平均橋台橋脚高さ２ｍ以上）及び商用電力料

として（　）内の率を乗じた金額を上限として計上する。

　　　５．支承質量にはアンカーボルトを含む。

　　　６．無収縮モルタル材料については「第Ⅳ編第７章⑨ＰＣ橋架設工」の「６．支承工」による。

　　　７．日当り施工量Ｄｎは小数第２位を四捨五入し，第１位とする。

架　設　工　法
日当り施工量

Ｄｎ（基／日）
編成人員（人） 機械名

諸雑費率（％）（注）4

平均橋台

橋脚高さ

2ｍ未満

平均橋台

橋脚高さ

2ｍ以上

移動式クレーン　

橋りょう世話役

橋りょう特殊工

普 通 作 業 員

１

３

１

ラフテレーンクレーン

油圧伸縮ジブ型・排出

ガス対策型（第2次基

準値）25t吊
1

（0.9）

8

（8）

ケーブルクレーン

橋りょう世話役

橋りょう特殊工

普 通 作 業 員

１

５

１

ケーブルクレーン

Ｄｎ＝　
Ｎ

0.3a（Ｎ＋9）

Ｄｎ＝　
Ｎ

0.24a（Ｎ＋8）

付表－１ 金属支承質量による係数（ａ）

ｘ：１基当り支承質量（ｔ）

架 設 工 法 １基当り支承質量ｘ≦0.6 １基当り支承質量ｘ＞0.6

移 動 式 ク レ ー ン 0.7 1.0

ケ ー ブ ル ク レ ー ン 1.0 1.3

備 考 １基当り支承質量＝  　　　　　
支承総質量

支承設置数
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　４－２　ゴム支承据付工

　ゴム支承据付工歩掛は，次表を標準とする。

５．地　　組　　工

　地組工歩掛は次表を標準とする。

　地組工は，２部材以上の主桁を地上等で予め縦列に連結する作業であり，対傾構・横桁等で主桁を並列組する並

列地組立は原則として積算上考慮しないものとする。

　ただし，作業時間の制約や，橋梁上作業の制約等でやむを得ず並列地組立を行わなければならない場合は地組工

歩掛を適用する。

表４．２ ゴム支承据付工歩掛

Ｗ：支承１基当り質量（ｔ）

 （注）１．本歩掛は，支承据付に伴う仮置き・調整・無収縮モルタル打設等の作業を含む。

　　　２ ．現場条件によりラフテレーンクレーンの規格が上表により難い場合は，現場条件に適した規格を

選定する。

　　　３．クレーン賃料，架設工具損料等は，表13.1により別途計上する。

　　　４ ．諸雑費は，支承据付用足場材料賃料（平均橋台橋脚高さ２ｍ以上）及び発動発電機を使用した場

合の燃料・油脂類の費用等であり，労務費の合計額に表4.2の率を乗じた金額を上限として計上す

る。なお，商用電源を使用した場合は，支承据付用足場材賃料（平均橋台橋脚高さ２ｍ以上）及び

商用電力料として（　）内の率を乗じた金額を上限として計上する。

　　　５．支承総質量にはアンカーボルトを含む。

　　　６．無収縮モルタル材料については「第Ⅳ編第７章⑨ＰＣ橋架設工」の「６．支承工」による。

　　　７．日当り施工量Ｄｎは小数第２位を四捨五入し，第１位とする。

　　　８．支承総質量，総設置数は，上表の種別毎の現場当りの数量を計上する。

１基当り支承質量＝ 
支承総質量

支承設置数

種　　別
日当り施工量

Ｄｎ（基／日）
編成人員（人） 機械名

諸雑費率（％）（注）4

平均橋台

橋脚高さ

2ｍ未満

平均橋台

橋脚高さ

2ｍ以上

一般支承
橋りょう世話役

橋りょう特殊工

普 通 作 業 員

１

３

１

ラフテレーンクレーン

油圧伸縮ジブ型・排出

ガス対策型（第2次基

準値）25t吊

2

（0.9）

11

（10）

機能分離型支承

Ｄｎ＝　
１

0.082Ｗ＋0.324

Ｄｎ＝　
１

0.101Ｗ＋0.484

鈑桁・少数Ｉ桁

 （縦列組）

箱桁・細幅箱桁

（横割ブロック組立）

箱桁・細幅箱桁

 （横列組）
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６．架　　設　　工

　６－１　鈑桁・箱桁・少数Ｉ桁・細幅箱桁・ラーメン

　　６－１－１　移動式クレーン・移動式クレーンによるステージング

　移動式クレーン・移動式クレーンによるステージングの鈑桁・箱桁・少数Ｉ桁・細幅箱桁及びラーメンの

架設工歩掛は，次表を標準とする。

　　６－１－２　ケーブルクレーン・ケーブルクレーンによるステージング・ケーブルエレクション

　ケーブルクレーン・ケーブルクレーンによるステージング・ケーブルエレクションの鈑桁・箱桁及びラー

メンの架設工歩掛は，次表を標準とする。

表５．１ 地組工歩掛

Ｇ：地組質量（ｔ）

 （注）１．本歩掛は，地組に伴う仮締めを含む。

　　　２ ．地組質量は，地上組立をすべき主桁（鋼床版・添接板を含む）の質量であり，副部材及び高欄等の質

量は除いたものである。

　　　３．地組工には，本締め工は含まない。

　　　４ ．諸雑費は，地組用架台損料，発動発電機を使用した場合の燃料・油脂類の費用であり，労務費の合計

額に，上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

　　　　　なお，商用電源を使用した場合も同値とする。

　　　５．クレーン賃料，架設工具損料等は，表13.1により別途計上する。

　　　６．日当り施工量Ｄｇは小数第２位を四捨五入し，第１位とする。

桁　形　式
日当り施工量

Ｄｇ（ｔ／日）

編成人員

（人）

諸雑費率（％）

（注）4

鈑 桁

ラーメン（鈑桁形式）

橋りょう世話役

橋りょう特殊工

１

５

3

箱 桁

ラーメン（箱桁形式）

橋りょう世話役

橋りょう特殊工

１

６

少 数 Ｉ 桁

（ 鈑 桁 形 式 ）

橋りょう世話役

橋りょう特殊工

１

５

細 幅 箱 桁

（ 箱 桁 形 式 ）

橋りょう世話役

橋りょう特殊工

１

６

Ｄｇ＝　
Ｇ

0.026（Ｇ＋77）

Ｄｇ＝　
Ｇ

0.018（Ｇ＋77）

Ｄｇ＝　
Ｇ

0.023（Ｇ＋77）

Ｄｇ＝　
Ｇ

0.018（Ｇ＋77）

表６．１ 架設工歩掛

Ｗ：橋体総質量（ｔ）

ｎ：主桁架設回数（回）

ａ：一部材質量による係数（付表－1）

桁形式
日当り架設質量

Ｄｗ（ｔ／日）

編成人員

（人）

諸雑費率（％）

（注）7

鈑 桁

ラーメン（鈑桁形式）

ただし

鈑桁 9≦Ｄｗ≦45ｔ／日

箱桁20≦Ｄｗ≦65ｔ／日

少数Ｉ桁　9≦Ｄｗ≦55ｔ／日

細幅箱桁 20≦Ｄｗ≦65ｔ／日

橋りょう世話役

橋りょう特殊工

１

５

11

（10）

箱 桁

ラーメン（箱桁形式）

橋りょう世話役

橋りょう特殊工

１

６

少 数 Ｉ 桁

（ 鈑 桁 形 式 ）

橋りょう世話役

橋りょう特殊工

１

５

細 幅 箱 桁

（ 箱 桁 形 式 ）

橋りょう世話役

橋りょう特殊工

１

６

Ｄｗ＝　
Ｗ

0.24a（ｎ＋12）
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　６－２　トラス

　トラス架設工歩掛は，次表を標準とする。

　６－３　付表

表６．２ 架設工歩掛

Ｗ：橋体総質量（ｔ）

ｎ：主桁架設回数（回）

ａ：一部材質量による係数（付表－2）

桁形式
日当り架設質量

Ⅾｗ（ｔ／日）

編成人員

（人）

諸雑費率

(％）

鈑　　桁

箱　　桁

ラーメン
ただし

　 Ⅾｗ≧9ｔ／日

橋りょう世話役

橋りょう特殊工

普 通 作 業 員

１

７

１

（注）7

8

（4）

Ｄｗ＝　
Ｗ

0.53a（ｎ＋6）

表６．３ 架設工歩掛

Ｗ：１径間当り橋体総質量（ｔ）

作　業　種　別
日当り架設質量

Ⅾｗ（ｔ／日）

編成人員

（人）

諸雑費率(％）

（注）7

・移動式クレーン

・移動式クレーンによるステージング

・ケーブルクレーン

・ケーブルクレーンによるステージング

・ケーブルエレクション（直吊）（斜吊）

Ｄｗ＝0.025Ｗ＋4.35

ただし

6≦Ｄｗ≦11.5ｔ／日

50≦Ｗ≦300ｔ

橋 り ょ う 世 話 役

橋 り ょ う 特 殊 工

普 通 作 業 員

１

７

１

8

（4）

付表－１ 一部材質量による係数

鈑　　　　桁

ラーメン（鈑桁形式）

一部材質量（ｔ） 10以下 10超

ａ 1.0 1.2

箱　　　　桁

ラーメン（箱桁形式）

一部材質量（ｔ） 20以下 20超

ａ － 1.6

少 数 Ｉ 桁

（鈑桁形式）

一部材質量（ｔ） 20以下 20超

ａ 1.3 1.7

細 幅 箱 桁

（箱桁形式）

一部材質量（ｔ） 20以下 20超

ａ － 1.6

備　　考 一部材質量＝　　　　　　　
主桁質量

主桁架設回数

付表－２ 一部材質量による係数

 （注）１ ．本歩掛には，架設に伴う仮締めを含むが，地組及び支承据付は別途計上する。また，落橋防

止装置のうち鋼板が主体となっているものの取付歩掛を含む。

　　　２．本歩掛は，標準編成人員による架設作業である。

　　　３ ．橋体総質量は，「鋼道路橋数量集計マニュアル（案）」における「工数算定要素集計表」の加

工鋼材質量の合計（本体及び本体と同様に集計する付属物の加工鋼材質量の合計）から排水装

置の質量を除き，伸縮装置及び検査路（桁付・下部付）の加工鋼材質量を加算したものとする。

なお，鋼床版桁の場合は排水桝の鋼材質量を加算する。

一部材質量（ｔ） 4以下 8以下 14以下 20以下

ａ 0.7 1.0 1.5 1.9

備　　考 一部材質量＝　　　　　　　
主桁質量

主桁架設回数
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７．本　締　め　工

　本締め工歩掛は，次表を標準とする。

　　　４ ．主桁質量は「鋼道路橋数量集計マニュアル（案）」にて主桁の大型材片及び小型材片に分類

されている部材の総質量である。なお，鋼床版桁の場合は鋼床版の大型材片及び小型材片の質

量の合計も含む。

　　　５ ．主桁架設回数には鋼床版の架設回数を含む。なお，地組を行った場合の主桁架設回数は地組

後の部材数を架設回数とする。

　　　６．クレーン賃料，架設工具損料等は，表13.1により別途計上する。

　　　７ ．諸雑費は，発動発電機を使用した場合の燃料・油脂類及び消耗材料費の費用であり，労務費

の合計額に，表6.1～表6.3の率を乗じた金額を上限として計上する。

　　　　 　なお，商用電源を使用した場合は，商用電力料及び消耗材料費として（　）内の率を乗じた

金額を上限として計上する。

　　　８．日当り施工量Ｄｗは，小数第２位を四捨五入し，第１位とする。

　　　９ ．橋梁排水管設置と鋼橋架設を同時発注する場合，橋梁排水管設置については，「第Ⅳ編第７

章橋梁工⑯橋梁排水管設置工」により別途計上する。

　　　10．アーチ橋，ランガー橋架設歩掛は，橋梁形式トラスとする。

　　　11 ．検査路架設における下部工のアンカー設置は，14.検査路架設工（４）アンカーボルトの歩

掛を適用する。

表７．１ 本締め工歩掛

Ｑ：本締めボルト総本数（本）（高力ボルト＋トルシアボルト）

 （注）１．本歩掛は，地組及び架設の際の本締め工に適用する。

　　　２．架設工具損料等は，表13.1により別途計上する。

　　　３ ．諸雑費は，発動発電機を使用した場合の燃料・油脂類の費用であり，労務費の合計額に，上表

の率を乗じた金額を上限として計上する。

　　　　 　なお，商用電源を使用した場合も同値とする。

　　　４．日当り施工量Ｄｑは，一の位を四捨五入とし，十の位とする。

　　　５．トルシアボルトにおけるピンテールの破断面処理（錆防止等）は，別途考慮する。

日当り施工量Ｄｑ（本／日） 編成人員（人） 諸雑費率（％）（注）3

ただし

上限を1,670本とする。

橋りょう世話役

橋りょう特殊工

１

５
4

Ｄｑ＝　
Ｑ

0.41Ｑ／1000＋2.13
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８．落橋防止装置取付工

　ＰＣ鋼棒又はケーブルによって連結される落橋防止装置の取付歩掛は，次表を標準とする。

９．ア	ン	カ	ー	工

　アンカー工は，現場条件等により，別途計上する。なお，架設設計（アンカー工）による場合には，一般土木と

同様とする。

10．小　運　搬　工

　小運搬工は，現場条件，架設条件，輸送条件などで，一時仮置きを必要とする場合，別途計上する。

　小運搬工の計上にあたっては，大規模工事で扱い部材数量が多い場合，取付道路が屈曲していて作業用地の狭い

場合，交通規制を受ける場合などで一時仮置きをしなければならない現場の状況を判断したうえで，工法に応じて

別途計上する。

表８．１ 落橋防止装置取付工歩掛

 （注）１ ． １組とはＰＣ鋼棒又はケーブルを１本とし，それに付随するその他の部品をすべて含む。なお，鋼製ブ

ラケット部の取付けは架設工に含む。

　　　２ ．現場条件によりラフテレーンクレーンの規格が上表により難い場合は，現場条件に適した規格を選定す

る。

　　　３．クレーン賃料，架設工具損料等は，表13.1により別途計上する。

　　　４ ．鋼板を主体とした落橋防止装置（タイバー連結による，主桁突起をストッパーとする等）の取付けは架

設工に含む。

日当り施工量Ⅾｋ（組／日） 編成人員（人） 機械名

4
橋りょう世話役

橋りょう特殊工

１

３

ラフテレーンクレーン油圧伸縮ジブ型・

排出ガス対策型（第2次基準値）25t吊　

（参考図）

上部構造と下部構造を連結する場合

2 連の上部構造を相互に連結する場合
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11．架設用機械設備据付・解体

　11－１　ケーブルクレーン設備据付・解体歩掛

　ケーブルクレーン設備据付・解体歩掛は，次表を標準とする。

 （１）ケーブルクレーン設備

　ケーブルクレーン設備は，門型を標準とし，規格は次表による。

　Ｗ：鉄塔質量（ｔ）

　Ｌ：鉄塔間長（ｍ）

 （注）１．クレーン賃料，架設工具損料等は，表13.1により別途計上する。

　　　２ ．アンカー及び鉄塔基礎は，現場状況により別途計上する。

　　　３ ．諸雑費は，発動発電機を使用した場合の燃料・油脂類の費用であり，労務費の合計額に，上表の率を乗

じた金額を上限として計上する。なお，商用電源を使用した場合は架設工具使用の商用電力料及び消耗材

料費として（　）内の率を乗じた金額を上限として計上する。

　　　４．門型３系統の場合は，別途考慮する。

　　　５．所要日数ｄｃは小数第２位を四捨五入し，第１位とする。

表11．１ ケーブルクレーン設備据付・解体歩掛

建　　方 型　　式 所要日数ｄｃ（日） 編成人員（人） 諸雑費率（％）（注）3

ラ フ テ レ ー ン

ク レ ー ン
門型２系統 0.095Ｗ＋0.12Ｌ＋1.47

橋 り ょ う 世 話 役

橋 り ょ う 特 殊 工

普 通 作 業 員

１

７

１

5

（0.5）

 （注）１．吊上げ能力は１系統当りである。

　　　２． 架設条件により本表の規格で架設が困難な場合は，架設条件に適合した設備を別途計上する。

　　　３．外桁又は主構間隔が４ｍ以下の場合は単柱とし，４ｍを超える場合は門型を標準とする。

　　　４．鉄塔支間長は，橋長＋15ｍを標準とする。

表11．２ 門型２基分鉄塔質量 （ｔ）

  吊上げ能力 5.0ｔ 10.0ｔ 15.0ｔ 20.0ｔ

  バックス　　

  テイ角度

鉄塔高さ（ｍ）

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

10.0 12.5 13.2 13.8 19.2 20.2 21.1 25.8 27.0 28.3 32.3 33.9 35.5

12.5 15.4 16.1 16.9 22.0 23.1 24.2 28.6 30.0 31.4 35.1 36.9 38.6

15.0 18.8 19.7 20.7 25.5 26.7 28.0 32.0 33.6 35.2 38.6 40.5 42.4

17.5 22.9 25.1 27.4 29.5 32.5 35.4 36.1 39.7 43.3 42.6 46.9 51.1

20.0 27.5 30.3 33.0 34.2 37.6 41.0 40.8 44.8 48.9 47.3 52.0 56.8

22.5 32.9 36.1 39.4 39.5 43.5 47.4 46.1 50.7 55.3 52.6 57.9 63.1

25.0 38.8 42.7 46.5 45.5 50.0 54.5 52.0 57.2 62.4 58.6 64.4 70.3

27.5 45.4 52.2 59.0 52.0 59.8 67.6 58.6 67.4 76.1 65.1 74.9 84.6

30.0 52.5 60.4 68.3 59.2 68.1 77.0 65.8 75.6 85.5 72.3 83.1 94.0

32.5 60.4 69.4 78.5 67.0 77.1 87.1 73.6 84.6 95.6 80.1 92.1 104.1

35.0 68.8 79.1 89.4 75.5 86.8 98.1 82.0 94.3 106.6 88.6 101.8 115.1

37.5 77.9 93.4 109.0 84.5 101.4 118.3 91.1 109.3 127.5 97.6 117.1 136.7

40.0 87.5 105.0 122.6 94.2 113.0 131.9 100.8 120.9 141.1 107.3 128.8 150.2

42.5 97.9 117.4 137.0 104.5 125.4 146.3 111.1 133.3 155.5 117.6 141.1 164.7

45.0 108.8 130.5 152.3 115.5 138.5 161.6 122.0 146.4 170.8 128.6 154.3 180.0
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　ケーブルクレーン設備（単柱）の鉄塔質量は次表による。

　11－２　ケーブルエレクション設備据付・解体

　ケーブルエレクション設備据付・解体歩掛は，次表を標準とする。

 （注）１．吊上げ能力は１系統当りである。

　　　２．架設条件により本表の規格で架設が困難な場合は，架設条件に適合した設備を別途積算し計上する。

　　　３．外桁又は主構間隔が４ｍ以下の場合は単柱とする。

　　　４．鉄塔支間長は，橋長＋15ｍを標準とする。

表11．３ 単柱１系統鉄塔質量 （ｔ）

  吊上げ能力 5.0ｔ 10.0ｔ 15.0ｔ 20.0ｔ

  バックス　　

  テイ角度

鉄塔高さ（ｍ）

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

10.0 3.9 4.1 4.3 6.0 6.2 6.5 8.0 8.4 8.8 10.0 10.5 11.0

12.5 4.8 5.0 5.2 6.8 7.2 7.5 8.9 9.3 9.7 10.9 11.4 12.0

15.0 5.8 6.1 6.4 7.9 8.3 8.7 9.9 10.4 10.9 12.0 12.5 13.1

17.5 7.1 7.8 8.5 9.1 10.1 11.0 11.2 12.3 13.4 13.2 14.5 15.9

20.0 8.5 9.4 10.2 10.6 11.7 12.7 12.6 13.9 15.2 14.7 16.1 17.6

22.5 10.2 11.2 12.2 12.2 13.5 14.7 14.3 15.7 17.1 16.3 17.9 19.6

25.0 12.0 13.2 14.4 14.1 15.5 16.9 16.1 17.7 19.3 18.2 20.0 21.8

27.5 14.1 16.2 18.3 16.1 18.5 21.0 18.2 20.9 23.6 20.2 23.2 26.2

30.0 16.3 18.7 21.2 18.4 21.1 23.9 20.4 23.4 26.5 22.4 25.8 29.1

32.5 18.7 21.5 24.3 20.8 23.9 27.0 22.8 26.2 29.6 24.8 28.6 32.3

35.0 21.3 24.5 27.7 23.4 26.9 30.4 25.4 29.2 33.1 27.5 31.6 35.7

37.5 24.1 29.0 33.8 26.2 31.4 36.7 28.2 33.9 39.5 30.3 36.3 42.4

40.0 27.1 32.6 38.0 29.2 35.0 40.9 31.2 37.5 43.7 33.3 39.9 46.6

42.5 30.3 36.4 42.5 32.4 38.9 45.4 34.4 41.3 48.2 36.5 43.8 51.0

45.0 33.7 40.5 47.2 35.8 42.9 50.1 37.8 45.4 53.0 39.9 47.8 55.8

Ｗ：吊下橋体質量（ｔ）

Ａ：ケーブルクレーン設備据付・解体所要日数（日）

 （注）１．クレーン賃料，架設工具損料等は，表13.1により別途計上する。

　　　２．アンカー及び鉄塔基礎は，現場状況により別途計上する。

　　　３ ．諸雑費は，発動発電機を使用した場合の燃料・油脂類の費用であり，労務費の合計額に，上表の率を

乗じた金額を上限として計上する。なお，商用電源を使用した場合は架設工具使用の商用電力料として

（　）内の率を乗じた金額を上限として計上する。

　　　４．所要日数ｄｅは小数第２位を四捨五入し，第１位とする。

表11．４ ケーブルエレクション設備据付・解体歩掛

建　方 型　式
フォワード

ケーブル

所要日数ｄｅ

（日）

編成人員

（人）

諸雑費率（％）

（注）3

ラ フ テ レ ー ン

ク レ ー ン

直吊 Ａ＋0.078Ｗ
橋りょう世話役

橋りょう特殊工

普 通 作 業 員

１

７

１

5

（0.5）斜吊

３本

４本

５本

Ａ＋0.053Ｗ

Ａ＋0.067Ｗ

Ａ＋0.080Ｗ
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 （１）ケーブルエレクション設備

　ケーブルエレクション設備の規格は次表を標準とする。

（ｔ）

表11．５ ケーブルエレクション設備（直吊設備，斜吊設備共用），

　　　 ケーブルクレーン能力 ５ｔ吊鉄塔質量（門型２基分）

  鉄塔高さ

吊  バック

下げ  ステイ

質量（t）  角度

10.0ｍ 12.5ｍ 15.0ｍ 17.5ｍ 20.0ｍ 22.5ｍ 25.0ｍ 27.5ｍ

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

40 16.2 17.0 17.8 17.0 17.8 18.7 18.0 18.9 19.8 19.2 21.1 23.0 20.6 22.6 24.7 22.1 24.3 26.5 23.9 26.2 28.6 25.8 29.7 33.5

60 22.3 23.4 24.5 23.4 24.6 25.7 24.8 26.0 27.3 26.4 29.1 31.7 28.3 31.2 34.0 30.5 33.5 36.6 32.9 36.2 39.5 35.5 40.9 46.2

80 28.0 29.4 30.8 29.4 30.9 32.4 31.2 32.8 34.3 33.3 36.6 39.9 35.7 39.2 42.8 38.4 42.2 46.0 41.4 45.5 49.7 44.7 51.4 58.1

100 33.4 35.1 36.8 35.1 36.9 38.7 37.2 39.1 41.0 39.7 43.7 47.6 42.6 46.8 51.1 45.8 50.4 54.9 49.4 54.3 59.3 53.4 61.4 69.4

120 38.6 40.5 42.4 40.5 42.6 44.6 42.9 45.1 47.2 45.8 50.4 55.0 49.1 54.0 58.9 52.8 58.1 63.4 57.0 62.7 68.4 61.6 70.8 80.0

140 43.4 45.6 47.8 45.6 47.9 50.2 48.4 50.8 53.2 51.6 56.7 61.9 55.3 60.8 66.3 59.5 65.4 71.3 64.1 70.6 77.0 69.3 79.7 90.1

160 48.0 50.4 52.8 50.5 53.0 55.5 53.5 56.2 58.8 57.0 62.7 68.4 61.1 67.2 73.3 65.8 72.3 78.9 70.9 78.0 85.1 76.7 88.2 99.7

180 52.4 55.0 57.6 55.1 57.8 60.6 58.3 61.3 64.2 62.2 68.4 74.7 66.7 73.3 80.0 71.7 78.9 86.1 77.4 85.1 92.9 83.6 96.2 108.7

200 56.5 59.4 62.2 59.4 62.4 65.4 63.0 66.1 69.3 67.1 73.9 80.6 72.0 79.2 86.4 77.4 85.2 92.9 83.5 91.9 100.2 90.3 103.8 117.4

220 67.4 70.7 74.1 71.8 79.0 86.2 77.0 84.7 92.4 82.8 91.1 99.4 89.4 98.3 107.2 96.6 111.1 125.6

240 71.6 75.1 78.7 76.3 83.9 91.6 81.8 90.0 98.1 88.0 96.8 105.6 94.9 104.4 113.9 102.6 118.0 133.4

260 75.6 79.3 83.1 80.6 88.6 96.7 86.3 95.0 103.6 92.9 102.2 111.5 100.2 110.2 120.3 108.3 124.6 140.8

280 79.4 83.3 87.3 84.6 93.1 101.6 90.7 99.8 108.9 97.6 107.4 117.1 105.3 115.8 126.3 113.8 130.9 147.9

300 83.0 87.2 91.3 88.5 97.4 106.2 94.9 104.4 113.9 102.1 112.3 122.5 110.1 121.1 132.2 119.0 136.9 154.7

320 98.9 108.9 118.7 106.4 117.0 127.7 114.8 126.2 137.7 124.0 142.6 161.2

340 102.7 113.0 123.2 110.5 121.5 132.6 119.2 131.1 143.0 128.8 148.2 167.5

360 106.4 117.0 127.6 114.4 125.9 137.3 123.5 135.8 148.1 133.4 153.4 173.5

380 109.9 120.9 131.9 118.2 130.0 141.9 127.5 140.3 153.0 137.8 158.5 179.2

400 113.3 124.6 135.9 121.9 134.0 146.2 131.5 144.6 157.8 142.1 163.4 184.7

420 135.2 148.7 162.3 146.1 168.1 190.0

440 138.8 152.7 166.6 150.1 172.6 195.1

460 142.3 156.6 170.8 153.8 176.9 200.0

480 145.7 160.3 174.8 157.5 181.1 204.7

500 148.9 163.8 178.7 161.0 185.1 209.3

（ｔ）

  鉄塔高さ

吊  バック

下げ  ステイ

質量（t）  角度

30.0ｍ 32.5ｍ 35.0ｍ 37.5ｍ 40.0ｍ 42.5ｍ 45.0ｍ 47.5ｍ

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

40

60

80

100

120

140 75.0 86.2 97.5 81.2 93.3 105.5 87.8 101.0 114.2 95.0 114.0 133.0 102.6 123.2 143.7 110.8 132.9 155.1 119.4 143.3 167.2 128.5 160.7 192.8

160 82.9 95.2 107.8 89.8 103.2 116.7 97.1 111.7 126.3 105.0 126.1 147.1 113.5 136.2 158.9 122.5 147.0 171.5 132.1 158.5 184.9 142.2 177.7 213.2

180 90.5 104.1 117.6 97.9 112.6 127.3 106.0 121.9 137.8 114.6 137.5 160.4 123.8 148.6 173.4 133.7 160.4 187.1 144.1 172.9 201.7 155.1 193.9 232.6

200 97.7 112.3 127.0 105.7 121.5 137.4 114.4 131.5 148.7 123.7 148.4 173.2 133.6 160.4 187.1 144.2 173.1 201.9 155.5 186.6 217.7 167.4 209.2 251.1

220 104.5 120.2 135.8 113.1 130.0 147.0 122.4 140.7 159.1 132.3 158.8 185.3 143.0 171.6 200.2 154.3 185.2 216.0 166.4 199.6 232.9 179.1 223.8 268.6

240 111.0 127.6 144.3 120.1 138.1 156.1 130.0 149.5 169.0 140.6 168.7 196.8 151.9 182.3 212.6 163.9 196.7 229.5 176.7 212.0 247.4 190.2 237.8 285.3

260 117.2 134.8 152.3 126.8 145.8 164.9 137.2 157.8 178.4 148.4 178.1 207.8 160.4 192.4 224.5 173.1 207.7 242.3 186.6 223.9 261.2 200.8 251.0 301.3

280 123.1 141.6 160.0 133.2 153.2 173.2 144.2 165.8 187.4 155.9 187.1 218.3 168.5 202.2 235.9 181.8 218.2 254.6 196.0 235.2 274.4 211.0 263.7 316.5

300 128.8 148.1 167.4 139.4 160.3 181.2 150.8 173.4 196.0 163.1 195.7 228.3 176.2 211.5 246.7 190.2 228.2 266.3 205.0 246.0 287.0 220.7 275.9 331.0

320 134.2 154.3 174.4 145.2 167.0 188.8 157.1 180.7 204.3 169.9 203.9 237.9 183.6 220.4 257.1 198.2 237.8 277.5 213.6 256.4 299.1 230.0 287.5 345.0

340 139.4 160.3 181.2 150.8 173.5 196.1 163.2 187.7 212.2 176.5 211.8 247.1 190.7 228.9 267.0 205.9 247.0 288.2 221.9 266.3 310.7 238.9 298.6 358.3

360 144.4 166.0 187.7 156.2 179.7 203.1 169.0 194.4 219.8 182.8 219.4 255.9 197.5 237.0 276.5 213.2 255.8 298.5 229.8 275.8 321.8 247.4 309.2 371.1

380 149.1 171.5 193.9 161.4 185.6 209.8 174.6 200.8 227.0 188.9 226.6 264.4 204.1 244.9 285.7 220.3 264.3 308.4 237.4 284.9 332.4 255.6 319.5 383.4

400 153.7 176.8 199.8 166.3 191.3 216.3 180.0 207.0 234.0 194.7 233.6 272.5 210.3 252.4 294.5 227.0 272.4 317.8 244.7 293.7 342.6 263.4 329.3 395.1

420 158.1 181.8 205.5 171.1 196.8 222.4 185.2 212.9 240.7 200.2 240.3 280.3 216.4 259.6 302.9 233.5 280.2 326.9 251.7 302.1 352.4 271.0 338.7 406.5

440 162.3 186.7 211.1 175.7 202.1 228.4 190.1 218.6 247.2 205.6 246.7 287.8 222.2 266.6 311.0 239.8 287.7 335.7 258.5 310.2 361.9 278.2 347.8 417.3

460 166.4 191.4 216.4 180.1 207.1 234.1 194.9 224.1 253.4 210.8 252.9 295.1 227.7 273.3 318.8 245.8 295.0 344.1 265.0 318.0 371.0 285.2 356.5 427.8

480 170.4 195.9 221.5 184.4 212.0 239.7 199.5 229.4 259.3 215.7 258.9 302.0 233.1 279.7 326.4 251.6 301.9 352.2 271.2 325.5 379.7 292.0 364.9 437.9

500 174.1 200.3 226.4 188.5 216.7 245.0 203.9 234.5 265.1 220.5 264.6 308.8 238.3 286.0 333.6 257.2 308.6 360.1 277.2 332.7 388.1 298.4 373.1 447.7
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表11．６ ケーブルエレクション設備（直吊設備，斜吊設備共用），

　　　 ケーブルクレーン能力 10ｔ吊鉄塔質量（門型２基分）

  鉄塔高さ

吊  バック

下げ  ステイ

質量（t）  角度

10.0ｍ 12.5ｍ 15.0ｍ 17.5ｍ 20.0ｍ 22.5ｍ 25.0ｍ 27.5ｍ

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

40 18.2 19.1 20.0 19.2 20.1 21.1 20.3 21.3 22.3 21.6 23.8 26.0 23.2 25.5 27.8 25.0 27.5 30.0 26.9 29.6 32.3 29.1 33.5 37.8

60 24.2 25.4 26.6 25.5 26.7 28.0 27.0 28.3 29.7 28.8 31.6 34.5 30.8 33.9 37.0 33.2 36.5 39.8 35.8 39.3 42.9 38.7 44.5 50.3

80 29.9 31.3 32.8 31.4 32.9 34.5 33.2 34.9 36.6 35.5 39.0 42.5 38.0 41.8 45.6 40.9 45.0 49.1 44.1 48.5 52.9 47.7 54.8 62.0

100 35.2 36.9 38.7 37.0 38.8 40.7 39.2 41.1 43.1 41.8 46.0 50.1 44.8 49.2 53.7 48.2 53.0 57.8 52.0 57.2 62.4 56.2 64.6 73.0

120 40.2 42.2 44.2 42.3 44.4 46.5 44.8 47.0 49.3 47.8 52.5 57.3 51.2 56.3 61.4 55.1 60.6 66.1 59.4 65.3 71.3 64.2 73.8 83.5

140 45.0 47.2 49.5 47.3 49.6 52.0 50.1 52.6 55.1 53.4 58.8 64.1 57.2 63.0 68.7 61.6 67.8 73.9 66.4 73.1 79.7 71.8 82.6 93.4

160 49.5 52.0 54.5 52.0 54.6 57.2 55.1 57.9 60.5 58.8 64.7 70.5 63.0 69.3 75.6 67.8 74.6 81.3 73.1 80.4 87.8 79.0 90.9 102.7

180 53.8 56.5 59.2 56.5 59.4 62.2 59.9 62.9 65.9 63.9 70.3 76.7 68.5 75.3 82.2 73.7 81.0 88.4 79.5 87.4 95.4 85.9 98.8 111.7

200 57.9 60.8 63.7 60.8 63.9 66.9 64.5 67.7 70.9 68.7 75.6 82.5 73.7 81.0 88.4 79.3 87.2 95.1 85.5 94.1 102.6 92.4 106.3 120.1

220 68.8 72.2 75.7 73.3 80.7 88.0 78.6 86.5 94.3 84.6 93.0 101.5 91.2 100.4 109.5 98.6 113.4 128.2

240 72.9 76.6 80.2 77.7 85.5 93.3 83.3 91.7 100.0 89.6 98.6 107.6 96.7 106.4 116.1 104.5 120.2 135.9

260 76.8 80.7 84.5 81.9 90.1 98.3 87.8 96.6 105.4 94.5 103.9 113.4 101.9 112.1 122.3 110.2 126.7 143.2

280 80.6 84.6 88.7 86.0 94.5 103.1 92.1 101.3 110.5 99.1 109.0 118.9 106.9 117.6 128.3 115.6 132.9 150.2

300 84.2 88.4 92.6 89.8 98.8 107.7 96.2 105.9 115.5 103.5 113.9 124.2 111.7 122.9 134.0 120.7 138.8 156.9

320 100.2 110.2 120.2 107.8 118.5 129.3 116.3 127.9 139.5 125.7 144.5 163.4

340 103.9 114.3 124.7 111.8 123.0 134.2 120.6 132.7 144.8 130.4 149.9 169.5

360 107.6 118.3 129.1 115.7 127.3 138.9 124.8 137.3 149.8 134.9 155.2 175.4

380 111.0 122.1 133.2 119.4 131.4 143.3 128.9 141.7 154.6 139.3 160.2 181.1

400 114.4 125.8 137.2 123.0 135.3 147.6 132.7 146.0 159.3 143.5 165.0 186.5

420 136.4 150.1 163.7 147.5 169.6 191.7

440 140.0 154.0 168.0 151.3 174.0 196.7

460 143.5 157.8 172.2 155.1 178.3 201.6

480 146.8 161.5 176.1 158.6 182.4 206.2

500 150.0 165.0 180.0 162.1 186.4 210.7

（ｔ）

  鉄塔高さ

吊  バック

下げ  ステイ

質量（t）  角度

30.0ｍ 32.5ｍ 35.0ｍ 37.5ｍ 40.0ｍ 42.5ｍ 45.0ｍ 47.5ｍ

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

40

60

80

100

120

140 77.7 89.3 101.0 84.1 96.7 109.3 91.0 104.6 118.3 98.4 118.1 137.8 106.3 127.6 148.8 114.8 137.7 160.7 123.7 148.4 173.2 133.2 166.4 199.7

160 85.5 98.3 111.2 92.5 106.4 120.3 100.1 115.1 130.2 108.3 129.9 151.6 117.0 140.4 163.8 126.3 151.5 176.8 136.1 163.4 190.6 146.5 183.2 219.8

180 92.9 106.9 120.8 100.6 115.6 130.7 108.8 125.1 141.5 117.7 141.2 164.7 127.2 152.6 178.0 137.2 164.7 192.1 147.9 177.5 207.1 159.2 199.1 238.9

200 100.0 115.0 130.0 108.2 124.4 140.6 117.1 134.6 152.2 126.6 151.9 177.3 136.8 164.2 191.5 147.7 177.2 206.7 159.2 191.0 222.8 171.3 214.2 257.0

220 106.7 122.7 138.7 115.5 132.8 150.1 124.9 143.7 162.4 135.1 162.1 189.2 146.0 175.2 204.4 157.6 189.1 220.6 169.9 203.8 237.8 182.8 228.5 274.3

240 113.1 130.0 147.0 122.4 140.7 159.1 132.4 152.3 172.2 143.2 171.9 200.5 154.7 185.7 216.6 167.0 200.4 233.8 180.0 216.0 252.1 193.8 242.3 290.7

260 119.2 137.1 154.9 129.0 148.3 167.7 139.6 160.5 181.5 150.9 181.1 211.3 163.1 195.7 228.3 176.0 211.2 246.5 189.8 227.7 265.7 204.3 255.3 306.4

280 125.0 143.8 162.5 135.3 155.6 175.9 146.4 168.4 190.3 158.3 190.0 221.7 171.1 205.3 239.5 184.7 221.6 258.5 199.1 238.9 278.7 214.3 267.8 321.4

300 130.6 150.2 169.8 141.3 162.5 183.7 152.9 175.9 198.8 165.4 198.5 231.6 178.7 214.5 250.2 192.9 231.5 270.1 207.9 249.5 291.1 223.8 279.8 335.7

320 135.9 156.3 176.7 147.1 169.2 191.3 159.2 183.1 207.0 172.2 206.6 241.0 186.0 223.2 260.4 200.8 240.9 281.1 216.4 259.7 303.0 233.0 291.2 349.5

340 141.1 162.2 183.4 152.7 175.6 198.5 165.2 190.0 214.7 178.6 214.4 250.1 193.0 231.6 270.2 208.3 250.0 291.7 224.6 269.5 314.4 241.7 302.2 362.6

360 146.0 167.9 189.8 158.0 181.7 205.4 170.9 196.6 222.2 184.9 221.8 258.8 199.7 239.7 279.6 215.6 258.7 301.8 232.4 278.9 325.3 250.2 312.7 375.2

380 150.7 173.3 195.9 163.1 187.5 212.0 176.4 202.9 229.4 190.8 229.0 267.1 206.2 247.4 288.7 222.5 267.0 311.5 239.9 287.9 335.8 258.2 322.8 387.3

400 155.2 178.5 201.7 168.0 193.1 218.3 181.7 209.0 236.3 196.5 235.9 275.2 212.4 254.8 297.3 229.2 275.1 320.9 247.1 296.5 345.9 266.0 332.5 399.0

420 159.5 183.5 207.4 172.7 198.6 224.5 186.8 214.9 242.9 202.0 242.5 282.9 218.3 262.0 305.6 235.6 282.8 329.9 254.0 304.8 355.6 273.4 341.8 410.1

440 163.7 188.3 212.8 177.2 203.8 230.3 191.7 220.5 249.2 207.3 248.8 290.3 224.0 268.8 313.7 241.8 290.2 338.5 260.7 312.8 364.9 280.6 350.7 420.9

460 167.7 192.9 218.1 181.5 208.8 236.0 196.4 225.9 255.4 212.4 254.9 297.4 229.6 275.5 321.4 247.8 297.3 346.9 267.1 320.5 373.9 287.5 359.4 431.2

480 171.6 197.4 223.1 185.7 213.6 241.5 201.0 231.1 261.3 217.4 260.8 304.3 234.9 281.8 328.8 253.5 304.2 354.9 273.3 327.9 382.6 294.1 367.7 441.2

500 175.4 201.7 228.0 189.8 218.3 246.7 205.4 236.2 267.0 222.1 266.5 310.9 240.0 288.0 336.0 259.0 310.8 362.6 279.2 335.0 390.9 300.5 375.7 450.8
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表11．７ ケーブルエレクション設備（直吊設備，斜吊設備共用），

　　　 ケーブルクレーン能力 15ｔ吊鉄塔質量（門型２基分） （ｔ）

  鉄塔高さ

吊  バック

下げ  ステイ

質量（t）  角度

10.0ｍ 12.5ｍ 15.0ｍ 17.5ｍ 20.0ｍ 22.5ｍ 25.0ｍ 27.5ｍ

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

40 20.2 21.2 22.3 21.3 22.3 23.4 22.5 23.7 24.8 24.0 26.4 28.8 25.7 28.3 30.9 27.7 30.5 33.2 29.9 32.9 35.9 32.3 37.1 42.0

60 26.1 27.4 28.7 27.4 28.8 30.2 29.1 30.5 32.0 31.0 34.1 37.2 33.2 36.5 39.9 35.7 39.3 42.9 38.6 42.4 46.3 41.7 47.9 54.2

80 31.6 33.2 34.8 33.4 34.9 36.6 35.2 37.0 38.8 37.6 41.3 45.1 40.3 44.3 48.3 43.3 47.6 52.0 46.7 51.4 56.1 50.5 58.1 65.7

100 36.9 38.7 40.5 38.7 40.7 42.6 41.0 43.1 45.2 43.8 48.1 52.5 46.9 51.6 56.3 50.5 55.5 60.6 54.5 59.9 65.3 58.9 67.7 76.5

120 41.8 43.9 46.0 43.9 46.1 48.3 46.6 48.9 51.2 49.6 54.6 59.6 53.2 58.5 63.8 57.2 63.0 68.7 61.8 67.9 74.1 66.7 76.8 86.8

140 46.5 48.8 51.1 48.9 51.3 53.8 51.8 54.4 56.9 55.2 60.7 66.2 59.2 65.1 71.0 63.7 70.0 76.4 68.7 75.5 82.4 74.2 85.4 96.5

160 50.9 53.5 56.0 53.5 56.2 58.9 56.7 59.6 62.4 60.5 66.5 72.6 64.8 71.3 77.8 69.7 76.7 83.7 75.2 82.8 90.3 81.3 93.5 105.7

180 55.2 57.9 60.7 58.0 60.9 63.8 61.4 64.5 67.6 65.5 72.0 78.6 70.2 77.2 84.2 75.5 83.1 90.6 81.5 89.6 97.8 88.1 101.3 114.5

200 59.2 62.1 65.1 62.2 65.3 68.4 65.9 69.2 72.5 70.3 77.3 84.3 75.3 82.8 90.4 81.0 89.1 97.2 87.4 96.2 104.9 94.5 108.6 122.8

220 70.2 73.7 77.2 74.8 82.3 89.8 80.2 88.2 96.2 86.3 94.9 103.5 93.1 102.4 111.7 100.6 115.7 130.8

240 74.2 77.9 81.6 79.1 87.1 95.0 84.8 93.3 101.8 91.3 100.4 109.5 98.5 108.3 118.1 106.4 122.4 138.3

260 78.1 82.0 85.9 83.3 91.6 99.9 89.3 98.2 107.1 96.0 105.6 115.2 103.6 114.0 124.3 112.0 128.8 145.6

280 81.8 85.9 90.0 87.2 96.0 104.7 93.5 102.8 112.2 100.6 110.6 120.7 108.5 119.4 130.2 117.3 134.9 152.5

300 85.3 89.6 93.9 91.0 100.1 109.2 97.5 107.3 117.1 104.9 115.4 125.9 113.2 124.5 135.9 122.4 140.7 159.1

320 101.4 111.6 121.7 109.1 120.0 130.9 117.7 129.5 141.3 127.2 146.3 165.4

340 105.1 115.7 126.2 113.1 124.4 135.7 122.0 134.2 146.4 131.9 151.7 171.5

360 108.7 119.6 130.4 117.0 128.6 140.3 126.2 138.8 151.4 136.4 156.8 177.3

380 112.1 123.3 134.6 120.6 132.7 144.8 130.1 143.2 156.2 140.7 161.8 182.9

400 115.4 127.0 138.5 124.2 136.6 149.0 134.0 147.4 160.8 144.8 166.5 188.2

420 137.6 151.4 165.2 148.8 171.1 193.4

440 141.2 155.3 169.4 152.6 175.5 198.3

460 144.6 159.0 173.5 156.2 179.7 203.1

480 147.8 162.6 177.4 159.8 183.8 207.7

500 151.0 166.1 181.2 163.2 187.7 212.2

（ｔ）

  鉄塔高さ

吊  バック

下げ  ステイ

質量（t）  角度

30.0ｍ 32.5ｍ 35.0ｍ 37.5ｍ 40.0ｍ 42.5ｍ 45.0ｍ 47.5ｍ

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

40

60

80

100

120

140 80.3 92.3 104.4 86.9 99.9 113.0 94.0 108.1 122.2 101.7 122.0 142.4 109.9 131.9 153.8 118.6 142.3 166.0 127.8 153.4 179.0 137.6 172.0 206.4

160 88.0 101.2 114.4 95.2 109.5 123.8 103.0 118.5 133.9 111.4 133.7 156.0 120.4 144.5 168.5 129.9 155.9 181.9 140.1 168.1 196.1 150.8 188.5 226.2

180 95.3 109.6 123.9 103.1 118.6 134.0 111.6 128.3 145.0 120.7 144.8 168.9 130.4 156.4 182.5 140.7 168.9 197.0 151.7 182.0 212.4 163.3 204.1 244.9

200 102.2 117.5 132.9 110.6 127.2 143.8 119.7 137.6 155.6 129.4 155.3 181.2 139.9 167.8 195.8 151.0 181.2 211.3 162.7 195.3 227.8 175.2 219.0 262.8

220 108.8 125.1 141.5 117.8 135.4 153.1 127.4 146.5 165.7 137.8 165.4 192.9 148.9 178.7 208.5 160.7 192.9 225.0 173.2 207.9 242.5 186.5 233.1 279.7

240 115.1 132.4 149.7 124.6 143.3 162.0 134.8 155.0 175.3 145.8 174.9 204.1 157.5 189.9 220.5 170.0 204.0 238.0 183.3 219.9 256.6 197.3 246.6 295.9

260 121.1 139.3 157.5 131.1 150.8 170.4 141.9 163.0 184.4 153.4 184.1 214.8 165.8 198.9 232.1 178.9 214.7 250.5 192.9 231.4 270.0 207.6 259.5 311.4

280 126.9 145.9 164.9 137.3 157.9 178.5 148.6 170.9 193.2 160.7 192.8 225.0 173.6 208.4 243.1 187.4 224.9 262.4 202.0 242.4 282.8 217.4 271.8 326.2

300 132.4 152.2 172.1 143.3 164.8 186.2 155.0 178.3 201.5 167.7 201.2 234.7 181.1 217.4 253.6 195.5 234.6 273.7 210.8 252.9 295.1 226.9 283.6 340.3

320 137.6 158.3 178.9 149.0 171.3 193.7 161.2 185.4 209.5 174.3 209.2 244.0 188.4 226.0 263.7 203.3 244.0 284.6 219.1 263.0 306.8 235.9 294.9 353.8

340 142.7 164.1 185.5 154.4 177.6 200.7 167.1 192.2 217.2 180.7 216.8 253.0 195.3 234.3 273.4 210.7 252.9 295.0 227.2 272.6 318.0 244.5 305.7 366.8

360 147.5 169.7 191.8 159.7 183.6 207.6 172.8 198.7 224.6 186.8 224.2 261.6 201.9 242.3 282.6 217.9 261.5 305.1 234.9 281.9 328.8 252.8 316.0 379.3

380 152.2 175.0 197.8 164.7 189.4 214.1 178.2 204.9 231.7 192.7 231.3 269.8 208.2 249.9 291.5 224.8 269.7 314.7 242.3 290.7 339.2 260.8 326.0 391.2

400 156.6 180.1 203.6 169.5 194.9 220.4 183.4 210.9 238.5 198.4 238.0 277.7 214.3 257.2 300.1 231.3 277.6 323.9 249.4 299.3 349.1 268.4 335.6 402.7

420 160.9 185.1 209.2 174.2 200.3 226.4 188.5 216.7 245.0 203.8 244.6 285.3 220.2 264.3 308.3 237.7 285.2 332.8 256.2 307.5 358.7 275.8 344.8 413.7

440 165.1 189.8 214.6 178.6 205.4 232.2 193.3 222.3 251.3 209.0 250.8 292.7 225.9 271.0 316.2 243.8 292.5 341.3 262.8 315.4 367.9 282.9 353.6 424.3

460 169.0 194.4 219.7 182.9 210.4 237.8 198.0 227.6 257.3 214.1 256.9 299.7 231.3 277.6 323.8 249.7 299.6 349.5 269.1 323.0 376.8 289.7 362.1 434.5

480 172.9 198.8 224.7 187.1 215.1 243.2 202.4 232.8 263.2 218.9 262.7 306.5 236.6 283.9 331.2 255.3 306.4 357.5 275.2 330.3 385.3 296.3 370.3 444.4

500 176.6 203.1 229.5 191.1 219.7 248.4 206.8 237.8 268.8 223.6 268.3 313.1 241.6 289.9 338.3 260.8 312.9 365.1 281.1 337.3 393.6 302.6 378.3 453.9
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表11．８ ケーブルエレクション設備（直吊設備，斜吊設備共用），

　　　 ケーブルクレーン能力 20ｔ吊鉄塔質量（門型２基分） （ｔ）

  鉄塔高さ

吊  バック

下げ  ステイ

質量（t）  角度

10.0ｍ 12.5ｍ 15.0ｍ 17.5ｍ 20.0ｍ 22.5ｍ 25.0ｍ 27.5ｍ

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

40 22.2 23.3 24.4 23.3 24.5 25.7 24.7 25.9 27.2 26.3 29.0 31.6 28.2 31.1 33.9 30.4 33.4 36.5 32.8 36.1 39.3 35.4 40.7 46.1

60 27.9 29.3 30.7 29.4 30.8 32.3 31.1 32.7 34.2 33.2 36.5 39.8 35.6 39.1 42.7 38.3 42.1 45.9 41.3 45.4 49.5 44.6 51.3 58.0

80 33.4 35.0 36.7 35.1 36.8 38.6 37.2 39.0 40.9 39.6 43.6 47.6 42.5 46.7 51.0 45.7 50.3 54.8 49.3 54.2 59.2 53.3 61.3 69.3

100 38.5 40.4 42.4 40.5 42.5 44.5 42.9 45.0 47.2 45.7 50.3 54.9 49.0 53.9 58.8 52.7 58.0 63.3 56.9 62.6 68.3 61.5 70.7 79.9

120 43.4 45.5 47.7 45.6 47.9 50.1 48.3 50.7 53.1 51.5 56.6 61.8 55.2 60.7 66.2 59.4 65.3 71.3 64.1 70.5 76.9 69.2 79.6 90.0

140 48.0 50.4 52.8 50.4 52.9 55.5 53.4 56.1 58.8 57.0 62.7 68.4 61.1 67.2 73.3 65.7 72.3 78.8 70.9 77.9 85.0 76.6 88.1 99.6

160 52.3 55.0 57.6 55.0 57.8 60.5 58.3 61.2 64.1 62.2 68.4 74.6 66.6 73.3 79.9 71.7 78.8 86.0 77.3 85.0 92.8 83.6 96.1 108.6

180 56.5 59.3 62.1 59.4 62.3 65.3 62.9 66.1 69.2 67.1 73.8 80.5 71.9 79.1 86.3 77.4 85.1 92.8 83.5 91.8 100.1 90.2 103.7 117.3

200 60.4 63.5 66.5 63.5 66.7 69.9 67.3 70.7 74.0 71.8 79.0 86.1 76.9 84.6 92.3 82.8 91.0 99.3 89.3 98.2 107.2 96.5 111.0 125.5

220 71.5 75.1 78.7 76.3 83.9 91.5 81.7 89.9 98.1 87.9 96.7 105.5 94.9 104.3 113.8 102.5 117.9 133.3

240 75.5 79.3 83.1 80.5 88.6 96.6 86.3 94.9 103.6 92.8 102.1 111.4 100.2 110.2 120.2 108.3 124.5 140.7

260 79.3 83.3 87.3 84.6 93.0 101.5 90.7 99.7 108.8 97.5 107.3 117.1 105.2 115.8 126.3 113.7 130.8 147.9

280 83.0 87.1 91.3 88.5 97.3 106.2 94.8 104.3 113.8 102.0 112.2 122.4 110.1 121.1 132.1 119.0 136.8 154.7

300 86.5 90.8 95.1 92.2 101.4 110.7 98.8 108.7 118.6 106.3 117.0 127.6 114.7 126.2 137.7 124.0 142.6 161.2

320 102.7 112.9 123.2 110.4 121.5 132.5 119.2 131.1 143.0 128.8 148.1 167.4

340 106.3 117.0 127.6 114.4 125.8 137.3 123.4 135.7 148.1 133.4 153.4 173.4

360 109.8 120.8 131.8 118.2 130.0 141.8 127.5 140.2 153.0 137.8 158.5 179.1

380 113.2 124.5 135.9 121.8 134.0 146.2 131.4 144.6 157.7 142.0 163.3 184.6

400 116.5 128.1 139.8 125.3 137.8 150.4 135.2 147.0 162.2 146.1 168.0 189.9

420 138.8 152.7 166.6 150.0 172.5 195.0

440 142.3 156.5 170.8 153.8 176.9 199.9

460 145.7 160.2 174.8 157.4 181.0 204.6

480 148.9 163.8 178.7 160.9 185.1 209.2

500 152.0 167.2 182.4 164.3 188.9 213.6

（ｔ）

  鉄塔高さ

吊  バック

下げ  ステイ

質量（t）  角度

30.0ｍ 32.5ｍ 35.0ｍ 37.5ｍ 40.0ｍ 42.5ｍ 45.0ｍ 47.5ｍ

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

30°

以下

45°

以下

60°

以下

40

60

80

100

120

140 82.9 95.3 107.7 89.7 103.1 116.6 97.0 116.1 126.1 104.9 125.9 146.9 113.4 136.1 158.7 122.4 146.8 171.3 131.9 158.3 184.7 142.0 177.5 213.0

160 90.4 104.0 117.5 97.8 112.5 127.2 105.9 121.7 137.6 114.5 137.4 160.3 123.7 148.5 173.2 133.5 160.2 186.9 143.9 172.7 201.5 154.9 193.7 232.4

180 97.6 112.2 126.9 105.6 121.4 137.3 114.3 131.4 148.5 123.6 148.3 173.0 133.5 160.2 186.9 144.1 172.9 201.8 155.4 186.4 217.5 167.2 209.0 250.8

200 104.4 120.1 135.7 113.0 129.9 146.9 122.3 140.6 158.9 132.2 158.7 185.1 142.9 171.4 200.0 154.2 185.0 215.9 166.2 199.5 232.7 178.9 223.7 268.4

220 110.9 127.5 144.2 120.0 138.0 156.0 129.9 149.4 168.8 140.5 168.6 196.6 151.8 182.1 212.5 163.8 196.6 229.3 176.6 211.9 247.2 190.1 237.6 285.1

240 117.1 134.7 152.2 126.7 145.8 164.8 137.1 157.7 178.3 148.3 178.0 207.6 160.3 192.3 224.4 173.0 207.6 242.2 186.5 223.8 261.0 200.7 250.9 301.1

260 123.0 141.5 160.0 133.2 153.1 173.1 144.1 165.7 187.3 155.8 187.0 218.2 168.4 202.0 235.7 181.7 218.1 254.4 195.9 235.1 274.3 210.9 263.6 316.3

280 128.7 148.0 167.3 139.3 160.2 181.1 150.7 173.3 195.9 163.0 195.6 228.2 176.1 211.3 246.6 190.1 228.1 266.1 204.9 245.9 286.9 220.6 275.7 330.9

300 134.1 154.2 174.4 145.2 166.9 188.7 157.1 180.6 204.2 169.9 203.8 237.8 183.5 220.2 257.0 198.1 237.7 277.3 213.5 256.2 299.0 229.9 287.3 344.8

320 139.3 160.2 181.1 150.8 173.4 196.0 163.1 187.6 212.1 176.4 211.7 247.0 190.6 228.8 266.9 205.8 246.9 288.1 221.8 266.2 310.5 238.8 298.5 358.1

340 144.3 165.9 187.6 156.2 179.6 203.0 169.0 194.3 219.7 182.7 219.3 255.8 197.5 236.9 276.4 213.1 255.7 298.4 229.7 275.7 321.6 247.3 309.1 370.9

360 149.1 171.4 193.8 161.3 185.5 209.7 174.6 200.8 226.9 188.8 226.5 264.3 204.0 244.8 285.6 220.2 264.2 308.2 237.3 284.8 332.3 255.5 319.3 383.2

380 153.7 176.7 199.7 166.3 191.2 216.2 179.9 206.9 233.9 194.6 233.5 272.4 210.3 252.3 294.4 226.9 272.3 317.7 244.6 293.6 342.5 263.3 329.2 395.0

400 158.1 181.8 205.5 171.1 196.7 222.4 185.1 212.9 240.6 200.2 240.2 280.2 216.3 259.5 302.8 233.4 280.1 326.8 251.6 302.0 352.3 270.9 338.6 406.3

420 162.3 186.6 211.0 175.6 202.0 228.3 190.1 218.6 247.1 205.5 246.6 287.8 222.1 266.5 310.9 239.7 287.7 335.6 258.4 310.1 361.8 278.1 347.7 417.2

440 166.4 191.3 216.3 180.1 207.1 234.1 194.8 224.1 253.3 210.7 252.8 295.0 227.7 273.2 318.7 245.7 294.9 344.0 264.9 317.9 370.8 285.1 356.4 427.7

460 170.3 195.9 221.4 184.3 212.0 239.6 199.4 229.4 259.3 215.7 258.8 302.0 233.1 279.7 326.3 251.5 301.8 352.2 271.1 325.4 379.6 291.9 364.8 437.8

480 174.1 200.2 226.3 188.4 216.7 244.9 203.9 234.5 265.0 220.5 264.6 308.7 238.2 285.9 333.5 257.1 308.6 360.0 277.2 332.6 388.0 298.4 373.0 447.5

500 177.7 204.4 231.1 192.4 221.2 250.1 208.2 239.4 270.6 225.1 270.1 315.1 243.2 291.9 340.5 262.5 315.0 367.5 283.0 339.6 396.2 304.6 380.8 456.9
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　11－３　ベント設備設置・撤去

　ベント設備設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。なお，ベント用足場の設置・撤去労務を含む。

　11－４　ベント基礎設置・撤去

　鋼板によるベント基礎設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。

表11．９ ベント設備設置・撤去歩掛

Ｔ：ベント総質量（ｔ）

 （注）１．クレーン賃料，架設工具損料等は，表13.1により別途計上する。

　　　２．ベント基礎は，現場状況に応じて別途計上する。

　　　３ ．現場条件によりラフテレーンクレーンの規格が上表により難い場合は，現場条件に適した規格を選定す

る。

　　　４ ．諸雑費は，発動発電機を使用した場合の燃料・油脂類の費用であり，労務費の合計額に，上表の率を乗

じた金額を上限として計上する。なお，商用電源を使用した場合は商用電力料として（　）内の率を乗じ

た金額を上限として計上する。

　　　５．日当り施工量Ｄｔは小数第２位を四捨五入し，第１位とする。

　　　６ ．ベント用足場の供用１日当り損料はベント設備供用１日当り損料に付表－１の率を乗じたものを上限と

し，供用日数はベント設備供用日数と同等として計上する。ただし，平均ベント高さ２ｍ未満の場合は計

上しない。

機　械　名
日当り施工量

Ⅾｔ（ｔ／日）

編成人員

（人）

諸雑費率（％）

（注）4

ラフテレーンクレーン油圧伸縮ジブ型・

排出ガス対策型（第2次基準値）25t吊

橋りょう世話役

橋りょう特殊工

１

５

1

（0.7）

ケーブルクレーン

橋りょう世話役

橋りょう特殊工

普 通 作 業 員

１

６

１

5

（0.5）

Ⅾｔ＝ 
Ｔ

0.13Ｔ＋1.6

Ⅾｔ＝ 
Ｔ

0.22Ｔ＋1.4

付表－１ ベント用足場のベント設備損料に乗ずる率

平均ベント高さｈ（ｍ） ベント設備損料に乗ずる率（％）

2以上30以下 6

表11．10 ベント基礎設置・撤去歩掛

Ａ：ベント基礎の延面積（㎡）

 （注）１．鋼板規格は，鋼板厚さ22mmを標準とする。

　　　２．整地が必要な場合は，別途計上する。

　　　３．鋼板損耗費は，別途計上する。

　　　４ ．現場条件によりラフテレーンクレーンの規格が上表により難い場合は，現場条件に適した規格を選定

する。

　　　５．日当り施工量Ｄａは小数第１位を四捨五入し，整数とする。

　　　６．ベント基礎の延面積（Ａ）は次式による。

　　　　　　Ａ＝ΣＡｉ

　　　　　　　　Ａｉ＝（B＋２）×３

　　　　　ただし，Ａｉ：ベント１基当りの基礎の面積

　　　　　　　　　 Ｂ  ：外桁～外桁間隔（箱桁は外Web～外Web間隔）（ｍ）

　　　　　なお，Ａｉ，Ｂとも小数第２位を四捨五入し，第１位とする。

　　　７． 鋼板供用１日当り損耗費については，ベント設備供用１日当り損料に次表の率を乗じるものとする。

　　　　　なお，鋼板供用日数は，ベント設備供用日数と同等とする。

機　械　名
日当り施工量

Ⅾａ（㎡／日）

編成人員

（人）

ラフテレーンクレーン油圧伸縮ジブ型・排

出ガス対策型（第2次基準値）25t吊

橋 り ょ う 世 話 役

橋 り ょ う 特 殊 工

１

４
Ⅾａ＝ 

Ａ

0.011Ａ＋0.55
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　11－５　ベント設備の質量

　ベント総質量（Ｔ）は，次式による。

Ｔ＝ΣＴi

　ｈ＜10　　Ｔi＝0.372×（Ｂ＋1.5）＋{4.737×ｎ＋0.372×（Ｂ＋1.5）}×ｈ／10

10≦ｈ≦30　Ｔi＝0.39×ｎ×ｈ＋0.744×（Ｂ＋1.5）＋0.837×ｎ

ただし，Ｔ：ベント総質量（つなぎ材，筋かい，梁等を含む）（ｔ）

Ｔi：１基当りのベント質量（ｔ）

 ｎ：１列当りのベント柱本数（表11.11）（本）

 ｈ：ベント高さ（基礎天端から主桁下端まで）（ｍ）

Ｂ：構造幅（外桁～外桁間隔，箱桁は外Web～外Web間隔）（ｍ）

なお，Ｔi，ｈ，Ｂとも小数第２位を四捨五入し，第１位とする。

付表－１ ベント基礎に鋼板を使う場合のベント設備供用１日当り損料に乗ずる率

 （注）ベント設備に乗じた率から算出した金額を上限として計上する。

ベント設備損料に乗ずる率（％）

2

 （注）ベント基数は，立地条件，架設工法等により異なるので架設計画により決定する。

　　 　ただし，移動式クレーン等で架設するトラス（アーチ系）橋は格点位置をベントで

受けるものとする。

表11．11  １列当りベント柱本数 （本）

  主桁数

構造
1 2 3 4 5 6

鈑 桁 － 2 3 4 5 6

箱 桁 2 4 6 8 － －

卜 ラ ス

（アーチ系）
－ 4 － － － －

少 数 I 桁 － 4 6 8 － －

細 幅 箱 桁 2 4 6 8 － －

ベント設備（参考図）
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12．合	成	床	版	工

　合成床版工は，桁形式が少数Ｉ桁または細幅箱桁の場合に適用する。

　12－１　足場工及び防護工

　足場工及び防護工は，「15．足場工，防護工及び登り桟橋工」による。

　12－２　合成床版架設工

　合成床版の架設工歩掛は，次表を標準とする。

　12－３　合成床版鉄筋工

　鉄筋工は，「第Ⅵ編第２章市場単価①鉄筋工」による。

　12－４　排水桝工

　排水桝工は，「第Ⅳ編第２章付属施設⑥橋梁付属施設設置工」による。

　12－５　合成床版コンクリート工

　コンクリート工は，「第Ⅱ編第４章コンクリート工①コンクリート工」による。

　12－６　合成床版コンクリート養生工

　養生工は，「第Ⅳ編第７章橋梁工⑤鋼橋床版工」による。

　12－７　地覆及び壁高欄型枠工

　地覆及び壁高欄の型枠工が必要な場合には，別途計上する。

　12－８　地覆及び壁高欄鉄筋工

　鉄筋工は，「第Ⅵ編第２章市場単価①鉄筋工」による。

　12－９　目地板設置工

　目地板設置工は，「第Ⅱ編第２章共通工⑱目地・止水板設置工」による

　12－10　地覆及び壁高欄コンクリート工

　コンクリート工は，「第Ⅱ編第４章コンクリート工①コンクリート工」による。

　12－11　地覆及び壁高欄コンクリート養生工

　養生工は，「第Ⅱ編第４章コンクリート工①コンクリート工」による。

 （注）１ ．本歩掛は，主桁上フランジシール工，床版架設，床版継手工，調整工，接合部シール工，側鋼板取

付工（床版下面（合成床版の底鋼板下面）からの高さh≦650mm），側鋼板と合成床版の接合部及び側

鋼板接合部シール工を含む。

　　　２．合成床版架設面積（m2）＝総幅員（m）×桁長（m）を標準とする。

　　　３．クレーン賃料，架設工具損料等は，表13.1により，別途計上する。

　　　４．シール材料費を別途計上する。

　　　５．主桁上フランジシール材料使用量は，下式による。

　　　　　使用量＝設計値×（１＋０．０５）（m）

　　　６．合成床版接合部シール材料使用量は，下式による。

　　　　　使用量＝設計値×（１＋０．０５）（m）

　　　７．側鋼板と合成床版の接合部及び側鋼板接合部シール材料使用量は，下式による。

　　　　　使用量＝設計値×（１＋０．０５）（m）

　　　８ ．諸雑費は，発動発電機の燃料・油脂類の費用，消耗材料等の費用であり，労務費の合計額に上表の

率を乗じた金額を上限として計上する。

表12．１ 合成床版架設工歩掛 （100m2当り）

編成人員

（人）

諸雑費率（％）

（注）8

橋 り ょ う 世 話 役

橋 り ょ う 特 殊 工

普 通 作 業 員

2.7

7.0

2.6

1
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13．架設用機械設備及び工具の供用日数等

　架設用機械設備及び工具の供用日数等は，次表を標準とする。これにより難い場合は，別途考慮する。

　Ａ：架設日数（＝Ｗ／Ｄｗ）

　Ｂ：地組日数（＝Ｇ／Ｄｇ）

　Ｃ：支承据付日数（＝Ｎ／Ｄｎ）

　Ｄ：落橋防止装置取付日数（＝Ｋ／Ｄｋ　Ｋ：落橋防止装置組数）

　Ｅ：ベント設置・撤去日数（＝Ｔ／Ｄｔ）

　Ｆ：ケーブルクレーン設備据付・解体日数（＝ｄｃ）

　Ｇ：ケーブルエレクション設備据付・解体日数（＝ｄｅ）

　Ｈ：ボルト締付け日数（＝Ｑ／Ｄｑ）及び現場溶接日数

　Ｉ：小運搬日数

　Ｊ：合成床版架設日数

 （注）１ ．供用日数等は１パーティで各工種ごとに供用日数等を累加している。大規模工事・工期などから上表によ

り難い場合，２パーティ，３パーティと構成人員が増す場合などは，工程表から工種による供用日数等のラッ

プ等を考慮して算出する。

　　　２．移動式クレーン工法で地組のある場合は，架設用クレーンの運転日数をＡ＋Ｂとする。

　　　３．移動式クレーン工法で80t吊以上の架設用クレーンを使用する場合は，（ ）内の係数を乗じる。

　　　４．鋼床版溶接に伴う機械設備及び工具は，別途計上する。

　　　５．移動式クレーン，発動発電機は賃料とする。

　　　６．発動発電機の燃料，油脂類については架設等諸雑費に含まれる。

　　　７．移動式クレーンの運転日数及びその他各種機械類の供用日数等は小数第１位を四捨五入し，整数とする。

　　　８ ．架設用クレーン等が架設工程上現場に拘束されることにより，供用日数が運転日数と著しく異なる場合は

補正することが出来る。

　　　９ ．高力ボルトを使用する場合は，締付けトルクを自動的に記録する必要があれば高力ボルト締付け自動記録

計を計上するものとする。

　　　10 ．ベント基礎に鋼板を用いる場合は，作業用クレーンの運転日数に，基礎にかかる運転日数も計上するもの

とする。

表13．１ 設備及び工具の供用日数等

名　　称 作業種別 供用日数（移動式クレーンは運転日数）
損 料 額

（円／供用日）

移 動 式 ク レ ー ン

移動式クレーン

架設用  （Ａ又はＡ＋Ｂ）（×1.2）

－合成床版用  Ｊ

作業用  Ｃ＋Ｄ＋Ｉ

移動式クレーンによる

ステージング

架設用  （Ａ又はＡ＋Ｂ）（×1.2）

－合成床版用  Ｊ

作業用  Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｉ

ケーブルクレーン 〃  Ｆ＋Ｉ －

ケーブルクレーンによ

るステージング
〃  Ｆ＋Ｉ －

ケーブルエレクション 〃  Ｇ＋Ｉ －

ケ ー ブ ル ク レ ー ン

ケーブルクレーン  （Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｆ＋Ｈ）×1.7 －

ケーブルクレーンによ

るステージング
 （Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｈ）×1.7 －

ケーブルエレクション  （Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｇ＋Ｈ）×1.7 －

ベ ン 卜  （Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｅ＋Ｈ）×1.7 －

架設工具（組立工具及び

ボルト締付け用工具）

 （Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋（Ｆ又はＧ）＋Ｈ＋Ｊ）

×1.7
9,830

ド リ フ ト ピ ン 及 び

仮 締 め ボ ル 卜
 （Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋（Ｆ又はＧ）＋Ｈ）×1.7 表3.3

発 動 発 電 機  （Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｅ＋（Ｆ又はＧ）＋Ｈ＋Ｊ）×1.7 －
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14．検査路架設工

 （１）支承廻りの検査路で単独に発注する場合に適用する。

 （２）架設工

 （イ）組立工歩掛

　組立歩掛は，次表を標準とする。

 （３）足場工

　足場工は吊足場を標準とし，地上からの場合は枠組足場とする。

 （イ）吊足場工は次による。

足場工費＝（490＋0.060Ｙ）・Ａ

Ｙ：橋りょう特殊工単価

Ａ：吊足場面積

　　Ａ＝（橋梁巾員＋2.0ｍ）×（検査路巾＋1.0ｍ）

 （４）アンカーボルト

　アンカーボルトの穿孔及び設置歩掛は，次表を標準とする。

表14．１ 組立歩掛

 （注）１ ．上記歩掛はボルト組立式であり，溶接組立式の場合は，溶接工0.5人を編成人員に加え

るものとする。

　　　２ ．組立工使用機械は，トラック［クレーン装置付］ベーストラック4～4.5ｔ積吊能力2.0ｔを 

必要日数計上する。

　　　３．溶接組立式の検査路の場合，溶接機（200 ～ 250 Ａ手動）を溶接工作業日数計上する。

　　　４．トラック（クレーン装置付）及び溶接機の運転時間は6.7ｈ／日とする。

１日当り架設質量 編 成 人 員

１ｔ／日

橋 り ょ う 世 話 役 1人

橋 り ょ う 特 殊 工 4人

普 通 作 業 員 1人

表14．２ 穿孔及び設置歩掛

 （注）ハンマドリルの運転時間は，７時間／日とする。

１日当り作業量 編 成 人 員 使　用　機　械

42本／日

土木一般世話役　0.2人 電動ハンマドリル

穴あけ能力　φ38～40㎜

特 殊 作 業 員　１ 人
発動発電機［ガソリンエンジン駆動］

定格容量2kVA×１台

普 通 作 業 員　１ 人
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15．足場工，防護工及び登り桟橋工

　15－１　足場工・防護工の標準的な構造図は以下の通りである。
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　15－２　足場工

　　15－２－１　足場の種類と使用状況及び構成

 （１）足場の種類は，パイプ吊足場又はワイヤーブリッジとし，標準はパイプ足場とするが，次の場合はワイ

ヤーブリッジ転用足場を考慮する。

イ．地上又は水面上高さが10ｍ以上となる場合

ロ．対岸又は相隣接する橋台，橋脚間の作業場の通路がない場合

ハ．その他安全管理上等ワイヤーブリッジ転用足場が必要な場合

 （２）使用状況

　使用は，架設，床版又は塗装作業の各工程ごとに単独使用を標準とするが，現場状況，施工状況に応じ

て各作業に兼用して使用することが出来る。

　各足場の使用状況による区分で，架設，床版，塗装に兼用する場合に考えられる主な状況は以下の通り

である。（一例）

イ．架設，床版，塗装工事に兼用する場合

 （イ）同一業者に架設，床版，塗装工事を発注する場合（CaseＩ）

 （ロ）別業者に架設，床版，塗装工事を別件で発注し，主体足場を架設，床版，塗装工事に継続して

使用する場合（CaseⅡ）

ロ．架設，床版工事に兼用する場合

 （イ）同一業者に架設，床版工事を発注し，塗装工事を別途異業者に発注し，主体足場を架設，床版

工事に継続して使用する場合（CaseⅢ）

 （ロ）別業者に架設，床版，塗装工事を別件で発注し，架設，床版工事のみ主体足場を継続して使用

する場合（CaseⅣ）

ハ．床版，塗装工事に兼用する場合

 （イ）架設工事が別途異業者で，床版，塗装工事を同一業者に発注し，主体足場を床版，塗装工事に

継続して使用する場合（CaseＶ）

 （ロ）別業者に架設，床版，塗装工事を別件で発注し，主体足場を床版，塗装工事に継続して使用す

る場合（CaseⅥ）

　以上の各場合に架設・床版・塗装工事に積上げる足場工費は次表を参考に積上げを行う。

　なお，異業者に発注し兼用を考える場合（CaseⅡ，Ⅳ，Ⅵ）は原則として足場の転用をしない

ことが前提であり，一般には１～４スパン程度が標準となる。したがって転用を考える場合は実

状に応じて計算するものとする。

 （３）足場構成

　各工種ごとの足場の構成は，次のとおりとする。なお，中段足場は桁高（腹板高）が1.5ｍ以上の場合

のみ計上する。

架設足場：主体足場（＋中段足場）＋部分作業床＋安全通路

床版足場：主体足場（＋中段足場）＋床版追加足場＋朝顔

塗装足場：主体足場（＋中段足場）
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　　15－２－２　足場工費

 （１）足場等賃料及び設置又は撤去もしくは設置撤去の労務費は次式による。なお，供用月数は小数第２位を

四捨五入し，第１位とする。

主体足場工費＝（Ｌ ＋Ｌ Ｔ ＋（Ｎ ＋Ｎ ）ｙ）×Ａ（円）

中段足場工費＝（Ｌ ＋Ｌ Ｔ ＋（Ｎ ＋Ｎ ）ｙ）×Ａ（円）

安全通路工費＝（Ｌ ＋Ｌ Ｔ ＋（Ｎ ＋Ｎ ）ｙ）×Ａ（円）

部分作業床工費＝（Ｌ ＋Ｌ Ｔ ＋（Ｎ ＋Ｎ ）ｙ）×Ａ（円）

朝顔工費＝（Ｌ ＋Ｌ Ｔ ＋（Ｎ ＋Ｎ ）ｙ）×Ａ（円）

　ただし片側朝顔の場合は，朝顔工費／２とする。

床版追加足場工費＝（Ｌ ＋Ｌ Ｔ ）×Ａ（円）

Ｌ ，Ｌ  ：賃料係数（表15.1～6）

Ｔ  ：主体足場を供用している月数（月）

Ｔ  ：中段足場を供用している月数（〃）

Ｔ  ：安全通路を供用している月数（〃）

Ｔ  ：部分作業床を供用している月数（〃）

Ｔ  ：朝顔を供用している月数（〃）

Ｔ  ：床版追加足場を供用している月数（〃）

Ｎ  ：設置歩掛係数（表15.1～6）

Ｎ  ：撤去歩掛係数（表15.1～6）

ｙ  ：橋りょう特殊工単価（円／人）

Ａ  ：橋面積（㎡）

　Ａ＝Ｗ×Ｌ

　　Ｗ：全幅員（地覆外縁間距離）（ｍ）

　　Ｌ：橋長（ｍ）

　 （注 ）架設及び塗装足場において桁下に防護工を併設する場合は，朝顔を防護工必要橋面積（全幅員×必要長）分

計上する。更に各工程で兼用使用する場合は，各々必要な賃料及び労務を別途考慮する。

1 2 1 1 2

1 2 2 1 2

1 2 3 1 2

1 2 4 1 2

1 2 5 1 2

1 2 6

1 2

1

2

3

4

5

6

1

2

表15．１ 主体足場各係数

 （注）１．ワイヤーブリッジ転用足場を使用する場合，πラーメン，上路式アーチには適用出来ない。

　　　　　また，単独発注する場合は，架設のみしか適用しない。

　　　２ ．ワイヤーブリッジ転用足場でトラス，アーチについて，上側足場はパイプ足場としての複合単価であ

る。

桁 形 式
パイプ吊足場 ワイヤーブリッジ転用足場

プレートガーダ

ボックスガーダ
201 108 0.029 0.020 269 87 0.045 0.028

ラ　ー　メ　ン 261 151 0.038 0.024 － － － －

トラス，アーチ 403 263 0.056 0.034 944 599 0.072 0.042

少  数  I  桁 131 117 0.028 0.020 － － － －

Ｌ 1 Ｌ 2 Ｎ 1 Ｎ 2 Ｌ 1 Ｌ 2 Ｎ 1 Ｎ 2

表15．２ 中段足場各係数

 （注 ）中段足場は桁高（腹板高）が1.5ｍ以上の場合に計上する。なお，トラス，アーチの場合は，上弦材又は

下弦材が1.5ｍ以上の場合，その各々について中段足場を計上する。

桁 形 式

プレートガーダ

ボックスガーダ
126 77 0.013 0.007

ラ　ー　メ　ン 104 89 0.013 0.007

トラス，アーチ 179 140 0.013 0.007

少  数  I  桁 36 33 0.012 0.009

Ｌ 1 Ｌ 2 Ｎ 1 Ｎ 2
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表15．３ 安全通路各係数

桁 形 式

プレートガーダ

ボックスガーダ
37 33 0.008 0.005

ラ　ー　メ　ン 91 78 0.016 0.010

トラス，アーチ 54 49 0.017 0.010

少  数  I  桁 52 51 0.007 0.006

Ｌ 1 Ｌ 2 Ｎ 1 Ｎ 2

表15．４ 部分作業床各係数

桁 形 式

プレートガーダ

ボックスガーダ
78 73 0.004 0.003

ラ　ー　メ　ン 152 148 0.016 0.010

トラス，アーチ 316 294 0.018 0.011

少  数  I  桁 76 72 0.004 0.003

Ｌ 1 Ｌ 2 Ｎ 1 Ｎ 2

表15．５ 朝顔各係数

 （注）上表は両側朝顔時の係数である。

桁 形 式

プレートガーダ

ボックスガーダ
134 78 0.014 0.010

ラ　ー　メ　ン 77 76 0.017 0.013

トラス，アーチ 103 101 0.014 0.010

少  数  I  桁 134 78 0.012 0.008

Ｌ 1 Ｌ 2 Ｎ 1 Ｎ 2

表15．６ 床版追加足場各係数

種　　類

プレートガーダ

ボックスガーダ
15 11

ラ　ー　メ　ン

トラス，アーチ

Ｌ 1 Ｌ 2
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 （２）足場を架設・床版・塗装の各作業で単独使用あるいは兼用使用する場合は次表を参考に各項目を計上す

る。

　なお，兼用使用する場合については工事毎に発注方法を考慮する。

表15．７ 架設・床版・塗装に単独使用する場合

足場部品 主体足場 中段足場 安全通路 部分作業床 朝顔 床版追加足場

項　　目 賃料 設置 撤去 賃料 設置 撤去 賃料 設置 撤去 賃料 設置 撤去 賃料 設置 撤去 賃料

架設工事 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

床版工事 ○ ○ ○ ○ ○ ○

塗装工事 ○ ○ ○ ○

x 1 x 1 x 1 x 1

x 2 x 2 x 2 x 2

x 3 x 3

表15．８ 架設・床版・塗装に兼用使用する場合

足場部品 主体足場 中段足場 安全通路 部分作業床 朝顔 床版追加足場

項　　目 賃料 設置 撤去 賃料 設置 撤去 賃料 設置 撤去 賃料 設置 撤去 賃料 設置 撤去 賃料

架設工事

床版工事

塗装工事

＋

＋

○ ○

＋

＋

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

X 1

X 2

X 3

X 1

X 2

X 3

x 1 x 1 x 2 x 2
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x ：架設用足場を供用している月数

x ：床版用足場を供用している月数

x ：現場塗装用足場を供用している月数

X ：主体足場を供用している月数

X ：主体足場を供用している月数の架設，床版期間から架設期間を引いた月数

X ： 主体足場を供用している月数の架設，床版，塗装期間又は床版，塗装期間から架設，床版の期間を引いた月

数

 （注 ）１ ．積上げ項目の賃料は各足場部品の賃料係数Ｌ ，Ｌ を，設置・撤去はそれぞれ設置労務Ｎ ・撤去労

務Ｎ を表す。

　　　２．賃料欄に記載されている月数が該当足場部品の架設月数を表す。

　　　３．設置・撤去欄に「○」が記載されている該当足場部品について各々設置・撤去労務を計上する。

　　　４．上表は足場工のみを設置する場合を想定しており，防護工を併設する場合は，朝顔を別途考慮する。

1

2

3

1

2

3

1 2 1

2

表15．９ 架設・床版・塗装に兼用使用する場合

足場部品  主体足場 中段足場 安全通路 部分作業床 朝　　　顔
床版追加

足場

項　　目 賃料 設置 撤去 賃料 設置 撤去 賃料 設置 撤去 賃料 設置 撤去 賃料 設置 撤去 賃料

ＣａｓｅⅠ

架設工事

＋

＋

○ ○

＋

＋

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

床版工事

塗装工事

ＣａｓｅⅡ

架設工事 ○ ○ ○ ○ ○ ○

床版工事 ○ ○

塗装工事 ○ ○

ＣａｓｅⅢ

架設工事 ＋ ○ ○ ＋ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

床版工事

塗装工事

ＣａｓｅⅣ

架設工事 ○ ○ ○ ○ ○ ○

床版工事 ○ ○ ○ ○

塗装工事

ＣａｓｅⅤ

架設工事

床版工事 ＋ ○ ○ ＋ ○ ○ ○ ○

塗装工事

ＣａｓｅⅥ

架設工事

床版工事 ○ ○ ○ ○

塗装工事 ○ ○

X 1

X 2

X 3

X 1

X 2

X 3

x 1 x 1 x 2 x 2

X 1 X 1 x 1 x 1

X 2 X 2 x 2 x 2

X 3 X 3

X 1

X 2

X 1

X 2

x 1 x 1 x 2 x 2

X 1 X 1 x 1 x 1

X 2 X 2 x 2 x 2

x 2

X 3

x 2

X 3

x 2 x 2

x 2 x 2 x 2 x 2

X 3 X 3
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 （積算上の考え方）

１）CaseＩの場合

　架設に，床版，塗装に要するものすべてを含めて計上する。

２）CaseⅡの場合

 （イ）架設には主体足場（パイプ足場）の設置，安全通路，部分作業床の設置，撤去及び主体足場（パイプ

足場），安全通路，部分作業床の供用期間の賃料

 （ロ）床版には朝顔の設置，撤去及び朝顔，床版追加足場，主体足場（パイプ足場）の期間の賃料

 （ハ）塗装には主体足場（パイプ足場）の撤去及び主体足場（パイプ足場）の供用期間の賃料

３）CaseⅢの場合

　架設に主体足場（パイプ足場），安全通路，部分作業床，朝顔の設置，撤去及び主体足場（パイプ足場），

安全通路，部分作業床，床版追加足場，朝顔の供用期間の賃料。

４）CaseⅣの場合

 （イ）架設には主体足場（パイプ足場）の設置，安全通路，部分作業床の設置，撤去及び主体足場（パイプ

足場），安全通路，部分作業床部の供用期間の貸料。

 （ロ）床版には朝顔の設置，撤去，主体足場（パイプ足場）の撤去及び朝顔，床版追加足場，主体足場（パ

イプ足場）の供用期間の賃料。

５）CaseＶの場合

　床版に主体足場（パイプ足場），朝顔の設置，撤去及び主体足場（パイプ足場），朝顔，床版追加足場の供

用期間の賃料。

６）CaseⅥの場合

 （イ）床版には主体足場（パイプ足場）の設置，朝顔の設置，撤去及び主体足場（パイプ足場），朝顔，床

版追加足場の供用期間の賃料。

 （ロ）塗装には，主体足場（パイプ足場）の撤去と供用期間の賃料。

７）上記CaseⅠ〜Ⅵにおいて，ワイヤーブリッジ足場を使用する場合は，パイプ足場を「ワイヤーブリッジ足

場及びパイプ足場（トラス，アーチの場合）」と読替える。

８）供用月数は小数第２位を四捨五入し，第１位とする。

　　15－２－３　側面塗装足場

　トラス，アーチ等の斜材，吊材を有する構造では，次式による現場塗装用側面足場工費を前記塗装用足場

工費に別途計上する。

　塗装用側面足場工費＝（38＋33Ｔ ＋0.018ｙ）×Ａ（円）

Ｔ  ：塗装用足場を供用している総月数（月）

ｙ  ：橋りょう特殊工単価（円／人）

Ａ  ：トラス等の側面面積（左右両弦の計）（㎡）

　 Ａ＝側面投影面積（㎡）×２

参考図（ｘ，Ｘの月数の算定説明図）

7

7
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　15－３　防護工

　防護工は，使用目的・種類等により，次に基づいて計上する。

　なお，板張防護・シート張防護を桁下に設置する場合は，別途足場工にて主体足場及び朝顔を計上する。

 （１）板張防護工

　桁下に鉄道又は道路等があり，第三者に危害を及ぼす恐れのある場合に計上するものとし，15-2-2足場工

費に別途計上する。

板張防護工費（円）＝（Ｌ ＋Ｌ Ｔ ＋（Ｎ ＋Ｎ ）ｙ）×Ａ

Ｌ ，Ｌ  ：賃料係数（表15.10）

Ｔ  ：防護部を供用している月数

Ｎ  ：設置歩掛係数（表15.10）

Ｎ  ：撤去歩掛係数（表15.10）

ｙ  ：橋りょう特殊工単価（円／人）

Ａ  ：防護工必要橋面積（㎡）

　Ａ＝Ｗ×Ｌ

　　Ｗ：全幅員（地覆外縁間距離）（ｍ）

　　Ｌ：必要長（ｍ）

 （２）シート張防護工

　鋼橋塗装において塗装飛散を防止する必要がある場合，15-2-2足場工費に別途計上する。ただし，桁下に

鉄道又は道路等があり，第三者に危害を及ぼす恐れがある場合は，板張防護工とする。

シート張防護工費＝ {Ｌ ＋Ｌ Ｔ ＋Ｎ ｙ（設置）＋Ｎ ｙ（撤去）} ×Ａ（円）

Ｌ ，Ｌ  ：賃料係数（表15.11）

Ｔ  ：防護部を供用している月数

Ｎ  ：設置歩掛係数（表15.11）

Ｎ  ：撤去歩掛係数（表15.11）

ｙ  ：橋りょう特殊工単価（円／人）

Ａ  ：防護工必要橋面積（㎡）

　Ａ＝Ｗ×Ｌ

　　Ｗ：全幅員（地覆外縁間距離）（ｍ）

　　Ｌ：必要長（ｍ）

1 2 8 1 2

1 2

8

1

2

表15．10 板張防護工各係数

 （注）１．（　）内は片側朝顔の場合使用する。

　　　２．各係数には，側面（朝顔）部分に要する防護費を含む。

桁 形 式

プレートガーダ

ボックスガーダ
217

（149）

141

（129）

0.027

（0.025）

0.012

（0.011）
ラ　ー　メ　ン

トラス，アーチ

少数Ｉ桁

Ｌ 1 Ｌ 2 Ｎ 1 Ｎ 2

1 2 8 1 2

1 2

8

1

2

表15．11 シート張防護工各係数

 （注）１．（　）内は片側朝顔の場合使用する。

　　　２．各係数には，側面（朝顔）部分に要する防護費を含む。

　　　３．「シート＋板」張防護を行う場合は，別途考慮する。

桁 形 式

プレートガーダ

ボックスガーダ
97

（73）

60

（45）

0.006

（0.005）

0.003

（0.003）
ラ　ー　メ　ン

トラス，アーチ

少数Ｉ桁

Ｌ 1 Ｌ 2 Ｎ 1 Ｎ 2
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　また，トラス，アーチ等側面を塗装する場合，飛散防止のためのシート張防護工を設置する場合は次式に

よる。

シート張防護工費（円）＝ {39＋26Ｔ ＋0.003ｙ（設置）＋0.001ｙ（撤去）} ×Ａ

Ｔ  ：防護工供用月数（月）

 ｙ ：橋りょう特殊工単価（円／人）

 Ａ ：トラスの側面面積（左右両弦の合計）（㎡）

　 Ａ＝側面投影面積×２

 （３）ワイヤーブリッジ防護工

　転落防護，落下防止及び対岸又は相隣接する橋台，橋脚間の往来が困難な場所での通路足場設置の目的で

ワイヤーブリッジを設置する場合は，次式による。

 （ワイヤーブリッジ転用足場としない場合）

ワイヤーブリッジ防護工費（円）＝ {229＋59Ｔ  ＋0.045ｙ（設置）＋0.019ｙ（撤去）} ×Ａ

Ｔ   ：防護工（ワイヤーブリッジ）供用月数（月）

ｙ  ：橋りょう特殊工単価（円／人）

Ａ  ：橋面積（㎡）

　Ａ＝Ｗ×Ｌ

　　Ｗ：全幅員（地覆外縁間距離）（ｍ）

　　Ｌ：橋長（ｍ）

 （４）ネット防護工

　転落防護，落下防止及び桁下の第三者への災害防止の目的で安全ネットを設置する場合とし，次式による。

 （架設に先立ち，パイプ吊足場とは別途に設置する場合）

ネット防護工費（円）＝ {128＋44Ｔ  ＋0.017ｙ（設置）＋0.013ｙ（撤去）} ×Ａ

Ｔ   ：防護工（ネット）供用月数（月）

ｙ  ：橋りょう特殊工単価（円／人）

Ａ  ：防護工必要橋面積（㎡）

　Ａ＝Ｗ×Ｌ

　　Ｗ：全幅員（地覆外縁間距離）（ｍ）

　　Ｌ：必要長（支間長）（ｍ）

　15－４　登り桟橋工

　　15－４－１　設置条件及び設置箇所数

　橋脚の登り桟橋については，次により計上する。

①　橋脚，橋台の高さが２ｍ以上となる場合。

②　設置箇所数は，河川内等で設置が困難な場合あるいは設置する必要がない場合を除き，現場状況を勘

案し，橋脚，橋台に各１箇所とする。

　　15－４－２　登り桟橋工費（手摺先行工法）

　登り桟橋の施工において「手摺先行工法に関するガイドライン（厚生労働省）」を適用する場合の設置・

撤去にかかる歩掛は，下記とする。

登り桟橋工費（手摺先行工法）は，次式による。

登り桟橋工費（手摺先行工法）＝ {5,116＋2,917Ｔ  ＋0.427ｙ（設置）＋0.307ｙ（撤去）}×Ｈ（円）

　Ｔ   ：登り桟橋を供用している月数（月）

　ｙ  ：橋りょう特殊工単価（円／人）

　Ｈ  ：登り桟橋の高さ（ｍ）

 （注）手摺先行型枠組足場は二段手摺及び幅木の機能を有している。

9

9

10

10

11

11

12

12
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16．鋼床版現場溶接工

　16－１　適用範囲

　本歩掛は，鋼道路橋の架設に伴う鋼床版現場溶接工のうち，下記のものに適用する。

　　１－１　施工条件

　鋼床版の接合がすべて溶接接合の自動溶接機による現場溶接工に適用する。

　　１－２　鋼床版厚

　下記のいずれかの条件に適用する。

・鋼床版現場溶接総延長のうち鋼床版厚ｔ＝12mmが80％以上となるものは，ｔ＝12mmを適用

・鋼床版現場溶接総延長のうち鋼床版厚ｔ＝16mmが80％以上となるものは，ｔ＝16mmを適用

　16－２　施工概要

　施工フローは，下記を標準とする。

　16－３　施工歩掛

　鋼床版現場溶接工歩掛は，次表を標準とする。

 （注）本歩掛で対応しているのは実線部分のみである。

表16．１ 溶接工歩掛

 （注）１ ．労務は，１パーティの標準編成人員である。なお，工期等を勘案し，工区ごとにパーティを

投入することが出来る。ただし，この場合日当り施工量はパーティ毎の実総延長で算出する。

　　　２．Ｕリブ型式の場合，Ｕリブの溶接歩掛は，別途計上する。

　　　３ ．ｔ＝12ｍｍの日当り施工量（Ｄ）は，10ｍ／日以下の場合は10ｍ／日，22ｍ／日以上の場合

は22ｍ／日と一定にする。

　　　４ ．ｔ＝16ｍｍの日当り施工量（Ｄ）は，10ｍ／日以下の場合は10ｍ／日，22ｍ／日以上の場合

は22ｍ／日と一定にする。

　　　５．橋りょう特殊工は，必要な溶接資格を得ている者を含む。

　　　６．日当り施工量Ｄは小数第２位を四捨五入し，第１位とする。

　　　７．非破壊検査（Ｘ線又は超音波）費用は，共通仮設費による。

　　　８．施工管理以外のビード仕上が必要な場合は，別途計上する。

作業種別 日当り施工量（ｍ／日） 編成人員（人／日）

自動溶接工

ｔ＝12ｍｍ

Ｄ＝0.006・Ｌ＋9.4

ただしＤは

　　　10≦Ｄ≦22

Ｄ：１パーティ当りの１日の施工量

Ｌ：鋼床版溶接実総延長（ｍ） 橋りょう世話役

橋りょう特殊工

1

7ｔ＝16ｍｍ

Ｄ＝0.0055・Ｌ＋8.7

ただしＤは

　　　10≦Ｄ≦22

Ｄ：１パーティ当りの１日の施工量

Ｌ：鋼床版溶接実総延長（ｍ）
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　16－４　使用機械器具

　鋼床版現場溶接工に使用する機械器具は，次表を標準とする。

　16－５　消耗材料

　鋼床版現場溶接工に使用する消耗材料は，次表を標準とする。

　16－６　諸雑費

　諸雑費は，雑消耗材料費（酸素，アセチレン，ＣＯ ，ガウジングカーボン，裏当押え板，エンドタブ材等），

空気圧縮機・溶接工具（フラックス乾燥機，溶接用ケーブル，ファン（軸流式）等）の損料及び運転経費，電

力に関する経費等の費用であり，労務費，機械損料の合計額に下表の率を乗じた金額を上限として計上する。

なお，商用電源を使用した場合は，（　）内の率を乗じた金額を上限として計上する。

表16．２ 使用機械器具

 （注）１．機械器具の供用日数は，下記を標準とする。

　　　　　供用日数＝作業日数×1.7

　　　２ ．上記鋼床版現場溶接工に使用する機械以外の設備及び工具の供用日数の算出は，「第Ⅳ編第７章

③鋼橋架設工　13．架設用機械設備及び工具の供用日数等」による。

　　　３．鋼床版現場溶接工の使用機械器具損料（燃料消費量含む）の総額は11,200円／供用日とする。

機　械　名 規　　　格 単 位 数 量 摘　　　要

電 気 溶 接 機

（ 橋 梁 架 設 用 ）

サブマージ溶接機

1,500Ａ
台 １ １電極，溶接用電源付

電 気 溶 接 機

（ 橋 梁 架 設 用 ）

交流アーク溶接機

500Ａ
〃 １

電撃防止装置付

リモコン付

電 気 溶 接 機

（ 橋 梁 架 設 用 ）

ＣＯ 半自動溶接機

500Ａ
〃 １

電源，ワイヤ供給装置

トーチ調整器付

整 流 器

（ 直 流 溶 接 機 ）

ガウジング用

600Ａ
〃 １

フ ラ ッ ク ス 回 収 機 1.5kW 〃 １

溶接裏当材取付治具 マグネット式 個 80

溶 接 棒 乾 燥 器

（ 橋 梁 架 設 用 ）
乾燥量　100㎏ 台 １

2

表16．３ 消耗材料（溶接長  100ｍ当り）

 （注）溶接ワイヤー，フラックス及び充填材の規格は，鋼床版の材質，板厚等により決定する。

名　　称 規　　格 単位
数量

ｔ＝12ｍｍ ｔ＝16ｍｍ

溶 接 ワ イ ヤ ー JIS　Ｚ　3351 ㎏ 100 150

フ ラ ッ ク ス JIS　Ｚ　3352 〃 130 195

充 填 材 〃 45 67

裏 当 材 サブマージ用 枚 190 190

2

表16．４ 諸雑費率 （％）

諸雑費率 28（10）

Ⅳ－7－③－31 ②  637



17．単価表及び内訳表

　 （１）金属支承据付工１基当り単価表

　 （２）ゴム支承据付工１基当り単価表

　 （３）地組工１ｔ当り単価表（鈑桁・箱桁・少数Ｉ桁・細幅箱桁・ラーメン）

　 （４）架設工，橋体質量10ｔ当り単価表（鈑桁・箱桁・少数Ｉ桁・細幅箱桁・ラーメン）

コード番号 Ｓ 6 0 1 0

 （注）１．Ｄｎ：１日当り据付基数（表4.1）

　　　２．ケーブルクレーンの場合は（　）内の数値を適用する。

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 1／Ｄｎ×1 　 表4.1

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1／Ｄｎ×3（5） 　〃

普 通 作 業 員 〃 1／Ｄｎ×1 　 　〃

支 承 据 付 材 料

（ 無収縮モルタル ）
㎥ 必要数量計上

諸 雑 費 式 1 表4.1

計

コード番号 Ｓ 6 0 0 9

 （注）Ｄｎ：１日当り据付基数（表4.2）

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 1／Ｄｎ×1 表4.2

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1／Ｄｎ×3 　〃

普 通 作 業 員 〃 1／Ｄｎ×1 　〃

支 承 据 付 材 料

（ 無収縮モルタル ）
㎥ 必要数量計上

諸 雑 費 式 1 表4.2

計

コード番号 Ｓ 6 0 1 1

 （注）Ｄｇ：１日当り地組質量（表5.1）

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 1／Ｄｇ×1 　 表5.1

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1／Ｄｇ×5（6） 　〃

諸 雑 費 式 1 　〃

計

コード番号 Ｓ 6 0 1 2

 （注）Ｄｗ：１日当り架設質量（表6.1，6.2）

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 10／Ｄｗ×1　　　 表6.1，表6.2

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 10／Ｄｗ×5（6）（7） 　〃

普 通 作 業 員 〃 10／Ｄｗ×1　　　 表6.2

諸 雑 費 式 1 表6.1，表6.2

計
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　 （５）架設工，橋体質量10ｔ当り単価表（トラス・アーチ・ランガー橋）

　 （６）本締め工100本当り単価表

　 （７）落橋防止装置取付工１組当り単価表

　 （８）移動式クレーン賃料，機械器具損料内訳表

コード番号 Ｓ 6 0 1 2

 （注）Ｄｗ：１日当り架設質量（表6.3）

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 10／Ｄｗ×1 表6.3

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 10／Ｄｗ×7 　〃

普 通 作 業 員 〃 10／Ｄｗ×1 　〃

諸 雑 費 式 1 　〃

計

コード番号 Ｓ 6 0 1 3

 （注）Ｄｑ：１日当りのボルト締付け本数（表7.1）

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 100／Ｄｑ×1 表7.1

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 100／Ｄｑ×5 　〃

諸 雑 費 式 1 　〃

計

コード番号 Ｓ 6 0 5 0

 （注）Ｄｋ：１日当りの落橋防止装置取付組数（表8.1）

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 1／Ｄｋ×1 表8.1

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1／Ｄｋ×3 　〃

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 0 1 5

名　　称 規　　格 単 位 数　　量 摘　　　　要

架 設 用 ク レ ー ン 日
表13.1

機械賃料

合 成 床 版 用 ク レ ー ン 〃 　 〃

架 設 工 具 供用日
表13.1

　損料

発 動 発 電 機 〃
表13.1

機械賃料

ド リ フ ト ピ ン 〃
表13.1

　損料

仮 締 め ボ ル ト 〃 　 〃

計
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　 （９）ケーブルクレーン設備費内訳表（据付・解体＋損料）

　 （10）ケーブルエレクション設備費内訳表（据付・解体＋損料）

　 （11）ベント設備１工事当り内訳表（設置・撤去＋損料）

　 （12）ベント基礎１工事当り内訳表（設置・撤去＋損耗費）

コード番号 Ｓ 6 0 1 6

 （注）ｄｃ：ケーブルクレーン設備据付・解体日数（表11.1）

名　　称 規　　格 単 位 数　　量 摘　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 ｄｃ×1 表11.1

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 ｄｃ×7 　〃

普 通 作 業 員 〃 ｄｃ×1 　〃

ケーブルクレーン

設 備
供用日

表13.1

機械損料

諸 雑 費 式 1 表11.1

計

コード番号 Ｓ 6 0 1 7

 （注）ｄｅ：ケーブルエレクション設備据付・解体日数（表11.4）

名　　称 規　　格 単 位 数　　量 摘　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 ｄｅ×1 表11.4

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 ｄｅ×7 　〃

普 通 作 業 員 〃 ｄｅ×1 　〃

ケーブルエレクション

設 備
供用日

表13.1

機械損料

諸 雑 費 式 1 表11.4

計

コード番号 Ｓ 6 0 1 8

 （注）Ｄｔ：１日当りベント設備設置・撤去質量（表11.9）

　　　　Ｔ：ベント総質量（t）

名　　称 規　　格 単 位 数　　量 摘　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 Ｔ／Ｄｔ×1 　 表11.9

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 Ｔ／Ｄｔ×5（6） 　〃

普 通 作 業 員 〃 Ｔ／Ｄｔ×1 　 　〃

ベ ン ト 設 備 供用日
表13.1

機械損料

ベ ン ト 用 足 場 〃

表11.9

付表-1

機械損料

諸 雑 費 式 1 表11.9

計

コード番号 Ｓ 6 0 1 9

 （注）Ｄａ：１日当りベント基礎設置・撤去面積（表11.10）

　　　　Ａ：ベント基礎延面積

名　　称 規　　格 単 位 数　　量 摘　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 Ａ／Ｄａ×1 表11.10

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 Ａ／Ｄａ×4 　〃

ベ ン ト 基 礎 供用日

表11.10

付表-1

機械損料

諸 雑 費 式 1

計
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　 （13）合成床版架設工100m2当り単価表

　 （14）シール材料費１式当り単価表

　 （15）合成床版製品費100m2当り単価表

　 （16）移動式クレーン運転費（賃料）１日当り単価表

　 （17）架設工具損料供用日当り単価表

名　　称 規　　格 単 位 数　　量 摘　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表12.1

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

シ ー ル 材 料 式 1

諸 雑 費 〃 1 表12.1

計

名　　称 規　　格 単 位 数　　量 摘　　要

シ ー ル 材 料 主桁上フランジ ｍ 表12.1

シ ー ル 材 料 合成床版接合部 〃 　〃

シ ー ル 材 料
側鋼板と床版及び側

鋼板接合部
〃 　〃

諸 雑 費 式 1

計

名　　称 規　　格 単 位 数　　量 摘　　要

合 成 床 版 製 品 費 m2

諸 雑 費 式 1

計

名　　称 規　　格 単 位 数　　量 摘　　要

トラッククレーン 日 1 機械賃料

ラフテレーンクレーン
排出ガス対策型

 （第2次基準値）
〃 1 機械賃料

諸 雑 費 式 1

計

名　　称 規　　格 単 位 数　　量 摘　　要

架 設 工 具
組立工具及びボルト

締付け用工具
供用日 1 機械損料

諸 雑 費 式 1

計
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　 （18）発動発電機賃料供用日当り単価表

　 （19）仮締めボルト及びドリフトピン損料供用日当り単価表

　 （20）ケーブルクレーン設備据付・解体１式当り単価表

　 （21）ケーブルエレクション設備据付・解体１式当り単価表

名　　称 規　　格 単 位 数　　量 摘　　要

発 動 発 電 機
排出ガス対策型

 （第３次基準値）
供用日 1 機械賃料

諸 雑 費 式 1

計

名　　称 規　　格 単 位 数　　量 摘　　要

ドリフトピン損料 供用日 1 表3.3

仮締めボルト損料 〃 1 　〃

諸 雑 費 式 1

計

名　　称 規　　格 単 位 数　　量 摘　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 1×ｄｃ 表11.1

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 7×ｄｃ 　〃

普 通 作 業 員 〃 1×ｄｃ 　〃

諸 雑 費 式 1 　〃

計

名　　称 規　　格 単 位 数　　量 摘　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 1×ｄｅ 表11.4

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 7×ｄｅ 　〃

普 通 作 業 員 〃 1×ｄｅ 　〃

諸 雑 費 式 1 　〃

計
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　 （22）ベント設備設置・撤去１ｔ当り単価表

　 （23）ベント基礎設置・撤去１㎡当り単価表

　 （24）ベント設備損料１ｔ当り単価表

　 （25）架設用クレーン設備損料供用日当り単価表

　 （26）ベント基礎損料供用日当り単価表

 （注）Ｄｔ：１日当りベント設備設置撤去質量

名　　　称 規　　　格 単 位 数　　量 摘　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 1／Ｄｔ×1 　 表11.9

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1／Ｄｔ×5（6） 　〃

普 通 作 業 員 〃 1／Ｄｔ×1 　 　〃

諸 雑 費 式 1 　〃

計

 （注）Ｄａ：１日当りベント基礎設置撤去面積

名　　　称 規　　　格 単 位 数　　量 摘　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 1／Ｄａ×1 表11.10

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1／Ｄａ×4 　〃

諸 雑 費 式 1

計

名　　　称 規　　　格 単 位 数　　量 摘　　　要

ベ ン ト 設 備 損 料 ｔ 1

ベント用足場損料 式 1

諸 雑 費 〃 1

計

名　　　称 規　　　格 単 位 数　　量 摘　　　要

架設用クレーン設備損料 供用日 1

諸 雑 費 式 1

計

名　　　称 規　　　格 単 位 数　　量 摘　　　要

ベ ン ト 基 礎 損 料 供用日 1

諸 雑 費 式 1

計
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　 （27）検査路架設工（ボルト組立式）１ｔ当り単価表

　 （28）検査路架設工（溶接組立式）１ｔ当り単価表

　 （29）足場工（検査路）吊足場１㎡当り単価表

　 （30）アンカーボルト設置100本当り単価表

コード番号 Ｓ 6 0 2 0

名　　　称 規　　　格 単 位 数　　量 摘　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 1

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 4

普 通 作 業 員 〃 1

卜 ラ ッ ク

［クレーン装置付］運転

ベーストラック　4～

4.5ｔ積吊能力2.0ｔ
ｈ 6.7 機械損料

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 0 2 1

名　　　称 規　　　格 単 位 数　　量 摘　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 1

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 4

普 通 作 業 員 〃 1

溶 接 工 〃 0.5

卜 ラ ッ ク

［クレーン装置付］運転

ベーストラック　4～

4.5ｔ積吊能力2.0ｔ
ｈ 6.7 機械損料

電 気 溶 接 機 日 1

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 0 2 2

名　　　称 規　　　格 単 位 数　　量 摘　　　要

橋 り ょ う 特 殊 工 人 0.06

足 場 材 損 料 月 1

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 0 2 3

名　　　称 規　　　格 単 位 数　　量 摘　　　要

土 木 一 般 世 話 役 人 0.476

特 殊 作 業 員 〃 2.381

普 通 作 業 員 〃 2.381

電動ハンマドリル 穴あけ能力　φ38～40㎜ 日 2.381 機械損料

発 動 発 電 機 ガソリンエンジン駆動２kVA 〃 2.381 機械損料

諸 雑 費 式 1

計
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　 （31）鋼床版現場溶接工100ｍ当り単価表

　 （32）消耗材料費100ｍ当り単価表

　 （33）主体足場（パイプ吊足場）１㎡当り単価表

コード番号 Ｓ 6 0 2 4

 （注）Ｄ：１パーティ当りの１日の施工量

名　　　称 規　　　格 単 位 数　　量 摘　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 100／Ｄ×1　 表16.1

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 100／Ｄ×7　 　〃

機 械 器 具 供用日 100／Ｄ×1.7 表16.2　機械損料

消 耗 材 料 ｍ 100

諸 雑 費 式 1 表16.4

計

名　　　称 規　　　格 単 位 数　　量 摘　　　要

溶 接 ワ イ ヤ ー ㎏ 表16.3

フ ラ ッ ク ス 〃 　〃

充 填 材 〃 　〃

裏 当 材 枚 　〃

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 0 2 6

名　　　称 規　　　格 単 位 数　　量 摘　　　要

橋 り ょ う 特 殊 工 人 表15.1

足 場 賃 料 月 　〃

諸 雑 費 式 1

計
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　 （34）主体足場（ワイヤーブリッジ転用足場）１㎡当り単価表

　 （35）中段足場１㎡当り単価表

　 （36）安全通路１㎡当り単価表

　 （37）部分作業床１㎡当り単価表

　 （38）朝顔１㎡当り単価表

　 （39）床版追加足場１㎡当り単価表

コード番号 Ｓ 6 0 2 7

名　　　称 規　　　格 単 位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 特 殊 工 人 表15.1

足 場 賃 料 月 　〃

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 0 5 5

名　　　称 規　　　格 単 位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 特 殊 工 人 表15.2

足 場 賃 料 月 　〃

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 0 5 6

名　　　称 規　　　格 単 位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 特 殊 工 人 表15.3

足 場 賃 料 月 　〃

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 0 5 7

名　　　称 規　　　格 単 位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 特 殊 工 人 表15.4

足 場 賃 料 月 　〃

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 0 5 8

名　　　称 規　　　格 単 位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 特 殊 工 人 表15.5

足 場 賃 料 月 　〃

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 0 5 9

名　　　称 規　　　格 単 位 数　　量 摘　　　　要

足 場 賃 料 月 表15.6

諸 雑 費 式 1

計

Ⅳ－7－③－40②  646



　 （40）側面塗装足場１㎡当り単価表

　 （41）板張防護工１㎡当り単価表

　 （42）シート張防護工１㎡当り単価表

　 （43）シート張防護工（側面）１㎡当り単価表

　 （44）ワイヤーブリッジ防護工１㎡当り単価表

コード番号 Ｓ 6 0 4 1

 （注）供用月数は小数第２位を四捨五入，第１位とする。

名　　　称 規　　　格 単 位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 特 殊 工 人 15-2-3

足 場 賃 料 月 　〃

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 0 4 2

 （注）供用月数は小数第２位を四捨五入，第１位とする。

名　　　称 規　　　格 単 位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 特 殊 工 人 表15.10

防 護 材 賃 料 月 　〃

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 0 4 3

 （注）供用月数は小数第２位を四捨五入，第１位とする。

名　　　称 規　　　格 単 位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 特 殊 工 人 表15.11

シート張防護材賃料 月 　〃

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 0 4 4

 （注）供用月数は小数第２位を四捨五入，第１位とする。

名　　　称 規　　　格 単 位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 特 殊 工 人 15-3（2）

シート張防護材賃料 月 　〃

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 0 4 5

 （注）供用月数は小数第２位を四捨五入，第１位とする。

名　　　称 規　　　格 単 位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 特 殊 工 人 15-3（3）

防 護 材 賃 料 月 　〃

諸 雑 費 式 1

計
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　 （45）ネット防護工１㎡当り単価表

　 （46）登り桟橋工１箇所当り単価表

　 （47）登り桟橋工１ｍ当り単価表

 （注）供用月数は小数第２位を四捨五入，第１位とする。

名　　　称 規　　　格 単 位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 特 殊 工 人 15-3（4）

ネット防護材賃料 月 　〃

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 0 4 6

 （注）供用月数は小数第２位を四捨五入，第１位とする。

名　　　称 規　　　格 単 位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 特 殊 工 人 15-4-2

登 り 桟 橋 損 料 月 　〃

諸 雑 費 式 1

計

 （注）供用月数は小数第２位を四捨五入，第１位とする。

名　　　称 規　　　格 単 位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 特 殊 工 人 15-4-2

登 り 桟 橋 損 料 月 　〃

諸 雑 費 式 1

計
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18．移動式クレーンの機種選定

　 （１）移動式クレーンの機種選定は下図による。

図18．１ 機種選定図

※移動式クレーンについて，規格が5t吊以上80t吊未満となる場合はラフテレーンクレーン，それ以外は

トラッククレーンを標準とする。
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 （２）移動式クレーン規格選定

　移動式クレーンの規格は，作業半径，定格総荷重，吊上げ高さをもとに規格選定表より選定する。

１）作業半径の算出

　作業半径の算出は，作業半径算定式による。ただし，現場条件により，これにより難い場合は別途考慮

する。

①　地組を伴わない桁を架設する場合

イ）鈑桁・少数Ｉ桁

図18．２ 作業半径概略図・鈑桁（移動式クレーン油圧伸縮ジブ型）

図18．３ 作業半径算定式

θ；ブームの仰角（°）≦75°

Ｂ；部材巾（ｍ）

Ｒ；作業半径（ｍ）≧8.0ｍ

Ｈ；吊上げ高さ（ｍ）

Ｗ；外主桁間の距離（ｍ）

　　ただし，Ｗ≦8ｍとする。

Ａ；ブーム先端から吊上げ部材

　　上端までの距離（ｍ）

　　　　　 （次表　参照）

　　ただし， 機械式を選定する

　　場合に用い， 油圧伸縮ジブ

　　型の場合は， 10ｍを標準と

　　する。

θ＝tan-１

Ｒ＝－1.0＋（Ｈ＋Ａ－２）cotθ＋Ｗ

Ａ

1.5＋Ｂ/2
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ロ）箱桁・細幅箱桁

　作業半径算定式は前項イ）による。

吊上げ余裕代（Ａ）

  部材幅（ｍ）

吊上げ

　高さ（ｍ）

2.0以下
2.0超え

～2.5以下

2.5超え

～3.0以下

3.0超え

～4.0以下

5 10 10 10 10

10 10 12 12 12

15 12 12 12 12

20 12 12 12 15

25 15 15 15 15

30 15 15 15 15

35 15 15 15 15

40 15 15 15 15

図18．４ 作業半径概略図・箱桁（トラッククレーン油圧伸縮ジブ型）
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②　地組を伴う桁を架設する場合

　作業半径算定式

Ｒ＝５＋Ｌ／２

　　Ｒ：作業半径（ｍ）

　　Ｌ：架設部材の全長（ｍ）

図18．５ 作業半径概略図（地組を伴う場合）
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③　合成床版を架設する場合

２）定格総荷重の算出

　定格総荷重は次式による。ただし，フックブロック質量は，表18.１フックブロック質量表（クローラ

クレーン，トラッククレーン，ラフテレーンクレーン）による。

　定格総荷重（kN）＝最大部材質量＋フックブロック質量等

作業半径算定式は，前項（２）１）①　イ）による。

図18．６ 作業半径概略図・合成床版（トラッククレーン油圧伸縮ジブ型）
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表18．１  フックブロック質量表

吊上げ荷重（ｔ） フックブロック質量（㎏）

4.9 100

7.0 100

10.0 100

16.0 170

20.0 230

25.0 280

30.0 360

35.0 400

40.0 450

45.0 500

50.0 750

55.0 750

60.0 800

65.0 880

70.0 940

80.0 1,440

90.0 1,440

100.0 1,800

120.0 2,300

130.0 2,650

150.0 2,650

160.0 2,700

200.0 2,800

250.0 4,500

300.0 5,300

360.0 7,700

450.0 8,400

500.0 10,000

650.0 15,500

750.0 22,400
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３）トラッククレーン機種選定表

イ）トラッククレーン（油圧伸縮ジブ型）

枠内上段：SI 単 位 系 表 示　単位　kN

下段：旧 来 呼 称　　　単位　ｔ

表18．２  トラッククレーン機種選定表（油圧伸縮ジブ型）（Ｈ＝５ｍ）

 （注）１．定格総荷重＝最大部材質量＋フックブロック質量等

　　　２．上表は，吊上げ余裕代等を考慮した規格である。

　　　３．規格が5t吊以上80t吊未満となる場合は，ラフテレーンクレーンを標準とする。

吊上げ
高さ Ｈ＝5

定格総
重量

19.6
(2)

29.4
(3)

39.2
(4)

49.0
(5)

58.8
(6)

68.6
(7)

78.4
(8)

88.2
(9)

98.0
(10)

117.6
(12)

137.2
(14)

156.8
(16)

176.4
(18)

196.0
(20)

215.6
(22)

235.2
(24)

254.8
(26)

274.4
(28)

294.0
(30)

313.6
(32)

333.2
(34)

352.8
(36)

372.4
(38)

392.0
(40)

作　
　
　
　
　

業　
　
　
　
　

半　
　
　
　
　

径

8
157
(16)

157
(16)

157
(16)

196
(20)

245
(25)

245
(25)

245
(25)

245
(25)

343
(35)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

9
157
(16)

157
(16)

196
(20)

245
(25)

245
(25)

245
(25)

245
(25)

441
(45)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

637
(65)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

10
157
(16)

157
(16)

245
(25)

245
(25)

245
(25)

343
(35)

441
(45)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

11
157
(16)

196
(20)

245
(25)

245
(25)

245
(25)

441
(45)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

12
157
(16)

245
(25)

245
(25)

245
(25)

441
(45)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

13
157
(16)

245
(25)

245
(25)

245
(25)

441
(45)

588
(60)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

14
196
(20)

245
(25)

343
(35)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

15
196
(20)

245
(25)

343
(35)

441
(45)

588
(60)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

16
245
(25)

245
(25)

441
(45)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

17
245
(25)

245
(25)

441
(45)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

18
245
(25)

441
(45)

441
(45)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

19
245
(25)

441
(45)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

20
245
(25)

441
(45)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

22
441
(45)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

5,390
(550)

5,390
(550)

24
441
(45)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

5,390
(550)

5,390
(550)

5,390
(550)

5,390
(550)

26
637
(65)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

28
980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

30
980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

32
980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

34
980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

36
1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

38
1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

40
1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

Ⅳ－7－③－49 ②  655



枠内上段：SI 単 位 系 表 示　単位　kN

下段：旧 来 呼 称　　　単位　ｔ

表18．３  トラッククレーン機種選定表（油圧伸縮ジブ型）（Ｈ＝10ｍ）

 （注）１．定格総荷重＝最大部材質量＋フックブロック質量等

　　　２．上表は，吊上げ余裕代等を考慮した規格である。

　　　３．規格が5t吊以上80t吊未満となる場合は，ラフテレーンクレーンを標準とする。

吊上げ
高さ Ｈ＝10

定格総
重量

19.6
(2)

29.4
(3)

39.2
(4)

49.0
(5)

58.8
(6)

68.6
(7)

78.4
(8)

88.2
(9)

98.0
(10)

117.6
(12)

137.2
(14)

156.8
(16)

176.4
(18)

196.0
(20)

215.6
(22)

235.2
(24)

254.8
(26)

274.4
(28)

294.0
(30)

313.6
(32)

333.2
(34)

352.8
(36)

372.4
(38)

392.0
(40)

作　
　
　
　
　

業　
　
　
　
　

半　
　
　
　
　

径

8
157
(16)

157
(16)

157
(16)

196
(20)

245
(25)

245
(25)

245
(25)

245
(25)

343
(35)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

9
157
(16)

157
(16)

196
(20)

245
(25)

245
(25)

245
(25)

343
(35)

441
(45)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

637
(65)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

10
157
(16)

157
(16)

245
(25)

245
(25)

245
(25)

343
(35)

441
(45)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

11
157
(16)

196
(20)

245
(25)

245
(25)

245
(25)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

12
157
(16)

245
(25)

245
(25)

245
(25)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

13
157
(16)

245
(25)

245
(25)

245
(25)

441
(45)

588
(60)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

14
196
(20)

245
(25)

343
(35)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

15
196
(20)

245
(25)

343
(35)

441
(45)

588
(60)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

16
245
(25)

245
(25)

441
(45)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

17
245
(25)

245
(25)

441
(45)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

18
245
(25)

441
(45)

441
(45)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

19
245
(25)

441
(45)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

20
245
(25)

441
(45)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

22
441
(45)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

5,390
(550)

5,390
(550)

24
441
(45)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

5,390
(550)

5,390
(550)

5,390
(550)

5,390
(550)

26
637
(65)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

28
980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

30
980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

32
980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

34
980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

36
1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

38
1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

40
1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)
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枠内上段：SI 単 位 系 表 示　単位　kN

下段：旧 来 呼 称　　　単位　ｔ

表18．４  トラッククレーン機種選定表（油圧伸縮ジブ型）（Ｈ＝15ｍ）

 （注）１．定格総荷重＝最大部材質量＋フックブロック質量等

　　　２．上表は，吊上げ余裕代等を考慮した規格である。

　　　３．規格が5t吊以上80t吊未満となる場合は，ラフテレーンクレーンを標準とする。

吊上げ
高さ Ｈ＝15

定格総
荷重

19.6
(2)

29.4
(3)

39.2
(4)

49.0
(5)

58.8
(6)

68.6
(7)

78.4
(8)

88.2
(9)

98.0
(10)

117.6
(12)

137.2
(14)

156.8
(16)

176.4
(18)

196.0
(20)

215.6
(22)

235.2
(24)

254.8
(26)

274.4
(28)

294.0
(30)

313.6
(32)

333.2
(34)

352.8
(36)

372.4
(38)

392.0
(40)

作　
　
　
　
　

業　
　
　
　
　

半　
　
　
　
　

径

8
157
(16)

157
(16)

196
(20)

245
(25)

245
(25)

245
(25)

245
(25)

343
(35)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

9
157
(16)

157
(16)

245
(25)

245
(25)

245
(25)

245
(25)

343
(35)

441
(45)

441
(45)

490
(50)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

10
157
(16)

196
(20)

245
(25)

245
(25)

245
(25)

343
(35)

441
(45)

441
(45)

441
(45)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

11
157
(16)

196
(20)

245
(25)

245
(25)

343
(35)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

12
157
(16)

245
(25)

245
(25)

245
(25)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

13
157
(16)

245
(25)

245
(25)

343
(35)

441
(45)

588
(60)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

14
196
(20)

245
(25)

343
(35)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

15
196
(20)

245
(25)

343
(35)

441
(45)

588
(60)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

16
245
(25)

245
(25)

441
(45)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

17
245
(25)

245
(25)

441
(45)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

18
245
(25)

441
(45)

490
(50)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
（360)

19
245
(25)

441
(45)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

20
245
(25)

441
(45)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

22
441
(45)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

5,390
(550)

5,390
(550)

24
441
(45)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

26
637
(65)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

28
980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

30
980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

32
980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

34
980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

36
1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

38
1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

40
1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)
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枠内上段：SI 単 位 系 表 示　単位　kN

下段：旧 来 呼 称　　　単位　ｔ

表18．５  トラッククレーン機種選定表（油圧伸縮ジブ型）（Ｈ＝20ｍ）

 （注）１．定格総荷重＝最大部材質量＋フックブロック質量等

　　　２．上表は，吊上げ余裕代等を考慮した規格である。

　　　３．規格が5t吊以上80t吊未満となる場合は，ラフテレーンクレーンを標準とする。

吊上げ
高さ Ｈ＝20

定格総
荷重

19.6
(2)

29.4
(3)

39.2
(4)

49.0
(5)

58.8
(6)

68.6
(7)

78.4
(8)

88.2
(9)

98.0
(10)

117.6
(12)

137.2
(14)

156.8
(16)

176.4
(18)

196.0
(20)

215.6
(22)

235.2
(24)

254.8
(26)

274.4
(28)

294.0
(30)

313.6
(32)

333.2
(34)

352.8
(36)

372.4
(38)

392.0
(40)

作　
　
　
　
　

業　
　
　
　
　

半　
　
　
　
　

径

8
196
(20)

196
(20)

245
(25)

245
(25)

245
(25)

245
(25)

343
(35)

441
(45)

441
(45)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

9
196
(20)

196
(20)

245
(25)

245
(25)

245
(25)

343
(35)

441
(45)

441
(45)

441
(45)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

10
196
(20)

196
(20)

245
(25)

245
(25)

343
(35)

441
(45)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

11
196
(20)

245
(25)

245
(25)

245
(25)

441
(45)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

12
196
(20)

245
(25)

245
(25)

343
(35)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

13
196
(20)

245
(25)

245
(25)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

14
196
(20)

245
(25)

343
(35)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

15
245
(25)

245
(25)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

16
245
(25)

245
(25)

441
(45)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

17
245
(25)

245
(25)

441
(45)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

18
343
(35)

441
(45)

490
(50)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

19
343
(35)

441
(45)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

20
343
(35)

441
(45)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

22
441
(45)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360）

24
441
(45)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

26
637
(65)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

28
980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

30
980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

32
980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

34
980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

36
1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

38
1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

40
1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)
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表18．６  トラッククレーン機種選定表（油圧伸縮ジブ型）（Ｈ＝25ｍ）

 （注）１．定格総荷重＝最大部材質量＋フックブロック質量等

　　　２．上表は，吊上げ余裕代等を考慮した規格である。

　　　３．規格が5t吊以上80t吊未満となる場合は，ラフテレーンクレーンを標準とする。

枠内上段：SI 単 位 系 表 示　単位　kN

下段：旧 来 呼 称　　　単位　ｔ

吊上げ
高さ Ｈ＝25

定格総
荷重

19.6
(2)

29.4
(3)

39.2
(4)

49.0
(5)

58.8
(6)

68.6
(7)

78.4
(8)

88.2
(9)

98.0
(10)

117.6
(12)

137.2
(14)

156.8
(16)

176.4
(18)

196.0
(20)

215.6
(22)

235.2
(24)

254.8
(26)

274.4
(28)

294.0
(30)

313.6
(32)

333.2
(34)

352.8
(36)

372.4
(38)

392.0
(40)

作　
　
　
　
　

業　
　
　
　
　

半　
　
　
　
　

径

8
343
(35)

343
(35)

343
(35)

343
(35)

343
(35)

441
(45)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

9
343
(35)

343
(35)

343
(35)

343
(35)

441
(45)

441
(45)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

10
343
(35)

343
(35)

343
(35)

343
(35)

441
(45)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

11
343
(35)

343
(35)

343
(35)

343
(35)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

12
343
(35)

343
(35)

343
(35)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

13
343
(35)

343
(35)

343
(35)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

14
343
(35)

343
(35)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

15
343
(35)

343
(35)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

16
343
(35)

343
(35)

441
(45)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

17
343
(35)

343
(35)

441
(45)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

18
441
(45)

441
(45)

490
(50)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

19
441
(45)

441
(45)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

20
441
(45)

441
(45)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

22
441
(45)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

24
490
(50)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

26
637
(65)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

28
980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

30
980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

32
980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

34
980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

36
1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

38
1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

3,528
(360)

40
1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)

3,528
(360)
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枠内上段：SI 単 位 系 表 示　単位　kN

下段：旧 来 呼 称　　　単位　ｔ

表18．７  トラッククレーン機種選定表（油圧伸縮ジブ型）（Ｈ＝30ｍ）

 （注）１．定格総荷重＝最大部材質量＋フックブロック質量等

　　　２．上表は，吊上げ余裕代等を考慮した規格である。

　　　３．規格が5t吊以上80t吊未満となる場合は，ラフテレーンクレーンを標準とする。

吊上げ
高さ Ｈ＝30

定格総
荷重

19.6
(2)

29.4
(3)

39.2
(4)

49.0
(5)

58.8
(6)

68.6
(7)

78.4
(8)

88.2
(9)

98.0
(10)

117.6
(12)

137.2
(14)

156.8
(16)

176.4
(18)

196.0
(20)

215.6
(22)

235.2
(24)

254.8
(26)

274.4
(28)

294.0
(30)

313.6
(32)

333.2
(34)

352.8
(36)

372.4
(38)

392.0
(40)

作 　
　
　
　

業 　
　
　
　

半 　
　
　
　

径

8
441
(45)

441
(45)

441
(45)

441
(45)

441
(45)

490
(50)

588
(60)

588
(60)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

9
441
(45)

441
(45)

441
(45)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

588
(60)

588
(60)

588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

10
441
(45)

441
(45)

441
(45)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

588
(60)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

11
441
(45)

441
(45)

441
(45)

441
(45)

441
(45)

588
(60)

588
(60)

637
(65)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,568
(160)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)
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(45)
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(45)
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588
(60)
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1,960
(200)
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1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

1,960
(200)

20
588
(60)
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588
(60)

980
(100)

980
(100)

980
(100)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,176
(120)

1,568
(160)
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表18．８  ラフテレーンクレーン機種選定表（油圧伸縮ジブ型  4.9ｔ 吊）

機　械　名 ラ　フ　テ　レ　ー　ン　ク　レ　ー　ン

規　　格 油圧伸縮ジブ型　4.9t吊

ブーム長（ｍ） 4.9 5.5 6.5 7.5 9.5 11.5 13.5 15.5 17.5

作業半径（ｍ）

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

（m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ）

1.0 5.6 4.9 6.2 4.9 7.2 4.9 8.2 4.9

1.5 5.5 4.9 6.1 4.9 7.1 4.9 8.1 4.9 10.2 4.9 12.2 4.8

2.0 5.3 4.9 5.9 4.9 7.0 4.9 8.0 4.9 10.1 4.9 12.1 4.8

2.5 5.0 4.9 5.7 4.9 6.8 4.9 7.9 4.9 10.0 4.9 12.0 4.8 14.1 4.3 16.1 4.0 18.1 4.0

3.0 4.7 4.9 5.4 4.9 6.6 4.9 7.7 4.9 9.8 4.9 11.9 4.8 14.0 4.3 16.0 4.0 18.0 4.0

3.5 4.2 4.9 5.0 4.9 6.3 4.9 7.4 4.9 9.6 4.9 11.8 4.8 13.8 4.3 15.9 4.0 17.9 4.0

4.0 9.4 4.5 11.6 4.5 13.7 4.2 15.8 4.0 17.8 4.0

4.5 9.2 3.9 11.4 3.9 13.5 3.6 15.6 3.5 17.7 3.5

5.0 8.9 3.4 11.2 3.4 13.3 3.2 15.5 3.1 17.6 3.1

5.5 8.5 3.0 10.9 3.0 13.1 2.8 15.3 2.8 17.4 2.8

6.0 8.2 2.6 10.6 2.6 12.9 2.6 15.1 2.5 17.2 2.5

7.0 9.9 2.1 12.3 2.1 14.6 2.1 16.8 2.1

8.0 9.1 1.8 11.7 1.8 14.1 1.7 16.4 1.7

9.0 8.0 1.5 10.9 1.5 13.4 1.5 15.8 1.5

10.0 12.6 1.3 15.2 1.3

12.0 10.6 0.9 13.5 0.9

表18．９  ラフテレーンクレーン機種選定表（油圧伸縮ジブ型  7ｔ 吊）

機　械　名 ラ　フ　テ　レ　ー　ン　ク　レ　ー　ン

規　　格 油圧伸縮ジブ型　7t吊

ブーム長（ｍ） 4.9 5.5 6.5 7.5 9.5 11.5 13.5 15.5 17.5

作業半径（ｍ）

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

（m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ）

1.0 5.6 7.0 6.2 6.6 7.2 6.0 8.2 5.3

1.5 5.5 7.0 6.1 6.6 7.1 6.0 8.1 5.3 10.2 4.9 12.2 4.8

2.0 5.3 7.0 5.9 6.6 7.0 6.0 8.0 5.3 10.1 4.9 12.1 4.8

2.5 5.0 7.0 5.7 6.6 6.8 6.0 7.9 5.3 10.0 4.9 12.0 4.8 14.1 4.3 16.1 4.0 18.1 4.0

3.0 4.7 6.1 5.4 5.9 6.6 5.5 7.7 5.1 9.8 4.9 11.9 4.8 14.0 4.3 16.0 4.0 18.0 4.0

3.5 4.2 5.3 5.0 5.2 6.3 5.1 7.4 5.0 9.6 4.9 11.8 4.8 13.8 4.3 15.9 4.0 17.9 4.0

4.0 9.4 4.5 11.6 4.5 13.7 4.2 15.8 4.0 17.8 4.0

4.5 9.2 3.9 11.4 3.9 13.5 3.6 15.6 3.5 17.7 3.5

5.0 8.9 3.4 11.2 3.4 13.3 3.2 15.5 3.1 17.6 3.1

5.5 8.5 3.0 10.9 3.0 13.1 2.8 15.3 2.8 17.4 2.8

6.0 8.2 2.6 10.6 2.6 12.9 2.6 15.1 2.5 17.2 2.5

7.0 9.9 2.1 12.3 2.1 14.6 2.1 16.8 2.1

8.0 9.1 1.8 11.7 1.8 14.1 1.7 16.4 1.7

9.0 8.0 1.5 10.9 1.5 13.4 1.5 15.8 1.5

10.0 12.6 1.3 15.2 1.3

12.0 10.6 0.9 13.5 0.9
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総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

2
.5

6
.5

1
6
.0

7
.6

1
5
.1

9
.7

1
3
.2

1
1
.7

1
1
.4

1
3
.8

1
0
.0

1
5
.8

8
.7

1
7
.8

7
.8

1
9
.9

7
.4

3
.0

6
.3

1
6
.0

7
.4

1
5
.1

9
.5

1
3
.2

1
1
.6

1
1
.4

1
3
.7

1
0
.0

1
5
.7

8
.7

1
7
.8

7
.8

1
9
.9

7
.4

3
.5

6
.0

1
4
.0

7
.2

1
3
.5

9
.4

1
2
.6

1
1
.5

1
1
.4

1
3
.6

1
0
.0

1
5
.6

8
.7

1
7
.7

7
.8

1
9
.7

6
.8

2
1
.7

5
.9

2
3
.8

5
.0

2
5
.8

4
.2

2
7
.8

3
.5

4
.0

5
.6

1
2
.5

6
.9

1
2
.4

9
.1

1
2
.1

1
1
.3

1
1
.4

1
3
.4

1
0
.0

1
5
.5

8
.7

1
7
.6

7
.8

1
9
.6

6
.8

2
1
.6

5
.9

2
3
.7

5
.0

2
5
.7

4
.2

2
7
.7

3
.5

4
.5

4
.9

1
1
.5

6
.2

1
1
.4

8
.6

1
1
.2

1
1
.1

1
0
.7

1
3
.3

9
.7

1
5
.4

8
.7

1
7
.4

7
.8

1
9
.5

6
.8

2
1
.5

5
.9

2
3
.6

5
.0

2
5
.6

4
.2

2
7
.7

3
.5

5
.0

1
0
.9

1
0
.0

1
3
.1

9
.4

1
5
.2

8
.6

1
7
.3

7
.7

1
9
.4

6
.8

2
1
.4

5
.9

2
3
.5

5
.0

2
5
.5

4
.2

2
7
.6

3
.5

5
.5

1
0
.6

9
.2

1
2
.9

8
.6

1
5
.0

8
.0

1
7
.1

7
.5

1
9
.2

6
.8

2
1
.3

5
.9

2
3
.4

4
.9

2
5
.4

4
.2

2
7
.5

3
.5

6
.0

1
0
.3

8
.6

1
2
.6

8
.0

1
4
.8

7
.5

1
7
.0

7
.0

1
9
.1

6
.5

2
1
.2

5
.7

2
3
.2

4
.9

2
5
.3

4
.2

2
7
.4

3
.5

7
.0

9
.6

6
.7

1
2
.1

6
.5

1
4
.4

6
.3

1
6
.6

6
.0

1
8
.7

5
.7

2
0
.9

5
.2

2
3
.0

4
.6

2
5
.0

4
.1

2
7
.1

3
.5

8
.0

8
.8

5
.2

1
1
.4

5
.1

1
3
.8

5
.1

1
6
.1

5
.1

1
8
.3

5
.1

2
0
.5

4
.6

2
2
.6

4
.1

2
4
.7

3
.8

2
6
.8

3
.4

9
.0

7
.8

4
.3

1
0
.7

4
.3

1
3
.1

4
.2

1
5
.5

4
.2

1
7
.8

4
.2

2
0
.1

4
.0

2
2
.2

3
.7

2
4
.4

3
.4

2
6
.5

3
.1

1
0
.0

1
2
.4

3
.5

1
4
.9

3
.5

1
7
.3

3
.5

1
9
.6

3
.4

2
1
.8

3
.3

2
4
.0

3
.0

2
6
.1

2
.8

1
2
.0

1
0
.3

2
.7

1
3
.3

2
.7

1
5
.9

2
.7

1
8
.4

2
.7

2
0
.7

2
.7

2
3
.0

2
.5

2
5
.3

2
.3

1
4
.0

1
1
.1

2
.0

1
4
.1

2
.0

1
6
.8

2
.0

1
9
.4

2
.0

2
1
.8

2
.0

2
4
.2

2
.0

1
6
.0

1
1
.7

1
.5

1
4
.9

1
.5

1
7
.7

1
.5

2
0
.4

1
.5

2
2
.9

1
.5

1
8
.0

1
2
.4

1
.2

1
5
.6

1
.1

1
8
.6

1
.1

2
1
.3

1
.1

2
0
.0

1
2
.9

0
.8

1
6
.3

0
.8

1
9
.4

0
.8

2
2
.0

1
7
.0

0
.6

2
4
.0

1
4
.0

0
.5
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表
1
8
．
1
2
 
ラ
フ
テ
レ
ー
ン
ク
レ
ー
ン
機
種
選
定
表
（
油
圧
伸
縮
ジ
ブ
型
 
2
0
ｔ 
吊
）

機
　
械
　
名

ラ
　
フ
　
テ
　
レ
　
ー
　
ン
　
ク
　
レ
　
ー
　
ン

規
　
　
格

油
圧
伸
縮
ジ
ブ
型
　
2
0
ｔ吊

ブ
ー
ム
長
（
ｍ
）

6
.5

7
.5

9
.5

1
1
.5

1
3
.5

1
5
.5

1
7
.5

1
9
.5

2
1
.5

2
3
.5

2
5
.5

2
7
.5

2
9
.5

作
業
半
径
（
ｍ
）

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

2
.0

7
.3

2
0
.0

7
.7

2
0
.0

1
0
.8

1
8
.3

1
2
.8

1
4
.2

2
.5

7
.1

2
0
.0

8
.1

1
8
.3

1
0
.3

1
5
.6

1
2
.4

1
2
.6

1
4
.4

1
0
.9

1
6
.4

9
.9

1
8
.5

8
.7

2
0
.5

7
.6

2
2
.9

7
.0

3
.0

6
.8

1
8
.5

7
.9

1
7
.2

1
0
.2

1
5
.2

1
2
.2

1
2
.6

1
4
.3

1
0
.9

1
6
.3

9
.9

1
8
.4

8
.7

2
0
.4

7
.6

2
2
.8

7
.0

3
.5

6
.5

1
6
.2

7
.7

1
5
.5

1
0
.0

1
4
.1

1
2
.1

1
2
.3

1
4
.2

1
0
.9

1
6
.2

9
.9

1
8
.3

8
.7

2
0
.3

7
.6

2
2
.4

6
.9

2
4
.4

6
.2

2
6
.4

5
.5

2
8
.4

4
.8

3
0
.4

4
.1

4
.0

6
.2

1
4
.0

7
.4

1
3
.8

9
.8

1
3
.2

1
1
.9

1
2
.2

1
4
.0

1
0
.9

1
6
.1

9
.9

1
8
.2

8
.7

2
0
.2

7
.6

2
2
.3

6
.9

2
4
.3

6
.2

2
6
.3

5
.5

2
8
.4

4
.8

3
0
.4

4
.1

4
.5

7
.1

1
2
.1

9
.5

1
2
.1

1
1
.7

1
1
.7

1
3
.9

1
0
.7

1
6
.0

9
.9

1
8
.1

8
.7

2
0
.1

7
.6

2
2
.2

6
.9

2
4
.2

6
.2

2
6
.2

5
.5

2
8
.3

4
.8

3
0
.3

4
.1

5
.0

9
.5

1
1
.2

1
1
.5

1
0
.9

1
3
.7

1
0
.4

1
5
.8

9
.8

1
7
.9

8
.7

2
0
.0

7
.6

2
2
.1

6
.9

2
4
.1

6
.2

2
6
.1

5
.5

2
8
.2

4
.8

3
0
.2

4
.1

5
.5

9
.3

9
.9

1
1
.2

9
.9

1
3
.5

9
.6

1
5
.6

9
.2

1
7
.8

8
.4

1
9
.8

7
.5

2
1
.9

6
.8

2
4
.0

6
.2

2
6
.0

5
.5

2
8
.1

4
.8

3
0
.1

4
.1

6
.0

8
.9

8
.9

1
1
.0

8
.9

1
3
.2

8
.9

1
5
.4

8
.5

1
7
.6

8
.0

1
9
.7

7
.4

2
1
.8

6
.8

2
3
.9

6
.1

2
5
.9

5
.5

2
8
.0

4
.8

3
0
.0

4
.1

7
.0

1
0
.2

7
.0

1
2
.7

7
.0

1
5
.0

6
.9

1
7
.2

6
.7

1
9
.3

6
.5

2
1
.5

6
.0

2
3
.6

5
.5

2
5
.7

5
.0

2
7
.7

4
.5

2
9
.8

4
.0

8
.0

9
.3

5
.5

1
2
.0

5
.5

1
4
.4

5
.5

1
6
.7

5
.5

1
8
.9

5
.5

2
1
.1

5
.2

2
3
.2

4
.8

2
5
.4

4
.5

2
7
.5

4
.1

2
9
.5

3
.8

9
.0

8
.2

4
.5

1
1
.2

4
.5

1
3
.8

4
.5

1
6
.1

4
.5

1
8
.4

4
.5

2
0
.7

4
.5

2
2
.8

4
.3

2
5
.0

4
.1

2
7
.1

4
.0

2
9
.2

3
.8

1
0
.0

1
0
.6

4
.1

1
3
.0

3
.8

1
5
.5

3
.8

1
7
.9

3
.8

2
0
.2

3
.8

2
2
.4

3
.8

2
4
.6

3
.8

2
6
.8

3
.8

2
8
.9

3
.8

1
2
.0

1
6
.5

2
.9

1
9
.0

2
.9

2
1
.3

2
.9

2
3
.6

2
.9

2
5
.9

2
.9

2
8
.1

2
.9

1
4
.0

1
5
.0

2
.3

1
7
.5

2
.3

2
0
.0

2
.3

2
2
.5

2
.3

2
4
.8

2
.3

2
7
.1

2
.3

1
6
.0

1
5
.4

1
.4

1
8
.4

1
.4

2
1
.0

1
.4

2
3
.5

1
.4

2
5
.9

1
.4

1
8
.0

1
2
.2

1
.4

1
6
.5

1
.4

1
9
.5

1
.4

2
2
.2

1
.4

2
4
.8

1
.4

2
0
.0

1
3
.8

1
.1

1
7
.3

1
.1

2
0
.3

1
.1

2
3
.1

1
.1

2
2
.0

1
7
.0

1
.0

2
0
.1

1
.0
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表
1
8
．
1
3
 
ラ
フ
テ
レ
ー
ン
ク
レ
ー
ン
機
種
選
定
表
（
油
圧
伸
縮
ジ
ブ
型
 
2
5
ｔ 
吊
）

機
　
械
　
名

ラ
　
フ
　
テ
　
レ
　
ー
　
ン
　
ク
　
レ
　
ー
　
ン

規
　
　
格

油
圧
伸
縮
ジ
ブ
型
　
2
5
ｔ吊

ブ
ー
ム
長
（
ｍ
）

7
.3
5

7
.5

9
.5

1
1
.5

1
3
.5

1
5
.5

1
7
.5

1
9
.5

2
1
.5

2
3
.5

2
5
.5

2
7
.5

2
9
.5

3
1
.5

作
業
半
径
（
ｍ
）

フ
ッ
ク
の

地
上
高

さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

2
.5

8
.0

2
5
.0

8
.2

2
4
.9

1
0
.3

2
4
.8

1
2
.3

2
2
.6

1
4
.4

1
8
.7

1
6
.4

1
8
.1

1
8
.4

1
6
.3

2
0
.4

1
4
.9

2
2
.4

1
3
.2

2
4
.3

1
2
.5

3
.0

7
.8

2
5
.0

8
.0

2
3
.1

1
0
.1

2
3
.1

1
2
.2

2
2
.3

1
4
.2

1
8
.7

1
6
.3

1
8
.0

1
8
.3

1
6
.3

2
0
.3

1
4
.9

2
2
.4

1
3
.2

2
4
.3

1
2
.5

3
.5

7
.6

2
5
.0

7
.7

2
2
.5

9
.9

2
2
.5

1
2
.0

2
2
.3

1
4
.1

1
8
.7

1
6
.2

1
8
.0

1
8
.2

1
6
.3

2
0
.3

1
4
.9

2
2
.3

1
3
.2

2
4
.3

1
2
.4

2
6
.3

1
0
.3

2
8
.3

9
.1

3
0
.3

8
.4

4
.0

7
.3

2
2
.4

7
.4

2
0
.0

9
.7

2
0
.0

1
1
.9

2
0
.0

1
4
.0

1
8
.7

1
6
.1

1
7
.7

1
8
.1

1
6
.3

2
0
.2

1
4
.9

2
2
.2

1
3
.2

2
4
.2

1
2
.3

2
6
.2

1
0
.3

2
8
.3

9
.1

3
0
.3

8
.3

3
2
.3

7
.3

4
.5

6
.9

2
0
.0

7
.1

1
7
.9

9
.5

1
7
.9

1
1
.7

1
7
.9

1
3
.8

1
7
.9

1
5
.9

1
7
.2

1
8
.0

1
5
.9

2
0
.1

1
4
.7

2
2
.1

1
3
.2

2
4
.2

1
2
.3

2
6
.2

1
0
.3

2
8
.2

9
.1

3
0
.2

8
.3

3
2
.2

7
.3

5
.0

9
.2

1
7
.9

1
1
.4

1
7
.9

1
3
.6

1
7
.3

1
5
.8

1
6
.3

1
7
.9

1
5
.3

1
9
.9

1
4
.3

2
2
.0

1
3
.0

2
4
.0

1
2
.3

2
6
.1

1
0
.3

2
8
.1

9
.1

3
0
.2

8
.2

3
2
.2

7
.3

5
.5

8
.8

1
7
.8

1
1
.2

1
6
.9

1
3
.4

1
6
.3

1
5
.6

1
5
.6

1
7
.7

1
4
.8

1
9
.8

1
3
.9

2
1
.9

1
2
.8

2
3
.9

1
2
.0

2
6
.0

1
0
.3

2
8
.0

9
.1

3
0
.1

8
.2

3
2
.1

7
.3

6
.0

8
.5

1
6
.3

1
0
.9

1
5
.8

1
3
.2

1
5
.4

1
5
.4

1
5
.0

1
7
.5

1
4
.3

1
9
.6

1
3
.4

2
1
.7

1
2
.5

2
3
.8

1
1
.6

2
5
.9

1
0
.3

2
7
.9

9
.1

3
0
.0

8
.1

3
2
.0

7
.3

7
.0

7
.1

1
3
.7

9
.8

1
3
.1

1
2
.3

1
3
.0

1
4
.6

1
2
.7

1
7
.1

1
2
.7

1
9
.3

1
2
.1

2
1
.4

1
1
.2

2
3
.5

1
0
.4

2
5
.6

9
.6

2
7
.7

8
.7

2
9
.7

8
.0

3
1
.8

7
.3

8
.0

9
.3

1
0
.9

1
2
.0

1
0
.9

1
4
.4

1
0
.9

1
6
.6

1
0
.9

1
8
.9

1
0
.4

2
1
.0

9
.8

2
3
.2

9
.3

2
5
.3

8
.8

2
7
.4

8
.3

2
9
.5

7
.8

3
1
.6

7
.3

9
.0

8
.2

8
.9

1
1
.1

8
.9

1
3
.7

8
.9

1
6
.1

8
.9

1
8
.4

8
.7

2
0
.6

8
.6

2
2
.8

8
.4

2
4
.9

8
.0

2
7
.1

7
.6

2
9
.2

7
.2

3
1
.3

6
.8

1
0
.0

1
2
.9

7
.5

1
5
.4

7
.5

1
7
.8

7
.5

2
0
.1

7
.5

2
2
.4

7
.5

2
4
.5

7
.2

2
6
.7

6
.8

2
8
.8

6
.6

3
1
.0

6
.2

1
2
.0

1
3
.8

5
.6

1
6
.5

5
.6

1
8
.9

5
.6

2
1
.3

5
.6

2
3
.6

5
.5

2
5
.8

5
.4

2
8
.0

5
.3

3
0
.2

5
.2

1
4
.0

1
1
.3

4
.3

1
4
.4

4
.3

1
7
.2

4
.3

1
9
.9

4
.3

2
2
.4

4
.3

2
4
.8

4
.3

2
7
.1

4
.3

2
9
.3

4
.3

1
6
.0

1
8
.2

3
.5

2
0
.9

3
.5

2
3
.5

3
.5

2
5
.9

3
.5

2
8
.2

3
.5

1
8
.0

1
6
.1

2
.8

1
9
.1

2
.8

2
1
.9

2
.8

2
4
.5

2
.8

2
6
.9

2
.8

2
0
.0

1
3
.4

2
.3

1
6
.9

2
.3

2
0
.0

2
.3

2
2
.8

2
.3

2
5
.4

2
.3

2
2
.0

1
7
.6

1
.4

2
0
.8

1
.4

2
3
.7

1
.4
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表
1
8
．
1
4
 
ラ
フ
テ
レ
ー
ン
ク
レ
ー
ン
機
種
選
定
表
（
油
圧
伸
縮
ジ
ブ
型
 
3
5
ｔ 
吊
）

機
　
械
　
名

ラ
　
フ
　
テ
　
レ
　
ー
　
ン
　
ク
　
レ
　
ー
　
ン

規
　
　
格

油
圧
伸
縮
ジ
ブ
型
　
3
5
ｔ吊

ブ
ー
ム
長
（
ｍ
）

7
.5

9
.5

1
1
.5

1
3
.5

1
5
.5

1
7
.5

1
9
.5

2
1
.5

2
3
.5

2
5
.5

2
7
.5

2
9
.5

3
1
.5

3
3
.5

3
5
.5

作
業
半
径
（
ｍ
）

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷

重
フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
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（
m
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（
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m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

2
.6

8
.5

3
5
.0

3
.0

8
.3

3
2
.0

1
0
.3

3
0
.5

1
2
.4

2
6
.0

1
4
.4

2
2
.7

1
6
.5

2
0
.5

1
8
.5

1
8
.8

2
0
.6

1
6
.6

2
2
.6

1
4
.4

2
4
.9

1
3
.9

2
6
.9

1
3
.4

2
8
.9

1
1
.7

3
0
.9

1
0
.1

3
.5

8
.1

2
8
.8

1
0
.1

2
7
.5

1
2
.2

2
4
.3

1
4
.3

2
1
.9

1
6
.4

2
0
.3

1
8
.4

1
8
.8

2
0
.5

1
6
.6

2
2
.5

1
4
.4

2
4
.5

1
2
.6

2
6
.5

1
1
.3

2
8
.6

1
0
.1

3
0
.3

1
0
.1

3
2
.9

9
.1

3
4
.9

8
.2

3
6
.9

7
.4

4
.0

7
.8

2
6
.0

9
.9

2
5
.2

1
2
.1

2
3
.0

1
4
.2

2
1
.3

1
6
.3

2
0
.2

1
8
.3

1
8
.8

2
0
.4

1
6
.6

2
2
.4

1
4
.4

2
4
.4

1
2
.6

2
6
.5

1
1
.3

2
8
.5

1
0
.1

3
0
.3

1
0
.1

3
2
.3

9
.1

3
4
.3

8
.2

3
6
.3

7
.4

4
.5

7
.5

2
3
.0

9
.7

2
2
.9

1
1
.9

2
1
.5

1
4
.0

2
0
.3

1
6
.1

1
9
.3

1
8
.2

1
8
.1

2
0
.3

1
6
.2

2
2
.3

1
4
.2

2
4
.3

1
2
.6

2
6
.4

1
1
.3

2
8
.4

1
0
.1

3
0
.4

9
.0

3
2
.5

8
.2

3
4
.5

7
.3

3
6
.2

7
.3

5
.0

7
.1

2
0
.5

9
.4

2
0
.5

1
1
.6

2
0
.3

1
3
.8

1
9
.5

1
6
.0

1
8
.6

1
8
.1

1
7
.6

2
0
.1

1
5
.8

2
2
.2

1
4
.1

2
4
.2

1
2
.6

2
6
.3

1
1
.3

2
8
.3

1
0
.1

3
0
.4

9
.0

3
2
.4

8
.2

3
4
.4

7
.3

3
6
.2

7
.3

5
.5

8
.8

2
0
.4

1
1
.2

1
9
.6

1
3
.6

1
8
.4

1
5
.8

1
7
.5

1
7
.9

1
6
.4

2
0
.0

1
5
.1

2
2
.1

1
3
.7

2
4
.1

1
2
.4

2
6
.2

1
1
.2

2
8
.2

1
0
.0

3
0
.3

9
.0

3
2
.3

8
.2

3
4
.3

7
.3

3
6
.1

7
.3

6
.0

8
.4

1
8
.7

1
0
.9

1
8
.1

1
3
.4

1
7
.0

1
5
.6

1
6
.3

1
7
.7

1
5
.4

1
9
.8

1
4
.3

2
1
.9

1
3
.2

2
4
.0

1
2
.2

2
6
.1

1
1
.0

2
8
.1

9
.9

3
0
.2

9
.0

3
2
.2

8
.2

3
4
.2

7
.3

3
6
.1

7
.3

7
.0

7
.4

1
4
.4

1
0
.1

1
4
.4

1
2
.8

1
4
.2

1
5
.1

1
4
.0

1
7
.3

1
3
.6

1
9
.5

1
2
.8

2
1
.6

1
2
.0

2
3
.7

1
1
.2

2
5
.8

1
0
.5

2
7
.9

9
.7

2
9
.9

9
.0

3
2
.0

8
.2

3
4
.0

7
.3

3
5
.9

7
.3

8
.0

1
2
.3

1
2
.0

1
4
.7

1
2
.0

1
6
.8

1
2
.0

1
9
.1

1
1
.4

2
1
.2

1
0
.7

2
3
.4

1
0
.1

2
5
.5

9
.5

2
7
.6

9
.0

2
9
.7

8
.4

3
1
.8

7
.8

3
3
.8

7
.2

3
5
.7

7
.2

9
.0

1
1
.5

9
.8

1
4
.1

9
.8

1
6
.3

9
.8

1
8
.6

9
.6

2
0
.8

9
.4

2
3
.0

9
.1

2
5
.1

8
.6

2
7
.3

8
.1

2
9
.4

7
.6

3
1
.5

7
.1

3
3
.6

6
.6

3
5
.4

6
.5

1
0
.0

1
0
.5

8
.3

1
3
.3

8
.3

1
5
.6

8
.3

1
8
.0

8
.3

2
0
.3

8
.3

2
2
.6

8
.2

2
4
.7

7
.8

2
6
.9

7
.3

2
9
.0

6
.9

3
1
.2

6
.4

3
3
.3

6
.0

3
5
.1

5
.9

1
2
.0

1
4
.0

6
.2

1
6
.7

6
.2

1
9
.1

6
.2

2
1
.5

6
.2

2
3
.8

6
.2

2
6
.0

6
.1

2
8
.2

5
.8

3
0
.4

5
.4

3
2
.6

5
.0

3
4
.5

5
.0

1
4
.0

2
0
.2

4
.7

2
2
.6

4
.7

2
5
.0

4
.6

2
7
.3

4
.6

2
9
.5

4
.5

3
1
.7

4
.3

3
3
.7

4
.2

1
6
.0

1
8
.5

3
.9

2
1
.1

3
.9

2
3
.7

3
.9

2
6
.1

3
.9

2
8
.4

3
.8

3
0
.7

3
.8

3
2
.8

3
.7

1
8
.0

1
6
.4

3
.1

1
9
.3

3
.1

2
2
.1

3
.1

2
4
.7

3
.1

2
7
.1

3
.1

2
9
.5

3
.1

3
1
.7

3
.1

2
0
.0

1
3
.6

2
.5

1
7
.1

2
.5

2
0
.1

2
.5

2
3
.0

2
.5

2
5
.6

2
.5

2
8
.2

2
.5

3
0
.4

2
.5

2
2
.0

1
8
.0

2
.0

2
1
.1

2
.0

2
3
.8

2
.0

2
6
.5

2
.0

2
8
.9

2
.0

2
4
.0

1
4
.9

1
.2

1
8
.6

1
.2

2
1
.7

1
.2

2
4
.7

1
.2

2
7
.2

1
.2
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表
1
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ン
機
種
選
定
表
（
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圧
伸
縮
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ブ
型
 
4
5
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吊
）

機
　
械
　
名

ラ
　
フ
　
テ
　
レ
　
ー
　
ン
　
ク
　
レ
　
ー
　
ン

規
　
　
格

油
圧
伸
縮
ジ
ブ
型
　
4
5
ｔ吊

ブ
ー
ム
長
（
ｍ
）

1
0
.2

1
1
.5

1
3
.5

1
5
.5

1
7
.5

1
9
.5

2
1
.5

2
3
.5

2
5
.5

2
7
.5

2
9
.5

3
1
.5

3
3
.5

3
5
.5

3
7
.5

3
9
.5

作
業

半
径
（ｍ

）

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
さ

定
格

総
荷

重
フ
ッ
ク
の

地
上

高
さ

定
格

総
荷

重
フ
ッ
ク
の

地
上

高
さ

定
格

総
荷

重
フ
ッ
ク
の

地
上

高
さ

定
格

総
荷

重
フ
ッ
ク
の

地
上

高
さ

定
格

総
荷

重
フ
ッ
ク
の

地
上

高
さ

定
格

総
荷

重
フ
ッ
ク
の

地
上

高
さ

定
格

総
荷

重
フ
ッ
ク
の

地
上

高
さ

定
格

総
荷

重
フ
ッ
ク
の

地
上

高
さ

定
格

総
荷

重
フ
ッ
ク
の

地
上

高
さ

定
格

総
荷

重
フ
ッ
ク
の

地
上

高
さ

定
格

総
荷

重
フ
ッ
ク
の

地
上

高
さ

定
格

総
荷

重
フ
ッ
ク
の

地
上

高
さ

定
格

総
荷

重

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

（
m
）

（
t）

3
.0

9
.2

4
5
.0

1
1
.3

4
2
.2

1
3
.4

3
7
.4

1
5
.4

3
2
.7

1
7
.5

2
7
.4

1
9
.5

2
4
.9

2
1
.5

2
2
.0

2
3
.5

1
9
.4

2
6
.3

1
7
.0

2
8
.4

1
4
.7

2
9
.6

1
2
.9

3
2
.4

1
2
.4

3
.5

9
.0

4
0
.8

1
1
.2

3
8
.8

1
3
.3

3
5
.2

1
5
.3

3
1
.6

1
7
.4

2
7
.4

1
9
.4

2
4
.9

2
1
.4

2
2
.0

2
3
.5

1
9
.4

2
5
.5

1
7
.0

2
7
.5

1
4
.7

2
9
.5

1
2
.9

3
1
.5

1
2
.4

4
.0

8
.8

3
7
.0

1
1
.0

3
5
.5

1
3
.1

3
3
.0

1
5
.2

3
0
.5

1
7
.3

2
7
.4

1
9
.3

2
4
.9

2
1
.3

2
2
.0

2
3
.4

1
9
.4

2
5
.4

1
7
.0

2
7
.4

1
4
.7

2
9
.4

1
2
.9

3
1
.5

1
2
.4

3
4
.3

1
1
.6

3
6
.3

1
0
.7

3
8
.3

8
.9

4
0
.3

7
.4

4
.5

8
.6

3
3
.5

1
0
.8

3
2
.6

1
2
.9

3
1
.1

1
5
.0

2
9
.5

1
7
.1

2
7
.4

1
9
.2

2
4
.9

2
1
.2

2
2
.0

2
3
.3

1
9
.4

2
5
.3

1
7
.0

2
7
.3

1
4
.7

2
9
.4

1
2
.9

3
1
.4

1
2
.2

3
3
.4

1
1
.6

3
5
.4

1
0
.5

3
7
.4

8
.8

3
9
.5

7
.4

5
.0

8
.3

3
0
.2

1
0
.6

2
9
.8

1
2
.8

2
9
.2

1
4
.9

2
8
.6

1
7
.0

2
7
.4

1
9
.1

2
4
.6

2
1
.1

2
1
.9

2
3
.2

1
9
.4

2
5
.2

1
7
.0

2
7
.3

1
4
.7

2
9
.3

1
2
.9

3
1
.3

1
2
.2

3
3
.3

1
1
.6

3
5
.4

1
0
.5

3
7
.4

8
.8

3
9
.4

7
.4

5
.5

8
.0

2
7
.5

1
0
.3

2
7
.2

1
2
.5

2
6
.8

1
4
.7

2
6
.3

1
6
.8

2
5
.9

1
8
.9

2
3
.4

2
1
.0

2
1
.3

2
3
.1
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表
1
8
．
1
6
 
ラ
フ
テ
レ
ー
ン
ク
レ
ー
ン
機
種
選
定
表
（
油
圧
伸
縮
ジ
ブ
型
 
5
0
ｔ 
吊
）

機
　
械
　
名

ラ
　
フ
　
テ
　
レ
　
ー
　
ン
　
ク
　
レ
　
ー
　
ン

規
　
　
格

油
圧
伸
縮
ジ
ブ
型
　
5
0
ｔ吊

ブ
ー
ム
長
（
ｍ
）

9
.7

1
1
.5

1
3
.5

1
5
.5

1
7
.5

1
9
.5

2
1
.5

2
3
.5

2
5
.5
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7
.5

2
9
.5

3
1
.5

3
3
.5

3
5
.5

3
7
.5

3
9
.5

4
1
.5

作
業
半
径
（ｍ

）
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ッ
ク
の

地
上
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定
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総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
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定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の

地
上
高
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定
格

総
荷
重

フ
ッ
ク
の
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上
高
さ

定
格

総
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総
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総
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表18．17  ラフテレーンクレーン機種選定表（油圧伸縮ジブ型  60ｔ 吊）

機　械　名 ラ　フ　テ　レ　ー　ン　ク　レ　ー　ン

規　　格 油圧伸縮ジブ型　60t吊（１／２）

ブーム長（ｍ） 10 11.5 13.5 15.5 17.5 19.5 21.5 23.5 25.5 27.5

作業半径（ｍ）

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

（m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ）

2.8 10.2 60.0 11.8 53.2 13.9 44.6 15.9 36.1 17.9 29.8 19.9 27.2 22.0 24.7 24.0 22.9 26.0 19.3 28.0 16.5

3.0 10.2 56.8 11.8 50.7 13.8 43.0 15.9 35.4 17.9 29.7 20.0 27.2 22.0 24.7 24.0 22.8 26.0 19.3 28.0 16.5

3.5 10.1 50.8 11.6 46.5 13.7 40.4 15.8 34.4 17.8 29.7 19.9 27.2 21.9 24.7 23.9 22.8 25.9 19.3 28.0 16.5

4.0 9.9 46.2 11.5 43.3 13.6 38.5 15.7 33.7 17.7 29.7 19.8 27.2 21.8 24.7 23.8 22.8 25.9 19.3 27.9 16.5

4.5 9.6 42.1 11.3 40.1 13.4 36.5 15.5 32.9 17.6 29.7 19.7 27.2 21.7 24.7 23.8 22.8 25.8 19.3 27.8 16.5

5.0 9.4 38.5 11.0 37.0 13.2 34.6 15.4 32.2 17.5 29.7 19.5 27.2 21.6 24.7 23.6 22.8 25.7 19.3 27.7 16.5

5.5 9.0 35.3 10.8 34.4 13.0 33.0 15.2 31.6 17.3 29.7 19.4 27.2 21.5 24.7 23.5 22.8 25.6 19.3 27.6 16.5

6.0 8.7 32.5 10.5 32.0 12.8 31.5 15.0 30.9 17.1 29.5 19.2 26.9 21.3 24.3 23.4 22.1 25.5 19.0 27.5 16.3

7.0 7.8 26.7 9.8 26.6 12.2 26.4 14.5 26.1 16.7 25.4 18.9 23.3 21.0 21.3 23.1 19.5 25.2 17.2 27.3 15.3

8.0 16.2 21.5 18.5 20.0 20.6 18.6 22.8 17.3 24.9 15.7 27.0 14.4

9.0 15.7 17.4 18.0 16.7 20.2 15.9 22.4 15.5 24.5 14.4 26.7 13.6

10.0 15.0 14.3 17.4 14.1 19.7 13.9 22.0 13.7 24.1 13.3 26.3 12.9

12.0 13.4 10.2 16.1 10.2 18.5 10.2 20.9 10.2 23.2 10.2 25.4 10.2

14.0 20.2 8.1 22.0 8.1 24.4 8.1

16.0 18.6 6.4 20.6 6.4 23.1 6.4

18.0 16.5 5.4 18.8 5.4 21.5 5.4

20.0 13.7 4.5 16.5 4.5 19.6 4.5

22.0

24.0

26.0

28.0

30.0

32.0

34.0

機　械　名 ラ　フ　テ　レ　ー　ン　ク　レ　ー　ン

規　　格 油圧伸縮ジブ型　60t吊（２／２）

ブーム長（ｍ） 29.5 31.5 33.5 35.5 37.5 39.5 41.5 43.5 45.5

作業半径（ｍ）

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

（m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ）

2.8 30.0 13.7

3.0 30.0 13.7

3.5 30.0 13.7 32.0 12.4 34.1 12.2 36.1 12.1

4.0 29.9 13.7 31.9 12.4 33.9 12.1 36.0 11.9 38.0 11.7 40.0 10.9

4.5 29.8 13.7 31.9 12.4 33.9 12.1 35.9 11.9 37.9 11.5 39.9 10.5 42.0 9.6 44.0 8.2 46.0 6.9

5.0 29.8 13.7 31.8 12.4 33.8 12.1 35.8 11.9 37.9 11.5 39.9 10.5 41.9 9.4 43.9 8.0 45.9 6.6

5.5 29.7 13.7 31.7 12.4 33.7 12.1 35.8 11.9 37.8 11.5 39.8 10.5 41.8 9.4 43.8 8.0 45.9 6.6

6.0 29.6 13.6 31.6 12.4 33.6 12.1 35.7 11.9 37.7 11.5 39.7 10.5 41.7 9.4 43.8 8.0 45.8 6.6

7.0 29.3 13.3 31.4 12.4 33.4 12.1 35.5 11.9 37.5 11.5 39.6 10.5 41.6 9.4 43.6 8.0 45.6 6.6

8.0 29.1 13.1 31.2 12.4 33.2 12.1 35.3 11.9 37.3 11.5 39.4 10.5 41.4 9.4 43.4 8.0 45.5 6.6

9.0 28.8 12.8 30.9 12.4 33.0 12.1 35.0 11.9 37.1 11.5 39.1 10.5 41.2 9.4 43.2 8.0 45.3 6.6

10.0 28.4 12.5 30.6 12.1 32.7 11.8 34.7 11.5 36.8 11.1 38.9 10.3 41.0 9.4 43.0 8.0 45.1 6.6

12.0 27.6 10.2 29.8 10.1 32.0 9.9 34.1 9.7 36.2 9.4 38.3 8.8 40.4 8.5 42.5 7.6 44.6 6.6

14.0 26.7 8.1 28.9 8.1 31.1 8.0 33.3 8.0 35.5 7.9 37.6 7.5 39.8 7.4 41.9 6.8 44.0 6.3

16.0 25.5 6.4 27.8 6.4 30.1 6.4 32.4 6.4 34.6 6.4 36.8 6.3 39.0 6.3 41.1 6.0 43.3 5.7

18.0 24.1 5.4 26.5 5.1 28.9 5.1 31.3 5.1 33.6 5.1 35.8 5.1 38.1 5.1 40.3 5.1 42.5 4.9

20.0 22.4 4.5 25.0 4.1 27.6 4.1 30.0 4.1 32.4 4.1 34.7 4.1 37.0 4.1 39.3 4.1 41.6 4.1

22.0 23.2 3.3 25.9 3.3 28.5 3.3 31.1 3.3 33.5 3.3 35.9 3.3 38.2 3.3 40.5 3.3

24.0 21.1 2.6 24.1 2.6 26.8 2.6 29.5 2.6 32.1 2.6 34.5 2.6 37.0 2.6 39.3 2.6

26.0 18.5 2.0 21.8 2.0 24.9 2.0 27.7 2.0 30.4 2.0 33.0 2.0 35.6 2.0 38.0 2.0

28.0 25.6 1.6 28.5 1.6 31.3 1.6 34.0 1.6 36.5 1.6

30.0 23.2 1.0 26.4 1.0 29.4 1.0 32.2 1.0 34.9 1.0

32.0 20.2 1.0 23.8 1.0 27.1 1.0 30.2 1.0 33.0 1.0

34.0 24.5 0.7 27.8 0.7 30.9 0.7
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表18．18  ラフテレーンクレーン機種選定表（油圧伸縮ジブ型  65ｔ 吊）

機　械　名 ラ　フ　テ　レ　ー　ン　ク　レ　ー　ン

規　　格 油圧伸縮ジブ型　65t吊（１／２）

ブーム長（ｍ） 10 11.5 13.5 15.5 17.5 19.5 21.5 23.5 25.5

作業半径（ｍ）

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

（m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ）

2.6 10.8 65.0 12.4 57.8 14.4 48.3 16.5 38.7 18.5 31.2 20.5 28.6 22.5 26.0 24.5 23.4 26.6 20.4

3.0 10.7 60.0 12.3 51.7 14.3 44.1 16.4 36.4 18.4 31.1 20.5 28.6 22.5 26.0 24.5 23.4 26.5 20.4

3.5 10.6 54.5 12.1 47.9 14.2 41.7 16.3 35.6 18.3 31.1 20.4 28.6 22.4 26.0 24.4 23.4 26.4 20.4

4.0 10.3 49.2 12.0 44.8 14.1 39.8 16.2 34.8 18.2 31.0 20.3 28.6 22.3 26.0 24.3 23.4 26.4 20.4

4.5 10.1 44.1 11.8 41.3 13.9 37.7 16.0 34.1 18.1 31.0 20.2 28.6 22.2 26.0 24.2 23.4 26.3 20.4

5.0 9.8 39.5 11.5 37.7 13.7 35.5 15.9 33.2 18.0 31.0 20.0 28.6 22.1 26.0 24.1 23.4 26.2 20.4

5.5 9.5 35.7 11.3 34.8 13.5 33.7 15.7 32.6 17.8 31.0 19.9 28.6 22.0 26.0 24.0 23.4 26.1 20.4

6.0 9.2 32.5 11.0 32.1 13.3 31.9 15.5 30.9 17.6 29.8 19.7 27.3 21.8 24.8 23.9 22.4 26.0 19.7

7.0 8.3 26.8 10.3 26.6 12.7 26.4 15.0 26.2 17.2 25.4 19.4 23.5 21.5 21.5 23.6 19.6 25.7 17.6

8.0 16.7 21.6 19.0 20.2 21.1 18.8 23.3 17.4 25.4 16.0

9.0 16.2 17.3 18.5 16.7 20.7 16.1 22.9 15.5 25.0 14.7

10.0 15.5 14.2 17.9 14.1 20.2 14.0 22.5 13.9 24.6 13.6

12.0 13.9 10.2 16.6 10.2 19.0 10.2 21.4 10.2 23.7 10.2

14.0 22.5 7.8

16.0 21.0 6.3

18.0 19.2 5.1

20.0 17.0 4.1

22.0

24.0

26.0

28.0

30.0

32.0

機　械　名 ラ　フ　テ　レ　ー　ン　ク　レ　ー　ン

規　　格 油圧伸縮ジブ型　65t吊（２／２）

ブーム長（ｍ） 27.5 29.5 31.5 33.5 35.5 37.5 39.5 41.5 43.5

作業半径（ｍ）

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

フックの
地上高さ

定格
総荷重

（m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ） （m） （ｔ）

2.6 28.6 17.4 30.6 14.4

3.0 28.5 17.4 30.5 14.4

3.5 28.5 17.4 30.5 14.4 32.5 12.4 34.5 12.3 36.5 12.2 38.5 12.0

4.0 28.4 17.4 30.4 14.4 32.4 12.4 34.4 12.3 36.5 12.2 38.5 12.0 40.5 10.8

4.5 28.3 17.4 30.3 14.2 32.4 12.4 34.4 12.3 36.4 12.2 38.4 12.0 40.4 10.8 42.4 9.8 44.5 8.4

5.0 28.2 17.4 30.3 14.2 32.3 12.4 34.3 12.3 36.3 12.2 38.3 12.0 40.4 10.8 42.4 9.8 44.4 8.4

5.5 28.1 17.4 30.2 14.2 32.2 12.4 34.2 12.3 36.3 12.2 38.3 12.0 40.3 10.8 42.3 9.8 44.3 8.4

6.0 28.0 16.9 30.1 14.0 32.1 12.4 34.1 12.3 36.2 12.2 38.2 12.0 40.2 10.8 42.2 9.8 44.3 8.4

7.0 27.8 15.7 29.8 13.7 31.9 12.4 33.9 12.3 36.0 12.2 38.0 12.0 40.1 10.8 42.1 9.8 44.1 8.4

8.0 27.5 14.7 29.6 13.3 31.7 12.4 33.7 12.3 35.8 12.2 37.8 12.0 39.9 10.8 41.9 9.8 43.9 8.4

9.0 27.2 13.8 29.3 13.0 31.4 12.4 33.5 12.3 35.5 12.2 37.6 12.0 39.6 10.8 41.7 9.8 43.7 8.4

10.0 26.8 13.2 28.9 12.7 31.1 12.3 33.2 11.9 35.2 11.4 37.3 10.9 39.4 10.5 41.5 9.8 43.5 8.4

12.0 25.9 10.2 28.1 10.2 30.3 10.2 32.5 9.9 34.6 9.5 36.7 9.2 38.8 8.8 40.9 8.4 43.0 8.1

14.0 24.9 7.8 27.2 7.8 29.4 7.8 31.6 7.8 33.8 7.8 36.0 7.8 38.1 7.5 40.3 7.2 42.4 6.9

16.0 23.6 6.3 26.0 6.3 28.3 6.3 30.6 6.3 32.9 6.3 35.1 6.3 37.3 6.3 39.5 6.2 41.6 5.9

18.0 22.0 5.1 24.6 5.1 27.0 5.1 29.4 5.1 31.8 5.1 34.1 5.1 36.3 5.1 38.6 5.1 40.8 5.1

20.0 20.1 4.1 22.9 4.1 25.5 4.1 28.1 4.1 30.5 4.1 32.9 4.1 35.2 4.1 37.5 4.1 39.8 4.1

22.0 23.7 3.3 26.4 3.3 29.0 3.3 31.6 3.3 34.0 3.3 36.4 3.3 38.7 3.3

24.0 21.6 2.6 24.6 2.6 27.3 2.6 30.0 2.6 32.6 2.6 35.0 2.6 37.5 2.6

26.0 19.0 2.0 22.3 2.0 25.4 2.0 28.2 2.0 30.9 2.0 33.5 2.0 36.1 2.0

28.0 29.0 1.6 31.8 1.6 34.5 1.6

30.0 26.9 1.1 29.9 1.1 32.7 1.1

32.0 27.6 0.8 30.7 0.8
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１．適　用　範　囲

　本資料は，プレビーム桁の桁本数30本までの現場における製作工に適用する。

２．施　工　概　要

　施工フローは，下記を標準とする。

３．プレビーム用鋼桁製作

　３－１　プレビーム用鋼桁鋼材費

　「第Ⅳ編第７章橋梁工①鋼橋製作工」による。

④	 プレビーム桁製作及び架設工

④－１	 プレビーム桁製作工（現場）

（参考）プレビーム区間長

 ①　単純桁の場合

プレビーム区間長

プレビーム区間長 プレビーム区間長

プレビーム区間長プレビーム区間長 プレビーム区間長

 ②　連続桁の場合
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　３－２　プレビーム用鋼桁製作費

 （１）製作工数

　「第Ⅳ編第７章橋梁工①鋼橋製作工」の単純鈑桁による。なお，斜角による補正は適用しない。

 （２）製作工労務単価

　「第Ⅳ編第７章橋梁工①鋼橋製作工」による。

 （３）溶接材料費及び副資材費

　「第Ⅳ編第７章橋梁工①鋼橋製作工」による。

　３－３　プレビーム用鋼桁輸送費

　「第Ⅳ編第７章橋梁工①鋼橋製作工」による。

４．プレビーム桁製作台工

　４－１　プレビーム桁製作台設置基数

　プレビーム桁製作台設置基数は，次表を標準とする。

　４－２　プレビーム桁製作台工

　プレビーム桁製作台工は，主桁応力導入用機械の設置・撤去作業であり，次表を標準とする。

　４－３　主桁製作用足場工

　主桁製作用足場は，型枠，鉄筋組立，コンクリート打設等の作業に適用する。

５．主桁応力導入工

　５－１　プレフレクション工

　プレビーム用鋼桁の地組立及び応力導入（プレフレクション）作業であり，次表を標準とする。

表４．１ プレビーム桁製作台設置基数

桁　本　数 基　数

4本以下 1

5～10本 2

11～30本 3

表４．２ プレビーム桁製作台工歩掛 （１基当り）

名　称 単　位 数　量

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.5

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 5.2

普 通 作 業 員 〃 2.7

表４．３ 主桁製作用足場設置・撤去　　　　（１基主桁１ｍ当り）

名　称 単　位 数　量

土 木 一 般 世 話 役 人 0.05

と び 工 〃 0.21

普 通 作 業 員 〃 0.14

 （注）プレフレクション回数は，以下のとおりとする。

　　　回数＝主桁製作本数／２本（整数止　小数第１位切上げ）

表５．１ プレフレクション工歩掛 （１回〔桁２本〕当り）

名　称 単位

標準工法 分割工法 標準・分割工法

プレビーム区間長

22m未満

プレビーム区間長

22m未満

プレビーム区間長

22m以上30m未満

プレビーム区間長

30m以上40m未満

プレビーム区間長

40m以上

橋りょう

世話役
人 0.5 1.3 2.7 4.6 6.4

橋りょう

特殊工
〃 3.0 7.6 10.4 17.8 25.2

普通作業員 〃 1.8 2.6 7.9 13.2 18.7
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　５－２　鉄筋工

 （１）下フランジ及びウェブ用鉄筋の加工・組立作業であり，次表を標準とする。

 （２）鉄筋使用量

　鉄筋の使用量は次式による。

使用量（ｔ）＝設計量×（１＋Ｋ）…式5.1

　　　Ｋ：ロス率

　５－３　型枠工

 （１）下フランジ用型枠工

　下フランジ用型枠（鋼製）の設置・撤去作業であり，次表を標準とする。

 （２）ウェブ用型枠工

　ウェブ用型枠（木製）の製作，設置・撤去作業であり，次表を標準とする。

 （注 ）諸雑費は，結束線，スペーサー等の費用であり労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を

上限として計上する。

表５．２ 鉄筋加工・組立歩掛 （１ｔ当り）

名　　称 単　位 数　量

土 木 一 般 世 話 役 人 0.6

鉄 筋 工 〃 4.1

普 通 作 業 員 〃 1.4

諸 雑 費 率 ％ 4

表５．３ ロス率（Ｋ）

材　料 ロス率

鉄　筋 +0.05

 （注 ）諸雑費は，鋼製型枠損料，剥離材等の費用であり労務費の合計額に上表の率を乗じた金額

を上限として計上する。

表５．４ 下フランジ用型枠設置・撤去歩掛 （１㎡当り）

名　　称 単　位 数　量

土 木 一 般 世 話 役 人 0.03

型 わ く 工 〃 0.18

普 通 作 業 員 〃 0.07

諸 雑 費 率 ％ 24

 （注 ）諸雑費は，型枠用防水合板，角材，鉄釘，剥離剤，穴埋め材及び電動鋸，電気ドリルの損

料等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

表５．５ ウェブ用型枠（木製）製作設置・撤去歩掛（１㎡当り）

名　　称 単　位 数　量

土 木 一 般 世 話 役 人 0.03

型 わ く 工 〃 0.17

普 通 作 業 員 〃 0.09

諸 雑 費 率 ％ 10
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　５－４　コンクリート工

 （１）下フランジ用コンクリート及びウェブ用コンクリートの打設・養生作業であり，次表を標準とする。

 （２）コンクリートの使用量

　コンクリートの使用量は次式による。

使用量（ｍ3）＝設計量×（１＋Ｋ）…式5.2

　　　Ｋ：ロス率

　５－５　リリース工

 （１）リリース工

　リリース（緊張解放）・上桁回転・桁移動仮置き作業で次表を標準とする。

 （２）主桁解体工（分割工法）

　分割工法にて製作した主桁をリリース後解体する作業であり，次表を標準とする。

 （注 ）諸雑費は，コンクリートポンプ車損料，シート，養生マット，練炭，鋼管パイプ，足場板

等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

表５．６ コンクリート打設歩掛 （１㎥当り）

名　　称 単　位 数　量

土 木 一 般 世 話 役 人 0.06

特 殊 作 業 員 〃 0.27

普通作業員
散水 〃 0.36

保温 〃 0.44

諸 雑 費 率 ％ 17

表５．７ ロス率（Ｋ）

材　料 ロス率

コンクリート +0.02

 （注）リリース回数は，プレフレクション工と同様とする。

表５．８  リリース工歩掛 （１回〔桁２本〕当り）

名　称 単位

数　　　　　量

プレビーム区間長

22ｍ未満

プレビーム区間長

22ｍ以上30ｍ未満

プレビーム区間長

30ｍ以上40ｍ未満

プレビーム区間長

40ｍ以上

橋りょう世話役 人 0.5 1.4 1.7 2.0

橋りょう特殊工 〃 2.5 6.0 7.4 8.8

普 通 作 業 員 〃 0.9 2.8 3.5 4.2

表５．９ 主桁解体工歩掛 （主桁１本当り）

名　称 単位

数　　　量

プレビーム区間長

30ｍ未満

プレビーム区間長

30ｍ以上

橋りょう世話役 人 0.1 0.2

橋りょう特殊工 〃 0.7 1.2

普 通 作 業 員 〃 0.1 0.2
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６．主桁製作用機械

 （１）機械　　プレビーム桁製作に使用する機械損料等は，次表を標準とする。

 （２）供用日数

　Ａ＝製作台設置・撤去日数

 （注）主桁応力導入用機械（フレーム類，ジャッキ，ポンプ等）の供用１日当り損料額は下表による。

表６．１ 主桁製作用機械損料等

区　　分 名　　称 規　　格 単位 数量
供用

日数
摘　要

損料額

（円/供用日）

製 作 台 工
ラフテレーン

クレーン賃料

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対

策型（第1次基準値）20t吊
台/日 1 A 表6.2 別　途

プレフレクション

及 び リ リ ー ス 工

ラフテレーン

クレーン賃料

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対

策型（第1次基準値）20t吊
〃 1 C

表6.4 別　途
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対

策型（第1次基準値）35t吊
〃 1 C

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対

策型（第1次基準値）45t吊
〃 1 C

主桁応力導入用機械 各プレビーム区間長用 基
製作台

基数
B 表6.3 （注）

主
桁
製
作
用
雑
器
具

プレフレクション工 高力ボルト締付け工具 式 1 B 表6.3

10,300

鉄 筋 工

鉄 筋 切 断 機 台 1 B

表6.3

鉄 筋 曲 げ 器 〃 1 B

鉄 筋 加 工 台 〃 1 B

ガ ス 切 断 機 〃 1 B

電 気 溶 接 機 〃 1 B

コンクリート工
コンクリートバケット

コンクリートバイブレータ
肩掛け（軽便）

〃

〃

1

2

B

B
表6.3

主桁解体工 高力ボルト締付け工具 式 1 －
プレフレクショ

ン工と重複

主 桁 製 作 用 足 場 ｍ/日 B 表6.3 38

プレフレクション工

ドリフトピン φ24.5×150 本 B 表6.5 別　途

仮締めボルト Ｍ22×90 〃 B 表6.3
48（円/100本・

供用日）

発 動 発 電 機

ディーゼルエンジン

駆動・排出ガス対策型

 （第1次基準値）

37／45kVA

台/日 1 B 表6.3 別　途

プレビーム区間長 損料額

L＜22ｍ 19,500

22ｍ≦L＜30ｍ 26,500

30ｍ≦L＜40ｍ 38,600

L≧40ｍ 55,000

表６．２ 製作台工日数

工　種 日　数

製　作　台　工 1.2×製作台基数

Ⅳ－7－④－5 ②  675



　Ｂ＝主桁応力導入日数（プレフレクション～リリース）

　　＝製作台回転数×応力導入１回当り日数×供用日数率

ｎ：主桁製作本数

Ｓ：製作台設置基数

・応力導入１回当り日数

・供用日数率＝1.5

　Ｃ＝プレフレクション及びリリース工ラフテレーンクレーン計上日数

 （３）ドリフトピン及び仮締めボルト所要数量

　プレビーム用鋼桁の地組立用のドリフトピン及び仮締めボルトの所要量は，次表を標準とする。

・製作台回転数＝　　　  （小数１位切上，整数止）
ｎ

2×S

表６．３ 応力導入１回当り日数

プレビーム区間長区分 標準工法 分割工法

22ｍ未満 12.0 12.5

22ｍ以上30ｍ未満 15.0 15.5

30ｍ以上40ｍ未満 17.5 18.5

40ｍ以上 20.0 21.0

　　　　　　　　　　　　　　表６．４ ラフテレーンクレーン計上日数 （プレフレクション及びリリース１回当り）

工　　　種

ラフテレーンクレーンの規格

油圧伸縮ジブ

型・排出ガス対

策型（第１次基

準値）20ｔ吊

油圧伸縮ジブ

型・排出ガス対

策型（第１次基

準値）35ｔ吊

油圧伸縮ジブ

型・排出ガス対

策型（第１次基

準値）45ｔ吊

プ
レ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
工

プレビーム区間長30ｍ未満 2.5 － －

　　　 〃 　　　30ｍ以上～40ｍ未満 0.5 2.0 －

　　　 〃 　　　40ｍ以上 1.0 － 2.0

リ

リ

ー

ス

工

プレビーム区間長30ｍ未満 － 2.0 －

　　　 〃 　　　30ｍ以上～40ｍ未満 － － 2.0

　　　 〃 　　　40ｍ以上 0.5 － 2.0

表６．５  ドリフトピン及び仮締めボルト

名　称 規　格 単　位

プレビーム区間長

22ｍ未満

添接なし

プレビーム区間長22ｍ未満

（分割工法）及びプレビーム区間長

22ｍ以上

ドリフトピン φ24.5×150 本 －

（本/ｔ）（2本分）

仮締めボルト Ｍ22×90 〃 －

31.9×鋼桁質量× 　　 × 　　
1

3

1

3

　　　〃　　　× 　　 × 　　
1

3

2

3
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７．単　　価　　表

　 （１）プレビーム桁製作台工１基当り単価表

　 （２）主桁製作用足場工１基主桁１ｍ当り単価表

　 （３）プレフレクション工１回（桁２本）当り単価表

　 （４）鉄筋工１ｔ当り単価表

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 摘　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.5 表4.2

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 5.2 　〃

普 通 作 業 員 〃 2.7 　〃

諸 雑 費 式 1

計

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 摘　　　要

土 木 一 般 世 話 役 人 0.05 表4.3

と び 工 〃 0.21 　〃

普 通 作 業 員 〃 0.14 　〃

諸 雑 費 式 1

計

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 摘　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表5.1

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

諸 雑 費 式 1

計

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 摘　　　要

土 木 一 般 世 話 役 人 0.6 表5.2

鉄 筋 工 〃 4.1 　〃

普 通 作 業 員 〃 1.4 　〃

鉄 筋 材 料 各　　種 ｔ 1.05 表5.1，表5.3

諸 雑 費 式 1 表5.2

計
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　 （５）下フランジ用鋼製型枠設置・撤去工１㎡当り単価表

　 （６）ウェブ用型枠（木製）製作，設置・撤去工１㎡当り単価表

　 （７）コンクリート工１㎥当り単価表

　 （８）リリース工１回（桁２本）当り単価表

　 （９）主桁解体工（分割工法）主桁１本当り単価表

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 摘　　　要

土 木 一 般 世 話 役 人 0.05 表5.4

型 わ く 工 〃 0.18 　〃

普 通 作 業 員 〃 0.07 　〃

諸 雑 費 式 1 　〃

計

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 摘　　　要

土 木 一 般 世 話 役 人 0.03 表5.5

型 わ く 工 〃 0.17 　〃

普 通 作 業 員 〃 0.09 　〃

諸 雑 費 式 1 　〃

計

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 摘　　　要

土 木 一 般 世 話 役 人 表5.6

特 殊 作 業 員 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

生 コ ン ク リ ー ト ㎥ 1.02 式5.2，表5.7

諸 雑 費 式 1 表5.6

計

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 摘　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表5.8

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

諸 雑 費 式 1

計

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 摘　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表5.9

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

諸 雑 費 式 1

計
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　 （10）主桁製作用機械１工事当り単価表

　 （11）機械運転単価表

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 摘　　　要

ラフテレーンクレーン 各　　　　種 台・日 表6.1　機械賃料

主桁応力導入用機械 基 表6.1　機械損料

主 桁 製 作 用 雑 器 具 日 　〃

主 桁 製 作 用 足 場 ｍ・日 　〃

ド リ フ ト ピ ン 本 表6.1　機械損料

仮 締 め ボ ル ト 本 　〃

発 動 発 電 機

ディーゼルエンジン駆動・

排出ガス対策型（第1次基準値）

37／45kVA

日 表6.1　機械損料

諸 雑 費 式 1

計

名　　称 規　　格 適用単価表 指　定　事　項

発　動　発　電　機

ディーゼルエンジン駆動

排出ガス対策型（第1次基準値）

37/45kVA

機－24

燃料消費量→24

機械損料数量→1.00
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１．適　用　範　囲

　本資料は，プレビーム桁の架設工に適用する。

２．施　工　概　要

　施工フローは，下記を標準とする。

３．架　　設　　工

　３－１　支承工

　支承工は，「第Ⅳ編第７章橋梁工⑨ＰＣ橋架設工」６．支承工による。

④－２	 プレビーム桁架設工

 （注）本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。
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　３－２　トラッククレーンによる架設

 （１）トラッククレーンによる架設歩掛

　トラッククレーンによる架設作業に適用し，次表を標準とする。

　３－３　架設桁による架設

 （１）架設桁による架設歩掛

　架設桁（上路式，１組桁）と移動式クレーン併用による架設作業に適用し，次表を標準とする。

 （２）架設機械据付・解体

　架設機械据付・解体歩掛は，「第Ⅳ編第７章橋梁工⑨ＰＣ橋架設工」の4．架設桁による架設による。

 （３）架設機械移動

　架設機械移動歩掛は，「第Ⅳ編第７章橋梁工⑨ＰＣ橋架設工」の4．架設桁による架設による。

 （４）軌道設置・撤去

　軌道設置・撤去歩掛は，「第Ⅳ編第７章橋梁工⑨ＰＣ橋架設工」の4．架設桁による架設による。

 （５）架設機械器具経費

　架設機械は，移動式クレーン，架設桁設備，引出し設備，軌道設備とする。

　供用日数は次式による。なお，これにより難い場合は，別途考慮する。

　供用日数＝（架設日数＋架設機械据付・解体日数＋架設機械移動日数＋軌道設置・撤去日数）×1.5

 （注）１．本歩掛には，架設に伴う仮締めを含む。

　　　２ ．本歩掛は，トラッククレーンにより桁運搬車，又は仮置き場から直接吊上げ所定の位置に架設出来

る場合のものであり，架設現場までの小運搬（２次運搬）を伴う場合は，小運搬作業費を別途計上す

る。

　　　３ ．本歩掛は架設高さ10ｍ未満，作業半径は橋梁下からの架設の場合は10ｍ程度，橋台上背面からの架

設の場合は10～16ｍ程度の標準値であり，現場条件により架設用トラッククレーンの規格が上表によ

り難い場合は，現場条件に適した規格を選定することが出来る。

　　　４．トラッククレーン，トレーラ等の運搬路及び足場の整備に要する費用は，必要に応じ別途計上する。

　　　５．トラッククレーンは，賃料とする。また，運転日数は次式による。

　　　　　　　トラッククレーン運転日数＝架設日数

　　　６ ．諸雑費は，仮締めボルト，ドリフトピン，架設工具損料及び電力に関する経費等の費用であり，労

務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

表３．１  トラッククレーンによる架設歩掛

架設部材質量
トラッククレーン

規格・台数

1日当り

架設質量

(ｔ/日）

編成人員（人／日）

橋りょう

世 話 役

橋りょう

特 殊 工

普 通

作 業 員

諸雑費率

（％）

20ｔ未満
油圧伸縮ジブ型

100ｔ吊×１台
125 1 5 3

14
20ｔ以上

35ｔ未満

油圧伸縮ジブ型

160ｔ吊×１台
190

1 7 3
35ｔ以上

60ｔ以下

油圧伸縮ジブ型

120ｔ吊×２台
225

 （注）１ ．上表は，桁製作場又は仮置き場から横取り，台車積込，架設場まで桁を引出し（約200ｍまで）架設，

移動式クレーン（相吊）について横取り，据付けまでの一連作業の場合である。

　　　２．横取り用の移動式クレーンの規格は，桁質量及び現場条件を考慮のうえ決定する。

表３．２ 架設桁（上路式，１組桁）と移動式クレーン併用による架設歩掛

支　間（ｍ）

25

ｍ

以下

30

ｍ

以下

35

ｍ

以下

40

ｍ

以下

45

ｍ

以下

編成人員（人/日）

橋りょう

世 話 役

橋りょう

特 殊 工

普 通

作 業 員

1日当り架設質量（ｔ） 30 60 90 120 150

1 5 3
移動式クレーン

2台

/日

2台

/日

2台

/日

2台

/日

2台

/日

Ⅳ－7－④－11 ②  681



　また，移動式クレーン（架設用）は賃料を標準とし，運転日数は次式による。

　　　　移動式クレーン運転日数＝架設日数

　諸雑費は，仮締めボルト，ドリフトピン，架設工具損料及び電力に関する経費等の費用であり，移動式ク

レーンを除く架設機械器具経費の合計額に下表の率を乗じた金額を上限として計上する。

　３－４　地組工

　地組工歩掛は，次表を標準とする。

　３－５　本締め工

　本締め工歩掛は，次表を標準とする。

表３．３ 諸雑費率 （％）

支間（ｍ） 25以下 30以下 35以下 40以下 45以下

諸雑費率（％） 53 44 37 27 23

表３．４ 地組工歩掛

　　Ｇ：地組質量（ｔ）

 （注）１．本歩掛は，地組に伴う仮締めを含む。

　　　２．地組質量は，地上組立をすべき部材の質量である。

　　　３．地組工に本締め工は含まない。

　　　４ ．諸雑費は，仮締めボルト，ドリフトピン，架設工具損料，電力に関する経費等の費用であり，

労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

　　　５ ．クレーンについては，架設用移動式クレーンを兼用する。また，移動式クレーンは賃料を標準

とし，運転日数は次式による。

　　　　　　　　　　運転日数＝地組日数

　　　６．日当り施工量Ｄｇは小数第１位までとし，２位を四捨五入する。

日 当 り 施 工 量

Ｄｇ(ｔ／日）

編成人員（人/日） 諸雑費率

（％）橋りょう世話役 橋りょう特殊工 普通作業員

1 5 1 18Ｄｇ＝
Ｇ

0.01（Ｇ＋100）

表３．５ 本締め工歩掛

　　Ｗ：主桁総質量（ｔ）

 （注）１．本歩掛は，地組及び架設の際の本締め工に適用する。

　　　２ ．諸雑費は，架設工具損料及び電力に関する経費等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を

乗じた金額を上限として計上する。

　　　３．日当り施工量Ｄｑは小数第１位までとし，２位を四捨五入する。

　　　４．本締め用ボルト使用総本数は，次式を標準とする。

　　　　　　　　　　使用総本数＝31.9×Ｗ

　　　　　なお，これにより難い場合は，別途考慮する。

日 当 り 施 工 量

Ｄｑ(本／日）

編成人員（人/日） 諸雑費率

（％）橋りょう世話役 橋りょう特殊工 普通作業員

ただし上限を1,950本とする。

1 5 1 17
Ｄｑ＝

31.9×W

0.017×Ｗ＋0.19
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　３－６　横桁取付工

　横桁を取付ける作業で，次表を標準とする。

　３－７　足場工及び防護工

　足場工及び防護工は，「第Ⅳ編第７章橋梁工⑨ＰＣ橋架設工」５．横組工５－５足場工及び防護工による。

　３－８　局部プレストレス工

　主桁を分割し，架設した場合において桁架設後に行う添接箇所の局部プレストレス工歩掛は次表を標準とす

る。

　３－９　床版・横桁工

　床版・横桁工は，「第Ⅳ編第７章橋梁工⑤鋼橋床版工」による。

表３．６ 横桁取付

 （注）１．横桁取付用ボルト使用総本数は，次式を標準とする。

　　　　　使用総本数＝12.4×（横桁数量）

　　　　　なお，これにより難い場合は，別途考慮する。

　　　２ ．諸雑費は，架設工具損料，電力に関する経費等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗

じた金額を上限として計上する。

日当り作業量

(箇所／日）

編成人員（人/日） 諸雑費率

（％）橋りょう世話役 橋りょう特殊工 普通作業員

17 1 4 1 20

表３．７ 局部プレストレス工歩掛 （１径間当り）

 （注 ）諸雑費は，カウンターウエイトの賃料等であり，労務費の合計額に上表の率を乗じ

た金額を上限として計上する。

名　　称 規　　格 単位 数　　量

橋りょう世話役 人 1

橋りょう特殊工 〃 4

普 通 作 業 員 〃 1

諸 雑 費 率 ％ 16
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４．単価表及び内訳書

　 （１）架設工（トラッククレーンによる架設）架設部材質量10ｔ当り単価表

 （架設部材質量：20ｔ未満の場合）

 （注）Ａ＝１日当り架設質量（ｔ／日）

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 摘　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 10/Ａ×1 表3.1

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 10/Ａ×5 　〃

普 通 作 業 員 〃 10/Ａ×3 　〃

ト ラ ッ ク ク レ ー ン 油圧伸縮ジブ型100ｔ吊 台・日 10/Ａ 　〃　機械賃料

諸 雑 費 式 1 　〃

計

 （架設部材質量：20ｔ以上35ｔ未満の場合）

 （注）Ａ＝１日当り架設質量（ｔ／日）

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 摘　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 10/Ａ×1 表3.1

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 10/Ａ×7 　〃

普 通 作 業 員 〃 10/Ａ×3 　〃

ト ラ ッ ク ク レ ー ン 油圧伸縮ジブ型160ｔ吊 台・日 10/Ａ 　〃　機械賃料

諸 雑 費 式 1 　〃

計

 （架設部材質量：35ｔ以上60ｔ以下の場合）

 （注）Ａ＝１日当り架設質量（ｔ／日）

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 摘　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 10/Ａ×1 表3.1

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 10/Ａ×7 　〃

普 通 作 業 員 〃 10/Ａ×3 　〃

ト ラ ッ ク ク レ ー ン 油圧伸縮ジブ型120ｔ吊 台・日 10/Ａ×2 　〃　機械賃料

諸 雑 費 式 1 　〃

計
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　 （２）－１　架設工（架設桁による架設）架設部材質量10ｔ当り単価表

　 （２）－２　架設機械器具経費（架設桁による架設）一式当り内訳書

　 （３）地組工　10ｔ当り単価表

　 （４）本締め工　100本当り単価表

 （注）Ｂ＝１日当り架設質量（ｔ／日）

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 摘　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 10/Ｂ×1 表3.2

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 10/Ｂ×5 　〃

普 通 作 業 員 〃 10/Ｂ×3 　〃

移 動 式 ク レ ー ン
油圧伸縮ジブ型

各　種
台・日 10/Ｂ×2 　〃

諸 雑 費 式 1

計

 （注）Ｃ＝架設日数＋架設機械据付・解体日数＋架設機械移動日数＋軌道設置・撤去日数

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 摘　　　要

架 設 桁 設 備 日 Ｃ×1.5

引 出 し 設 備 〃 〃

軌 道 設 備 〃 〃

諸 雑 費 式 1 表3.3

計

 （注）Ｄｇ＝１日当り地組質量（ｔ／日）

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 摘　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 10/Ｄg×1 表3.4

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 10/Ｄg×5 　〃

普 通 作 業 員 〃 10/Ｄg×1 　〃

移 動 式 ク レ ー ン
油圧伸縮ジブ型

各　種
台・日 10/Ｄg 　〃

諸 雑 費 式 1 　〃

計

 （注）Ｄｑ＝１日当り本締め本数（本／日）

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 摘　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 100/Ｄq×1 表3.5

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 100/Ｄq×5 　〃

普 通 作 業 員 〃 100/Ｄq×1 　〃

本 締 め ボ ル ト 本 100

諸 雑 費 式 1 表3.5

計
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　 （５）横桁取付工　10箇所当り単価表

　 （６）局部プレストレス工　１径間当り単価表

 （注）Ｅ＝１日当り横桁取付数（箇所／日）

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 摘　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 10/Ｅ×1 表3.6

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 10/Ｅ×4 　〃

普 通 作 業 員 〃 10/Ｅ×1 　〃

取 付 用 ボ ル ト 本 124

諸 雑 費 式 1 表3.6

計

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 摘　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 1 表3.7

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 4 　〃

普 通 作 業 員 〃 1 　〃

諸 雑 費 式 1 　〃

計
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１．適　用　範　囲

　本資料は，鋼橋床版工のうち足場工及び防護工，型枠工，鉄筋工，コンクリート工，養生工に適用する。

２．施工パッケージ

　２－１　足場工及び防護工

　「第Ⅳ編第７章③鋼橋架設工15．足場工，防護工及び登り桟橋工」による。

　２－２　型枠（鋼橋床版）

 （１）条件区分

　条件区分は，次表を標準とする。

⑤	 鋼	橋	床	版	工

コード番号 S P E 5 0 1

表２．１ 型枠（鋼橋床版） 積算条件区分一覧

（積算単位：m2）

 （注）１ ．上表は，型枠の製作，設置，撤去及びケレン，はく離剤塗布の他，セパレータ，フォームタイ，パイ

プサポート，吊チェーン，ターンバックル，パイプ，鋼製ビームの経費及び現場で吊金具（ボルトを含

む）取付を行う場合に要する費用等，その施工に必要な全ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を

含む。

　　　２．型枠用合板の標準使用量は，70.5枚/100m2とする。ただし，900×1800mm/枚とする。

　　　３．正割材の標準使用量は，2.6m3/100m2とする。

　　　４．型枠用合板，正割材の償却率を考慮している。（標準償却率33％）

　　　５．吊金具取付で工場を選択する場合は，吊金具取付の費用（材料費含む）は計上されない。

　　　６．型枠材料は合板製とし，鋼製ビームによる吊金具支保とする。

　　　７．橋梁型式による補正係数

　　　　　補正係数 ＝ Ｋ

　　　　　　　　　　　Ｋ＝Ｋ  ＋ Ｋ 　　　　　Ｋ ，Ｋ ：橋梁形式による補正係数

 （１）斜橋による補正

　橋端部が斜である橋梁（平面的に斜である橋梁（図２－１参照））では斜角（α）によるものとし，

一番小さい斜角で対処する。

　また，橋端部で斜角が一方の場合のみでも補正の対象とする。

 （２）曲線橋による補正

　曲線半径（Ｒ）は，道路中心線による。

1 2 1 2

表２．２ 補正係数

橋　　梁　　型　　式 補正係数

斜橋（斜角α＝75゜未満） ＋0.05

曲線橋（曲率半径500ｍ未満） ＋0.05

Ｋ 1

Ｋ 2

図２－１ 斜橋の例

型枠の補正係数（Ｋ）  吊金具取付（材料費含む）

補正なし
工場

現場

0.05以下
工場

現場

0.06以上0.10以下
工場

現場
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 （２）代表機労材規格

　下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。

　２－３　鉄筋工

　鉄筋工は「第Ⅵ編第２章①－１鉄筋工（太径鉄筋含む）」により別途計上する。

　２－４　コンクリート工

　コンクリート工は「第Ⅱ編第４章①コンクリート工」による。

 （３）補正係数がスパンによって異なる場合は，スパン毎の補正係数を平均する。

　なお，補正係数は小数点以下３位を四捨五入する。

Ｌ：支間長　　Ｋ：補正係数　　ｎ：径間数

　　　８．型枠面積

　　　　　橋梁床版工の型枠工の面積数量は，下図のとおり計上する。

　　　９．仮設支保材供用日数

　　　　　仮設支保材（鋼製ビーム等）の供用日数は42日を標準とする。

　　　10．地覆型枠が必要な場合は，別途計上する。

　　　11．足場工が必要な場合は，別途計上する。

平均補正係数＝ 
Ｌ ×Ｋ ＋Ｌ ×Ｋ ＋……＋Ｌｎ×Ｋｎ

Ｌ ＋Ｌ ＋……＋Ｌｎ

1 1 2 2

1 2

図２－２ 標準床版断面

表２．３ 型枠（鋼橋床版） 代表機労材規格一覧

項目 代表機労材規格 備考

機械

K1 －

K2 －

K3 －

労務

R1 型わく工

R2 普通作業員

R3 土木一般世話役

R4 －

材料

Z1 正割材　杉　4m×6cm×6cm　特１等

Z2
コンクリート型枠用合板　JAS　板面品質 B-C

12×900×1800

Z3 －

Z4 －

市場単価 S －
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　２－５　養生（鋼橋床版）

 （１）条件区分

　養生（鋼橋床版）における積算条件区分はない。

　積算単位は，m2とする。

 （注）１ ．鋼橋床版工における養生，ポンプ運転経費の他，その施工に必要な全ての機械・労務・材料費

（損料等を含む）を含む。

　　　２．養生面積は床版面積とする。

　　　３ ．養生工は，養生履材の被覆，水散布養生程度のものとし，電気養生等の特別な養生を必要とす

る場合は別途計上する。

 （２）代表機労材規格

　下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。

　２－６　養生マット（材料費）

 （１）条件区分

　養生マット（材料費）における積算条件区分はない。

　積算単位は，m2とする。

 （注）１．養生マットの標準使用量は，110m2/100m2（養生面積）とする。

　　　　　養生マット数量は，養生面積に対し割増率（10％）を考慮した数量を入力すること。

　　　２．養生マットの償却率を考慮している。（標準償却率25％）

コード番号 S P E 5 0 5

表２．４ 養生（鋼橋床版） 代表機労材規格一覧

項目 代表機労材規格 備考

機械

K1 －

K2 －

K3 －

労務

R1 普通作業員

R2 －

R3 －

R4 －

材料

Z1 －

Z2 －

Z3 －

Z4 －

市場単価 S －

コード番号 S P E 5 0 6
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１．適　用　範　囲

　本資料は，鋼橋床版工のうち，グレーチング床版（ソリッドタイプ）による橋梁床版架設工で，床版標準ブロッ

ク質量2,000kg以下の架設に適用する。歩掛には，床版架設，継手筋挿入，引出し，結束，床版継手設置，地覆型

枠外側プレート及び支持板取付けを含み，地覆鉄筋，各部補強鉄筋等現場筋の配筋，排水桝（管），伸縮継手，高

欄等の設置は，別途計上する。

２．機	種	の	選	定

　機械・規格は，次表を標準とする。

３．日当り編成人員

　床版架設作業の日当り編成人員は，次表を標準とする。

４．施　工　歩　掛

　４－１　床版架設

　　４－１－１　床版100㎡当り架設日数

　床版100㎡当り架設日数は，次表を標準とする。

⑥	 グレーチング床版架設工及び足場工

 （注）１ ．クレーンの規格は，床版上より架設する場合であり，現場条件により上表により難

い場合は，別途考慮する。

　　　２．トラッククレーン及びラフテレーンクレーンは，賃料とする。

表２．１ 機種の選定

機　械　名 規　 格 摘　 要

ト ラ ッ ク ク レ ー ン 油圧伸縮ジブ型 4.9t吊 架設面積1,000㎡未満

ラフテレーンクレーン

油圧伸縮ジブ型・

排出ガス対策型（第1次基準値）

16t吊

架設面積1,000㎡以上

表３．１ 日当り編成人員 （人／日）

橋りょう世話役 橋りょう特殊工 溶 接 工 普 通 作 業 員

1 2 1 3

 （注）ｙ：床版100㎡当り架設日数（日／100㎡）

　　　　　ｙは小数点第１位とし，小数点第２位を四捨五入する。

　　　Ａ：床版架設面積（㎡）

　　　　　Ａ＝地覆外縁間距離×橋長とする。

　　　Ｋ：床版標準ブロック質量による係数（表４．２）

表４．１ 床版100㎡当り架設日数

床版架設面積（㎡） 100㎡当り架設日数（日／100㎡）

1,000㎡未満 y＝（2.87－ 　　 ×Ａ）×Ｋ

1,000㎡以上 y＝1.4×K 　　　　　　　　

1.47

1000
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　　４－１－２　床版標準ブロック質量による係数（Ｋ）

　床版標準ブロック質量による係数は，次表を標準とする。

　　４－１－３　諸雑費

　諸雑費は，組立結束線，溶接棒，電気溶接機運転経費等の費用であり，労務費の合計額に次表の率を乗じ

た金額を上限として計上する。

　４－２　コンクリート工

　床版コンクリート打設は，「第Ⅱ編第４章①コンクリート工」による。なお，打設はコンクリートポンプ車

打設を標準とし，構造物種別は鉄筋構造物とする。また，地覆コンクリート打設は，「第Ⅱ編第４章①コンクリー

ト工」により別途計上する。

　４－３　養生工

　「第Ⅳ編第７章⑤鋼橋床版工」により別途計上する。

　４－４　鉄筋工

　地覆鉄筋及び各部補強鉄筋等は，「第Ⅵ編第２章①－１鉄筋工（太径鉄筋含む）」により別途計上する。ただ

し，床版継手筋は，架設歩掛に含まれるため計上しない。（材料費のみ別途計上する。）

　４－５　型枠工

　片側施工等で端部型枠が必要な場合は，「第Ⅱ編４章②－１型枠工」の小型構造物を適用する。なお，地覆

内側型枠は，「第Ⅱ編４章②－１型枠工」により別途計上する。ただし，地覆型枠外側プレートは，架設歩掛

に含まれるため計上しない。

　４－６　足場及び防護工

　「第Ⅳ編第７章③鋼橋架設工　15．足場工，防護工及び登り桟橋工」の床版足場を適用する。

表４．２ 床版標準ブロック質量による係数

床版標準ブロック質量 Ｋ

500kg未満 1.1

500kg以上1,000kg未満 1.0

1,000kg以上2,000kg以下 0.9

表４．３ 諸雑費率 （％）

床版架設面積 1,000㎡未満 1,000㎡以上

諸 雑 費 率 7 5
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５．単　　価　　表

　 （１）床版架設100㎡当り単価表

　 （２）材料費（グレーチング床版）１ｔ当り単価表

　 （３）材料費（地履型枠外側プレート）１ｔ当り単価表

　 （４）材料費（グレーチング床版ハンチ部）１ｔ当り単価表

 （注）ｙ：床版100㎡当り架設日数（日／100㎡）（表４．１）

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 摘　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 y×1 表3.1，表4.1

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 y×2 　　 〃

溶 接 工 〃 y×1 　　 〃

普 通 作 業 員 〃 y×3 　　 〃

トラッククレーン又は

ラフテレーンクレーン

油圧伸縮ジブ型4.9ｔ吊又は油

圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第１次基準値）16ｔ吊

日 y
表2.1，表4.1

機械賃料

諸 雑 費 式 1 表4.3

計

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 摘　　　要

グ レ ー チ ン グ 床 版 本体（異形）パネル ｔ 1

諸 雑 費 式 1

計

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 摘　　　要

地覆型枠外側プレート ｔ 1

諸 雑 費 式 1

計

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 摘　　　要

ハ ン チ 部 ｔ 1

諸 雑 費 式 1

計
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１．適　用　範　囲

　本資料は，ポストテンション単純Ｔ桁（支間長45ｍ以下のＰＣ定着工法）（以下参考図を参照）の現場製作工に

適用する。セメントは早強セメントを標準とする。

　なお，本資料はＡ又はＢ活荷重桁に適用する。

※桁製作の型枠使用日数については，土木工事標準積算基準〔Ⅲ〕を参照のこと。

２．施　工　概　要

　施工フローは，下記を標準とする。

⑦	 ポストテンション桁製作工

（参考図）ポストテンション桁標準断面図

 （注 ）本歩掛で対応しているのは，

実線部分のみである。
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３．施　工　歩　掛

　３－１　ポストテンション桁製作工

　ポストテンション桁製作工とはフロー図に示す通り，門型クレーンの設置からポストテンションＴ桁の製作

にかかる一連の作業であり，歩掛は次表を標準とする。

　３－２　諸雑費

　諸雑費は，ポストテンション桁製作工にかかわる材料費（鉄筋，鋼製シース，グラウト材（超低粘性型），

グラウトホース，ビニルテープ等），消耗品費及び電力に関する経費等の費用であり，表３．１の労務費の合計

額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。

４．使　用　材　料

　使用材料として計上するものはコンクリート，ＰＣケーブル，定着具のみとし，コンクリート，ＰＣケーブルの

使用量は次式による。また，定着具は必要数量計上する。なお，ＰＣケーブルの切断ロス等のスクラップ控除はし

ない。

使用量＝設計量×（１＋Ｋ）……… 式4.1

　　　Ｋ：ロス率

　　　　　　　　　　　　表３．１ ポストテンション桁製作工歩掛 （人／コンクリート10㎥当り）

 （注）１．コンクリート打設方法は，門型クレーン打設を標準とする。

　　　２．コンクリート養生は，散水，給熱を問わず適用出来る。

　　　３．重量台車による縦移動仮置きは，別途計上する。

橋りょう世話役 橋りょう特殊工 土木一般世話役 特殊作業員

1.3 4.4 1.7 1.5

鉄筋工 型わく工 とび工 普通作業員

5.1 3.9 0.6 9.2

表３．２ 諸雑費率 （％）

諸雑費率 31

表４．１ ロス率（Ｋ）

材　　料 ロス率

コンクリート ＋0.02

ＰＣケーブル ＋0.05
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５．機種の選定等

　５－１　機種の選定

　ポストテンション桁製作工に，使用する機械・規格は次表を標準とする。

　５－２　雑機械費

　雑機械費は，ポストテンション桁製作工に必要な表５．１の機械器具を除く雑機械（グラウトポンプ，グラ

ウト流量計，水槽，空気圧縮機，真空ポンプ等）の損料等の費用であり，表５．１の機械器具損料の合計額に

次表の率を乗じた額を上限として計上する。

表５．１ 機種の選定 （１工事当り）

 （注）１．Ａ＝供用日数

　　　　　　＝0.16 ×Ｖ×α＋ 20

　　　　　　　Ｖ：コンクリート設計量（㎥）

　　　　　　　α：供用日補正係数

　　　　　　供用日補正係数は，下記による。

　　　２ ．鋼製型枠面積の算出にあたっては，側部及び端部面積のみとし，定着部面積は考慮しないものとする。な

お，底型枠は主桁製作台を利用する。

　　　３．鋼製型枠は１組を標準とし必要数量を計上する。

支間長Ｌ（ｍ）

Ｌ≦35 35＜Ｌ≦40 40＜Ｌ≦45

α 1.0 0.73 0.60

作業種別 名　　称 規　　格 単　位 数　量 供用日数
損　料　額

規　格 円/供用日

緊 張 工
緊張ジャッキ・

ポンプ
各種 組 2 Ａ

1300kN（130ｔ）型

2200kN（225ｔ）型

3100kN（320ｔ）型

7,470

8,200

11,400

門型クレーン工
門型クレーン

電動ホイスト

 [3.0ｔ吊電動

ホイスト］

3.0ｔ吊用

基

台

1

1

Ａ

Ａ
11,100

主桁製作用型枠 鋼製型枠
ポストテンショ

ン桁用
㎡・日 必要量 Ａ

1組当りの

型枠面積を計上
412

表５．２ 雑機械費率 （％）

雑機械費率 86
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６．単　　価　　表

　 （１）主桁１本当り単価表

　 （２）機械器具損料１工事当り単価表

コード番号 Ｓ 6 0 6 9

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 摘　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表3.1×主桁1本当りコンクリート量/10

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　　　　　　　　〃

土 木 一 般 世 話 役 〃 　　　　　　　　〃

特 殊 作 業 員 〃 　　　　　　　　〃

鉄 筋 工 〃 　　　　　　　　〃

型 わ く 工 〃 　　　　　　　　〃

と び 工 〃 　　　　　　　　〃

普 通 作 業 員 〃 　　　　　　　　〃

コ ン ク リ ー ト ㎥ 表4.1

Ｐ Ｃ ケ ー ブ ル ㎏ 　〃

定 着 具 緊張側用 組 必要数量計上（ＰＣケーブル本数×2）

諸 雑 費 式 1 表3.2

計

コード番号 Ｓ 6 0 8 5

名　　　　称 規　　　　格 単位 数量 摘　　　要

緊張ジャッキ・ポンプ 組・日 表5.1　機械損料

門 型 ク レ ー ン 3ｔ吊（電動ホイスト含む） 日 表5.1　機械損料

主 桁 製 作 用

鋼 製 型 枠
㎡・日 表5.1　機械損料

雑 機 械 費 式 1 表5.2

計
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１．適　用　範　囲

　本資料は，プレキャストセグメント工法（Ａ又はＢ活荷重桁）の主桁組立工（中空桁，Ｔ桁，少数桁，PCコンポ

桁）に適用する（主桁質量160ｔ程度以下）。

　なお，架設工は「第Ⅳ編第７章⑨ＰＣ橋架設工」により別途計上する。

２．施　工　概　要

　施工フローは，下記を標準とする。

３．機	種	の	選	定

　機械・規格は，次表を標準とする。

⑧	 プレキャストセグメント主桁組立工

図２－１ 施工フロー

 （注）本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。

表３．１ 機種の選定

 （注）１．クレーン規格は，取卸用の標準であり，上表以外の場合は別途選定出来る。

　　　２．クレーンは，賃料とする。

　　　３ ．クレーンの選定について，クレーンが，トレーラと並列に配置される現場，もしくは，

架設桁の背後にクレーン回転部のすぐ側まで寄れる現場を標準としている。作業現場が

上記により難い場合は，別途考慮する。

　　　４．セグメント質量が均一でない場合，セグメントの最大質量でクレーンを選定する。

機 械 名  セグメント質量（t） クレーンの規格

ラフテレーン
ク レ ー ン

9.0以下
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第２次基準値）16t吊

 9.0超え11.0以下
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第２次基準値）20t吊

11.0超え16.0以下
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第２次基準値）25t吊

16.0超え17.0以下
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第２次基準値）35t吊

17.0超え21.0以下
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第２次基準値）50t吊

21.0超え22.0以下
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第２次基準値）60t吊

ト ラ ッ ク
ク レ ー ン

22.0超え32.0以下 油圧伸縮ジブ型100t吊

32.0超え33.0以下 油圧伸縮ジブ型120t吊
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４．施　工　歩　掛

　４－１　プレキャストセグメント主桁組立工

　プレキャストセグメント主桁組立工とはフロー図の示す通り，セグメントの取卸から緊張，グラウト注入ま

でのプレキャストセグメント桁の組立にかかる一連の作業であり，歩掛は次表を標準とする。

　４－２　諸雑費

　諸雑費は，接着剤，グラウト，コンクリート（端部），型枠用合板，はく離剤等の材料費，表６．１の機械器

具を除く雑機械の損料等の経費，プレキャストセグメント桁組立に必要な消耗品費，電力に関わる経費等の費

用であり，労務費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。

５．使　用　材　料

　使用材料として計上するものはＰＣケーブルのみとし，使用量は次式による。なお，定着装置は製作に含まれる

ので計上しない。

使用量（ｍ）＝設計量（ｍ）×（１＋Ｋ）……式５．１

　　　　　　Ｋ：ロス率

　Ｄ：日当り施工量（本／日）

　Ｈ：桁高（ｍ）

 （注）日当り施工量Ｄは，小数第２位を四捨五入し，第１位とする。

表４．１ プレキャストセグメント主桁組立工歩掛

桁種別 分割数  日当り施工量（本／日）  編成人員（人／日）

中空桁

3
D＝-0.1063・H＋1.1

ただしＨは0.7≦Ｈ≦1.5

橋りょう世話役

橋りょう特殊工

普通作業員

1

5

3

5
D＝-0.1133・H＋0.85

ただしＨは1.0≦Ｈ≦1.5

Ｔ桁

少数桁

PCｺﾝﾎﾟ桁

（多径間含む）

3
D＝-0.1098・H＋1.05

ただしＨは1.5≦Ｈ≦2.5

5
D＝-0.0751・H＋0.63

ただしＨは1.5≦Ｈ≦3.0

 （注）PCコンポ桁（多径間）諸雑費率は架設桁による架設を行う場合にのみ適用出来る。

表４．２ 諸雑費率 （％）

3分割 5分割

中空桁

Ｔ桁

少数桁

PCｺﾝﾎﾟ桁

PCｺﾝﾎﾟ桁

（多径間）
中空桁

Ｔ桁

少数桁

PCｺﾝﾎﾟ桁

PCｺﾝﾎﾟ桁

（多径間）

諸 雑 費 率 35 37 49 43 39 58

 （注 ）上表のロス率はPCケーブルの切断ロス，つかみ

代等の補正でありスクラップ控除はしない。

表５．１ ロス率（Ｋ）

材　 料 ロ ス 率

PCケーブル ＋0.05
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６．機　械　経　費

７．内訳書及び単価表

　 （１）桁１本当り単価表

　 （２）機械経費１工事当り内訳書

 （注）１．供用日数（Ｂ）は，次式による。

　　　　　　Ｂ＝１／Ｄ×桁本数×1.7

　　　２．クレーンは，賃料とする。

　　　３．クレーンの供用日数の欄（※Ｂ′）は運転日数であり，Ｂ′＝桁本数×1.1とする。

　　　４．供用日数（Ｂ，Ｂ′）は，小数第１位を四捨五入し，整数とする。

表６．１ 機械器具 （１工事当り）

機 械 名 規　 格 数量 単位 供用日数 摘　 要

ク レ ー ン 各　 種 1 台  ※Ｂ′

緊張ジャッキ・ポンプ 各　 種 2 組 Ｂ

コード番号 Ｓ 6 1 0 1

 （注）Ｄ：日当り施工量（本／日）

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

橋 り ょ う 世 話 役 人 1×1／Ｄ 表4.1

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 5×1／Ｄ 　〃

普 通 作 業 員 〃 3×1／Ｄ 　〃

P C ケ ー ブ ル ㎏ 式5.1（使用量）×単位質量

諸 雑 費 式 1 表4.2

計

コード番号 Ｓ 6 1 0 5

 （注）Ｂ  ：供用日数（日）

　　　Ｂ′：運転日数（日）

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

ク レ ー ン 各種 日  Ｂ′
表6.1

機械賃料

緊張ジャッキ・ポンプ 各種 組・日 2×Ｂ
表6.1

機械損料
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１．適　用　範　囲

　本資料は，プレストレストコンクリート桁［Ａ又はＢ活荷重桁］（プレテンション桁及びポストテンション桁）

の架設，横組及びＰＣコンポ桁のＰＣ板工，床版工に適用する（少数主桁及びＰＣコンポ桁を含む）。なお，本資

料は標準的な架設条件を前提としているので，特殊な架設条件の場合又は本資料による架設工法によらない場合は

架設設計のうえ別途考慮する。

２．施　工　概　要

　施工フローは，下記を標準とする。

　２－１　プレテンション桁及びポストテンション桁（少数主桁を含む）

⑨	 ＰＣ橋架設工

 （注）１．本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。

　　　２．桁下足場工について，プレテンションＰＣ単純床版橋の場合は側部足場工とする。
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　２－２　ＰＣコンポ桁

 （注）本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。
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３．トラッククレーンによる架設

　３－１　適用範囲

　トラッククレーンによるプレテンション桁及び桁質量160ｔ未満のポストテンション桁の架設工事に適用す

る。

　なお，本資料はＡ又はＢ活荷重桁に適用する。

　３－２　トラッククレーンによる架設歩掛

表３．１  トラッククレーンによる橋梁下からのＰＣ桁架設歩掛（プレテンション桁）

桁形式
桁１本当りの

桁　 質　 量

編成人員（人／日） トラッククレーン

油圧伸縮ジブ型

規格×台数

１日当り

桁架設本数

（本／日）

橋りょう

世話役

橋りょう

特殊工
普通作業員

プレテンション

ＰＣ単純Ｔ桁橋

ＢＧ-18（17.9ｔ）

ＢＧ-19（18.9ｔ）

1 6 3

120ｔ吊×１台

10

ＢＧ-20（21.5ｔ）

ＢＧ-21（22.5ｔ）
9

ＢＧ-22（25.3ｔ）

ＢＧ-23（26.4ｔ）
160ｔ吊×１台 9

ＢＧ-24（29.4ｔ） 200ｔ吊×１台 7

プレテンション

ＰＣ単純床版橋

ＢＳ-5　 （2.9ｔ）

1 6 3

120ｔ吊×１台

21

ＢＳ-6　 （3.5ｔ） 19

ＢＳ-7　 （4.6ｔ）

ＢＳ-8　 （5.3ｔ）
17

ＢＳ-9　 （6.7ｔ） 15

ＢＳ-10　（7.5ｔ） 14

ＢＳ-11　（9.1ｔ） 13

ＢＳ-12　（7.9ｔ）

ＢＳ-13　（8.5ｔ）
14

ＢＳ-14　（9.7ｔ）

ＢＳ-15（11.0ｔ）

ＢＳ-16（11.7ｔ）

13

ＢＳ-17（13.0ｔ）

ＢＳ-18（14.3ｔ）

ＢＳ-19（16.2ｔ）

ＢＳ-20（17.8ｔ）

ＢＳ-21（19.4ｔ）

ＢＳ-22（21.9ｔ）

12

ＢＳ-23（23.9ｔ）

ＢＳ-24（25.7ｔ）
160ｔ吊×１台 12

表３．２  トラッククレーンによる橋梁下からのＰＣ桁架設歩掛（ポストテンション桁）

 （注）少数主桁及びＰＣコンポ桁を含む。

桁形式
桁１本当りの

桁　 質　 量

編成人員（人／日） トラッククレーン

油圧伸縮ジブ型

規格×台数

１日当り

桁架設質量

(ｔ／日）

橋りょう

世話役

橋りょう

特殊工
普通作業員

ポスト

テンション桁

35ｔ／本以上

60ｔ／本未満

1 8 5

120ｔ吊×2台 225

60ｔ／本以上

100ｔ／本未満
160ｔ吊×2台 260

100ｔ／本以上

160ｔ／本未満
200ｔ吊×2台 290
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表３．３  トラッククレーンによる橋台背面からのＰＣ桁架設歩掛（プレテンション桁）

 （注）１ ．本歩掛は，現場まで搬入されたトラッククレーンにより桁運搬車又は仮置き場から直接吊上げ，所定の位

置に架設出来る場合のものであり，架設現場までの小運搬（２次運搬）を伴う場合は，小運搬作業を別途計

上する。

　　　２．トラッククレーン，トレーラ等の運搬路及び足場の整理に要する費用が必要な場合は，別途計上する。

　　　３ ．本歩掛は架設高さ10ｍ程度，作業半径は橋梁下からの架設の場合は10ｍ程度，橋台上背面からの架設の場

合は８～18ｍ程度の標準値であり，現場条件により架設用トラッククレーンの規格が上表により難い場合は，

現場条件に適した規格のトラッククレーンを選定する。

　　　４．トラッククレーンは，賃料とする。

　　　５ ．Ａ又はＢ活荷重桁の架設においては，型枠及び桁下足場の支持方法は，インサート及びボルトによるもの

とする。

　　　６ ．桁１本当りの質量において該当質量がない場合は，１ランク上の質量区分を適用する。（なお，上表の桁

の規格は参考としてＢ活荷重桁を記載したものである。）

　　　７．架設工具損料は計上しない。

桁型式
桁１本当りの

桁　 質　 量

編成人員（人／日） トラッククレーン

油圧伸縮ジブ型

規格×台数

１日当り

桁架設本数

（本／日）

橋りょう

世話役

橋りょう

特殊工
普通作業員

プレテンション

ＰＣ単純Ｔ桁橋

ＢＧ-18（17.9ｔ）

ＢＧ-19（18.9ｔ）

ＢＧ-20（21.5ｔ）

ＢＧ-21（22.5ｔ） 1 6 3 200ｔ吊×１台

10

ＢＧ-22（25.3ｔ）

ＢＧ-23（26.4ｔ）

ＢＧ-24（29.4ｔ）

9

プレテンション

ＰＣ単純床版橋

ＢＳ-5　 （2.9ｔ）

1 6 3

120ｔ吊×１台

23

ＢＳ-6　 （3.5ｔ） 20

ＢＳ-7　 （4.6ｔ）

ＢＳ-8　 （5.3ｔ）
18

ＢＳ-9　 （6.7ｔ） 17

ＢＳ-10　（7.5ｔ） 15

ＢＳ-11　（9.1ｔ） 14

ＢＳ-12　（7.9ｔ）

ＢＳ-13　（8.5ｔ）
15

ＢＳ-14　（9.7ｔ）

ＢＳ-15（11.0ｔ）

ＢＳ-16（11.7ｔ）

14

ＢＳ-17（13.0ｔ） 160ｔ吊×１台 13

ＢＳ-18（14.3ｔ）

ＢＳ-19（16.2ｔ）

ＢＳ-20（17.8ｔ）

ＢＳ-21（19.4ｔ）

ＢＳ-22（21.9ｔ）

200ｔ吊×１台

13

ＢＳ-23（23.9ｔ）

ＢＳ-24（25.7ｔ）
12
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　３－３　重量台車による桁小運搬

　製作場又は，桁仮置き場から架設地点まで，軌道により重量台車で小運搬する作業に適用する。

　　３－３－１　桁小運搬配置人員及び小運搬質量

　　３－３－２　軌道工

　軌道の敷設撤去に係る歩掛は４－５軌道設置・撤去歩掛によるものとする。

　　３－３－３　電力量等消費量

 （１）１日当り３時間とする。

 （２）横取り引出し設備の規格

　　３－３－４　機械器具損料

　横取り引出し設備，軌道設備（30kg／ｍ），架設工具については，「建設機械等損料算定表（鋼橋・ＰＣ橋

架設用仮設備機器）」により供用日当り損料を計上する。

　供用日数は次式により求める。

　供用日数＝現場内小運搬日数×供用日数率

 （注）１．供用日数率＝1.7

　　　２．架設工具は，供用日当り5,470円計上する。

 （注）１ ．桁の現場内小運搬は200ｍ程度としている。200ｍを超える場合又は方向転換を行う場合は，別途考慮

する。

　　　２．発動発電機を使用する場合のみ特殊作業員１名を計上する。

　　　３ ．諸雑費は，電力に関する経費等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として

計上する。

表３．４ 桁小運搬配置人員及び小運搬質量

ＰＣ桁1本当りの質量

１日当り

小運搬質量

（ｔ/日）

編成人員（人）
諸雑費率

（％）
橋りょう

世話役

橋りょう

特殊工
特殊作業員 普通作業員

35以上60ｔ未満 209

1 8 1（注2） 5

3

60以上100ｔ未満 242 3

100以上160ｔ未満 270 4

表３．５ 横取り引出し設備規格

ＰＣ桁1本当り質量

 （ｔ）

横取り引出し設備

規　格

35以上60ｔ未満
60ｔ以下

 （ウインチ複胴開放式，3ｔ 22KW，重量台車30ｔ×2）

60以上100ｔ未満
100ｔ以下

 （ウインチ複胴開放式，3ｔ 22KW，重量台車60ｔ×2）

100以上160ｔ未満
160ｔ以下

 （ウインチ複胴開放式，4ｔ 30KW，重量台車80ｔ×2）
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４．架設桁による架設

　４－１　適用範囲

　架設桁（下路式１組桁，上路式１組桁）によるポストテンション桁（支間長20～45ｍ）の架設工事に適用す

る。

　４－２　架設桁によるポストテンション桁架設歩掛

　架設桁によるポストテンション桁架設歩掛は，次表を標準とする。

　４－３　架設機械据付・解体歩掛

　架設機械据付・解体歩掛は，次表を標準とする。

　４－４　架設機械移動歩掛

　架設機械移動１回当り歩掛は，次表を標準とする。

　４－５　軌道設置・撤去歩掛

　軌道の設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。

 （注）１ ．上表は，桁製作場又は桁仮置き場から横取り，台車積込架設場まで桁を引出し（約200ｍまで），架設，

横取り及び据付けまでの一連作業の場合である。

　　　２ ．重量台車に積込む方法として横取り装置を標準とするが，地形等の関係で別に門型クレーン，ケーブ

ル等を必要とする場合は，別途考慮する。

　　　３ ．桁の現場内小運搬に際し，直線距離200ｍまでとしているが，桁の方向変え等を行う場合は別途考慮

する。

　　　４ ．１日当り架設質量は，プレキャストセグメント桁の場合，（　）内数値を適用するものとする（少数主

桁及びＰＣコンポ桁を含む）。

表４．１ 架設桁によるポストテンション桁架設歩掛

支　間（ｍ）
20ｍ以上

35ｍ未満

35ｍ以上

45ｍ以下
編成人員（人/日）

1日当り

架設質量（ｔ）

64

（85）

84

（112）

橋りょう世話役 橋りょう特殊工 普通作業員

1 6 3

 （注）１．ラフテレーンクレーンは，油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型（第2次基準値）50ｔ吊を標準とする。

　　　２．上表は，架設桁の据付・解体，トラワイヤの取付け，取外し及びウインチの据付・解体作業の場合である。

表４．２ 架設機械据付・解体歩掛

支　間（ｍ）
20ｍ以上
25ｍ未満

25ｍ以上
30ｍ未満

30ｍ以上
35ｍ未満

35ｍ以上
40ｍ未満

40ｍ以上
45ｍ以下

編成人員（人/日）

据付・解体日数（日） 9.5 11 13.5 15.5 17.5
橋りょう
世話役

橋りょう
特殊工

普通
作業員

ラフテレーンクレーン
実作業日数（日）

5.5 6.5 8 9.5 10 1 6 3

 （注）上表は，架設桁を次の支間に移動する作業の場合である。

表４．３ 架設機械移動１回当り歩掛

支間（ｍ） 20ｍ以上45ｍ未満 編成人員（人/回）

移動日数（日） 3.5
橋りょう世話役 橋りょう特殊工 普通作業員

2 16 9

 （注）１．上表は，主桁引出し用軌道の設置・撤去作業である。

　　　２．軌道（30kg／ｍレール）の100ｍ設置・撤去所要日数は，3.5日である。

表４．４ 軌道の設置・撤去歩掛 （１軌道10ｍ当り）

橋りょう世話役（人） 橋りょう特殊工（人） 普通作業員（人）

30㎏／ｍレール 0.6 2.0 0.7
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　４－６　その他

　　４－６－１　アンカー工

　アンカー工は，架設設計により計上する。なお，アンカーに既設構造物が使用出来る場合は，既設構造物

に埋設するアンカーフレーム費用（材料費，製作費，復旧費）を別途計上する。

　アンカーを土中に設置する場合は，次表を標準とする。

　　４－６－２　架設機械器具経費

 （１）機械器具費

　架設機械（架設桁，桁吊装置，横取り・引出し，軌道）器具費は，「請負工事機械経費積算要領」による。

　供用日数は，次式による。

　供用日数＝（架設工日数＋架設桁据付・解体日数＋架設桁移動日数）×供用日数率・・・・・・式４．１

供用日数率＝1.8

　供用日数が，架設時期，地域条件等により上記により難い場合は，別途考慮する。

 （２）諸雑費

　諸雑費は，架設工具等の費用及び電力に関する経費等の費用であり，架設機械器具費の合計額に次表の

率を乗じた金額を上限として計上する。

 （注）使用材料は全損とする。

表４．５ アンカー１箇所当り作業人員及び使用材料 （１箇所当り）

編成人員（人） 使　用　材　料

橋りょう

世話役

橋りょう

特殊工

普　通

作業員

枕　木（本） ワイヤ（ｍ）

2.1ｍ×0.14ｍ×0.2ｍ 4号品φ16　Ａ種

0.3 0.4 0.8 3 15

表４．６ 諸雑費率 （％）

ポストテンション桁 11

プレキャストセグメント桁 9
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５．横　　組　　工

　横組工とは，横桁中埋コンクリート，間詰床版及び横締の一連作業で，その内訳は次のとおりである。

　５－１　鉄筋工

　　５－１－１　鉄筋加工・組立

 （１）間詰床版及び横桁の鉄筋加工・組立歩掛は，次表を標準とする。

　　５－１－２　鉄筋使用量

　鉄筋の使用量は次式とし，スクラップ控除はしない。

　使用量（ｔ）＝設計量（ｔ）×（１＋Ｋ）……………式５．１

　５－２　コンクリート工

　横組の型枠及びコンクリート作業に適用し，ＰＣ合成桁橋の床版は含まない。

　　５－２－１　打設工法

　打設工法はコンクリートポンプ車による打設を標準とする。

　　５－２－２　コンクリートポンプ車の規格

　コンクリートポンプ車の規格は，次表を標準とする。

参考図

 （注）１．本歩掛は，現場内小運搬を含む。

　　　２ ．諸雑費は，結束線，溶接棒及び電力に関する経費等であり，労務費の合計額に上表の

率を乗じた金額を上限として計上する。

表５．１ 間詰床版及び横桁の鉄筋加工・組立歩掛　（１ｔ当り）

編成人員（人）
諸雑費率（％）

土木一般世話役 鉄筋工 普通作業員

0.8 3.8 1.7 5

表５．２ ロス率（Ｋ）

ロス率 ＋0.05

表５．３ コンクリートポンプ車の規格

機　　械　　名 規　　格

コンクリートポンプ車
トラック架装・ブーム式

圧送能力90～110㎥／ｈ
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　　５－２－３　コンクリート工歩掛

　型枠の製作，設置・撤去，コンクリートポンプ車による打設及び養生歩掛は，次表を標準とする。

　　５－２－４　コンクリート使用量

　コンクリート使用量は，次式による。

　使用量（㎥）＝設計量（㎥）×（１＋Ｋ）……………式５．２

　　Ｋ：ロス率

　５－３　ＰＣ工

　　５－３－１　ＰＣ工歩掛

　ケーブルの切断，シースの組立，ケーブルの挿入，整正，グラウト注入歩掛は，次表を標準とする。

 （注）１．コンクリートポンプ車の運転時間はコンクリート10㎥当り1.5時間とする。

　　　２ ．本歩掛はブーム打設を標準としているが困難な場合，又は現場条件により配管打設が適する場合は，

上記歩掛にて配管打設も適用出来る。なお，配管式コンクリートポンプ車の規格は90～100㎥/ｈとする。

　　　３ ．配管打設の場合の圧送管組立・撤去労務（30ｍ以下）を含むものとし，30ｍを超える場合は「第Ⅱ編

第４章コンクリート①コンクリート工」による。

　　　４．ブーム打設は打設高さ15ｍ以下，投入水平距離15ｍ以下の場合に適用する。

　　　５． １日当り打設量は40㎥を標準とする。

　　　６ ．諸雑費は，型枠用材料，剥離材，養生マット及び電力に関する経費等であり，労務費の合計額に上表

の率を乗じた金額を上限として計上する。

　　　７ ．養生については，養生覆材の被覆・水散布養生を標準とする。養生面積は，間詰床版の面積とする。

保温養生又は給熱養生等の特別な養生を必要とする場合の普通作業員の歩掛及び諸雑費率は，（　）内

数値とし，養生費用は別途計上する。

表５．４ コンクリート工歩掛 （10㎥当り）

桁　区　分

編　成　人　員（人）
諸雑費率

（％）橋りょう

世話役
特殊作業員 型わく工 普通作業員

プレテンションＴ桁，ポストテンション桁 2.9 4.0 9.3 9.1（7.5） 9（7）

プレテンション床版桁 1.6 1.7 2.5 3.9（2.4） 10（5）

表５．５ ロス率（Ｋ）

ロス率 ＋0.05

 （注）１．ケーブル延長は，定着装置内面間の実延長とする。

　　　２ ． 諸雑費は，PC工にかかわる材料費（鋼製シース，グラウト材（超低粘性型），グラウトホース，ビニルテー

プ等），機械器具費（グラウトポンプ，グラウト流量計，水槽，空気圧縮機等）及び電力に関する経費等

であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

表５．６  ＰＣ工歩掛 （ケーブル100ｍ当り）

桁　形　式 種　類

規　格 編成人員（人）
諸雑費率

（％）ＰＣケーブル
橋りょう

世話役

橋りょう

特殊工

普通

作業員

プレテンション桁
シングルストランド

システム

390kN（40t）型（1S17.8）

0.65 2.0 1.2 39450kN（50t）型（1S19.3）

570kN（60t）型（1S21.8）

ポストテンション桁
シングルストランド

システム

390kN（40t）型（1S17.8）

0.67 3.1 1.8 23450kN（50t）型（1S19.3）

570kN（60t）型（1S21.8）

950kN（100t）型（1S28.6） 0.87 3.5 1.5 29
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　　５－３－２　ＰＣケーブル使用量

　ＰＣケーブルの使用量は，次式による。

　使用量（ｍ）＝設計量（ｍ）×（１＋Ｋ）……………式５．３

　　Ｋ：ロス率

　５－４　緊張工

　　５－４－１　緊張工歩掛

　定着装置の設置，緊張，モルタルあと埋め作業の歩掛は，次表を標準とする。

　　５－４－２　使用材料

　使用材料として，定着装置を別途計上する。

　　５－４－３　機械器具損料

　機械器具損料は，次表を標準とする。

 （注 ）上表のロス率はＰＣケーブルの切断ロス，つかみ代等の補正でありスクラップ控

除はしない。

表５．７ ロス率（Ｋ）

ロス率 ＋0.05

 （注）１．緊張は片締めを標準とする。

　　　２． 諸雑費は電力に関する経費等であり，労務費の合計に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

表５．８ 緊張工歩掛 （10ケーブル当り）

種　類

規　格 編成人員（人）
諸雑費率

（％）ＰＣケーブル
橋りょう

世話役

橋りょう

特殊工
普通作業員

シングルストランド

システム

390kN（40ｔ）型（1S17.8）

0.4 1.2 0.6 4450kN（50ｔ）型（1S19.3）

570kN（60ｔ）型（1S21.8）

950kN（100ｔ）型（1S28.6） 0.6 1.4 0.6 3

 （注）

　　　

　　　　Ｋ：１工事の径間数

　　　　ｎ：１径間片締め本数

　　　　Ｎ：１日当りの片締め本数

　　　　　　１日当りの片締め本数は，39本を標準とする。

Ｈ＝ 　　×Ｋ×1.7
ｎ

Ｎ

表５．９ 機械器具損料 （１工事当り）

作業種別 器　具　名 規　格 単位 数量 供用日数 摘　要

横組工 緊張ジャッキ・ポンプ 組 1 Ｈ

Ⅳ－7－⑨－10 ②  709



　５－５　足場工及び防護工

　　５－５－１　足場工

 （１）桁下足場

　桁下足場工は，パイプ吊足場を標準とし，足場工費は次式による。

　なお，工費には側部（朝顔）などの費用も含まれている。

足場工費＝（Ｌ ＋Ｌ Ｘ＋Ｎｙ）×Ａ（円）

Ｌ ，Ｌ  ：賃料係数　　　　　　　 （表5.10）（表5.11）

Ｘ：足場を設置している月数（月）

　　桁下足場の設置月数は，２箇月を標準とする。

Ｎ：歩掛係数　　　　　　　 （表5.10）（表5.11）

ｙ：橋りょう特殊工単価　　 （円／人）

Ａ：橋面積　　　　　　　　 （㎡）

Ａ＝Ｗ×Ｌ（㎡）

Ｗ：全幅員で地覆外縁間距離，壁高欄の場合は壁高欄外縁間距離（ｍ）

Ｌ：橋長（ｍ）

賃料係数（Ｌ ，Ｌ ），歩掛係数（Ｎ）は，次表を標準とする。

 （２）側部足場

　側部足場（スラブ桁橋）の足場工費は，次式による。

足場工費＝（140＋165Ｘ＋0.24ｙ）×Ｌ　 （円）

Ｘ：足場を設置している月数　　 （月）

　　側部足場（スラブ橋桁）の設置月数は，１箇月を標準とする。

ｙ：橋りょう特殊工単価　　　　 （円／人）

Ｌ：足場総延長　　　　　　　　 （ｍ）

 （３）橋台・橋脚回り足場ブラケット工

　橋台・橋脚回り足場ブラケット工の足場工費は，次式による。

足場工費＝（1,600＋900Ｘ＋0.38ｙ）×Ｌ　 （円）

Ｘ：足場を設置している月数　　 （月）

　　足場ブラケットの設置月数は，２箇月（ＰＣコンポ桁2.5箇月）を標準とする。

ｙ：橋りょう特殊工単価　　　　 （円／人）

Ｌ：足場総延長　　　　　　　　 （ｍ）

　　足場延長は下式による。

１橋脚当り足場延長（ｍ）＝（橋脚幅＋橋脚長）×２

１橋台当り足場延長（ｍ）＝橋台幅＋橋台長×２

1 2

1 2

1 2

表５．10 ポストテンション桁用足場賃料係数（Ｌ  ，Ｌ  ），歩掛係数（Ｎ）1 2

  係数

桁高（ｍ）

両側朝顔 片側朝顔 両側朝顔 片側朝顔

Ｎ
1.1≦Ｈ＜1.5 235 260 220 250 0.12 0.09

1.5≦Ｈ 245 280 235 270 0.14 0.11

Ｌ 1 Ｌ 2 Ｌ 1 Ｌ 2

表５．11 プレテンション桁用足場賃料係数（Ｌ  ，Ｌ  ），歩掛係数（Ｎ）1 2

  係数

桁種別

両側朝顔 片側朝顔 両側朝顔 片側朝顔

Ｎ
プレテンション桁 165 200 155 190 0.10 0.094

Ｌ 1 Ｌ 2 Ｌ 1 Ｌ 2
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　　５－５－２　防護工

 （１）板張防護工

　桁下に鉄道，道路等があり，第三者に危害を及ぼす恐れのある場合に設置し，5-5-1(1)で求めた桁下足

場工費に別途計上する。

　なお，工費には，側面防護（朝顔）の費用も含む。

防護工費（両側朝顔）＝（70＋110Ｘ＋0.05ｙ）×Ａ

防護工費（片側朝顔）＝（65＋100Ｘ＋0.04ｙ）×Ａ

Ｘ：防護工設置月数であり，足場設置月数と同じとする。　　　　（月）

ｙ：橋りょう特殊工単価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円／人）

Ａ：防護工必要橋面積　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（㎡）

　　Ａ＝Ｗ×Ｌ

Ｗ：全幅員で地覆外縁間距離，壁高欄の場合は壁高欄外縁間距離　（ｍ）

Ｌ：防護工必要長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（〃）

 （２）ワイヤーブリッジ防護工

　主桁を架設桁を用いて架設する場合に転落防止及び落下物防止の目的で設置する。

　ワイヤーブリッジ防護工は，「第Ⅳ編第７章③鋼橋架設工」による。

 （３）ネット防護工

　主桁をトラッククレーンを用いて架設する場合に転落防止及び落下物防止の目的で設置する。

　ネット防護工費は次式による。

ネット防護工費＝（20＋25Ｘ＋0.02ｙ）×Ａ

Ｘ：防護工設置月数　　 （月）

　　ネット防護工の設置月数は１箇月を標準とする。

ｙ：橋りょう特殊工単価　　 （円／人）

Ａ：橋面積　　　　　　 （㎡）

　　Ａ＝全幅員×橋長

　　５－５－３　登り桟橋工

　登り桟橋工は，「第Ⅳ編第７章③鋼橋架設工」による。

参考図

橋台・橋脚回り足場ブラケットの算出
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６．支　　承　　工

　６－１　機種の選定

　ゴム支承据付に使用する機械の機種・規格は次表を標準とする。

　６－２　施工歩掛

　ゴム支承据付歩掛は，次表を標準とする。

　６－３　支承モルタル

　支承モルタルは，無収縮モルタル（セメント系）とし，プレミックス製品を標準とする。

　６－４　諸雑費

　諸雑費は，支承の据付けに使用する工具等損料及び電力に関する経費等であり，労務費の合計に次表の率を

乗じた金額を上限として計上する。

表６．１ 機種の選定

 （注）１．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。

　　　２ ．ゴム支承（Ｂタイプ）のみ上記機械を計上する。また現場条件より，これにより

難い場合は別途考慮する。

機械名 規格

ラフテレーンクレーン
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第2次基準値）25ｔ

表６．２ ゴム支承据付歩掛

 （注）１ ．上記歩掛には，アンカーバー，アンカーキャップ，スパイラル筋等の据付け，はつり工，無収縮モ

ルタル充填を含む。

　　　２．無収縮モルタル材料は，別途計上する。

支承種類 規格 １日当り施工量

編成人員（人/日）

橋りょう

世話役

橋りょう

特殊工
普通作業員

ゴム支承　Ａタイプ

（プレテンション床版橋用

簡易タイプ）

10ｍ

1 2 2
ゴム支承　Ａタイプ

（パッドタイプ）

60kg/個

以下
9個

ゴム支承　Ｂタイプ 3個

表６．３ 無収縮モルタルの配合 （１㎥当り）

 （注）上表にはロスを含む。

名　称 規　　格 単　位 数　量

無収縮剤 セメント系　プレミックスタイプ ㎏ 1,875

水 ℓ 338

表６．４ 諸雑費率 （％）

諸雑費率 4
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７．落	橋	防	止	工

　７－１　機種の選定

　落橋防止装置据付に使用する機械の機種・規格は，次表を標準とする。

　７－２　施工歩掛

　ＰＣ鋼棒又はケーブルによって連結される落橋防止装置据付歩掛は，次表を標準とする。

　７－３　諸雑費

　諸雑費は，落橋防止装置据付けに使用する工具等損料及び電力に関する経費等であり，労務費の合計額に次

表の率を乗じた金額を上限として計上する。

表７．１ 機種の選定

 （注）１．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。

　　　２．現場条件より，これにより難い場合は別途考慮する。

機械名 規格

ラフテレーンクレーン
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第2次基準値）25ｔ

表７．２ 落橋防止装置据付歩掛

種　　類 １日当り施工量
編成人員（人／日）

橋りょう世話役 橋りょう特殊工 普通作業員

ＰＣ（鋼棒・ケーブル）タイプ 6組 1 3 1

表７．３ 諸雑費率

諸雑費率（％） 4
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８．ＰＣ板工（ＰＣコンポ桁のみ）

　ＰＣ板工とは，ＰＣ板支承工，ＰＣ板仮置工，ＰＣ板敷設工，継目工の一連作業で，その内訳は次のとおりであ

る。なお，ＰＣ板仮置工は，必要な場合に計上する。

　８－１　ＰＣ板支承工

　ＰＣ板と主桁のなじみを得るため及び床版コンクリート打設時の漏れを防ぐために，支承工用目地材，無収

縮モルタルを主桁上に打設する作業であり，ＰＣ板支承工歩掛は次表を標準とする。

　無収縮モルタルの配合は，次表を標準とする。

 （注 ）諸雑費は，ハンドミキサー，電力に関する経費等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた

金額を上限として計上する。

表８．１  ＰＣ板支承工歩掛 （両側100ｍ当り）

編　成　人　員（人） 使 用 材 料

諸雑費率

（％）橋りょう世話役 普通作業員

支承工用目地材

(ｍ)

無収縮モルタル

（ｍ3）

10×15mm
プレミックス

タイプ

0.4 1.3 205 0.36 5

 （注）上表にはロスを含む。

表８．２ 無収縮モルタルの配合 （1ｍ3当り）

名称 規格 単位 数量

無収縮剤 セメント系 プレミックスタイプ kg 1,875

水 ℓ 338

参考図
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　８－２　ＰＣ板仮置工

　現場に搬入されたＰＣ板を積載車両から取卸し，一度仮置きした後に敷設する場合に計上するものとし，積

載車両を搬入後も待機させる等により直接敷設することが可能な場合は計上しない。

　ＰＣ板仮置工歩掛は次表を標準とする。

　８－３　ＰＣ板敷設工

　ＰＣ板を敷設する作業であり，ＰＣ板敷設工歩掛は次表を標準とする。

　８－４　継目工

　ＰＣ板とＰＣ板の継目に無収縮モルタルを充填する作業であり，継目工歩掛は次表を標準とする。

 （注） 上表の機種規格を標準とするが，現場条件等により，これにより難い場合は別途考慮する。

　　　なお，ラフテレーンクレーンは賃料とする。

表８．３  ＰＣ板仮置工歩掛 （100枚当り）

編　成　人　員（人） 使 用 機 械

橋りょう世話役 橋りょう特殊工 普通作業員

ラフテレーンクレーン

油圧伸縮ジブ型・

排出ガス対策型（第2次基準値）

25ｔ吊

0.8 2.9 0.2 1.3

 （注）１．橋梁の側面又は橋台背面より敷設できる場合に適用する。

　　　２ ．上表の機種規格を標準とするが，現場条件等により，これにより難い場合は別途考慮

する。

　　　　　なお，ラフテレーンクレーンは賃料とする。

表８．４  ＰＣ板敷設工歩掛 （10枚当り）

編　成　人　員（人） 使 用 機 械

橋りょう世話役 橋りょう特殊工 普通作業員

ラフテレーンクレーン

油圧伸縮ジブ型・

排出ガス対策型（第2次基準値）

25ｔ吊

0.2 0.9 0.2 0.2

 （注）１ ．諸雑費は，ハンドミキサー，電力に関する経費等の費用であり，労務費の合計額に上表の

率を乗じた金額を上限として計上する。

　　　２．無収縮モルタルの配合は，表8.2を標準とする。

表８．５ 継目工歩掛 （100ｍ当り）

編　成　人　員（人） 使 用 材 料
諸雑費率

（％）橋りょう世話役 普通作業員
無収縮モルタル（ｍ3）

プレミックスタイプ

0.1 1.1 0.07 9
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９．床版工（ＰＣコンポ桁のみ）

　床版工とは，型枠工，鉄筋工，コンクリート工，養生工，の一連作業で，その内訳は次のとおりである。

　９－１　型枠工

　床版の張出部及び端面部の型枠製作ならびに設置・撤去作業であり，型枠工歩掛は次表を標準とする。

　９－２　鉄筋工

　床版部の鉄筋加工・組立作業（現場内小運搬を含む）である。

　鉄筋工は，市場単価により別途計上する。

　９－３　コンクリート工

　床版にコンクリートを打設する作業である。

　コンクリート工は「第Ⅱ編第４章①コンクリート工」による。

　９－４　養生工

　床版コンクリート打設後の養生作業である。

　養生工は「第Ⅳ編第７章⑤鋼橋床版工」による。

10．架設工程割合

 （１）架設工程の割合

　架設桁の架設工程の割合は次表を標準とし，架設条件等により日当り架設能力を補正するものとする。

 （注 ） 諸雑費は型枠用合板，正割材，正角材，インサート，ボルト，はく離剤，セパレータ，フォー

ムタイ，パイプの損料及び張出床版部足場等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗

じた額を上限として計上する。

表９．１ 型枠工歩掛 （100ｍ2当り）

編　成　人　員（人） 諸雑費率

（％）土木一般世話役 型わく工 普通作業員

12.1 26.8 11.6 28

 （注 ）プレキャストセグメント桁の架設において，上記１～３の作業が主桁組立工に含まれるので，プレキャストセ

グメント桁を架設桁で架設する場合は，次の補正率を日当り架設能力に乗じるものとする。

　　　　補正率＝1.33［100／（100－9.4－12.5－3.1）］

表10．１ 架設桁の架設工程割合

工　　　　程 時間の率（％）

1  桁 ジ ャ ッ キ ア ッ プ

2  桁 横 取 り

3  重 量 台 車 上 に ジ ャ ッ キ お ろ し

4  重 量 台 車 に よ る 運 搬

5  桁 前 部 を 架 設 桁 一 吊 枠 に 盛 か え

6  桁 後 部 を 架 設 桁 一 吊 枠 に 盛 か え

7  吊 お ろ し

8  横 取 り

9  据 付 け

9.4

12.5

3.1

6.3

15.6

12.5

3.1

12.5

25.0

計 100.0
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11．内訳書及び単価表

　 （１）ＰＣ桁材料費１本当り単価表

　 （２）ＰＣ板材料費（ＰＣコンポ桁のみ）１枚当り単価表

　 （３）トラッククレーンによるＰＣ桁架設10本当り単価表

　 （４）小運搬（重量台車による方法）内訳書

　 （５）重量台車による小運搬費10本当り単価表

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　　　要

Ｐ Ｃ 桁 本 1

諸 雑 費 式 1

計

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　　　要

Ｐ Ｃ 板 枚 1

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 1 2 0

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表3.1,表3.2,表3.3

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　　　　〃

普 通 作 業 員 〃 　　　　〃

ト ラ ッ ク ク レ ー ン
油圧伸縮ジブ型

○○ｔ吊
日 　　　　〃　,機械賃料

諸 雑 費 式 1

計

 （注）機械器具損料は，横取り引出し設備，軌道設備，橋梁用架設工具について計上する。

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　　　要

台車による小運搬費 本

軌 道 工 ｍ

機 械 器 具 損 料 供用日

計

コード番号 Ｓ 6 1 4 2

 （注）Ｗ：桁１本当り質量（ｔ）

　　　Ｎ：１日当り小運搬質量（ｔ／日）

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表3.4 1×10本×Ｗ／Ｎ

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃　8×10本×Ｗ／Ｎ

普 通 作 業 員 〃 　〃　5×10本×Ｗ／Ｎ

特 殊 作 業 員 〃
表3.4 1×10本×Ｗ／Ｎ

（必要に応じ計上）

諸 雑 費 式 1 表3.4

計
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　 （６）機械器具損料供用１日当り単価表（重量台車による桁小運搬）

　 （７）ネームプレート（ＰＣ橋用）１枚当り単価表

　 （８）架設桁による主桁架設　内訳書

　 （９）主桁架設10本当り単価表

コード番号 Ｓ 6 1 2 2

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　　　要

横取引出し設備損料 供用日 1

軌 道 設 備 損 料 供用日 必要量を計上

橋梁用架設工具損料 供用日 1

諸 雑 費 式 1

計

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　　　要

橋 歴 板 ＰＣ橋用 枚 1

諸 雑 費 式 1

計

細　　　別 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　　　要

主 桁 架 設 本

架設機械据付・解体 回 1

架 設 機 械 移 動 回

軌 道 設 置 ・ 撤 去 ｍ

ア ン カ ー 工 箇所

架 設 機 械 器 具 経 費 供用日 1

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 1 2 4

 （注）Ｗ：桁１本当り質量

　　　Ｎ：１日当り架設質量

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表4.1　1×10本×Ｗ/Ｎ

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃　 6×10本×Ｗ/Ｎ

普 通 作 業 員 〃 　〃　 3×10本×Ｗ/Ｎ

諸 雑 費 式 1

計
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　 （10）架設機械据付・解体１回当り単価表

　 （11）架設機械移動１回当り単価表

　 （12）軌道設置・撤去10ｍ当り単価表

　 （13）アンカー工１箇所当り単価表

コード番号 Ｓ 6 1 4 4

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表4.2

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

ラフテレーンクレーン

油圧伸縮ジブ型・排出

ガス対策型（第2次基準

値）50ｔ吊

日 　〃　,機械賃料

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 1 2 6

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表4.3

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 1 2 7

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表4.4

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 1 2 8

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表4.5

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

枕 木 2.1×0.14×0.2ｍ 本 　〃　　全損

ワ イ ヤ 4号品φ16　Ａ種 ｍ 　〃　　〃

諸 雑 費 式 1

計
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　 （14）架設機械器具経費供用１日当り単価表

　 （15）横組工内訳書

　 （16）鉄筋加工・組立１ｔ当り単価表

　 （17）コンクリート10㎥当り単価表

コード番号 Ｓ 6 1 2 9

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　　　要

架 設 桁 設 備 供用日 表4.1による

桁 吊 装 置 設 備 〃 　〃

横取り・引出し設備 〃 　〃

軌 道 設 備 〃 　〃

諸 雑 費 式 1 表4.6

計

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　　　要

鉄 筋 工 ｔ 単価表（16）

コ ン ク リ ー ト 工 ㎥ 型枠工，養生工含む　単価表（17）

Ｐ Ｃ 工 ｍ グラウト工含む　単価表（19）

緊 張 工 ケーブル 単価表（20）

足 場 工 式 1

防 護 工 〃 1

支 承 据 付 工 ｍ・個 単価表（27），単価表（28），単価表（29）

落 橋 防 止 工 組 単価表（32）

計

コード番号 Ｓ 6 1 3 1

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　　　要

土 木 一 般 世 話 役 人 表5.1

鉄 筋 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

鉄 筋 ｔ 表5.2，式5.1　設計量×(1＋ロス率）

諸 雑 費 式 1 表5.1

計

コード番号 Ｓ 6 1 3 2

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表5.4

特 殊 作 業 員 〃 　〃

型 わ く 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

生 コ ン ク リ ー ト ㎥ 表5.5，式5.2　設計量×（1＋ロス率）

コ ン ク リ ー ト

ポ ン プ 車 運 転
ｈ 表5.3

圧送管組立・撤去費 式 1 単価表(18)　必要に応じて計上

特 別 な 養 生 工 〃 1 必要に応じて計上

諸 雑 費 〃 1 表5.4

計
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　 （18）圧送管組立・撤去費10㎥当り単価表

　 （19）ＰＣ工ケーブル100ｍ当り単価表

　 （20）緊張工10ケーブル当り単価表

　 （21）機械器具損料１工事当り単価表

　 （22）桁下足場工（ポストテンション・プレテンション桁）１㎡当り単価表

コード番号 Ｓ 1 9 1 1

 （注）Ｌはコンクリートポンプ車から作業範囲30ｍを超えた部分の圧送管延長とする。

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　　　要

普 通 作 業 員 人 0.46×Ｌ/40

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 1 3 4

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表5.6

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

Ｐ Ｃ ケ ー ブ ル ㎏ 表5.7，式5.3　設計量×(1＋ロス率）×単位質量

諸 雑 費 式 1 表5.6

計

コード番号 Ｓ 6 1 3 5

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表5.8

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

定 着 装 置 緊張側（緊張用） 組

定 着 装 置
固定側（緊張用

又は固定用）
〃

諸 雑 費 式 1 表5.8

計

コード番号 Ｓ 6 1 3 9

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　　　要

緊張ジャッキ・ポンプ 供用日 表5.9

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 1 4 5

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　　　要

橋 り ょ う 特 殊 工 人 5-5-1（1）による

足 場 材 賃 料 月 　〃

諸 雑 費 式 1

計

Ⅳ－7－⑨－22 ②  721



　 （23）側部足場工（スラブ桁橋）１ｍ当り単価表

　 （24）橋台・橋脚回り足場ブラケット工１ｍ当り単価表

　 （25）板張防護工（ＰＣ桁橋）１㎡当り単価表

　 （26）ネット防護工（ＰＣ桁橋）１㎡当り単価表

　 （27）ゴム支承　Ａタイプ（プレテンション床版橋用簡易タイプ）据付10ｍ当り単価表

コード番号 Ｓ 6 1 4 1

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　　　要

橋 り ょ う 特 殊 工 人 5-5-1（2）による

足 場 材 賃 料 月 　〃

諸 雑 費 式 1

計

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　　　要

橋 り ょ う 特 殊 工 人 5-5-1（3）による

足 場 材 賃 料 月 　〃

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 1 4 5

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　　　要

橋 り ょ う 特 殊 工 人 5-5-2（1）による

防 護 材 賃 料 月 　〃

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 1 4 5

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　　　要

橋 り ょ う 特 殊 工 人 5-5-2（3）による

防 護 材 賃 料 月 　〃

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 1 4 7

 （注）Ｎ：日当り施工数量（ｍ／日）

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 　 ×1 表6.2

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　 ×2 　〃

普 通 作 業 員 〃 　 ×2 　〃

ゴ ム 支 承 ㎡ 支承幅（ｍ）×10ｍ

無 収 縮 モ ル タ ル ㎥ 必要数量計上

諸 雑 費 式 1 表6.4

計

10

Ｎ

10

Ｎ

10

Ｎ
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　 （28）ゴム支承　Ａタイプ（パッドタイプ）据付10個当り単価表

　 （29）ゴム支承　Ｂタイプ据付10個当り単価表

　 （30）ジョイントプロテクター（材料費）１組当り単価表

　 （31）変位制限装置（材料費）１組当り単価表

コード番号 Ｓ 6 1 4 6

 （注）Ｎ：日当り施工数量（個／日）

名　　　称 規　　　格 単位 数量 摘　　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 　 ×1 表6.2

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　 ×2 　〃

普 通 作 業 員 〃 　 ×2 　〃

ゴ ム 支 承 個 10

無 収 縮 モ ル タ ル ㎥ 必要数量計上

諸 雑 費 式 1 表6.4

計

10

Ｎ

10

Ｎ

10

Ｎ

コード番号 Ｓ 6 1 4 8

 （注）Ｎ：日当り施工数量（個／日）

名　　　称 規　　　格 単位 数量 摘　　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 　 ×1 表6.2

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　 ×2 　〃

普 通 作 業 員 〃 　 ×2 　〃

ゴ ム 支 承 個 10

無 収 縮 モ ル タ ル ㎥ 必要数量計上

ラフテレーンクレーン賃料

油圧伸縮ジブ型・排

出ガス対策型（第2次

基準値）25ｔ吊

日 表6.1

諸 雑 費 式 1 表6.4

計

10

Ｎ

10

Ｎ

10

Ｎ

10

Ｎ

名　　　称 規　　　格 単位 数量 摘　　　　　要

ジョイントプロテクター 組 1

諸 雑 費 式 1

計

名　　　称 規　　　格 単位 数量 摘　　　　　要

変 位 制 限 装 置 組 1

諸 雑 費 式 1

計
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　 （32）落橋防止装置据付10組当り単価表

　 （33）PC板支承工両側100ｍ当り単価表

　 （34）PC板仮置工100枚当り単価表

コード番号 Ｓ 6 1 4 9

 （注）Ｎ：日当り施工数量（組／日）

名　　　称 規　　　格 単位 数量 摘　　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 　 ×1 表7.2

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　 ×3 　〃

普 通 作 業 員 〃 　 ×1 　〃

ラ フ テ レ ー ン

ク レ ー ン 賃 料

油圧伸縮ジブ型・排

出ガス対策型（第2次

基準値）25ｔ吊

日 表7.1

落 橋 防 止 装 置 組 10

諸 雑 費 式 1 表7.3

計

10

Ｎ

10

Ｎ

10

Ｎ

10

Ｎ

名　　　称 規　　　格 単位 数量 摘　　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表8.1

普 通 作 業 員 〃 　〃

支 承 工 用 目 地 材 10×15㎜ ｍ 　〃

無 収 縮 モ ル タ ル m3 　〃

諸 雑 費 式 1 　〃

計

名　　　称 規　　　格 単位 数量 摘　　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表8.3

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

ラフテレーンクレーン

油圧伸縮ジブ型・排

出ガス対策型（第2次

基準値）25ｔ吊

日 　〃　,機械賃料

諸 雑 費 式 1

計
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　 （35）PC板敷設工10枚当り単価表

　 （36）継目工100ｍ当り単価表

　 （37）型枠工（PCコンポ　床版工）100ｍ2当り単価表

　 （38）機械運転単価表

名　　　称 規　　　格 単位 数量 摘　　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表8.4

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

Ｐ Ｃ 板 枚 10

ラフテレーンクレーン

油圧伸縮ジブ型・排

出ガス対策型（第2次

基準値）25ｔ吊

日 表8.4　,機械賃料

諸 雑 費 式 1

計

名　　　称 規　　　格 単位 数量 摘　　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表8.5

普 通 作 業 員 〃 　〃

無 収 縮 モ ル タ ル m3 　〃

諸 雑 費 式 1 　〃

計

名　　　称 規　　　格 単位 数量 摘　　　　　要

土 木 一 般 世 話 役 人 表9.1

型 わ く 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

諸 雑 費 式 1 　〃

計

 （注）Ｌはコンクリートポンプ車から作業範囲30ｍを超えた部分の圧送管延長とする。

機　械　名 規　　格 適用単価表 指　定　事　項

コンクリートポンプ車

トラック架装・ブーム式

圧送能力90～110㎥/h

トラック架装・配管式

圧送能力90～100㎥/h

機－3

機械損料1→コンクリートポンプ車

（ブーム式90～110㎥／ｈ,配管式90～100㎥/ｈ)

運転労務数量→0.14

機械損料2→コンクリート圧送管

　　　　　 （径125mm)

単位→ｍ・ｈ

数量→Ｌ×１ｈ
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１．適　用　範　囲

　本資料は，ＰＣ橋のうち最大支間長170ｍ以下で，２主桁の場所打片持架設工（斜張橋は除く）を対象とする。

２．施　工　概　要

　施工フローは，下記を標準とする。

３．機	種	の	選	定

　機械・規格は次表を標準とする。

⑩	 ＰＣ橋片持架設工

 （注）本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。

表３．１ 機種の選定

 （注）１．資材吊込とは，支保工，型枠工，鉄筋工及びＰＣ工等の吊込作業とする。

　　　２ ．資材吊込，金属支承据付，作業車据付・解体機械については現場条件によりこれにより難い場

合は，別途考慮する。

　　　３．各機械の歩掛は，各施工歩掛に含まれている。

　　　４．ラフテレーンクレーンは賃料とする。

作 業 種 別 機　械　名 規　　格 摘　要

資 材 吊 込 ラフテレーンクレーン
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

 （第１次基準値）25ｔ

金 属 支 承 据 付 ラフテレーンクレーン
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

 （第１次基準値）45ｔ

作業車組立・解体 ラフテレーンクレーン
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

 （第１次基準値）45ｔ

コンクリート打設 コンクリートポンプ車
トラック架装・ブーム式　圧送能力90～110㎥／ｈ又は

トラック架装・配管式　圧送能力90～100㎥／ｈ
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４．脚　頭　部　工

　脚頭部工については，柱頭部工による。

５．支　　保　　工

　５－１　工法

　工法は，次表を標準とする。

 （注）１ ．支保工工法の選定にあたっては，立地条件，構造条件，工事規模，工期等を考慮し，

それらの諸条件に適合し，かつ安全で経済的なものを選定する。

　　　２ ．側径間部支保工における，くさび結合・支柱支保については，「第Ⅳ編第７章橋梁

工⑭架設支保工」により別途計上する。

　　　３．柱頭部，側径間部及び中央閉合部は，下図のとおりとする。

表５．１ 工法

施　工　場　所 作　業　種　別

柱頭部 ブラケット式
上支保工

本 体 工

中央閉合部 吊 支 保 工

張出床版部 枠組支保工

箱桁内部 枠組支保工

〈ブラケット式支保工〉

（側径間部） （側径間部）（中央閉合部）（柱頭部）

○柱頭部支保工（参考図）

正面図

橋　体　幅 柱頭部施工長

柱頭部

　前面足場工

柱頭部前面足場工

ブラケット上支保工

ブ
ラ
ケ
ッ
ト

　
　
　
本
体
工

ブラケット上支保工

箱桁内部支保工

埋込金物

張出床版支保工 橋　側　足　場

側面図

（柱頭部）
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　５－２　支保工設置・撤去歩掛

　支保工の設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。

 （１）ブラケット式上支保，張出床版部

　支保工空㎥＝着色部断面積×長さ（桁長）

表５．２ 支保工設置・撤去歩掛

 （注）１．上記歩掛は，現場内小運搬作業を含む。

　　　２．ブラケット式本体工の質量は，ブラケット，Ｈ形鋼の質量とする。

　　　３．吊支保工の質量は，鋼材（Ｈ形鋼，Ｉ形鋼，形鋼）とする。

　　　４．側径間部支保工については，「第Ⅳ編第７章橋梁工⑭架設支保工」による。

　　　５ ．ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策

型（第１次基準値）25ｔ吊を標準とする。

　　　　 　ただし，これにより難い場合は，現場条件に適した規格のラフテレーンクレーンを選定することが

出来る。

　　　６ ．諸雑費は，木材，ブラケット，埋込金具，高力ボルト，ＰＣ鋼材，アンカープレート等の費用であ

り，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

　　　７．支保工空ｍ3の算出方法は，下記のとおりとする。

　　　　　○ブラケット式上支保，張出床版部

　　　　　○箱桁内部

　　　　　下図着色部の数量とする。

名　 称
単　

位

柱　頭　部
中　央

閉合部

張　出

床版部

箱　桁

内　部

ブラケット式
吊支保工 枠組支保工

上支保工 本体工

10空㎥

当り
１ｔ当り １ｔ当り

10空㎥

当り

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.4 0.4 0.4 0.1

型 わ く 工 〃 0.4 0.2 － 0.1

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1.3 2.4 2.6 0.5

普 通 作 業 員 〃 1.3 1.6 1.8 0.5

ラフテレーンクレーン

運 転
日 0.3 0.3 0.5 0.1

諸 雑 費 率 ％ 4 25 22 8

柱　頭　部 中央閉合部

橋　体　幅 橋　体　幅

ブラケット式　上支保ブラケット式　本体支保

張出床版部

架設支保，吊支保
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 （２）箱桁内部

　支保工費を算出する場合の支保工空㎥数は，下図の着色部の数量とする。

　５－３　仮設材供用日数

　支保工仮設材の設計供用日数は，次表を標準とする。

　５－４　支保工仮設材損料

　支保工仮設材損料は次表を標準とする。

横断面図

側面図

表５．３ 支保工設計供用日数 （日／１箇所）

 （注）１．支保工仮設材損料は，上表供用日数に施工単位当りの損料を乗じたものとする。

　　　２．柱頭部の施工延長は12ｍを標準とする。

施 工 場 所 作　業　種　別 供用日数

柱　　頭　　部
ブラケット式

上 支 保 工

本 体 工
101

張出床版部・箱桁内部枠組支保工 80

側　径　間　部

くさび結合支保工・

支柱支保工

Ｌ≦ 10 54

10 ＜Ｌ≦ 20 72

20 ＜Ｌ≦ 30 90

箱 桁 内 部 枠 組 支 保 工 64

中 央 閉 合 部
吊　　　  支　　　  保　　　  工 37

張出床版部・箱桁内部枠組支保工 37

表５．４ 支保工仮設材損料

 （注）ブラケット本体及び吊支保損料には修理費及び損耗費を含む。

施 工 場 所 種　　　　類 単　位 損　料（円） 仮設材内訳

柱　　頭　　部 ブラケット式
上支保工 円／ 10 空㎥ 日 145 枠組式仮設材

本 体 工 円／ｔ日 80 Ｈ　 形　 鋼

中 央 閉 合 部 吊　支　保　工 円／ｔ日 171
Ｈ　 形　 鋼

Ｉ 形 鋼 形 鋼

張 出 床 版 部

箱　桁　内　部
枠 組 支 保 工 円／ 10 空㎥ 日 51 枠組式仮設材
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　側径間くさび結合支保工の賃料は，次式の通りとする。

Ｙ＝Ａ・x1+Ｂ・x2・10２

Ａ，Ｂは係数

x1：支柱材，横継材，ブレース材の基本料（１本当り）の合計

x2：支柱材，横継材，ブレース材の１日当り賃料（１本当り）の合計

Y：100空m3当りの仮設材の賃料（円）

　 （有効数字３桁とし，４桁目を四捨五入する）

　また，上述の式に代入する部材の規格及び係数を次表に示す。

 （注）１． １段目：支柱材の規格，２段目：横継材の規格，３段目：ブレース材の規格，４段目：係数 とする。

　　　２．賃料には，張出部支保，橋側足場，養生ネット，作業床，安全通路，昇降設備等を含む。

表５．５ 側径間部くさび結合支保工100空㎥当り仮設材賃料算定のための係数，規格表

側径間部
延長

支保耐力
kN/㎡/（t/㎡）

支保高さ（ｍ）

0.6以上
1.2以下

1.2超え
3.6以下

3.6超え
6.0以下

6.0超え
8.4以下

8.4超え
11.0以下

11.0超え
13.4以下

13.4超え
15.8以下

Ｌ≦10

19.6（2.0）以上

29.4（3.0）未満

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

A:293 ，　B:168 A:182 ，　B:103 A.152 ，　B:85 A:148 ，　B:83 A:128 ，　B:71 A:131 ，　B:73 A:128 ，　B:72

29.4（3.0）以上

39.2（4.0）未満

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 1800
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 1800
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

A:327 ，　B:189 A: 225 ，　B:124 A:190 ，　B:103 A:160 ，　B:92 A:146 ，　B:82 A:144 ，　B:83 A:141 ，　B:82

39.2（4.0）以上

49.0（5.0）未満

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 1800
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

A:342 ，　B:196 A:262 ，　B:138 A195 ，　B:108 A:184 ，　B:101 A:159 ，　B:87 A:160 ，　B:88 A:155 ，　B:86

49.0（5.0）以上

68.6（7.0）未満

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 627
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 1800
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

A:455 ，　B:265 A:304 ，　B:160 A:226 ，　B:127 A:212 ，　B:118 A:191 ，　B:106 A:191 ，　B:106 A:186 ，　B:104

68.6（7.0）以上

78.5（8.0）以下

φ  48.6 × 600
φ  42.7 × 627
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 1800
φ  42.7 × 627
　  2060 ～ 2200

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 627
　  2060 ～ 2200

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 627
　  2060 ～ 2200

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 627
　  2060 ～ 2200

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 627
　  2060 ～ 2200

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 627
　  2060 ～ 2200

A:777 ，　B:364 A:318 ，　B:178 A:236 ，　B:139 A:220 ，　B:128 A:198 ，　B:115 A.196 ，　B:114 A:191 ，　B:112

10＜L≦20

19.6（2.0）以上

29.4（3.0）未満

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

A:293 ，　B:214 A:182 ，　B:131 A:152 ，　B:108 A:148 ，　B:106 A:128 ，　B:90 A:131 ，　B:93 A:128 ，　B:91

29.4（3.0）以上

39.2（4.0）未満

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 1800
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 1800
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

A:327 ，　B:240 A:225 ，　B:158 A:190 ，　B:132 A:160 ，　B:117 A:146 ，　B:105 A:144 ，　B:106 A:141 ，　B:104

39.2（4.0）以上

49.0（5.0）未満

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 1800
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

A:342 ，　B:250 A:262 ，　B:175 A:195 ，　B:138 A:184 ，　B:129 A:159 ，　B:111 A:160 ，　B:112 A:155 ，　B:110

49.0（5.0）以上

68.6（7.0）未満

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 627
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 1800
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

A:455 ，　B:337 A:304 ，　B:204 A:226 ，　B:161 A:212 ，　B:150 A:191 ，　B:135 A:191 ，　B:135 A:186 ，　B:133

68.6（7.0）以上

78.5（8.0）以下

φ  48.6 × 600
φ  42.7 × 627
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 1800
φ  42.7 × 627
　  2060 ～ 2200

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 627
　  2060 ～ 2200

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 627
　  2060 ～ 2200

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 627
　  2060 ～ 2200

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 627
　  2060 ～ 2200

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 627
　  2060 ～ 2200

A:777 ，　B:464 A:318 ，　B:226 A:236 ，　B:176 A:220 ，　B:163 A:198 ，　B:146 A:196 ，　B:146 A:191 ，　B:143

20＜L≦30

19.6（2.0）以上

29.4（3.0）未満

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

A:293 ，　B:275 A:182 ，　B:169 A:152 ，　B:139 A:148 ，　B:136 A:128 ，　B:116 A:131 ，　B:119 A:128 ，　B:117

29.4（3.0）以上

39.2（4.0）未満

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 1800
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 1800
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 1176
　  1510 ～ 1650

A:327 ，　B:309 A:225 ，　B:203 A:190 ，　B:170 A:160 ，　B:151 A:146 ，　B:135 A:144 ，　B:136 A:141 ，　B:134

39.2（4.0）以上

49.0（5.0）未満

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 1800
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

A:342 ，　B:322 A:262 ，　B:226 A:195 ，　B:177 A:184 ，　B:166 A:159 ，　B:143 A:160 ，　B:145 A:155 ，　B:141

49.0（5.0）以上

68.6（7.0）未満

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 627
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 1800
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 857
　  1360 ～ 1500

A:455 ，　B:433 A:304 ，　B:263 A:226 ，　B:207 A:212 ，　B:193 A:191 ，　B:173 A:191 ，　B:174 A:186 ，　B:171

68.6（7.0）以上

78.5（8.0）以下

φ  48.6 × 600
φ  42.7 × 627
　  1510 ～ 1650

φ  42.7 × 1800
φ  42.7 × 627
　  2060 ～ 2200

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 627
　  2060 ～ 2200

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 627
　  2060 ～ 2200

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 627
　  2060 ～ 2200

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 627
　  2060 ～ 2200

φ  42.7 × 2400
φ  42.7 × 627
　  2060 ～ 2200

A:777 ，　B:596 A:318 ，　B:291 A:236 ，　B:227 A:220 ，　B:210 A:198 ，　B:188 A:196 ，　B:187 A:191 ，　B:183
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表５．６ 側径間部支柱支保工100空㎥当り仮設材損料表 （円）

 開口部延長（ｍ） 7以下 10以下 13以下

側径間部延長
支保耐力

kN／㎡（t／㎡）

 支保高さ（ｍ）  支保高さ（ｍ）  支保高さ（ｍ）

1.5以上

4.6未満

4.6以上

7.6未満

7.6以上

10.6以下

1.6以上

4.8未満

4.8以上

7.8未満

7.8以上

10.8以下

1.8以上

4.8未満

4.8以上

7.8未満

7.8以上

10.8以下

Ｌ≦10

19.6（2.0）以上

29.4（3.0）未満
109,000 69,900 56,300 90,300 56,900 46,600 103,000 66,800 53,800

29.4（3.0）以上

39.2（4.0）未満
120,000 75,700 60,200 127,000 80,600 65,200 103,000 66,800 53,800

39.2（4.0）以上

49.0（5.0）未満
166,000 106,000 86,400 127,000 80,600 65,200 128,000 83,300 68,800

49.0（5.0）以上

58.8（6.0）以下
166,000 106,000 86,400 159,000 103,000 83,900 151,000 101,000 81,800

10＜Ｌ≦20

19.6（2.0）以上

29.4（3.0）未満
121,000 79,200 64,600 103,000 65,500 54,100 117,000 76,900 62,500

29.4（3.0）以上

39.2（4.0）未満
136,000 86,700 69,600 144,000 92,300 75,500 117,000 76,900 62,500

39.2（4.0）以上

49.0（5.0）未満
186,000 120,000 99,300 144,000 92,300 75,500 144,000 95,300 79,500

49.0（5.0）以上

58.8（6.0）以下
186,000 120,000 99,300 179,000 117,000 96,700 169,000 115,000 94,300

20＜Ｌ≦30

19.6（2.0）以上

29.4（3.0）未満
138,000 92,300 76,100 120,000 77,500 64,400 137,000 91,000 74,300

29.4（3.0）以上

39.2（4.0）未満
157,000 102,000 82,400 166,000 109,000 89,600 137,000 91,000 74,300

39.2（4.0）以上

49.0（5.0）未満
212,000 140,000 117,000 166,000 109,000 89,600 166,000 112,000 94,100

49.0（5.0）以上

58.8（6.0）以下
212,000 140,000 117,000 205,000 137,000 114,000 195,000 135,000 111,000
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　また，仮設材１現場当り修理費及び損耗費は，次式により算出する。

Y=E・x

E は係数

x：H形鋼の１ｔ当り整備費（H形鋼の代表規格はH300とする）

Y：支柱支保工100空m3・１現場当り修理費及び損耗費（円）

　 （有効数字３桁とし，４桁目を四捨五入する）

　また，上述の式に代入する係数は次表とする。

表５．７ 支柱支保工100空㎥  ・  １現場当り修理費及び損耗費 算定係数

開口部延長

 （ｍ）

支保耐力

 kN／㎡（ｔ／㎡）

支保高さ

 （ｍ）

修理費及び損耗費

算定係数Ｅ

7以下

19.6（2.0）以上

29.4（3.0）未満

1.5 以上　 4.6 未満 5.23

4.6 以上　 7.6 未満 2.61

7.6 以上　10.6 以下 1.75

29.4（3.0）以上

39.2（4.0）未満

1.5 以上　 4.6 未満 8.77

4.6 以上　 7.6 未満 4.40

7.6 以上　10.6 以下 2.94

39.2（4.0）以上

49.0（5.0）未満

1.5 以上　 4.6 未満 8.77

4.6 以上　 7.6 未満 4.40

7.6 以上　10.6 以下 2.94

49.0（5.0）以上

58.8（6.0）以下

1.5 以上　 4.6 未満 8.77

4.6 以上　 7.6 未満 4.40

7.6 以上　10.6 以下 2.94

10以下

19.6（2.0）以上

29.4（3.0）未満

1.6 以上　 4.8 未満 8.11

4.8 以上　 7.8 未満 4.11

7.8 以上　10.8 以下 2.78

29.4（3.0）以上

39.2（4.0）未満

1.6 以上　 4.8 未満 8.00

4.8 以上　 7.8 未満 4.09

7.8 以上　10.8 以下 2.76

39.2（4.0）以上

49.0（5.0）未満

1.6 以上　 4.8 未満 8.00

4.8 以上　 7.8 未満 4.09

7.8 以上　10.8 以下 2.76

49.0（5.0）以上

58.8（6.0）以下

1.6 以上　 4.8 未満 8.00

4.8 以上　 7.8 未満 4.09

7.8 以上　10.8 以下 2.76

13以下

19.6（2.0）以上

29.4（3.0）未満

1.8 以上　 4.8 未満 7.60

4.8 以上　 7.8 未満 4.00

7.8 以上　10.8 以下 2.70

29.4（3.0）以上

39.2（4.0）未満

1.8 以上　 4.8 未満 7.60

4.8 以上　 7.8 未満 4.00

7.8 以上　10.8 以下 2.70

39.2（4.0）以上

49.0（5.0）未満

1.8 以上　 4.8 未満 7.60

4.8 以上　 7.8 未満 4.00

7.8 以上　10.8 以下 2.70

49.0（5.0）以上

58.8（6.0）以下

1.8 以上　 4.8 未満 7.60

4.8 以上　 7.8 未満 4.00

7.8 以上　10.8 以下 2.70
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６．支　　承　　工

　６－１　金属支承据付工

　金属支承据付工歩掛は，支承質量により，次表を標準とする。

　６－２　現場塗装工

　現場塗装工は，亜鉛メッキ仕様以外の金属支承を現場で塗装する歩掛で，主桁架設終了後，下塗りのみで据

付けられた支承に中塗り，上塗りをする作業である。

表６．１ 金属支承据付工歩掛 （１個当り）

 （注）１．上記歩掛に，無収縮モルタル充填等の作業は含まれる。

　　　２．支承据付材料（無収縮モルタル等）を別途計上する。

　　　３ ．ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策

型（第１次基準値）45ｔ吊を標準とする。ただし，これにより難い場合は，現場条件に適した規格の

ラフテレーンクレーンを選定することが出来る。

名　　　称
単

位

支　　　承　　　質　　　量

4ｔ未満 4ｔ以上10ｔ未満 10ｔ以上17ｔ未満

橋 り ょ う 世 話 役 人 1.2 1.4 1.5

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 4.0 5.3 6.6

型 わ く 工 〃 1.8 2.8 3.7

普 通 作 業 員 〃 3.5 5.0 6.5

ラフテレーンクレーン

運 転
日 0.7 1.1 1.5

表６．２ 現場塗装工歩掛 （支承１ｔ当り）

 （注）１．塗装は２回塗り（中塗り，上塗り）とする。

　　　２ ．諸雑費は，塗料，希釈剤，刷毛，ウエス等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を

乗じた金額を上限として計上する。

名　　　称 単位
本　支　承

17ｔ未満

橋 り ょ う 塗 装 工 人 0.4

諸 雑 費 率 ％ 10
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　６－３　柱頭部仮固定工

　　６－３－１　柱頭部仮支承工

　柱頭部仮支承工は，鉄筋加工組立，型枠製作・設置・撤去，ラフテレーンクレーンによるコンクリート打

設，仮支承とりこわし及び撤去作業で，歩掛は次表を標準とする。

　　６－３－２　コンクリート使用量

　コンクリート使用量は，次式による。

　使用量（ｍ3）＝設計量（ｍ3）×（１＋Ｋ）…式6.1　　Ｋ：ロス率

　　６－３－３　剛結工

　橋脚と柱頭部をＰＣ鋼棒で緊結する作業である。

 （１）ＰＣ鋼棒工

　「11-1　ＰＣ鋼棒工」による。

 （２）ＰＣ鋼棒継手工

　「11-2　ＰＣ鋼棒継手工」による。

 （３）ＰＣ鋼棒定着工

　「11-3　ＰＣ鋼棒定着工」による。

 （４）ＰＣ鋼棒緊張工

　「11-4　ＰＣ鋼棒緊張工」による。

 （注）１．上記歩掛には，現場内小運搬作業は含まれる。

　　　２．上記歩掛には，はく離剤塗布及びケレン作業を含む。

　　　３．コンクリート打設については，ラフテレーンクレーンによる打設を標準とする。

　　　４．コンクリート殻処理費は，別途計上する。

　　　５ ．ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，油圧伸縮ジブ型・

排出ガス対策型（第１次基準値）25ｔ吊を標準とする。ただし，これにより難い場合は，

現場条件に適した規格のラフテレーンクレーンを選定することが出来る。

　　　６ ．諸雑費は，組立結束線，スペーサ，型枠用合板，さん木，角材，釘，型枠油，はく離

剤，チゼルの損耗費，異形棒鋼等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金

額を上限として計上する。

表６．３ 柱頭部仮支承工歩掛　　　　　（コンクリート10㎥当り）

名　　　　称 単位 数量

土 木 一 般 世 話 役 人 16.0

特 殊 作 業 員 〃 22.8

鉄 筋 工 〃  4.8

型 わ く 工 〃  7.2

普 通 作 業 員 〃 23.9

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン

運 転
日  1.2

諸 雑 費 率 ％ 6

表６．４ ロス率（Ｋ）

ロス率 ＋0.02
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 （５）ＰＣ鋼棒解放工

　ＰＣ鋼棒解放工歩掛は，次表を標準とする。

　６－４　側径間部支承据付工（ゴム支承据付工）

　ゴム支承据付工歩掛は，次表を標準とする。

表６．５  ＰＣ鋼棒解放工 （10箇所当り）

名　　　称 単　位
縦締数量

φ 32

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.5

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 3.3

普 通 作 業 員 〃 1.4

 （注）１．ゴム支承は，ラーメン橋側径間部に設置するゴム支承を標準とする。

　　　２ ．上記歩掛にアンカーボルト，アンカーキャップ，スパイラル筋の設置及び無収

縮モルタル充填等の作業は含まれる。

　　　３．支承据付材料（無収縮モルタル等）を別途計上する。

　　　４ ．ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，油圧伸縮ジ

ブ型・排出ガス対策型（第１次基準値）25ｔ吊を標準とする。ただし，これによ

り難い場合は，現場条件に適した規格のラフテレーンクレーンを選定することが

出来る。

表６．６ ゴム支承据付工歩掛 （１個当り）

名　　　称 単　位 数　量

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.4

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1.8

型 わ く 工 〃 0.4

普 通 作 業 員 〃 1.1

ラフテレーンクレーン

運 転
日 0.1
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７．片	持	架	設	工

　７－１　作業車据付・解体工

　作業車据付・解体歩掛は，次表を標準とする。

　７－２　作業車移動・据付工

　作業車の移動・据付歩掛は，次表を標準とする。

　７－３　作業車クライミング工

　作業車クライミング工とは，作業車の下部構造を引上げる作業で，歩掛は次表を標準とする。

　７－４　作業車引戻工

　作業車引戻工は，作業車を解体位置まで引き戻す作業で，歩掛は次表を標準とする。

 （注）１ ．上記労務及びラフテレーンクレーン歩掛は，据付け及び解体の合計であり，構成は

据付け60％，解体40％である。

　　　２．上記歩掛に付属設備等の据付・解体作業は含まれる。

　　　３．作業車据付・解体所要日数は，26日を標準とする。

　　　４． ２台同時据付を標準とする。

　　　５ ． ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，油圧伸縮ジブ型・

排出ガス対策型（第１次基準値）45ｔ吊を標準とする。ただし，これにより難い場合

は，現場条件に適した規格のラフテレーンクレーンを選定することが出来る。

　　　６ ．諸雑費は，作業車付属設備（屋根材料費，床材料費，防護設備費，足場材料費）等

の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

表７．１ 作業車据付・解体歩掛 （１台１回当り）

名　　　称 単　位 数　量

橋 り ょ う 世 話 役 人  9.1

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 61.7

普 通 作 業 員 〃 51.3

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン

運 転
日 13.2

諸 雑 費 率 ％ 35　

 （注 ）諸雑費は，木材，ＰＣ鋼棒，定着具等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金

額を上限として計上する。

表７．２ 作業車移動・据付歩掛 （１台１回当り）

名　　　称 単　位 数　量

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.5

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1.2

普 通 作 業 員 〃 1.5

諸 雑 費 率 ％ 33

表７．３ 作業車クライミング工歩掛 （１台１回当り）

名　　　称 単　位 数　量

橋 り ょ う 世 話 役 人 1.0

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 5.5

普 通 作 業 員 〃 7.0

表７．４ 作業車引戻工歩掛 （10ｍ当り）

名　　　称 単　位 数　量

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.5

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1.1

普 通 作 業 員 〃 1.1
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８．型　　枠　　工

　８－１　鋼製型枠材料費（型枠製品費）

　鋼製型枠材料費（製作費及び塗装費含む）は，共通仮設費及び現場管理費の対象外とする。

　８－２　型枠製作，設置・撤去

　型枠製作，設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。

９．鉄　　筋　　工

　９－１　加工・組立歩掛

　鉄筋加工・組立１ｔ当り歩掛は，次表を標準とする。

 （注）１．上記歩掛には，はく離剤塗布及びケレン作業を含む。

　　　２ ．片持部の外型枠，底型枠は鋼製を，それ以外については木製とする。

　　　　　また，鋼製については設置・撤去のみの歩掛である。

　　　３．鋼製型枠製作費は，別途計上とする。

　　　４ ．ラフテレーンクレーンは賃料を標準とし，ラフテレーンクレーン規格は，油圧伸縮ジブ型・排出

ガス対策型（第１次基準値）25ｔ吊を標準とする。ただし，これにより難い場合は，現場条件に適

した規格のラフテレーンクレーンを選定することが出来る。

　　　５ ．諸雑費は，型枠用合板，さん木，角材，釘，はく離剤等の費用であり，労務費の合計額に上表の

率を乗じた金額を上限として計上する。

表８．１ 型枠製作，設置・撤去歩掛 （10㎡当り）

名　　称
単

位

柱　　頭　　部

側　径　間　部

中 央 閉 合 部

片　　持　　部
柱　頭　部

片　持　部

外 型 枠

底 型 枠

内 型 枠

 （鋼製）

外 型 枠

底 型 枠

内 型 枠 小口型枠

土 木 一 般 世 話 役 人 0.4

型 わ く 工 〃 3.2

普 通 作 業 員 〃 1.6

ラフテレーンクレーン

運 転
日 0.1

諸 雑 費 率 ％ 13

 （注）１．上記歩掛に現場内小運搬作業は含まれる。

　　　２ ．ラフテレーンクレーンは賃料を標準とし，ラフテレーンクレーン規格は，油圧

伸縮ジブ型・排出ガス対策型（第１次基準値）25ｔ吊を標準とする。ただし，こ

れにより難い場合は，現場条件に適した規格のラフテレーンクレーンを選定する

ことが出来る。

　　　３ ．諸雑費は，組立結束線，スペーサ等の費用であり，労務費の合計額に上表の率

を乗じた金額を上限として計上する。

表９．１ 鉄筋加工・組立歩掛 （１ｔ当り）

名　　　　称 単　位 数　量

土 木 一 般 世 話 役 人 0.5

鉄 筋 工 〃 3.4

普 通 作 業 員 〃 1.9

ラフテレーンクレーン

運 転
日 0.2

諸 雑 費 率 ％ 2
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　９－２　鉄筋使用量

　鉄筋の使用量は，次式による。

　使用量（ｔ）＝設計量（ｔ）×（１＋Ｋ）･･･式9.1　　Ｋ：ロス率

10．コンクリート工

　10－１　コンクリートポンプ車打設歩掛

　コンクリートポンプ車による打設は，次表を標準とする。

　10－２　コンクリート使用量

　コンクリート使用量は，次式による。

　使用量（ｍ3）＝設計量（ｍ3）×（１＋Ｋ）･･･式10.1　　Ｋ：ロス率

表９．２ ロス率（Ｋ）

ロス率 ＋0.05

 （注）１．コンクリートポンプ車による打設以外は，別途考慮とする。

　　　２．上記歩掛に表面仕上，散水養生，端面処理，準備及び後片付け作業等を含む。

　　　３．コンクリートの１日当り打設量は40㎥を標準とする。

　　　４ ．配管打設は，100ｍ程度の圧送管組立・撤去労務及び損料を含むものとし，100ｍ以

上の圧送管組立・撤去を必要とする場合は「第Ⅱ編第４章①コンクリート工」の設置・

撤去労務による。

　　　５ ．ブーム打設は，桁下空間が確保でき，打設高さ20ｍ以下，投入水平距離20ｍ以下の

場合に適用する。

　　　６ ．諸雑費は，マット，養生剤，凝結遅延剤，モルタル等の費用であり，労務費の合計

額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

表10．１  コンクリートポンプ車打設歩掛 （10㎥当り）

名　　　　称 単　位 数　量

土 木 一 般 世 話 役 人 0.3

特 殊 作 業 員 〃 1.6

普 通 作 業 員 〃 1.4

コンクリートポンプ車運転 ｈ 1.8

諸 雑 費 率 ％ 8

表10．２ ロス率（Ｋ）

ロス率 ＋0.03
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11．Ｐ　　Ｃ　　工

　11－１　ＰＣ鋼棒工

　ＰＣ鋼棒工は，ＰＣ鋼棒，シースの加工組立，ＰＣ鋼棒挿入及びグラウト材の練混ぜ，注入等の作業で，歩

掛は次表を標準とする。

　11－２　ＰＣ鋼棒継手工

　ＰＣ鋼棒継手工は，緊張されていないＰＣ鋼棒にＰＣ鋼棒を継ぎたす作業（普通継手）又は，緊張されたＰ

Ｃ鋼棒を一次定着（緊張側，固定側共）した後，さらにその鋼棒を継ぎたして行く作業（Ｇ継手）で，歩掛は

次表を標準とする。

　11－３　ＰＣ鋼棒定着工

　ＰＣ鋼棒定着工は，固定側の定着装置を組立て，型枠に取付ける作業であり，歩掛は次表を標準とする。

 （注）１．上記歩掛に現場内小運搬作業は含まれる。

　　　２ ．ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，油圧伸縮ジブ型・排出ガス

対策型（第１次基準値）25ｔ吊を標準とする。ただし，これにより難い場合は，現場条件に適し

た規格のラフテレーンクレーンを選定することが出来る。

　　　３ ．諸雑費は，鋼製シース，グラウト材，ビニルテープ，結束線及びシース棚筋等の費用であり，

労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

表11．１  ＰＣ鋼棒工歩掛 （ＰＣ鋼棒１ｔ当り）

名　　　称 単　位
 φ 26（1B26A，1B26B）  φ 32（1B32A，1B32B）

横・鉛直斜締 縦・横・鉛直斜締

橋 り ょ う 世 話 役 人  1.7  1.6

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 14.9 13.6

普 通 作 業 員 〃 10.0  7.5

ラフテレーンクレーン

運 転
日 0.5

諸 雑 費 率 ％ 7

 （注 ）諸雑費は，グラウトホース，ビニルテープ等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金

額を上限として計上する。

表11．２  ＰＣ鋼棒継手工歩掛 （10箇所当り）

名　　　称 単　位

縦　　　締

普通継手　Ｇ継手

 φ 32（1B32A，1B32B）

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.4

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1.4

普 通 作 業 員 〃 0.8

諸 雑 費 率 ％ 6

 （注 ）諸雑費は，グラウトホース，ビニルテープ及び結束線等の費用であり，労務費の合計額に上表の

率を乗じた金額を上限として計上する。

表11．３  ＰＣ鋼棒定着工歩掛 （10箇所当り）

名　　　称 単　位
 φ 26（1B26A，1B26B）  φ 32（1B32A，1B32B）

横・鉛直斜締 縦・横・鉛直斜締

橋 り ょ う 特 殊 工 人 1.2 1.1

諸 雑 費 率 ％ 19
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　11－４　ＰＣ鋼棒緊張工

　ＰＣ鋼棒緊張工は，緊張側の定着装置の取付け及びＰＣ鋼棒の緊張作業で，歩掛は次表を標準とする。

　11－５　ＰＣケーブル工

　　11－５－１　ＰＣケーブル工歩掛

　ＰＣケーブル工は，ＰＣケーブル，シースの加工組立，ＰＣケーブル挿入及びグラウト材の練混ぜ，注入

等の作業で，歩掛は次表を標準とする。

　　11－５－２　ＰＣケーブル使用量

　ＰＣケーブル使用量は，次式による。

　使用量（ｔ）＝設計量（ｔ）×（１＋Ｋ）･･･式11.1　　Ｋ：ロス率

　11－６　ＰＣケーブル定着工

　ＰＣケーブル定着工は，ＰＣケーブルを片引きする場合に固定側の定着装置を組立て，取付ける作業であり，

歩掛は次表を標準とする。

 （注 ）諸雑費は，グラウトホース，ビニルテープ等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額

を上限として計上する。

表11．４  ＰＣ鋼棒緊張工歩掛 （10箇所当り）

名　　　称 単　位
 φ 26（1B26A，1B26B）  φ 32（1B32A，1B32B）

横・鉛直斜締 縦・横・鉛直斜締

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.7 0.8

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 3.3 4.6

普 通 作 業 員 〃 2.0 2.0

諸 雑 費 率 ％ 4

 （注）１．上記歩掛に，現場内小運搬作業は含まれる。

　　　２ ．ラフテレーンクレーンは賃料を標準とし，ラフテレーンクレーン規格は，油圧伸縮ジブ型・排出

ガス対策型（第１次基準値）25ｔ吊を標準とする。ただし，これにより難い場合は，現場条件に適

した規格のラフテレーンクレーンを選定することが出来る。

　　　３ ．諸雑費は，シース，グラウト材，ビニルテープ，結束線及びシース棚筋等の費用であり労務費の

合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

表11．５  ＰＣケーブル工歩掛 （ケーブル１ｔ当り）

名　　　称 単　位

縦　　　　締 横　　　　締

1,900kN(195ｔ)型(12S12.4A)

2,200kN(225ｔ)型(12S12.7B)

570kN(60ｔ)型(1S21.8)

750kN(80ｔ)型(12W7B)

橋 り ょ う 世 話 役 人 4.4 4.6

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 23.3 21.5

普 通 作 業 員 〃 17.3 17.8

ラフテレーンクレーン

運 転
日 0.6

諸 雑 費 率 ％ 15

表11．６ ロス率（Ｋ）

ロス率 ＋0.06

 （注 ）諸雑費は，定着部型枠，グラウトホース，ビニルテープ等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じ

た金額を上限として計上する。

表11．７  ＰＣケーブル定着工歩掛 （10箇所当り）

名　　称 単位

縦　　　締 横　　　締

1,900kN(195ｔ)型(12S12.4A)

2,200kN(225ｔ)型(12S12.7B)
570kN(60ｔ)型(1S21.8) 750kN(80ｔ)型(12W7B)

橋りょう特殊工 人 3.0 1.2 2.1

諸 雑 費 率 ％ 18 41
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　11－７　ＰＣケーブル緊張工

　ＰＣケーブル緊張工は，緊張側の定着装置の組立，取付け及びＰＣケーブルの緊張作業で，歩掛は次表を標

準とする。

12．足場及び防護工

　足場及び防護工等は，次式とする。

Ｍ：施工費

Ｓ：損料係数（表12.1 ～ 表12.4）

Ｘ：供用総月数

ｍ：１工事での使用回数

Ｎ：歩掛係数（表12.1 ～ 表12.4）

ｙ：橋りょう特殊工単価（円／人）

Ａ：施工量

　12－１　柱頭部足場工

　柱頭部の足場についての歩掛は，次表を標準とする。

　12－２　橋側足場工

　中央閉合部の支保工上に設置する足場で，歩掛は次表を標準とする。

　12－３　橋面手摺工

　橋面手摺についての歩掛は，次表を標準とする。

 （注 ）諸雑費は，定着部型枠，グラウトホース，結束線，ビニルテープ等の費用であり，労務費の合計額に上表の率

を乗じた金額を上限として計上する。

表11．８  ＰＣケーブル緊張工歩掛 （10箇所当り）

名　　称 単位

 縦締（両引き）  縦締（片引き） 横　締

1,900kN(195ｔ)型(12S12.4A)

2,200kN(225ｔ)型(12S12.7B)

570kN(60ｔ)型

(1S21.8)

750kN(80ｔ)型

(12W7B)

橋りょう世話役 人 1.1 1.5 0.7 1.1

橋りょう特殊工 〃 6.6 8.7 3.1 5.0

普 通 作 業 員 〃 3.0 5.3 1.8 2.1

諸 雑 費 率 ％ 6 13

Ｍ＝　　　　 ＋Ｎｙ　×Ａ
ＳＸ

ｍ

 （注）上記歩掛は，橋側足場を含む。

表12．１ 柱頭部足場工　　　　　　　　　　　（柱頭部橋面積１㎡当り）

桁　　　　高 Ｓ Ｎ

柱頭部桁高　6ｍ未満 728 0.36

柱頭部桁高　6ｍ以上 951 0.71

表12．２ 橋側足場工　　　　　　　　（施工延長１ｍ当り）

Ｓ Ｎ

510 0.17

表12．３ 橋面手摺工　　　　　　　　（施工延長１ｍ当り）

Ｓ Ｎ

265 0.054
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　12－４　防護工

　防護工歩掛については，次表を標準とする。

13．機	種	の	選	定

　ＰＣ橋片持架設工に使用する機種・規格は，次表を標準とする。

表12．４ 防護工　　（防護面積１㎡当り）

Ｓ Ｎ

55 0.017

 （注）１ ．上表は，PC橋片持架設工における１工事当り（作業車２台同時施工時）に使用する機種・数量を示してお

り，各機種の供用日数は，「13-2」により算定し，計上するものとする。

　　　　　商用電源を使用せず発動発電機を使用する場合は，発動発電機を計上する。

　　　２．PC工の数量については，「13-1」による。

表13．１ 機種の選定 （１工事当り）

作業種別 機　械　名 規　格
単　

位

数　

量

供
用
日
数

摘　　　要
損　料　額

（円／供用日）

柱 頭 部 仮 支 承 工

コンクリートバイブレータ

（肩掛け（軽便））
台 － － コンクリート工に含む

2,100
コンクリートブレーカ 〃 1 Ｄ

空気圧縮機 〃 1 Ｄ

Ｐ Ｃ 鋼 棒 解 放 工 緊張ジャッキ ・ ポンプ 〃 － － ＰＣ工に含む －

作業者据付・解体工
片持架設用移動作業車 式 1 Ｂ

改造費は別途

持込み台数分計上
別途

場所打桁架設工具 〃 1 Ｃ 8,600

作業者クライミング工 チェーンブロック 5ｔ吊 〃 1 Ｂ 199

主
桁
製
作
用
雑
器
具

型 枠 工
電気丸のこ 台 1 Ａ

241
電気ドリル 〃 1 Ａ

鉄 筋 工

鉄筋切断機 1.5kW 〃 1 Ａ

3,580

鉄筋曲げ機 2.2kW 〃 1 Ａ

鉄筋加工台 〃 1 Ａ

ガス切断機 〃 1 Ａ

電気溶接機 〃 1 Ａ

コンクリート工

コンクリートバイブレータ

（肩掛け（軽便））
〃 6 Ａ

1,810

高圧洗浄機 3.7kW 〃 1 Ａ

Ｐ Ｃ 工

緊張ジャッキ ・ ポンプ 〃 （注）2  Ａ' 別途

グラウトミキサ ・ ポン

プ ・ ウインチ
組 （注）2  Ａ' 5,560

全 体 発動発電機 37/45kVA 台 1 Ａ 発動発電機使用の場合 2,660
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13－１　ＰＣ工における緊張ジャッキ，緊張ポンプ，グラウトミキサ，グラウトポンプ，ウインチの台数は下表を

標準とする。

　　１）使用するケーブルシステムがバーシステムのみの場合

　　２）各種ケーブルシステム混用の場合

 （注 ）グラウトポンプ・ミキサ・ウインチ１組当りの内訳は，ポンプ２台とミキサ１台，ウインチ１台で

ある。

同 時 に 施 工

す る

作業車の台数

使用するＰＣ鋼材の種類
ジャッキ

の種類

ジャッキ

ポンプの

台　　数

グラウトミキサ

・ポンプ・ウイン

チの組数

2

φ 26（1B26A，1B26B）のみ 50 ｔ 4

1
φ 32（1B32A，1B32B）のみ 70 ｔ 4

φ 26（1B26A，1B26B），

φ 32（1B32A，1B32B）混用

50 ｔ 2

70 ｔ 3

4

φ 26（1B26A，1B26B）のみ 50 ｔ 6

2
φ 32（1B32A，1B32B）のみ 70 ｔ 6

φ 26（1B26A，1B26B），

φ 32（1B32A，1B32B）混用

50 ｔ 3

70 ｔ 4

 （注 ）グラウトポンプ・ミキサ・ウインチ１組当りの内訳は，ポンプ２台とミキサ１台，ウ

インチ１台である。

同 時 に 施 工

す る

作業車の台数

使用する

ＰＣ鋼材

の種類数

ジャッキ・

ポンプの台数

グラウトミキサ

・ポンプの組数

2

2

縦 2

1

横
1

鉛直

3

縦 2

横
1

鉛直

4

2

縦 4

2

横
2

鉛直

3

縦 4

横
2

鉛直
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　13－２　供用日数

Ａ：主桁製作用雑器具

閉合部施工日数

Ａ’：ＰＣ工用機器

最終中央閉合部施工日数

Ｂ：片持架設用移動作業車延供用日数＝ 52 ×Ｐ＋１ブロック当り施工日数×ｎ＋Ｓ（必要な場合計上）

Ｐ：橋脚数

ｎ：総施工ブロック数

Ｓ：片持架設用移動作業車引戻日数＝ｎ× 0.18

　　 （小数点以下切上げ）

計算例　Ａ’：ＰＣ工用機器

供用日数＝23日 ＋ 263日／2台 ＋ 54日 ＋ 37日

　　　　＝245.5日 ≒246日

　　　　Ｂ：片持架設用移動作業車延供用日数

供用日数＝52 ×１橋脚 ＋ 13日 ×16ブロック ＋（16ブロック× 0.18）

　　　　＝262.9日 ≒263日

Ｃ：場所打桁架設工具供用日数＝片持架設用移動作業車据付・解体日数＋１×移動回数

Ｄ：仮支承撤去日数

　また，各工程標準施工日数は，下表のとおりとする。

　13－３　諸雑費

　諸雑費は，電力に関する経費であり，機械器具損料の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。

　なお，機械器具損料に片持架設用移動作業車改造費は含まない。

供用日数＝最初柱頭部施工日数＋ 　　　　　　　　　　　　　　 ＋最終側径間部施工日数＋最終中央
Ｂ

片持架設用移動作業車台数

供用日数＝最初柱頭部施工日数（23日）＋ 　　　　　　　　　　　　　　 ＋最終側径間部施工日数＋
Ｂ

片持架設用移動作業車台数

 （注）１ ．PC工用機器（緊張ジャッキ・ポンプ，グラウトミキサ，グラウトポンプ，ウインチ）

について，柱頭部工及び側径間部の施工日数は（　）内の日数とする。

　　　２．柱頭部の施工延長は12ｍを標準とする。

作　業　種　別

施　工　日　数

作業車２台同時 作業車４台同時

柱　頭　部　施　工  101（23）  202（23）

片持架設用移動作業車

据　 付　・　解 　体

据　付 19 38

解　体 7 14

１ブロック当り施工 13

側 径 間 部 施 工

Ｌ≦ 10 54  108（54）

10 ＜Ｌ≦ 20 72  144（72）

20 ＜Ｌ≦ 30 90  180（90）

中 央 閉 合 部 施 工 37

仮　 支　 承　 撤　 去 12

諸雑費率 （％）

商用電源を使用する場合 １

発動発電機を使用する場合 ４
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14．単　　価　　表

　 （１）柱頭部ブラケット式上支保工，張出床版部・箱桁内

　　　　部枠組支保工10空㎥当り単価表

　 （２）柱頭部ブラケット式本体工，中央閉合部吊支保工１ｔ当り単価表

　 （３）くさび結合支保工（側径間部）100空㎥当り単価表

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表5.2

型 わ く 工 〃 　〃

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

仮 設 材 損 料 枠組支保 10空㎥・日 表5.3

ラフテレーンクレーン

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

 （第１次基準値）

25ｔ吊

日 表5.2,機械賃料

諸 雑 費 式 1 　〃

計

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表5.2

型 わ く 工 〃 　〃

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

仮 設 材 損 料 Ｉ形鋼，Ｈ形鋼，形鋼 ｔ・日 表5.3

ラフテレーンクレーン

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

 （第１次基準値）

25ｔ吊

日 表5.2,機械賃料

諸 雑 費 式 1 　〃

計

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人
 「第Ⅳ編第７章⑭架設支

保工」表3.2

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

ラフテレーンクレーン

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

 （第１次基準値）

25ｔ吊

日 　〃　,機械賃料

く さ び 結 合 支 保

仮 設 材 賃 料

支保耐力kN／㎡（ｔ／㎡）

側径間部延長ｍ

支保高さｍ

空㎥ 表5.5

諸 雑 費 式 1

計
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　 （４）支柱支保工（側径間部）損料100空㎥当り単価表

　 （５）金属支承据付工１個当り単価表

　 （６）現場塗装工　支承１ｔ当り単価表

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人
 「第Ⅳ編第７章⑭架設支

保工」 　表4.1

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　　　　　〃

普 通 作 業 員 〃 　　　　　〃

ラフテレーンクレーン

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

 （2011年規制）

25ｔ吊

日 　　　〃,機械賃料

支 柱 支 保

仮 設 材 損 料

開口部延長ｍ

支保耐力kN／ｍ2（ｔ／㎡）

側径間部延長ｍ

支保高さｍ

空㎥

表5.6，表5.7

 「第Ⅳ編第７章⑭架設支

保工」 　表5.1

諸 雑 費 式 1

計

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表6.1

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

型 わ く 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

支 承 据 付 材 料 式 1 必要数量計上

ラフテレーンクレーン

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

 （第１次基準値）

45ｔ吊

日 表6.1,機械賃料

諸 雑 費 式 1 　

計

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 塗 装 工 人 表6.2

諸 雑 費 式 1 　〃

計
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　 （７）柱頭部仮支承工　コンクリート10㎥当り単価表

　 （８）ＰＣ鋼棒解放工10箇所当り単価表

　 （９）ゴム支承据付工１個当り単価表

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

土 木 一 般 世 話 役 人 表6.3

特 殊 作 業 員 〃 　〃

鉄 筋 工 〃 　〃

型 わ く 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

生 コ ン ク リ ー ト ㎥ 表6.1,表6.4

コンクリート殻処理費 式 1 必要に応じて計上

ラフテレーンクレーン

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

 （第１次基準値）

25ｔ吊

日 表6.3,機械賃料

諸 雑 費 式 1 表6.3

計

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表6.5

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

諸 雑 費 式 1 　

計

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表6.6

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

型 わ く 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

支 承 据 付 材 料 式 1 必要数量計上

ラフテレーンクレーン

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

 （第１次基準値）

25ｔ吊

日 表6.6,機械賃料

諸 雑 費 式 1 　

計
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　 （10）作業車据付・解体工１台１回当り単価表

　 （11）作業車移動据付工１台１回当り単価表

　 （12）作業車クライミング工１台１回当り単価表

　 （13）作業車引戻工10ｍ当り単価表

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表7.1

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

ラフテレーンクレーン

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

 （第１次基準値）

45ｔ吊

日 表7.1,機械賃料

諸 雑 費 式 1 　

計

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表7.2

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

諸 雑 費 式 1 　〃

計

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表7.3

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

諸 雑 費 式 1 　

計

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表7.4

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

諸 雑 費 式 1 　

計
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　 （14）鋼製型枠材料費１㎡当り単価表

　 （15）型枠製作，設置・撤去10㎡当り単価表

　 （16）鉄筋加工・組立１ｔ当り単価表

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

材 料 費 ㎡ 1 　

諸 雑 費 式 1 　

計

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

土 木 一 般 世 話 役 人 表8.1

型 わ く 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

ラフテレーンクレーン

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

 （第１次基準値）

25ｔ吊

日 　〃,機械賃料

諸 雑 費 式 1 　〃

計

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

土 木 一 般 世 話 役 人 表9.1

鉄 筋 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

棒 鋼 ｔ 表9.1,表9.2

ラフテレーンクレーン

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

 （第１次基準値）

25ｔ吊

日 表9.1,機械賃料

諸 雑 費 式 1 　〃

計
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　 （17）コンクリートポンプ車打設10㎥当り単価表

　 （18）圧送管組立・撤去費10㎥当り単価表

　 （19）ＰＣ鋼棒工１ｔ当り単価表

　 （20）ＰＣ鋼棒継手工10箇所当り単価表

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

土 木 一 般 世 話 役 人 表10.1

特 殊 作 業 員 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

生 コ ン ク リ ー ト ㎥ 表10.1,表10.2

コンクリートポンプ車運転 ｈ 表10.1,機械損料

圧送管組立・撤去費 式 1
（18）単価表

必要に応じて計上

諸 雑 費 〃 1 表10.1

計

 （注）Ｌはコンクリートポンプ車から作業範囲100ｍを超えた部分の圧送管延長とする。

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

普 通 作 業 員 人 0.46×Ｌ/40

諸 雑 費 式 1

計

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表11.1

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

Ｐ Ｃ 鋼 棒 φ○○ ｔ 1

ラフテレーンクレーン

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

 （第１次基準値）

25ｔ吊

日 表11.1,機械賃料

諸 雑 費 式 1 　〃

計

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表11.2

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

継 手 装 置 普通・Ｇ継手 組 10

諸 雑 費 式 1 表11.2

計
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　 （21）ＰＣ鋼棒定着工10箇所当り単価表

　 （22）ＰＣ鋼棒緊張工10箇所当り単価表

　 （23）ＰＣケーブル工　ケーブル１ｔ当り単価表

　 （24）ＰＣケーブル定着工10箇所当り単価表

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 特 殊 工 人 表11.3

定 着 装 置 固定側（緊張用又は固定用） 組 10

諸 雑 費 式 1 表11.3

計

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表11.4

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

定 着 装 置 緊張側（緊張用） 組 10

諸 雑 費 式 1 表11.4

計

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表11.5

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

Ｐ Ｃ ケ ー ブ ル ｔ 表11.1,表11.6

ラフテレーンクレーン

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

 （第１次基準値）

25ｔ吊

日 表11.5,機械賃料

諸 雑 費 式 1 　〃

計

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 特 殊 工 人 表11.7

定 着 装 置 固定側（緊張用又は固定用） 組 10

諸 雑 費 式 1 表11.7

計
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　 （25）ＰＣケーブル緊張工10箇所当り単価表

　 （26）柱頭部足場工１㎡当り単価表

　 （27）橋側足場工１ｍ当り単価表

　 （28）橋面手摺工１ｍ当り単価表

　 （29）防護工１㎡当り単価表

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表11.8

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

定 着 装 置 緊張側（緊張用） 組 10

諸 雑 費 式 1 表11.8

計

 （注）供用月数は小数第２位四捨五入，第１位とする。

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 特 殊 工 人 表12.1

足 場 材 損 料 月 　〃

諸 雑 費 式 1

計

 （注）供用月数は小数第２位四捨五入，第１位とする。

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 特 殊 工 人 表12.2

足 場 材 損 料 月 　〃

諸 雑 費 式 1

計

 （注）供用月数は小数第２位四捨五入，第１位とする。

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 特 殊 工 人 表12.3

足 場 材 損 料 月 　〃

諸 雑 費 式 1

計

 （注）供用月数は小数第２位四捨五入，第１位とする。

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

橋 り ょ う 特 殊 工 人 表12.4

防 護 材 損 料 月 　〃

諸 雑 費 式 1

計
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　 （30）機械器具損料　１工事当り単価表

　 （31）機械運転単価表

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

コ ン ク リ ー ト ブ レ ー カ 日 表13.1

空 気 圧 縮 機 〃 　〃

片 持 架 設 用 移 動 作 業 車 〃 　〃

片 持 架 設 用 移 動 作 業 車 改 造 費 台 持込み台数 　〃

場 所 打 桁 架 設 工 具 日 　〃

チ ェ ー ン ブ ロ ッ ク 5ｔ吊 〃 　〃

主 桁 製 作 用 雑 器 具 〃 　〃

緊 張 ジ ャ ッ キ ・ ポ ン プ 〃 　〃

グラウトミキサ・ポンプ・ウインチ 〃 　〃

発 動 発 電 機

排出ガス対策型

 （第１次基準値）

37/45kVA

〃 　〃必要に応じて計上

諸 雑 費 式 1 13-3

計

 （注）Ｌはコンクリートポンプ車から作業範囲100ｍを超えた部分の圧送管延長とする。

名　　　称 規　　格 適用単価表 摘　　要

コンクリートポンプ車

トラック架装・ブーム式

圧送能力90～110㎥／ｈ

トラック架装・配管式

圧送能力90～100㎥／ｈ

機－ 3

運転労務数量→ 0.14

機械損料１→コンクリートポンプ車

トラック架装・ブーム式

圧送能力90～110㎥／ｈ

トラック架装・配管式

圧送能力90～110㎥／ｈ

機械損料２→コンクリート圧送管

　　　　 （径125mm)

単位→ｍ・ｈ

数量→Ｌ×１ｈ
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１．適　用　範　囲

　本資料は，ポストテンション場所打ホロースラブ橋の主桁製作工（場所打固定式支保工法によるＰＣ定着工法）

に適用する。

２．施　工　概　要

　施工フローは，下記を標準とする。

３．施　工　歩　掛

　３－１　コンクリート工

　　３－１－１　機種の選定

　機械・規格は，次表を標準とする。

⑪	 ポストテンション場所打ホロースラブ橋工

図２－１ 施工フロー

 （注）本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。

表３．１ 機種の選定

機  械  名 規　 格 単位 数量 摘　 要

コンクリートポンプ車
トラック架装・ブーム式
圧送能力90～110㎥／h

台 1
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３－１－２ 施工歩掛

コンクリート10ｍ3当りの型枠（Ｒ付含む）の製作・設置・撤去，コンクリート打設，表面仕上，養生，

円筒型枠設置の歩掛は，次表を標準とする。

ただし，次表は早強セメントを使用した場合の施工歩掛である。

なお，次表には型枠等の資材吊込を含む。

表３．２ コンクリート工歩掛 （コンクリート10ｍ3当り）

名 称 規 格 単位 数量 摘 要

土 木 一 般 世 話 役 人 0.9

型 わ く 工 〃 4.4

と び 工 〃 0.2

特 殊 作 業 員 〃 0.6

普 通 作 業 員 〃 3.8

生 コ ン ク リ ー ト m3 10.2 （注）1 

コ ン ク リ ー ト
ポ ン プ 車 運 転

トラック架装・ブーム式
圧送能力90～110m3／h 日 0.06

諸 雑 費 率 ％ 8 
(7)

（注）4，5 

（注）１．生コンクリートのロス率は，＋0.02として上表に含まれている。 

２．円筒型枠の材料費は，必要数量を別途計上する。

３．コンクリートの１日当り打設量は，170ｍ3を標準とする。

４．諸雑費は，型枠用資材，コンクリート養生材，フォームタイ，Ｐコン，鋸損料，ドリル損料，コ

ンクリートバイブレータ損料，散水機損料，資材吊込用クレーン運転費及び電力に関する経費等

の費用であり，労務費，材料費，機械損料及び運転経費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限

として計上する。

５．養生は，養生材の被覆，散水養生，被膜養生程度のものであり，給熱養生等（ジェットヒー

タ，練炭，電気養生等）の特別な養生を必要とする場合の諸雑費率は，（ ）内の値とし，養生

費を別途計上する。

６．架設支保は，「第Ⅳ編第７章⑭架設支保工」により別途計上する。

３－２ 鉄筋工

鉄筋の加工・組立の歩掛は，次表を標準とする。

なお，次表には鉄筋の資材吊込を含む。

表３．３ 鉄筋工歩掛 （１ｔ当り）

名 称 規 格 単位 数量 摘 要

土 木 一 般 世 話 役 人 0.6

鉄 筋 工 〃 3.9

と び 工 〃 0.1

普 通 作 業 員 〃 2.2

棒 鋼 D13～D32 t 1.05 （注）1 

諸 雑 費 率 ％ 6 （注）3 

（注）１．鉄筋の切断等のロス率は,＋0.05として上表に含まれており，スクラッ

プ控除は行わない。

２．ガス圧接が必要な場合は，別途計上する。

３．諸雑費は，結束線，スペーサ，溶接棒，切断機損料，加工機損料，溶接

機損料，鉄筋吊込用クレーン運転費及び電力に関する経費等の費用であ

り，労務費，材料費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上す

る。

４．鉄筋の加工・組立の日当り施工量は，2.1ｔ／日を標準とする。
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３－１－２ 施工歩掛

コンクリート10ｍ3当りの型枠（Ｒ付含む）の製作・設置・撤去，コンクリート打設，表面仕上，養生，

円筒型枠設置の歩掛は，次表を標準とする。

ただし，次表は早強セメントを使用した場合の施工歩掛である。

なお，次表には型枠等の資材吊込を含む。

表３．２ コンクリート工歩掛 （コンクリート10ｍ3当り）

名 称 規 格 単位 数量 摘 要

土 木 一 般 世 話 役 人 0.9

型 わ く 工 〃 4.4

と び 工 〃 0.2

特 殊 作 業 員 〃 0.6

普 通 作 業 員 〃 3.8

生 コ ン ク リ ー ト m3 10.2 （注）1 

コ ン ク リ ー ト
ポ ン プ 車 運 転

トラック架装・ブーム式
圧送能力90～110m3／h 日 0.06

諸 雑 費 率 ％ 8 
(7)

（注）4，5 

（注）１．生コンクリートのロス率は，＋0.02として上表に含まれている。

２．円筒型枠の材料費は，必要数量を別途計上する。

３．コンクリートの１日当り打設量は，170ｍ3を標準とする。

４．諸雑費は，型枠用資材，コンクリート養生材，フォームタイ，Ｐコン，鋸損料，ドリル損料，コ

ンクリートバイブレータ損料，散水機損料，資材吊込用クレーン運転費及び電力に関する経費等

の費用であり，労務費，材料費，機械損料及び運転経費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限

として計上する。

５．養生は，養生材の被覆，散水養生，被膜養生程度のものであり，給熱養生等（ジェットヒー

タ，練炭，電気養生等）の特別な養生を必要とする場合の諸雑費率は，（ ）内の値とし，養生

費を別途計上する。

６．架設支保は，「第Ⅳ編第７章⑭架設支保工」により別途計上する。

３－２ 鉄筋工

鉄筋の加工・組立の歩掛は，次表を標準とする。

なお，次表には鉄筋の資材吊込を含む。

表３．３ 鉄筋工歩掛 （１ｔ当り）

名 称 規 格 単位 数量 摘 要

土 木 一 般 世 話 役 人 0.6

鉄 筋 工 〃 3.9

と び 工 〃 0.1

普 通 作 業 員 〃 2.2

棒 鋼 D13～D32 t 1.05 （注）1 

諸 雑 費 率 ％ 6 （注）3 

（注）１．鉄筋の切断等のロス率は,＋0.05として上表に含まれており，スクラッ

プ控除は行わない。 

２．ガス圧接が必要な場合は，別途計上する。

３．諸雑費は，結束線，スペーサ，溶接棒，切断機損料，加工機損料，溶接

機損料，鉄筋吊込用クレーン運転費及び電力に関する経費等の費用であ

り，労務費，材料費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上す

る。

４．鉄筋の加工・組立の日当り施工量は，2.1ｔ／日を標準とする。
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３－３ ケーブル工

ＰＣケーブル及びシースの切断・組立・挿入，シース内へのグラウト材注入作業の歩掛は，次表を標準とす

る。なお，次表にはＰＣケーブル等の資材吊込を含む。

表３．４ ケーブル工歩掛 （ケーブル100ｍ当り）

ケーブル規格 マルチストランドシステム

摘 要
       単

名称 位

1,900kN 
（195t）型

（12S12.4A）

2,200kN 
（225t）型
（12S12.7B）

2,900kN 
（290t）型

（12S15.2A）

橋りょう世話役 人 1.3 

橋りょう特殊工 〃 6.6

と び 工 〃 0.1

普 通 作 業 員 〃 5.5

P C 鋼 材 kg 910 966 1,374 （注）1 

諸 雑 費 率 ％ 20 （注）2 

（注）１．PCケーブルの切断ロス，つかみ代等のロス率は,＋0.04として上表に含まれており，スクラッ
プ控除は行わない。

２．諸雑費は，鋼製シース，シース組立筋，ビニルテープ，ビニルホース，グラウト材（超低粘性
型），電気溶接機損料，切断機器損料，挿入機器損料，グラウトミキサ損料，グラウトポンプ損
料，グラウト流量計損料，水槽損料，空気圧縮機損料，資材吊込用クレーン運転費及び電力に関
する経費等の費用であり，労務費，材料費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上す
る。

３－４ 緊張工

ＰＣ定着工法の定着部型枠の製作・設置・撤去，定着装置取付，緊張の歩掛は，次表を標準とする。

表３．５ 緊張工歩掛 （両締め 10ケーブル当り）

ケーブル規格
マルチストランドシステム

摘 要

         単
名称 位

1,900kN（195t）型（12S12.4A）
2,200kN（225t）型（12S12.7B）
2,900kN（290t）型（12S15.2A）

橋 り ょ う 世 話 役 人 2.3

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 10.0

型 わ く 工 〃 3.3

普 通 作 業 員 〃 6.4

定 着 装 置 個 緊張側（緊張用）20

諸 雑 費 率 ％ 15 （注）1 

（片締め 10ケーブル当り）

ケーブル規格
マルチストランドシステム

摘 要

         単
名称 位

1,900kN（195t）型（12S12.4A）
2,200kN（225t）型（12S12.7B）
2,900kN（290t）型（12S15.2A）

橋 り ょ う 世 話 役 人 1.9

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 8.3

型 わ く 工 〃 3.4

普 通 作 業 員 〃 5.2

定 着 装 置 個 緊張側（緊張用）10

〃 〃 固定側（緊張用又は固定用）10 （注）2 

諸 雑 費 率 ％ 15 （注）1 

（注）１．諸雑費は，定着部型枠用資材，グリッド筋，緊張ジャッキ・ポンプ損料及び電力に関する経費

等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

２．接続したケーブルを緊張する場合，固定側定着装置は計上しない。

３－３ ケーブル工

ＰＣケーブル及びシースの切断・組立・挿入，シース内へのグラウト材注入作業の歩掛は，次表を標準とす

る。なお，次表にはＰＣケーブル等の資材吊込を含む。

表３．４ ケーブル工歩掛 （ケーブル100ｍ当り）

ケーブル規格 マルチストランドシステム

摘 要
       単

名称 位

1,900kN 
（195t）型

（12S12.4A）

2,200kN 
（225t）型
（12S12.7B）

2,900kN 
（290t）型

（12S15.2A）

橋りょう世話役 人 1.3

橋りょう特殊工 〃 6.6 

と び 工 〃 0.1

普 通 作 業 員 〃 5.5

P C 鋼 材 kg 910 966 1,374 （注）1 

諸 雑 費 率 ％ 20 （注）2 

（注）１．PCケーブルの切断ロス，つかみ代等のロス率は,＋0.04として上表に含まれており，スクラッ
プ控除は行わない。

２．諸雑費は，鋼製シース，シース組立筋，ビニルテープ，ビニルホース，グラウト材（超低粘性
型），電気溶接機損料，切断機器損料，挿入機器損料，グラウトミキサ損料，グラウトポンプ損
料，グラウト流量計損料，水槽損料，空気圧縮機損料，資材吊込用クレーン運転費及び電力に関
する経費等の費用であり，労務費，材料費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上す
る。

３－４ 緊張工

ＰＣ定着工法の定着部型枠の製作・設置・撤去，定着装置取付，緊張の歩掛は，次表を標準とする。

表３．５ 緊張工歩掛 （両締め 10ケーブル当り）

ケーブル規格
マルチストランドシステム

摘 要

         単
名称 位

1,900kN（195t）型（12S12.4A）
2,200kN（225t）型（12S12.7B）
2,900kN（290t）型（12S15.2A）

橋 り ょ う 世 話 役 人 2.3

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 10.0

型 わ く 工 〃 3.3

普 通 作 業 員 〃 6.4

定 着 装 置 個 緊張側（緊張用）20

諸 雑 費 率 ％ 15 （注）1 

（片締め 10ケーブル当り）

ケーブル規格
マルチストランドシステム

摘 要

         単
名称 位

1,900kN（195t）型（12S12.4A）
2,200kN（225t）型（12S12.7B）
2,900kN（290t）型（12S15.2A）

橋 り ょ う 世 話 役 人 1.9

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 8.3

型 わ く 工 〃 3.4

普 通 作 業 員 〃 5.2

定 着 装 置 個 緊張側（緊張用）10

〃 〃 固定側（緊張用又は固定用）10 （注）2 

諸 雑 費 率 ％ 15 （注）1 

（注）１．諸雑費は，定着部型枠用資材，グリッド筋，緊張ジャッキ・ポンプ損料及び電力に関する経費

等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

２．接続したケーブルを緊張する場合，固定側定着装置は計上しない。

３－３ ケーブル工

ＰＣケーブル及びシースの切断・組立・挿入，シース内へのグラウト材注入作業の歩掛は，次表を標準とす

る。なお，次表にはＰＣケーブル等の資材吊込を含む。

表３．４ ケーブル工歩掛 （ケーブル100ｍ当り）

ケーブル規格 マルチストランドシステム

摘 要
       単

名称 位

1,900kN 
（195t）型

（12S12.4A）

2,200kN 
（225t）型
（12S12.7B）

2,900kN 
（290t）型

（12S15.2A）

橋りょう世話役 人 1.3

橋りょう特殊工 〃 6.6

と び 工 〃 0.1

普 通 作 業 員 〃 5.5 

P C 鋼 材 kg 910 966 1,374 （注）1 

諸 雑 費 率 ％ 20 （注）2 

（注）１．PCケーブルの切断ロス，つかみ代等のロス率は,＋0.04として上表に含まれており，スクラッ
プ控除は行わない。

２．諸雑費は，鋼製シース，シース組立筋，ビニルテープ，ビニルホース，グラウト材（超低粘性
型），電気溶接機損料，切断機器損料，挿入機器損料，グラウトミキサ損料，グラウトポンプ損
料，グラウト流量計損料，水槽損料，空気圧縮機損料，資材吊込用クレーン運転費及び電力に関
する経費等の費用であり，労務費，材料費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上す
る。

３－４ 緊張工

ＰＣ定着工法の定着部型枠の製作・設置・撤去，定着装置取付，緊張の歩掛は，次表を標準とする。

表３．５ 緊張工歩掛 （両締め 10ケーブル当り）

ケーブル規格
マルチストランドシステム

摘 要

         単
名称 位

1,900kN（195t）型（12S12.4A）
2,200kN（225t）型（12S12.7B）
2,900kN（290t）型（12S15.2A）

橋 り ょ う 世 話 役 人 2.3

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 10.0

型 わ く 工 〃 3.3

普 通 作 業 員 〃 6.4

定 着 装 置 個 緊張側（緊張用）20

諸 雑 費 率 ％ 15 （注）1 

（片締め 10ケーブル当り）

ケーブル規格
マルチストランドシステム

摘 要

         単
名称 位

1,900kN（195t）型（12S12.4A）
2,200kN（225t）型（12S12.7B）
2,900kN（290t）型（12S15.2A）

橋 り ょ う 世 話 役 人 1.9

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 8.3

型 わ く 工 〃 3.4

普 通 作 業 員 〃 5.2

定 着 装 置 個 緊張側（緊張用）10

〃 〃 固定側（緊張用又は固定用）10 （注）2 

諸 雑 費 率 ％ 15 （注）1 

（注）１．諸雑費は，定着部型枠用資材，グリッド筋，緊張ジャッキ・ポンプ損料及び電力に関する経費

等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

２．接続したケーブルを緊張する場合，固定側定着装置は計上しない。

３－３ ケーブル工

ＰＣケーブル及びシースの切断・組立・挿入，シース内へのグラウト材注入作業の歩掛は，次表を標準とす

る。なお，次表にはＰＣケーブル等の資材吊込を含む。

表３．４ ケーブル工歩掛 （ケーブル100ｍ当り）

ケーブル規格 マルチストランドシステム

摘 要
       単

名称 位

1,900kN 
（195t）型

（12S12.4A）

2,200kN 
（225t）型
（12S12.7B）

2,900kN 
（290t）型

（12S15.2A）

橋りょう世話役 人 1.3

橋りょう特殊工 〃 6.6

と び 工 〃 0.1

普 通 作 業 員 〃 5.5

P C 鋼 材 kg 910 966 1,374 （注）1 

諸 雑 費 率 ％ 20 （注）2 

（注）１．PCケーブルの切断ロス，つかみ代等のロス率は,＋0.04として上表に含まれており，スクラッ
プ控除は行わない。

２．諸雑費は，鋼製シース，シース組立筋，ビニルテープ，ビニルホース，グラウト材（超低粘性
型），電気溶接機損料，切断機器損料，挿入機器損料，グラウトミキサ損料，グラウトポンプ損
料，グラウト流量計損料，水槽損料，空気圧縮機損料，資材吊込用クレーン運転費及び電力に関
する経費等の費用であり，労務費，材料費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上す
る。

３－４ 緊張工

ＰＣ定着工法の定着部型枠の製作・設置・撤去，定着装置取付，緊張の歩掛は，次表を標準とする。

表３．５ 緊張工歩掛 （両締め 10ケーブル当り）

ケーブル規格
マルチストランドシステム

摘 要

         単
名称 位

1,900kN（195t）型（12S12.4A）
2,200kN（225t）型（12S12.7B）
2,900kN（290t）型（12S15.2A）

橋 り ょ う 世 話 役 人 2.3

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 10.0

型 わ く 工 〃 3.3

普 通 作 業 員 〃 6.4

定 着 装 置 個 緊張側（緊張用）20

諸 雑 費 率 ％ 15 （注）1 

（片締め 10ケーブル当り）

ケーブル規格
マルチストランドシステム

摘 要

         単
名称 位

1,900kN（195t）型（12S12.4A）
2,200kN（225t）型（12S12.7B）
2,900kN（290t）型（12S15.2A）

橋 り ょ う 世 話 役 人 1.9

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 8.3

型 わ く 工 〃 3.4

普 通 作 業 員 〃 5.2

定 着 装 置 個 緊張側（緊張用）10

〃 〃 固定側（緊張用又は固定用）10 （注）2 

諸 雑 費 率 ％ 15 （注）1 

（注）１．諸雑費は，定着部型枠用資材，グリッド筋，緊張ジャッキ・ポンプ損料及び電力に関する経費

等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

２．接続したケーブルを緊張する場合，固定側定着装置は計上しない。

３－３ ケーブル工

ＰＣケーブル及びシースの切断・組立・挿入，シース内へのグラウト材注入作業の歩掛は，次表を標準とす

る。なお，次表にはＰＣケーブル等の資材吊込を含む。

表３．４ ケーブル工歩掛 （ケーブル100ｍ当り）

ケーブル規格 マルチストランドシステム

摘 要
       単

名称 位

1,900kN 
（195t）型

（12S12.4A）

2,200kN 
（225t）型
（12S12.7B）

2,900kN 
（290t）型

（12S15.2A）

橋りょう世話役 人 1.3

橋りょう特殊工 〃 6.6

と び 工 〃 0.1

普 通 作 業 員 〃 5.5

P C 鋼 材 kg 910 966 1,374 （注）1 

諸 雑 費 率 ％ 20 （注）2 

（注）１．PCケーブルの切断ロス，つかみ代等のロス率は,＋0.04として上表に含まれており，スクラッ
プ控除は行わない。 

２．諸雑費は，鋼製シース，シース組立筋，ビニルテープ，ビニルホース，グラウト材（超低粘性
型），電気溶接機損料，切断機器損料，挿入機器損料，グラウトミキサ損料，グラウトポンプ損
料，グラウト流量計損料，水槽損料，空気圧縮機損料，資材吊込用クレーン運転費及び電力に関
する経費等の費用であり，労務費，材料費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上す
る。 

３－４ 緊張工

ＰＣ定着工法の定着部型枠の製作・設置・撤去，定着装置取付，緊張の歩掛は，次表を標準とする。

表３．５ 緊張工歩掛 （両締め 10ケーブル当り）

ケーブル規格
マルチストランドシステム

摘 要

         単
名称 位

1,900kN（195t）型（12S12.4A）
2,200kN（225t）型（12S12.7B）
2,900kN（290t）型（12S15.2A）

橋 り ょ う 世 話 役 人 2.3

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 10.0

型 わ く 工 〃 3.3

普 通 作 業 員 〃 6.4

定 着 装 置 個 緊張側（緊張用）20

諸 雑 費 率 ％ 15 （注）1 

（片締め 10ケーブル当り）

ケーブル規格
マルチストランドシステム

摘 要

         単
名称 位

1,900kN（195t）型（12S12.4A）
2,200kN（225t）型（12S12.7B）
2,900kN（290t）型（12S15.2A）

橋 り ょ う 世 話 役 人 1.9

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 8.3

型 わ く 工 〃 3.4

普 通 作 業 員 〃 5.2

定 着 装 置 個 緊張側（緊張用）10

〃 〃 固定側（緊張用又は固定用）10 （注）2 

諸 雑 費 率 ％ 15 （注）1 

（注）１．諸雑費は，定着部型枠用資材，グリッド筋，緊張ジャッキ・ポンプ損料及び電力に関する経費

等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

２．接続したケーブルを緊張する場合，固定側定着装置は計上しない。
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３－５ 接続工

ＰＣ定着工法のケーブル接続の歩掛は，次表を標準とする。

ただし，次表は，モノグリップ型を使用した場合の施工歩掛である。

  ３－５－１ 編成人員

     接続工の日当り編成人員は，次表を標準とする。

表３．６ 日当り編成人員 （人）

名 称 単位 数量

橋りょう世話役 人 1 

橋りょう特殊工 〃 2 

普 通 作 業 員 〃 2 

３－５－２ 日当り施工量

     接続工の日当り施工量は，次表を標準とする。

表３．７ 日当り施工量

作業種別 単位 日当り施工量

接 続 工 組 13 

３－５－３ 諸雑費

表３．８ 諸雑費率 （％）

諸 雑 費 率 9 

(注) 諸雑費は，センタースパイラル，なまし
鉄線，ビニルテープ，シール材，ボル
ト・ナット，グラウトホース，セットハ
ンマー，レンチ，番線カッター及び電力
に関する経費等の費用であり，労務費の
合計額に上表の率を乗じた金額を上限と
して計上する。

３－６ 日当り施工量 

ケーブル組立，グラウト材注入，ケーブル緊張の日当り施工量は，次表を標準とする。

表３．９ 日当り施工量 

ケーブル規格

名称 

標 準 施 工 量 

マルチストランドシステム

1,900kN 
（195t）型
（12S12.4A） 

2,200kN 
（225t）型
（12S12.7B） 

2,900kN 
（290t）型

（12S15.2A） 

ケ ー ブ ル 組 立 （ m ／ 日 ） 150 145 107 

グ ラ ウ ト 材 注 入 （ m ／ 日 ） 490 490 410 

緊 張 ( 両 締 め ) ( ケ ー ブ ル ／ 日 ) 9 

緊 張 ( 片 締 め ) ( ケ ー ブ ル ／ 日 ) 8 
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４．落橋防止装置取付工

　４－１　適用範囲

　本歩掛は，ＰＣ鋼棒又はケーブルによって連結される落橋防止装置の取付けに適用する。

　４－２　機種の選定

　機械・規格は，次表を標準とする。

　４－３　編成人員

　落橋防止装置取付工の日当り編成人員は，次表を標準とする。

　４－４　日当り施工量

　落橋防止装置取付工の日当り施工量は，次表を標準とする。

　４－５　諸雑費

 （注）ラフテレーンクレーンは，賃料とする。

表４．１ 機種の選定

機  械  名 規　 格 単位 台数 摘　 要

ラフテレーンクレーン
油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型（第1次基準値）
25t吊

台 1 資材吊込み，取付け

表４．２ 日当り編成人員 （人）

名　 称 単位 数量

橋りょう世話役 人 1

橋りょう特殊工 〃 2

普 通 作 業 員 〃 2

表４．３ 日当り施工量

作業種別 単位 日当り施工量

落 橋 防 止 装 置
取 付 工

組 4

 （注 ）諸雑費は，補助鉄筋，なまし鉄線，ハンマ

ドリル，レンチ，セットハンマー，番線カッ

ター及び電力に関する経費等の費用であり，

労務費及び機械賃料の合計額に，上表の率を

乗じた金額を上限として計上する。

表４．４ 諸雑費率 （％）

諸 雑 費 率 6
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５．支　　承　　工

　５－１　適用範囲

　本歩掛は，道路橋示方書でいうタイプＢのゴム支承に適用する。

　タイプＡのゴム支承は，「第Ⅳ編第７章⑨ＰＣ橋架設工」により別途計上する。

　金属支承については，「第Ⅳ編第７章③鋼橋架設工」により別途計上する。

　５－２　機種の選定

　機械・規格は，次表を標準とする。

　５－３　編成人員

　支承取付工の日当り編成人員は，次表を標準とする。

　５－４　日当り施工量

　支承取付工の日当り施工量は，次表を標準とする。

　５－５　諸雑費

 （注）１．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。

　　　２．現場条件により，これにより難い場合は別途考慮する。

表５．１ 機種の選定

機  械  名 規　 格 単位 台数 摘　 要

ラフテレーンクレーン
油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型（第1次基準値）
25t吊

台 1 資材吊込み，取付け

 （注 ）支承取付から無収縮モルタル打設までの

作業を含む。

　　 　なお，無収縮モルタルについては，別途

計上する。

表５．２ 日当り編成人員 （人）

名　 称 単位 数量

橋りょう世話役 人 1

橋りょう特殊工 〃 2

普 通 作 業 員 〃 2

表５．３ 日当り施工量

作業種別 単位 日当り施工量

支承取付工 個 3

 （注 ）諸雑費は，型枠用資材，モルタルミキサー，

ハンマードリル及び電力に関する経費等の費

用であり，労務費及び機械賃料の合計額に上

表の率を乗じた金額を上限として計上する。

表５．４ 諸雑費率 （％）

諸 雑 費 率 6
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６．単　　価　　表

　 （１）コンクリート工10㎥当り単価表

　 （２）鉄筋工１ｔ当り単価表

　 （３）円筒型枠材料費１ｍ当り単価表

　 （４）ケーブル工○○kN（○○ｔ）型ケーブル100ｍ当り単価表

コード番号 Ｓ 6 1 6 0

 （注）円筒型枠の材料費は，別途計上する。

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

土 木 一 般 世 話 役 人 表3.2

型 わ く 工 〃 　〃

と び 工 〃 　〃

特 殊 作 業 員 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

生 コ ン ク リ ー ト ㎥ 　〃

コ ン ク リ ー ト
ポ ン プ 車 運 転

トラック架装・ブーム式
圧送能力90～110㎥／h

日
表3.2
機械損料

諸 雑 費 式 1 表3.2

計

コード番号 Ｓ 6 1 6 2

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

土 木 一 般 世 話 役 人 表3.3

鉄 筋 工 〃 　〃

と び 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

棒 鋼 D13～D32 t 　〃

諸 雑 費 式 1 　〃

計

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

円 筒 型 枠 ｍ 1.0
取付バンド・受台・締付けボルトを
含む。

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 1 6 4

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表3.4

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

と び 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

P C 鋼 材 kg 　〃

諸 雑 費 式 1 　〃

計
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　 （５）緊張工○○kN（○○ｔ）型10ケーブル当り単価表

　 （６）接続工○○kN（○○ｔ）型１組当り単価表

　 （７）落橋防止装置取付工１組当り単価表

コード番号 Ｓ 6 1 6 5

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表3.5

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

型 わ く 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

定 着 装 置 個 　〃

諸 雑 費 式 1 　〃

計

コード番号 Ｓ 6 1 6 6

 （注）Ｄ：日当り施工量（組／日）

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

橋 り ょ う 世 話 役 人 1／D×1 表3.6，表3.7

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1／D×2 　　 〃

普 通 作 業 員 〃 1／D×2 　　 〃

接 続 具 組 1

諸 雑 費 式 1 表3.8

計

コード番号 Ｓ 6 1 6 7

 （注）Ｄ：日当り施工量（組／日）

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

橋 り ょ う 世 話 役 人 1／D×1 表4.2，表4.3

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1／D×2 　　 〃

普 通 作 業 員 〃 1／D×2 　　 〃

落 橋 防 止 装 置 組 1

ラフテレーンクレーン
油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型（第1次基準値）
25t吊

日 1／D×1
表4.1，表4.3
機械賃料

諸 雑 費 式 1 表4.4

計
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　 （８）支承工１個当り単価表

　 （９）機械運転単価表

 （注）Ｄ：日当り施工量（個／日）

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

橋 り ょ う 世 話 役 人 1／D×1 表5.2，表5.3

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1／D×2 　　 〃

普 通 作 業 員 〃 1／D×2 　　 〃

ゴ ム 支 承 個 1

無 収 縮 モ ル タ ル ㎥ 必要数量計上

ラフテレーンクレーン
油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型（第1次基準値）
25t吊

日 1／D×1
表5.1，表5.3
機械賃料

諸 雑 費 式 1 表5.4

計

機  械  名 規　 格 適用単価表 指 定 事 項

コンクリートポンプ車
トラック架装・ブーム式
圧送能力90～110㎥／h

機－18
運転労務数量→ 1.00
燃 料 消 費 量→ 99
機械損料数量→ 1.00
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１．適　用　範　囲

　本資料は，ポストテンション場所打箱桁橋の主桁製作工（場所打固定式支保工法によるＰＣ定着工法）に適用す

る。

２．施　工　概　要

　施工フローは，下記を標準とする。

⑫	 ポストテンション場所打箱桁橋工

 （注）本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。

図２－１ 施工フロー
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３．施　工　歩　掛

　３－１　コンクリート工

　　３－１－１　機種の選定

　機械・規格は，次表を標準とする。

　　３－１－２　施工歩掛

　コンクリート10㎥当りの型枠（Ｒ付含む）の製作・設置・撤去，コンクリート打設，表面仕上，養生，中

空部支保設置・撤去の歩掛は，次表を標準とする。

　ただし，次表は，早強セメントを使用した場合の施工歩掛である。

　なお，次表には，型枠等の資材吊込を含む。

表３．１ 機種の選定

機  械  名 規　 格 単位 数量 摘　 要

コンクリートポンプ車
トラック架装・ブーム式
圧送能力90～110㎥／h

台 1

 （注）１．生コンクリートのロス率は，＋0.02として上表に含まれている。

　　　２．コンクリートの１日当り打設量は，170㎥を標準とする。

　　　３ ．諸雑費は，型枠用資材，中空部支保用仮設材損料，コンクリート養生材，鋸損料，ドリル損料，

コンクリートバイブレータ損料，散水機損料，資材吊込用クレーン運転費及び電力に関する経費

等の費用であり，労務費，材料費，機械損料及び運転経費の合計額に上表の率を乗じた金額を上

限として計上する。

　　　４ ．養生は，養生材の被覆，散水養生，被膜養生程度のものであり，給熱養生等の特別な養生を必

要とする場合の諸雑費率は，（　）内の値として，養生費を別途計上する。

　　　５．架設支保は，「第Ⅳ編第７章⑭架設支保工」により別途計上する。

　　　６ ．支承工は，金属支承の場合は「第Ⅳ編第７章③鋼橋架設工」，道路橋示方書でいうゴム支承（タ

イプＡ）の場合は「第Ⅳ編第７章⑨ＰＣ橋架設工」により別途計上する。

　　　　 　ゴム支承（タイプＢ）の場合は，「第Ⅳ編第７章⑪ポストテンション場所打ホロースラブ橋工」

により別途計上する。

表３．２ コンクリート工歩掛 （コンクリート10㎥当り）

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

土 木 一 般 世 話 役 人 1.6

型 わ く 工 〃 10.0

と び 工 〃 0.4

特 殊 作 業 員 〃 1.4

普 通 作 業 員 〃 8.6

生 コ ン ク リ ー ト ㎥ 10.2  （注）1

コンクリートポンプ車運転
トラック架装・ブーム式
圧送能力90～110㎥／h

日  0.06

諸 雑 費 率 式
12

 （10）
 （注）3，4
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３－２ 鉄筋工

鉄筋の加工・組立の歩掛は，次表を標準とする。

表３．３ 鉄筋工歩掛 （１ｔ当り）

名 称 規 格 単位 数量 摘 要

土 木 一 般 世 話 役 人 0.5

鉄 筋 工 〃 4.5

と び 工 〃 0.1

普 通 作 業 員 〃 2.6

棒 鋼 D13～D32 t 1.05 （注）1 

諸 雑 費 率 ％ 7 （注）3 

（注）１．鉄筋の切断ロス率は，＋0.05として上表に含まれておりスクラップ控除はしない。
２．ガス圧接が必要な場合は，別途計上する。
３．諸雑費は，結束線，スペーサ，溶接棒，切断機損料，加工機損料，電気溶接機損
料，鉄筋吊込用クレーン運転費及び電力に関する経費等の費用であり，労務費，材料
費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

４．鉄筋の加工・組立の日当り施工量は，2.2ｔ／日を標準とする。

３－３ ケーブル工

ＰＣケーブル及びシースの切断・組立・挿入，シース内へのグラウト材注入作業の歩掛は，次表を標準とす

る。 

表３．４ ケーブル工歩掛（縦締） （ケーブル100ｍ当り）

ケーブル規格
マルチストランドシステム

摘 要
単

名称 位 1,900kN(195t)型
(12S12.4A)

2,200kN(225t)型
(12S12.7B)

2,900kN(290t)型
(12S15.2A)

橋 りょ う世 話役 人 1.6 1.7 2.2

橋 りょ う特 殊工 〃 7.4 7.8 10.4

と び 工 〃 0.1 0.1 0.2

普 通 作 業 員 〃 5.1 5.5 7.3

P C 鋼 材 kg 910 966 1,374 (注)1 

諸 雑 費 率 ％ 20 19 17 (注)2 
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ない。
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橋 りょ う世 話役 人 1.6 1.7 2.2

橋 りょ う特 殊工 〃 7.4 7.8 10.4

と び 工 〃 0.1 0.1 0.2

普 通 作 業 員 〃 5.1 5.5 7.3

P C 鋼 材 kg 910 966 1,374 (注)1 

諸 雑 費 率 ％ 20 19 17 (注)2 

（注）１．PCケーブルの切断ロス，つかみ代等のロス率は，＋0.04として上表に含まれておりスクラップ控除はし
ない。

２．諸雑費は，鋼製シース，シース組立筋，ビニルテープ，ビニルホース，グラウト材（超低粘性型），電気溶
接機損料，切断機器損料，挿入機器損料，グラウトミキサ損料，グラウトポンプ損料，グラウト流量計損
料，水槽損料，空気圧縮機損料，資材吊込用クレーン運転費及び電力に関する経費等の費用であり，労務
費，材料費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

３－２ 鉄筋工

鉄筋の加工・組立の歩掛は，次表を標準とする。

表３．３ 鉄筋工歩掛 （１ｔ当り）

名 称 規 格 単位 数量 摘 要

土 木 一 般 世 話 役 人 0.5

鉄 筋 工 〃 4.5

と び 工 〃 0.1

普 通 作 業 員 〃 2.6

棒 鋼 D13～D32 t 1.05 （注）1 

諸 雑 費 率 ％ 7 （注）3 

（注）１．鉄筋の切断ロス率は，＋0.05として上表に含まれておりスクラップ控除はしない。
２．ガス圧接が必要な場合は，別途計上する。
３．諸雑費は，結束線，スペーサ，溶接棒，切断機損料，加工機損料，電気溶接機損
料，鉄筋吊込用クレーン運転費及び電力に関する経費等の費用であり，労務費，材料
費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

４．鉄筋の加工・組立の日当り施工量は，2.2ｔ／日を標準とする。

３－３ ケーブル工

ＰＣケーブル及びシースの切断・組立・挿入，シース内へのグラウト材注入作業の歩掛は，次表を標準とす

る。 

表３．４ ケーブル工歩掛（縦締） （ケーブル100ｍ当り）

ケーブル規格
マルチストランドシステム

摘 要
単

名称 位 1,900kN(195t)型
(12S12.4A)

2,200kN(225t)型
(12S12.7B)

2,900kN(290t)型
(12S15.2A)

橋 りょ う世 話役 人 1.6 1.7 2.2

橋 りょ う特 殊工 〃 7.4 7.8 10.4

と び 工 〃 0.1 0.1 0.2

普 通 作 業 員 〃 5.1 5.5 7.3

P C 鋼 材 kg 910 966 1,374 (注)1 

諸 雑 費 率 ％ 20 19 17 (注)2 

（注）１．PCケーブルの切断ロス，つかみ代等のロス率は，＋0.04として上表に含まれておりスクラップ控除はし
ない。

２．諸雑費は，鋼製シース，シース組立筋，ビニルテープ，ビニルホース，グラウト材（超低粘性型），電気溶
接機損料，切断機器損料，挿入機器損料，グラウトミキサ損料，グラウトポンプ損料，グラウト流量計損
料，水槽損料，空気圧縮機損料，資材吊込用クレーン運転費及び電力に関する経費等の費用であり，労務
費，材料費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

３－２ 鉄筋工

鉄筋の加工・組立の歩掛は，次表を標準とする。

表３．３ 鉄筋工歩掛 （１ｔ当り）

名 称 規 格 単位 数量 摘 要

土 木 一 般 世 話 役 人 0.5

鉄 筋 工 〃 4.5

と び 工 〃 0.1

普 通 作 業 員 〃 2.6

棒 鋼 D13～D32 t 1.05 （注）1 

諸 雑 費 率 ％ 7 （注）3 

（注）１．鉄筋の切断ロス率は，＋0.05として上表に含まれておりスクラップ控除はしない。
２．ガス圧接が必要な場合は，別途計上する。
３．諸雑費は，結束線，スペーサ，溶接棒，切断機損料，加工機損料，電気溶接機損
料，鉄筋吊込用クレーン運転費及び電力に関する経費等の費用であり，労務費，材料
費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

４．鉄筋の加工・組立の日当り施工量は，2.2ｔ／日を標準とする。

３－３ ケーブル工

ＰＣケーブル及びシースの切断・組立・挿入，シース内へのグラウト材注入作業の歩掛は，次表を標準とす

る。 

表３．４ ケーブル工歩掛（縦締） （ケーブル100ｍ当り）

ケーブル規格
マルチストランドシステム

摘 要
単

名称 位 1,900kN(195t)型
(12S12.4A)

2,200kN(225t)型
(12S12.7B)

2,900kN(290t)型
(12S15.2A)

橋 りょ う世 話役 人 1.6 1.7 2.2

橋 りょ う特 殊工 〃 7.4 7.8 10.4

と び 工 〃 0.1 0.1 0.2

普 通 作 業 員 〃 5.1 5.5 7.3

P C 鋼 材 kg 910 966 1,374 (注)1 

諸 雑 費 率 ％ 20 19 17 (注)2 

（注）１．PCケーブルの切断ロス，つかみ代等のロス率は，＋0.04として上表に含まれておりスクラップ控除はし
ない。

２．諸雑費は，鋼製シース，シース組立筋，ビニルテープ，ビニルホース，グラウト材（超低粘性型），電気溶
接機損料，切断機器損料，挿入機器損料，グラウトミキサ損料，グラウトポンプ損料，グラウト流量計損
料，水槽損料，空気圧縮機損料，資材吊込用クレーン運転費及び電力に関する経費等の費用であり，労務
費，材料費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

３－２ 鉄筋工

鉄筋の加工・組立の歩掛は，次表を標準とする。

表３．３ 鉄筋工歩掛 （１ｔ当り）

名 称 規 格 単位 数量 摘 要

土 木 一 般 世 話 役 人 0.5

鉄 筋 工 〃 4.5

と び 工 〃 0.1

普 通 作 業 員 〃 2.6

棒 鋼 D13～D32 t 1.05 （注）1 

諸 雑 費 率 ％ 7 （注）3 

（注）１．鉄筋の切断ロス率は，＋0.05として上表に含まれておりスクラップ控除はしない。
２．ガス圧接が必要な場合は，別途計上する。
３．諸雑費は，結束線，スペーサ，溶接棒，切断機損料，加工機損料，電気溶接機損
料，鉄筋吊込用クレーン運転費及び電力に関する経費等の費用であり，労務費，材料
費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

４．鉄筋の加工・組立の日当り施工量は，2.2ｔ／日を標準とする。

３－３ ケーブル工

ＰＣケーブル及びシースの切断・組立・挿入，シース内へのグラウト材注入作業の歩掛は，次表を標準とす

る。 

表３．４ ケーブル工歩掛（縦締） （ケーブル100ｍ当り）

ケーブル規格
マルチストランドシステム

摘 要
単

名称 位 1,900kN(195t)型
(12S12.4A)

2,200kN(225t)型
(12S12.7B)

2,900kN(290t)型
(12S15.2A)

橋 りょ う世 話役 人 1.6 1.7 2.2

橋 りょ う特 殊工 〃 7.4 7.8 10.4

と び 工 〃 0.1 0.1 0.2

普 通 作 業 員 〃 5.1 5.5 7.3

P C 鋼 材 kg 910 966 1,374 (注)1 

諸 雑 費 率 ％ 20 19 17 (注)2 

（注）１．PCケーブルの切断ロス，つかみ代等のロス率は，＋0.04として上表に含まれておりスクラップ控除はし
ない。

２．諸雑費は，鋼製シース，シース組立筋，ビニルテープ，ビニルホース，グラウト材（超低粘性型），電気溶
接機損料，切断機器損料，挿入機器損料，グラウトミキサ損料，グラウトポンプ損料，グラウト流量計損
料，水槽損料，空気圧縮機損料，資材吊込用クレーン運転費及び電力に関する経費等の費用であり，労務
費，材料費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
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 （注）１ ．PCケーブルの切断ロス，つかみ代等のロス率は，＋0.04として上表に含まれておりスクラップ控除はしな

い。

　　　２ ．諸雑費は，鋼製シース，シース組立筋，ビニルテープ，ビニルホース，グラウト材（超低粘性型），電気

溶接機損料，切断機器損料，挿入機器損料，グラウトミキサ損料，グラウトポンプ損料，グラウト流量計損

料，水槽損料，空気圧縮機損料，資材吊込用クレーン運転費及び電力に関する経費等の費用であり，労務費，

材料費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

表３．５ ケーブル工歩掛（横締） （ケーブル100ｍ当り）

  ケーブル規格

　　　　　 単
名称　　　　 位

シングルストランドシステム バーシステム

摘　要

390kN（40t）型
（1S17.8）

450kN（50t）型
（1S19.3）

570kN（60t）型
（1S21.8）

φ23
（1B23A，1B23B）

φ26
（1B26A，1B26B）

φ32
（1B32A，1B32B）

橋 り ょ う
世 話 役

人 0.7 0.8 0.9

橋 り ょ う
特 殊 工

〃 3.3 3.8 4.5

と び 工 〃 0.1 0.1 0.1

普通作業員 〃 2.3 2.7 3.1

P C 鋼 材 kg 172 201 258 339 434 656 （注）1

諸 雑 費 率 ％ 18 14 13 11 （注）2

 （注）１ ．PCケーブルの切断ロス，つかみ代等のロス率は，＋0.04として上表に含まれておりスクラップ控除はしな

い。

　　　２ ．諸雑費は，鋼製シース，シース組立筋，ビニルテープ，ビニルホース，グラウト材（超低粘性型），電気

溶接機損料，切断機器損料，挿入機器損料，グラウトミキサ損料，グラウトポンプ損料，グラウト流量計損

料，水槽損料，空気圧縮機損料，資材吊込用クレーン運転費及び電力に関する経費等の費用であり，労務費，

材料費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

表３．６ ケーブル工歩掛（鉛直締） （ケーブル100ｍ当り）

  ケーブル規格

　　　　　　　　単
名称　　　　　　　 位

バーシステム
摘　 要

φ23（1B23A，1B23B） φ26（1B26A，1B26B） φ32（1B32A，1B32B）

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.4 0.6 0.8

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1.8 2.5 3.6

と び 工 〃 0.1 0.1 0.1

普 通 作 業 員 〃 1.3 1.8 2.5

P C 鋼 材 kg 339 434 656 （注）1

諸 雑 費 率 ％ 23 18 14 （注）2
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　３－４　緊張工

　ＰＣ定着工法の定着部型枠の製作・設置・撤去，定着装置取付，緊張の歩掛は，次表を標準とする。

表３．７ 緊張工歩掛（縦締） （両締め　10ケーブル当り）

  ケーブル規格

　　　　　　　　　　　 単
名称　　　　　　　　　　　位

マルチストランドシステム

摘　 要
1,900kN（195t）型（12S12.4A）
2,200kN（225t）型（12S12.7B）
2,900kN（290t）型（12S15.2A）

橋 り ょ う 世 話 役 人 1.9

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 11.7

型 わ く 工 〃 3.5

普 通 作 業 員 〃 7.0

定 着 装 置 個 緊張側（緊張用）20

諸 雑 費 率 ％ 16 （注）1

 （注）１ ．諸雑費は，定着部型枠用資材，グリッド筋，緊張ジャッキ・ポンプ損料及び電力に関する経費

等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

　　　２．接続したケーブルを緊張する場合は，固定側定着装置は計上しない。

（片締め　10ケーブル当り）

  ケーブル規格

　　　　　　　　　　　 単
名称　　　　　　　　　　　位

マルチストランドシステム

摘　 要
1,900kN（195t）型（12S12.4A）
2,200kN（225t）型（12S12.7B）
2,900kN（290t）型（12S15.2A）

橋 り ょ う 世 話 役 人 1.3

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 8.6

型 わ く 工 〃 3.4

普 通 作 業 員 〃 4.7

定 着 装 置 個 緊張側（緊張用）10

〃 〃 固定側（緊張用又は固定用）10 （注）2

諸 雑 費 率 ％ 16 （注）1
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 （注 ）諸雑費は，定着部型枠用資材，グリッド筋，緊張ジャッキ・ポンプ損料及び電力に関する経費等の費用であり，

労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

表３．８ 緊張工歩掛（横締） （両締め　10ケーブル当り）

（片締め　10ケーブル当り）

  ケーブル規格

　　　　　　　　 単
名称　　　　　　　 位

シングルストランドシステム バーシステム

摘　 要
390kN（40t）型（1S17.8）
450kN（50t）型（1S19.3）
570kN（60t）型（1S21.8）

φ23（1B23A，1B23B）
φ26（1B26A，1B26B）
φ32（1B32A，1B32B）

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.5 0.6

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 3.0 3.6

型 わ く 工 〃 0.9 1.0

普 通 作 業 員 〃 1.9 2.2

定 着 装 置 個 緊張側（緊張用）20 緊張側（緊張用）20

諸 雑 費 率 ％ 13 12 （注）

  ケーブル規格

　　　　　　　　 単
名称　　　　　　　 位

シングルストランドシステム バーシステム

摘　 要
390kN（40t）型（1S17.8）
450kN（50t）型（1S19.3）
570kN（60t）型（1S21.8）

φ23（1B23A，1B23B）
φ26（1B26A，1B26B）
φ32（1B32A，1B32B）

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.3 0.4

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1.7 2.4

型 わ く 工 〃 0.7 1.0

普 通 作 業 員 〃 0.9 1.3

定 着 装 置 個 緊張側（緊張用）10 緊張側（緊張用）10

〃 〃 固定側（緊張用又は固定用）10 固定側（緊張用又は固定用）10

諸 雑 費 率 ％ 17 14 （注）

 （注 ）諸雑費は，定着部型枠用資材，グリッド筋，緊張ジャッキ・ポンプ損料

及び電力に関する経費等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じ

た金額を上限として計上する。

表３．９ 緊張工歩掛（鉛直締）　　　　　　（片締め　10ケーブル当り）

  ケーブル規格

　　　　　　　　 単
名称　　　　　　　 位

バーシステム

摘　 要
φ23（1B23A，1B23B）
φ26（1B26A，1B26B）
φ32（1B32A，1B32B）

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.3

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 2.0

型 わ く 工 〃 0.8

普 通 作 業 員 〃 1.1

定 着 装 置 個 緊張側（緊張用）10

〃 〃 固定側（緊張用又は固定用）10

諸 雑 費 率 ％ 12 （注）
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３－５ 接続工

ＰＣ定着工法のケーブル接続歩掛（縦締ケーブルに限る）は，「第Ⅳ編第７章⑪ポストテンション場所打

ホロースラブ橋工」に準じ別途計上する。

３－６ 日当り施工量

    ケーブル組立，グラウト材注入，ケーブル緊張の日当り施工量は，次表を標準とする。

表３．10 日当り施工量 

作業区分
ケーブル区分

ケーブル組立
（m／日）

グラウト材注入
（m／日）

緊 張
（本／日）

縦 締 マルチストランド
システム 150 490 両締め 10 

片締め 9 

横 締

シングルストランド
システム 330 860 両締め 20 

片締め 21 

バーシステム 270 700 両締め 17 
片締め 18 

鉛 直 締 バーシステム 130 670 両締め －
片締め 18 

４． 落橋防止装置取付工 

４－１ 適用範囲

    ＰＣ鋼棒又はケーブルによって連結される落橋防止装置の取付けに適用する。

４－２ 機種の選定

    機械・規格は，次表を標準とする。

表４．１ 機種の選定

機 械 名 規 格 単位 台数 摘 要

ラフテレーンクレーン
油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型(第2次基準値)
25t吊

台 1 資材吊込み，取付け

(注) ラフテレーンクレーンは，賃料とする。

４－３ 編成人員

落橋防止装置取付工の日当り編成人員は，次表を標準とする。

表４．２ 日当り編成人員

名 称 単位 数量

橋りょう世話役 人 1 

橋りょう特殊工 〃 3 

普 通 作 業 員 〃 1 

４－４ 日当り施工量

落橋防止装置取付工の日当り施工量は，次表を標準とする。

表４．３ 日当り施工量

日当り施工量 単位 数量

落 橋 防 止 装 置 組 4 

４－５ 諸雑費

表４．４ 諸雑費率 （％）

諸 雑 費 率 3 

(注) 諸雑費は，ハンマドリル，レンチ，セットハンマ及
び電力に関する経費等の費用であり，労務費及び機械
賃料の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計
上する。

３－５ 接続工

ＰＣ定着工法のケーブル接続歩掛（縦締ケーブルに限る）は，「第Ⅳ編第７章⑪ポストテンション場所打

ホロースラブ橋工」に準じ別途計上する。

３－６ 日当り施工量

    ケーブル組立，グラウト材注入，ケーブル緊張の日当り施工量は，次表を標準とする。

表３．10 日当り施工量 

作業区分
ケーブル区分

ケーブル組立
（m／日）

グラウト材注入
（m／日）

緊 張
（本／日）

縦 締 マルチストランド
システム 150 490 両締め 10 

片締め 9 

横 締

シングルストランド
システム 330 860 両締め 20 

片締め 21 

バーシステム 270 700 両締め 17 
片締め 18 

鉛 直 締 バーシステム 130 670 両締め －
片締め 18 

４． 落橋防止装置取付工 

４－１ 適用範囲

    ＰＣ鋼棒又はケーブルによって連結される落橋防止装置の取付けに適用する。

４－２ 機種の選定

    機械・規格は，次表を標準とする。

表４．１ 機種の選定

機 械 名 規 格 単位 台数 摘 要

ラフテレーンクレーン
油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型(第2次基準値)
25t吊

台 1 資材吊込み，取付け

(注) ラフテレーンクレーンは，賃料とする。

４－３ 編成人員

落橋防止装置取付工の日当り編成人員は，次表を標準とする。

表４．２ 日当り編成人員

名 称 単位 数量

橋りょう世話役 人 1 

橋りょう特殊工 〃 3 

普 通 作 業 員 〃 1 

４－４ 日当り施工量

落橋防止装置取付工の日当り施工量は，次表を標準とする。

表４．３ 日当り施工量

日当り施工量 単位 数量

落 橋 防 止 装 置 組 4 

４－５ 諸雑費

表４．４ 諸雑費率 （％）

諸 雑 費 率 3 

(注) 諸雑費は，ハンマドリル，レンチ，セットハンマ及
び電力に関する経費等の費用であり，労務費及び機械
賃料の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計
上する。

３－５ 接続工

ＰＣ定着工法のケーブル接続歩掛（縦締ケーブルに限る）は，「第Ⅳ編第７章⑪ポストテンション場所打

ホロースラブ橋工」に準じ別途計上する。

３－６ 日当り施工量

    ケーブル組立，グラウト材注入，ケーブル緊張の日当り施工量は，次表を標準とする。

表３．10 日当り施工量 

作業区分
ケーブル区分

ケーブル組立
（m／日）

グラウト材注入
（m／日）

緊 張
（本／日）

縦 締 マルチストランド
システム 150 490 両締め 10 

片締め 9 

横 締

シングルストランド
システム 330 860 両締め 20 

片締め 21 

バーシステム 270 700 両締め 17 
片締め 18 

鉛 直 締 バーシステム 130 670 両締め －
片締め 18 

４． 落橋防止装置取付工 

４－１ 適用範囲

    ＰＣ鋼棒又はケーブルによって連結される落橋防止装置の取付けに適用する。

４－２ 機種の選定

    機械・規格は，次表を標準とする。

表４．１ 機種の選定

機 械 名 規 格 単位 台数 摘 要

ラフテレーンクレーン
油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型(第2次基準値)
25t吊

台 1 資材吊込み，取付け

(注) ラフテレーンクレーンは，賃料とする。

４－３ 編成人員

落橋防止装置取付工の日当り編成人員は，次表を標準とする。

表４．２ 日当り編成人員

名 称 単位 数量

橋りょう世話役 人 1 

橋りょう特殊工 〃 3 

普 通 作 業 員 〃 1 

４－４ 日当り施工量

落橋防止装置取付工の日当り施工量は，次表を標準とする。

表４．３ 日当り施工量

日当り施工量 単位 数量

落 橋 防 止 装 置 組 4 

４－５ 諸雑費

表４．４ 諸雑費率 （％）

諸 雑 費 率 3 

(注) 諸雑費は，ハンマドリル，レンチ，セットハンマ及
び電力に関する経費等の費用であり，労務費及び機械
賃料の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計
上する。

３－５ 接続工

ＰＣ定着工法のケーブル接続歩掛（縦締ケーブルに限る）は，「第Ⅳ編第７章⑪ポストテンション場所打

ホロースラブ橋工」に準じ別途計上する。

３－６ 日当り施工量

    ケーブル組立，グラウト材注入，ケーブル緊張の日当り施工量は，次表を標準とする。

表３．10 日当り施工量 

作業区分
ケーブル区分

ケーブル組立
（m／日）

グラウト材注入
（m／日）

緊 張
（本／日）

縦 締 マルチストランド
システム 150 490 両締め 10 

片締め 9 

横 締

シングルストランド
システム 330 860 両締め 20 

片締め 21 

バーシステム 270 700 両締め 17 
片締め 18 

鉛 直 締 バーシステム 130 670 両締め －
片締め 18 

４． 落橋防止装置取付工 

４－１ 適用範囲

    ＰＣ鋼棒又はケーブルによって連結される落橋防止装置の取付けに適用する。

４－２ 機種の選定

    機械・規格は，次表を標準とする。

表４．１ 機種の選定

機 械 名 規 格 単位 台数 摘 要

ラフテレーンクレーン
油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型(第2次基準値)
25t吊

台 1 資材吊込み，取付け

(注) ラフテレーンクレーンは，賃料とする。

４－３ 編成人員

落橋防止装置取付工の日当り編成人員は，次表を標準とする。

表４．２ 日当り編成人員

名 称 単位 数量

橋りょう世話役 人 1 

橋りょう特殊工 〃 3 

普 通 作 業 員 〃 1 

４－４ 日当り施工量

落橋防止装置取付工の日当り施工量は，次表を標準とする。

表４．３ 日当り施工量

日当り施工量 単位 数量

落 橋 防 止 装 置 組 4 

４－５ 諸雑費

表４．４ 諸雑費率 （％）

諸 雑 費 率 3 

(注) 諸雑費は，ハンマドリル，レンチ，セットハンマ及
び電力に関する経費等の費用であり，労務費及び機械
賃料の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計
上する。
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５．単　　価　　表

　 （１）コンクリート工10㎥当り単価表

　 （２）鉄筋工１ｔ当り単価表

　 （３）ケーブル工○○締○○kN（○○ｔ）型ケーブル100ｍ当り単価表

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

土 木 一 般 世 話 役 人 表3.2

型 わ く 工 〃 　〃

と び 工 〃 　〃

特 殊 作 業 員 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

生 コ ン ク リ ー ト ㎥ 　〃

コンクリートポンプ車
運 転

トラック架装・ブーム式
圧送能力90～110㎥／h

日
表3.2
機械損料

諸 雑 費 式 1 表3.2

計

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

土 木 一 般 世 話 役 人 表3.3

鉄 筋 工 〃 　〃

と び 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

棒 鋼 D13～D32 t 　〃

諸 雑 費 式 1 　〃

計

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表3.4～表3.6

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　　 〃

と び 工 〃 　　 〃

普 通 作 業 員 〃 　　 〃

P C 鋼 材 kg 　　 〃

諸 雑 費 式 1 　　 〃

計
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　 （４）緊張工○○締○○kN（○○ｔ）型10ケーブル当り単価表

　 （５）ケーブル緊張工（縦締・横締・鉛直締）10ケーブル当り単価表

　 （６）落橋防止装置取付工１組当り単価表

　 （７）機械運転単価表

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表3.7～表3.9

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　　 〃

型 わ く 工 〃 　　 〃

普 通 作 業 員 〃 　　 〃

定 着 装 置 個 　　 〃

諸 雑 費 式 1 　　 〃

計

 （注）ケーブル10本当りケーブル延長である。

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

ケ ー ブ ル 工 ｍ
単価表（3）
 （注）

緊 張 工 ケーブル 10 単価表（4）

計

 （注）Ｄ：日当り施工量（組／日）

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

橋 り ょ う 世 話 役 人 1/D×1 表4.2，表4.3

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1/D×3 　　 〃

普 通 作 業 員 〃 1/D×1 　　 〃

落 橋 防 止 装 置 組 1

ラフテレーンクレーン

油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型（第2次基準
値）
25t吊

日 1/D×1
表4.1，表4.3
機械賃料

諸 雑 費 式 1 表4.4

計

機  械  名 規　 格 適 用 単 価 表 指 定 事 項

コンクリートポンプ車
トラック架装・ブーム式
圧送能力90～110㎥／h

機－18
運転労務数量→ 1.00
燃 料 消 費 量→ 98
機械損料数量→ 1.01
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１．適　用　範　囲

　本資料は，円筒型枠φ400～900mmのＲＣ場所打ホロースラブ橋工の主桁製作工に適用する。

２．施　工　概　要

　施工フローは，下記を標準とする。

⑬	 ＲＣ場所打ホロースラブ橋工

図２－１ 施工フロー

 （注）本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。
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３．施　工　歩　掛

　３－１　コンクリート工

　　３－１－１　機種の選定

　機械・規格は，次表を標準とする。

　　３－１－２　施工歩掛

　コンクリート10㎥当りの型枠（Ｒ付含む）の製作，設置・撤去，コンクリート打設，表面仕上，養生，円

筒型枠設置の歩掛は，次表を標準とする。

　３－２　鉄筋工

　鉄筋工は，「第Ⅵ編第２章市場単価①－１鉄筋工（太径鉄筋含む）」により別途計上する。

表３．１ 機種の選定

機  械  名 規　 格 単位 数量 摘　 要

コンクリートポンプ車
トラック架装・ブーム式
圧送能力90～110㎥／h

台 1

 （注）１．生コンクリートのロス率は，＋0.02とし上表に含まれている。

　　　２．円筒型枠の材料費は，別途計上する。

　　　３．コンクリートの１日当り打設量は，160㎥を標準とする。

　　　４ ．諸雑費は，型枠用資材（円筒型枠を除く），コンクリート養生材，フォームタイ，Ｐコン，鋸損料，ド

リル損料，コンクリートバイブレータ損料，散水機損料，資材吊込用クレーン運転費及び電力に関する経

費等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

　　　５ ．養生は，養生材の被覆，散水養生，被膜養生程度のものであり，給熱養生等の特別な養生を必要とする

場合の諸雑費率は，（　）内の値とし，養生費を別途計上する。

　　　６．架設支保工は，「第Ⅳ編第７章⑭架設支保工」による。

　　　７ ．支承工は，金属支承の場合，「第Ⅳ編第７章③鋼橋架設工」，道路橋示方書でいうゴム支承（タイプＡ）

の場合，「第Ⅳ編第７章⑨ＰＣ橋架設工」により別途計上する。ゴム支承（タイプＢ）の場合，「第Ⅳ編第

７章⑪ポストテンション場所打ホロースラブ橋工」により別途計上する。

　　　８ ．落橋防止装置取付工は，「第Ⅳ編第７章⑪ポストテンション場所打ホロースラブ橋工」により別途計上

する。

表３．２ コンクリート工歩掛 （コンクリート10㎥当り）

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

土 木 一 般 世 話 役 人 1.0

型 わ く 工 〃 5.1

と び 工 〃 0.2

特 殊 作 業 員 〃 0.8

普 通 作 業 員 〃 5.0

生 コ ン ク リ ー ト ㎥ 10.2  （注）1

コンクリートポンプ車運転
トラック架装・ブーム式
圧送能力90～110㎥／h

h 0.5

諸 雑 費 率 ％
15

 (12）
 （注）4，5
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４．単　　価　　表

　 （１）コンクリート工10㎥当り単価表

　 （２）円筒型枠材料費１ｍ当り単価表

　 （３）機械運転単価表

 （注）円筒型枠の材料費は，別途計上する。

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

土 木 一 般 世 話 役 人 表3.2

型 わ く 工 〃 　〃

と び 工 〃 　〃

特 殊 作 業 員 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

生 コ ン ク リ ー ト ㎥ 　〃

コンクリートポンプ車運転
トラック架装・ブーム式
圧送能力90～110㎥／h

h
表3.2
機械損料

諸 雑 費 式 1 表3.2

計

名　　　称 規　　格 単位 数量 摘　　要

円 筒 型 材 ｍ 1.0
取付バンド・受台・
締付けボルトを含む

諸 雑 費 式 1

計

機  械  名 規　 格 適 用 単 価 表 指 定 事 項

コンクリートポンプ車
トラック架装・ブーム式
圧送能力90～110㎥／h

機－1 運転労務数量→0.19
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１．架設支保工法の選定

　架設支保工法の選定は，次表を標準とする。

２．施　工　概　要

　施工フローは，下記を標準とする。

⑭	 架	設	支	保	工

表１．１ 架設支保工法の選定

くさび結合支保工 標準は，くさび結合支保とする（参考図参照）。

支 柱 支 保 工
くさび結合支保が困難な開口部等の支保に適用する。
ただし，開口部等が必要な箇所（必要最小限の幅・高さ）に限り設置するものと
し，他の部分はくさび結合支保を使用した併用式支保とする（参考図参照）。

 （注）本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。

図２－１ 施工フロー
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３．くさび結合支保工

　３－１　適用範囲

　本資料は，場所打ちによるコンクリート床版橋（箱桁を含む）で，１セット当り23,000空㎥以下，支保耐力

19.6kN／㎡（2.0ｔ／㎡）以上78.5kN／㎡（8.0ｔ／㎡）以下，支保高さ0.6ｍ以上13.4ｍ以下のくさび結合支

保の設置及び撤去に適用する。

 （注）１セットとは，単純支持梁の場合は１径間，連続梁の場合は１連続をいう。

　３－２　機種の選定

　機械・規格は，次表を標準とする。

　３－３　施工歩掛

　　３－３－１　１セット当り施工量（Ｖ）

　１セット当りの施工量は，次式による。

Ｖ（空㎥）＝（Ｗ＋2.4）×Ｈ×Ｌ……式３．１

Ｗ：地覆外縁間距離（ｍ）

Ｈ：平均桁下高さ（ｍ）

Ｌ：１セット当り施工延長（ｍ）

※開口部等を必要とする場合の１セット当り施工量（Ｖ ）

　　　Ｖ ＝式３．１－式４．１（空㎥）……式３．２

　　３－３－２　支保耐力（Ｐ）

　支保耐力は，次式による。

Ｐ（kN／㎡）＝（2.81×ｄ＋0.4）×Ｗ／Ｗ ×9.80665……式３．３

ｄ ：平均コンクリート厚（ｍ）

Ｗ ：地覆外縁間距離（ｍ）

Ｗ ：中 央 床 版 幅（ｍ）

　　３－３－３　くさび結合支保設置・撤去工歩掛

　くさび結合支保の設置・撤去工の歩掛は，次表を標準とする。

 （注）１．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。

　　　２．現場条件により，これにより難い場合は，別途考慮する。

表３．１ 機種の選定

機 械 名 規　 格 単位 数量 摘　要

ラフテレーンクレーン
油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型（2011年規制）
25t吊

台 1

m

m

1

1

 （注）１．設置及び撤去の合計であり，構成は，設置55％，撤去45％である。

　　　２．橋側足場，張出部支保，昇降設備施工労務を含む。

　　　３．くさび結合支保仮設材賃料は，次式により算出する。

表３．２  くさび結合支保設置・撤去工歩掛 （100空㎥当り）

名　 称 規　 格
単
位

支保耐力kN/㎡（ｔ／㎡）

19.6（2.0）以上
29.4（3.0）未満

29.4（3.0）以上
39.2（4.0）未満

39.2（4.0）以上
49.0（5.0）未満

49.0（5.0）以上
58.8（6.0）未満

58.8（6.0）以上
68.6（7.0）未満

68.6（7.0）以上
78.5（8.0）以下

橋りょう世話役 人 0.89 0.99 1.08 1.18 1.27 1.36

橋りょう特殊工 〃 3.68 4.05 4.42 4.79 5.17 5.54

普 通 作 業 員 〃 2.67 2.92 3.18 3.42 3.67 3.92

ラクフテレーン
クレーン運転

油圧伸縮ジブ型・
油圧ガス対策型
（2011年規制）
25t吊

日 0.33 0.38 0.42 0.47 0.51 0.55
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Y=B・x1+C・x2・102

B, Cは係数

x1：支柱材，横継材，ブレース材の基本料（１本当り）の合計

x2：支柱材，横継材，ブレース材の１日当り賃料（１本当り）の合計

Y：100空m3当りの仮設材の賃料（円）

　 （有効数字３桁とし，４桁目を四捨五入する）

　また，上述の式に代入する係数，部材の代表規格は次表とする。

  （つづく）

表３．３  くさび結合支保工100空㎥当り仮設材賃料算定のための係数，部材の代表規格表

供用
日数
（日）

支  保  耐  力
kN／㎡（t／㎡）

支保高さ（m）

0.6以上
1.2以下

1.2超え
3.6以下

3.6超え
6.0以下

6.0超え
8.4以下

8.4超え
11.0以下

11.0超え
13.4以下

90
19.6（2.0）以上
29.4（3.0）未満

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

B：293
C：275

B：180
C：169

B：150
C：139

B：144
C：136

B：125
C：116

B：127
C：119

95
19.6（2.0）以上
29.4（3.0）未満

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

B：293
C：290

B：180
C：178

B：150
C：147

B：144
C：143

B：125
C：123

B：127
C：126

100

19.6（2.0）以上
29.4（3.0）未満

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

B：293
C：306

B：180
C：188

B：150
C：155

B：144
C：151

B：125
C：129

B：127
C：133

29.4（3.0）以上
39.2（4.0）未満

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

φ42.7×1800
φ42.7×1176
1510～1650

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

B：327
C：343

B：223
C：226

B：168
C：179

B：156
C：168

B：143
C：150

B：141
C：151

110
29.4（3.0）以上
39.2（4.0）未満

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

φ42.7×1800
φ42.7×1176
1510～1650

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

B：327
C：377

B：223
C：248

B：168
C：196

B：156
C：184

B：143
C：165

B：141
C：166

115

29.4（3.0）以上
39.2（4.0）未満

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

φ42.7×1800
φ42.7×1176
1510～1650

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×1176
1510～1650

B：327
C：395

B：223
C：260

B：168
C：205

B：156
C：193

B：143
C：172

B：141
C：174

39.2（4.0）以上
49.0（5.0）未満

φ42.7×2400
φ42.7×857
1510～1650

φ42.7×1800
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

B：342
C：411

B：260
C：288

B：193
C：227

B：178
C：212

B：155
C：183

B：156
C：185

120

39.2（4.0）以上
49.0（5.0）未満

φ42.7×2400
φ42.7×857
1510～1650

φ42.7×1800
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

B：342
C：429

B：260
C：301

B：193
C：237

B：178
C：221

B：155
C：190

B：156
C：193

49.0（5.0）以上
58.8（6.0）未満

φ42.7×2400
φ42.7×627
1510～1650

φ42.7×1800
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

B：455
C：578

B：302
C：350

B：224
C：276

B：207
C：258

B：187
C：232

B：187
C：232

125
39.2（4.0）以上
49.0（5.0）未満

φ42.7×2400
φ42.7×857
1510～1650

φ42.7×1800
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

B：342
C：446

B：260
C：313

B：193
C：246

B：178
C：230

B：155
C：198

B：156
C：201
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  （つづき）

 （注）１． １段目：支柱材の規格，２段目：横継材の規格，３段目：ブレース材の規格，４段目，

　　　　　５段目：係数とする。

　　　２．上表の対象体積（空㎥）は，〔３－３－１　１セット当り施工量（Ｖ）〕による。

　　　　　なお，賃料には，張出部支保，橋側足場，養生ネット，作業床，安全通路，昇降設備等を含む。

供用
日数
（日）

支  保  耐  力
kN／㎡（t／㎡）

支保高さ（m）

0.6以上
1.2以下

1.2超え
3.6以下

3.6超え
6.0以下

6.0超え
8.4以下

8.4超え
11.0以下

11.0超え
13.4以下

130

49.0（5.0）以上
58.8（6.0）未満

φ42.7×2400
φ42.7×627
1510～1650

φ42.7×1800
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

B：455
C：626

B：302
C：379

B：224
C：299

B：207
C：279

B：187
C：251

B：187
C：251

58.8（6.0）以上
68.6（7.0）未満

φ42.7×2400
φ42.7×627
1510～1650

φ42.7×1800
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

B：455
C：626

B：302
C：379

B：224
C：299

B：207
C：279

B：187
C：251

B：187
C：251

140

49.0（5.0）以上
58.8（6.0）未満

φ42.7×2400
φ42.7×627
1510～1650

φ42.7×1800
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

B：455
C：674

B：302
C：408

B：224
C：322

B：207
C：300

B：187
C：270

B：187
C：270

58.8（6.0）以上
68.6（7.0）未満

φ42.7×2400
φ42.7×627
1510～1650

φ42.7×1800
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

B：455
C：674

B：302
C：408

B：224
C：322

B：207
C：300

B：187
C：270

B：187
C：270

145

58.8（6.0）以上
68.6（7.0）未満

φ42.7×2400
φ42.7×627
1510～1650

φ42.7×1800
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

B：455
C：698

B：302
C：423

B：224
C：334

B：207
C：311

B：187
C：280

B：187
C：280

68.6（7.0）以上
78.5（8.0）以下

φ48.6×600
φ42.7×627
1510～1650

φ42.7×1800
φ42.7×627
2060～2200

φ42.7×2400
φ42.7×627
2060～2200

φ42.7×2400
φ42.7×627
2060～2200

φ42.7×2400
φ42.7×627
2060～2200

φ42.7×2400
φ42.7×627
2060～2200

B：777
C：960

B：315
C：469

B：233
C：365

B：213
C：338

B：193
C：303

B：192
C：302

150

58.8（6.0）以上
68.6（7.0）未満

φ42.7×2400
φ42.7×627
1510～1650

φ42.7×1800
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

φ42.7×2400
φ42.7×857
1360～1500

B：455
C：722

B：302
C：438

B：224
C：345

B：207
C：322

B：187
C：289

B：187
C：290

68.6（7.0）以上
78.5（8.0）以下

φ48.6×600
φ42.7×627
1510～1650

φ42.7×1800
φ42.7×627
2060～2200

φ42.7×2400
φ42.7×627
2060～2200

φ42.7×2400
φ42.7×627
2060～2200

φ42.7×2400
φ42.7×627
2060～2200

φ42.7×2400
φ42.7×627
2060～2200

B：777
C：993

B：315
C：485

B：233
C：378

B：213
C：350

B：193
C：313

B：192
C：312

155
68.6（7.0）以上
78.5（8.0）以下

φ48.6×600
φ42.7×627
1510～1650

φ42.7×1800
φ42.7×627
2060～2200

φ42.7×2400
φ42.7×627
2060～2200

φ42.7×2400
φ42.7×627
2060～2200

φ42.7×2400
φ42.7×627
2060～2200

φ42.7×2400
φ42.7×627
2060～2200

B：777
C：1026

B：315
C：501

B：233
C：390

B：213
C：361

B：193
C：324

B：192
C：322

160
68.6（7.0）以上
78.5（8.0）以下

φ48.6×600
φ42.7×627
1510～1650

φ42.7×1800
φ42.7×627
2060～2200

φ42.7×2400
φ42.7×627
2060～2200

φ42.7×2400
φ42.7×627
2060～2200

φ42.7×2400
φ42.7×627
2060～2200

φ42.7×2400
φ42.7×627
2060～2200

B：777
C：1059

B：315
C：517

B：233
C：403

B：213
C：373

B：193
C：334

B：192
C：333
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　　３－３－４　基礎用鋼材設置・撤去工歩掛

　地盤の不陸や不等沈下に対し必要に応じて，鋼材を敷並べることで防止する場合の歩掛は，次表を標準と

する。

４．支	柱	支	保	工

　４－１　適用範囲

　本資料は，場所打ちによるコンクリート床版橋（箱桁を含む）において，くさび結合支保が困難なうえ開口

部等を設置する必要がある場合で，１セット当り8,000空㎥以下，支保耐力19.6kN／㎡（2.0ｔ／㎡）以上

58.8kN／㎡（6.0ｔ／㎡）以下，支保高さ1.5ｍ以上10.8ｍ以下（開口部高さ1.1ｍ以上10.2ｍ以下）及び開口

部延長３ｍ以上13ｍ以下の四角支柱支保の設置及び撤去に適用する。

　４－２　機種の選定

　機種の選定は，３－２機種の選定による。

　４－３　施工歩掛

　　４－３－１　支柱支保の施工数量（Ｖ）

Ｖ（空㎥）＝（Ｗ＋2.4）×Ｈ×（ ℓ ＋1.0）……式４．１

Ｗ：地覆外縁間距離（ｍ）

Ｈ：支柱支保高さ　Ｈ＝ｈ＋Ａ（ｍ）

ｈ：開口部高さ（ｍ）

Ａ：主 桁 高 さ（ｍ）

 ℓ ：開口部延長（ｍ）

 （注）１開口部において，左右の支保高さが異なる場合は，平均支保高さを使用する。

　　４－３－２　支柱支保の支保耐力（Ｐ）

　支保耐力は，くさび結合支保工による。

 （注）１．設置及び撤去の合計であり，構成は，設置63％，撤去37％である。

　　　２．鋼材（鋼矢板Ⅱ型）の修理費及び損耗費は，別途計上する。

　　　３ ．基礎用鋼材を敷並べる前に現場条件などや，地盤の不陸により砂利等を必要とする場合は，敷

均し・締固めを別途計上する。

　　　　　また，砂利等を撤去する場合も別途計上する。

　　　４ ．鋼材（鋼矢板Ⅱ型）が入手困難な場合は，鋼材（鋼矢板Ⅲ型）を計上出来るものとする。鋼材

（鋼矢板Ⅲ型）の数量は0.76ｔ／10㎡とし，修理費及び損耗費は別途計上する。

表３．４ 基礎用鋼材設置・撤去工歩掛 （10㎡当り）

名　 称 規　 格 単位 数量

土 木 一 般 世 話 役 人 0.08

特 殊 作 業 員 〃 0.40

普 通 作 業 員 〃 0.35

鋼 材 賃 料 鋼矢板Ⅱ型 t 0.61

ラフテレーンクレーン
運 転

油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型（2011年規制）
25t吊

日 0.09
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　　４－３－３　支柱支保設置・撤去工歩掛

　支柱支保の設置・撤去工の歩掛は，次表を標準とする。

 （注）１．設置及び撤去の合計であり，構成は，設置54％，撤去46％である。

　　　２．支柱支保仮設材の損料は，次表とする。

表４．１ 支柱支保設置・撤去工歩掛 （100空㎥当り）

開口部
延　長
 （m）

平均支保高さ
 （m）

名　 称 単位

支保耐力kN／㎡（t／㎡）

19.6（2.0）以上
29.4（3.0）未満

29.4（3.0）以上
39.2（4.0）未満

39.2（4.0）以上
49.0（5.0）未満

49.0（5.0）以上
58.8（6.0）以下

7　以 下 1.5以上4.6未満 橋 り ょ う 世 話 役 人 1.27 1.47 1.71 1.91

10 以 下 1.6以上4.8未満
橋 り ょ う 特 殊 工 〃 6.36 7.30 8.47 9.40

普 通 作 業 員 〃 5.09 5.85 6.78 7.51

13 以 下 1.8以上4.8未満 ラフテレーンクレーン
運 転

日 1.25 1.44 1.63 1.77

7　以 下 4.6以上7.6未満 橋 り ょ う 世 話 役 人 0.65 0.74 0.87 0.97

10 以 下 4.8以上7.8未満
橋 り ょ う 特 殊 工 〃 3.24 3.72 4.30 4.79

普 通 作 業 員 〃 2.60 2.97 3.43 3.83

13 以 下 4.8以上7.8未満 ラフテレーンクレーン
運 転

日 0.63 0.74 0.83 0.91

7　以 下 7.6以上10.6以下 橋 り ょ う 世 話 役 人 0.44 0.50 0.58 0.65

10 以 下 7.8以上10.8以下
橋 り ょ う 特 殊 工 〃 2.19 2.50 2.91 3.22

普 通 作 業 員 〃 1.75 2.01 2.33 2.58

13 以 下 7.8以上10.8以下 ラフテレーンクレーン
運 転

日 0.43 0.50 0.57 0.61
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 （注）１． （　）内は，主桁高さＡ（ｍ）を表す。

　　　２．北海道・沖縄地区については別途考慮する。

表４．２ 支柱支保工100空㎥当り仮設材損料表 （円）

開口部延長(m) 7　以下 10　以下 13　以下

供用
日数
（日）

支  保  耐  力
kN／㎡（t／㎡）

支保高さ(m) 支保高さ(m) 支保高さ(m)

1.5以上
4.6未満

4.6以上
7.6未満

7.6以上
10.6以下

1.6以上
4.8未満

4.8以上
7.8未満

7.8以上
10.8以下

1.8以上
4.8未満

4.8以上
7.8未満

7.8以上
10.8以下

90
19.6(2.0)以上
29.4(3.0)未満

140,000

（　0.3）

93,400

（　0.3）

77,100

（　0.3）

122,000

（　0.4）

78,800

（　0.4）

65,300

（　0.4）

139,000

（0.594）

92,200

（0.594）

75,300

（0.594）

95
19.6(2.0)以上
29.4(3.0)未満

144,000

（　0.3）

96,700

（　0.3）

79,900

（　0.3）

127,000

（　0.4）

81,800

（　0.4）

67,800

（　0.4）

144,000

（0.594）

95,700

（0.594）

78,200

（0.594）

100

19.6(2.0)以上
29.4(3.0)未満

148,000

（　0.3）

99,700

（　0.3）

82,500

（　0.3）

131,000

（　0.4）

84,700

（　0.4）

70,200

（　0.4）

148,000

（0.594）

99,000

（0.594）

81,000

（0.594）

29.4(3.0)以上
39.2(4.0)未満

170,000

（　0.4）

111,000

（　0.4）

89,900

（　0.4）

179,000

（0.594）

118,000

（0.594）

97,200

（0.594）

148,000

（0.594）

99,000

（0.594）

81,000

（0.594）

110
29.4(3.0)以上
39.2(4.0)未満

181,000

（　0.4）

118,000

（　0.4）

96,500

（　0.4）

190,000

（0.594）

126,000

（0.594）

104,000

（0.594）

158,000

（0.594）

106,000

（0.594）

87,000

（0.594）

115

29.4(3.0)以上
39.2(4.0)未満

186,000

（　0.4）

122,000

（　0.4）

99,600

（　0.4）

196,000

（0.594）

130,000

（0.594）

108,000

（0.594）

163,000

（0.594）

109,000

（0.594）

89,900

（0.594）

39.2(4.0)以上
49.0(5.0)未満

248,000

（　0.4）

166,000

（　0.4）

140,000

（　0.4）

196,000

（0.594）

130,000

（0.594）

108,000

（0.594）

196,000

（0.594）

133,000

（0.594）

113,000

（0.594）

120

39.2(4.0)以上
49.0(5.0)未満

256,000

（　0.4）

172,000

（　0.4）

145,000

（　0.4）

203,000

（0.594）

134,000

（0.594）

111,000

（0.594）

202,000

（0.594）

138,000

（0.594）

117,000

（0.594）

49.0(5.0)以上
58.8(6.0)以下

256,000

（　0.4）

172,000

（　0.4）

145,000

（　0.4）

248,000

（0.594）

168,000

（0.594）

141,000

（0.594）

235,000

（0.594）

165,000

（0.594）

138,000

（0.594）

125
39.2(4.0)以上
49.0(5.0)未満

260,000

（　0.4）

176,000

（　0.4）

149,000

（　0.4）

207,000

（0.594）

138,000

（0.594）

115,000

（0.594）

207,000

（0.594）

142,000

（0.594）

120,000

（0.594）

130
49.0(5.0)以上
58.8(6.0)以下

267,000

（　0.4）

181,000

（　0.4）

153,000

（　0.4）

259,000

（0.594）

178,000

（0.594）

150,000

（0.594）

246,000

（0.594）

175,000

（0.594）

146,000

（0.594）

140
49.0(5.0)以上
58.8(6.0)以下

281,000

（　0.4）

191,000

（　0.4）

162,000

（　0.4）

273,000

（0.594）

187,000

（0.594）

158,000

（0.594）

259,000

（0.594）

184,000

（0.594）

155,000

（0.594）
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　また，仮設材１現場当り修理費及び損耗費は，次式により算出する。

Y=E・x

Eは係数

x：H形鋼の１t当り整備費（H形鋼の代表規格はH300とする）

Y：支柱支保工100空m3・１現場当り修理費及び損耗費（円）

　 （有効数字３桁とし，４桁目を四捨五入する）

　また，上述の式に代入する係数は次表とする。

表４．３ 支柱支保工100空㎥・１現場当り修理費及び損耗費 算定係数

開口部延長
 （m）

支  保  耐  力
kN／㎡（t／㎡）

支保高さ
 （m）

修理費及び損耗費
算定係数E

7　以下

19.6（2.0）以上
29.4（3.0）未満

1.5以上　4.6未満 5.23

4.6以上　7.6未満 2.61

7.6以上 10.6以下 1.75

29.4（3.0）以上
39.2（4.0）未満

1.5以上　4.6未満 8.77

4.6以上　7.6未満 4.40

7.6以上 10.6以下 2.94

39.2（4.0）以上
49.0（5.0）未満

1.5以上　4.6未満 8.77

4.6以上　7.6未満 4.40

7.6以上 10.6以下 2.94

49.0（5.0）以上
58.8（6.0）以下

1.5以上　4.6未満 8.77

4.6以上　7.6未満 4.40

7.6以上 10.6以下 2.94

10　以下

19.6（2.0）以上
29.4（3.0）未満

1.6以上　4.8未満 8.11

4.8以上　7.8未満 4.11

7.8以上 10.8以下 2.78

29.4（3.0）以上
39.2（4.0）未満

1.6以上　4.8未満 8.00

4.8以上　7.8未満 4.09

7.8以上 10.8以下 2.76

39.2（4.0）以上
49.0（5.0）未満

1.6以上　4.8未満 8.00

4.8以上　7.8未満 4.09

7.8以上 10.8以下 2.76

49.0（5.0）以上
58.8（6.0）以下

1.6以上　4.8未満 8.00

4.8以上　7.8未満 4.09

7.8以上 10.8以下 2.76

13　以下

19.6（2.0）以上
29.4（3.0）未満

1.8以上　4.8未満 7.60

4.8以上　7.8未満 4.00

7.8以上 10.8以下 2.70

29.4（3.0）以上
39.2（4.0）未満

1.8以上　4.8未満 7.60

4.8以上　7.8未満 4.00

7.8以上 10.8以下 2.70

39.2（4.0）以上
49.0（5.0）未満

1.8以上　4.8未満 7.60

4.8以上　7.8未満 4.00

7.8以上 10.8以下 2.70

49.0（5.0）以上
58.8（6.0）以下

1.8以上　4.8未満 7.60

4.8以上　7.8未満 4.00

7.8以上 10.8以下 2.70
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　　４－３－４　支柱受台設置・撤去工歩掛

　支柱支保工において，必要に応じ支柱受台（Ｈ形鋼）を設ける場合の歩掛は，次表を標準とする。

５．仮設材供用日数

　仮設材の供用日数は次表を標準とするが，現場条件等により，これにより難い場合は別途考慮する。

表４．４ 支柱受台設置・撤去工歩掛 （10ｍ当り）

 （注）１．設置及び撤去の合計であり，構成は，設置56％，撤去44％である。

　　　２．鋼材（Ｈ形鋼300型）の修理費及び損耗費は，別途計上する。

　　　３ ．支柱，支柱受台を設置する前に現場条件等や地盤の不陸によりコンクリート基礎

が必要な場合は，コンクリート基礎設置・撤去費を別途計上する。

名　 称 規　 格 単位 数量

土 木 一 般 世 話 役 人 0.11

特 殊 作 業 員 〃 0.34

普 通 作 業 員 〃 0.24

鋼 材 賃 料 H形鋼300型 t 0.93

ラフテレーンクレーン
運 転

油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型（2011年規制）
25t吊

日 0.13

表５．１ 仮設材の供用日数（くさび結合支保工） （日／１セット当り）

 （注）１．ＰＣ橋は早強セメントを使用した場合の供用日数である。

　　　２ ．上表の供用日数は，仮設材設置・撤去，上部床版施工までの日数であり，壁高欄等の施工日数は考慮し

ていない。なお，壁高欄を施工する際の足場を別途設置する場合は，「第Ⅳ編第７章⑨ＰＣ橋架設工」側

部足場による。

  支保耐力

  kN／㎡（ｔ／㎡）

橋梁　　　セット

　形状　　　　長（ｍ）

19.6（2.0）

　　以上

29.4（3.0）

　　未満

29.4（3.0）

　　以上

39.2（4.0）

　　未満

39.2（4.0）

　　以上

49.0（5.0）

　　未満

49.0（5.0）

　　以上

58.8（6.0）

　　未満

58.8（6.0）

　　以上

68.6（7.0）

　　未満

68.6（7.0）

　　以上

78.5（8.0）

　　以下

スラブ・

ホロー

スラブ橋

～70未満 90 100 115 120 130 145

70以上～130以下 95 110 120 130 145 155

箱　桁　橋
～70未満 95 110 120 130 140 150

70以上～130以下 100 115 125 140 150 160

表５．２ 仮設材の供用日数（支柱支保工） （日／１セット当り）

 （注）１．ＰＣ橋は，早強セメントを使用した場合の供用日数である。

　　　２ ．上表の供用日数は，仮設材設置・撤去，上部床版施工までの日数であり，壁

高欄等の施工日数は考慮していない。なお，壁高欄を施工にする際の足場を別

途設置する場合は，「第Ⅳ編第７章⑨ＰＣ橋架設工」側部足場による。

  支保耐力

  kN／㎡（ｔ／㎡）

橋梁　　　セット

　形状　　　　長（ｍ）

19.6（2.0）

　　以上

29.4（3.0）

　　未満

29.4（3.0）

　　以上

39.2（4.0）

　　未満

39.2（4.0）

　　以上

49.0（5.0）

　　未満

49.0（5.0）

　　以上

58.8（6.0）

　　以下

スラブ・

ホロー

スラブ橋

～70未満 90 100 115 120

70以上～130以下 95 110 120 130

箱　桁　橋
～70未満 95 110 120 130

70以上～130以下 100 115 125 140
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６．単　　価　　表

　 （１）くさび結合支保設置・撤去工100空㎥当り単価表

　 （２）基礎用鋼材設置・撤去10㎡当り単価表

　 （３）支柱支保設置・撤去工100空㎥当り単価表

コード番号 Ｓ 6 1 9 0

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表3.2

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン
油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型（2011年規制）
25t吊

日
表3.2
機械賃料

く さ び 結 合 支 保
仮 設 材 賃 料

○○橋
支保耐力○kN／㎡（○t／㎡）
桁　　長○m
支保高さ○m

空㎥ 表3.3

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 1 9 1

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

土 木 一 般 世 話 役 人 表3.4

特 殊 作 業 員 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

鋼 材 賃 料 鋼矢板Ⅱ型 t・日 　〃

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン
油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型（2011年規制）
25t吊

日
表3.4
機械賃料

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 1 9 2

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

橋 り ょ う 世 話 役 人 表4.1

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン
油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型（2011年規制）
25t吊

日
表4.1
機械賃料

支 柱 支 保 仮 設 材 損 料

○○橋
開口部延長○m
支保耐力○kN／㎡（○t／㎡）
桁　　長○m
支保高さ○m

空㎥ 表4.2，表4.3

諸 雑 費 式 1

計
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　 （４）支柱受台設置・撤去工10ｍ当り単価表

	（参　考）

コード番号 Ｓ 6 1 9 3

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

土 木 一 般 世 話 役 人 表4.4

特 殊 作 業 員 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

鋼 材 賃 料 H形鋼300型 t・日 　〃

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン
油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型（2011年規制）
25t吊

日
表4.4
機械賃料

諸 雑 費 式 1

計

参考図（くさび結合支保工概念図）

 （注）ｄは，Ｗに対する平均コンクリート厚であり，中空部，地覆部及び変断面等を考慮し算出する。

　　　なお，ｄの算定式は，

　　　　ｄ（ｍ）＝コンクリート体積（㎥）÷［Ｗ（ｍ）×桁長（ｍ） ］ 　とする。
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参考図（支柱支保工概念図（併用式））

 （注）ｄは，Ｗに対する平均コンクリート厚であり，中空部，地覆部及び変断面等を考慮し算出する。

　　　なお，ｄの算定式は，

　　　　ｄ（ｍ）＝コンクリート体積（㎥）÷［Ｗ（ｍ）×桁長（ｍ） ］ 　とする。
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１．適　用　範　囲

　本資料は，橋梁用鋼製伸縮装置の新設（単独で発注する工事）及び補修に適用する。ただし，鋼床版の上面に直

接伸縮装置をボルト固定する構造には適用しない。

　また，既製品ジョイント設置の場合，旧ジョイントである鋼フィンガージョイント及び鋼重ね合せジョイント（以

下，「鋼フィンガージョイント等」という）のフェースプレート幅は500mm以下とする。

　なお，既製品ジョイントから既製品ジョイントへの取替えには適用しない。

２．既製品ジョイントの定義

　本体質量１ｍ当り100kg以下の二次製品で定尺品の鋼製，合金製又はゴム製ジョイントをいう。

３．本体構造形式

　鋼材組立構造で直接輪荷重に耐える鋼製構造であり，形状寸法及び多くの種類があり，便宜的に次のように分類

出来る。

①　鋼フィンガージョイント（片持式）

　フェースプレートが櫛形となってかみ合うように左右から張出している。

②　鋼フィンガージョイント（支持式）

　フェースプレートが櫛形となってかみ合うように架け渡している。

③　鋼重ね合せジョイント

　短形状となって重ね合せて架け渡している。

④　既製品ジョイント

　表面が歯型又は櫛形となってかみ合うように左右から張り出している（鋼製，合金製）。

　表面がゴム製の板材で覆われている（ゴム製）。

⑮	 伸縮装置工（鋼製）
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４．施　工　概　要

　施工フローは，下記を標準とする。

５．施　工　歩　掛

　５－１　新設（鋼フィンガージョイント等）

　新設の鋼製伸縮装置設置は，次表を標準とする。既製品ジョイントを設置する場合には適用しない。

　５－２　補修

　補修の鋼製伸縮装置設置は，次表を標準とする。

　また，本歩掛は，１日で補修が完了する急速施工をする場合であり，仮復旧等を伴う作業には適用しない。

 （注）１．新設は，据付工のみを対象とする。

　　　２．各工程で仕上工が発生する。

 （注）各工程における仕上げは，それぞれの歩掛に含む。

図４－１ 施工フロー（鋼フィンガージョイント等）

図４－２ 施工フロー（既製品ジョイント）

 （注）１． １日当りの標準施工量は，２箇所とする。

　　　２． １箇所とは，２車線程度の部材長とする。

　　　３ ．ラフテレーンクレーン（油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型（第１次基準値）16ｔ吊）は，路面上で作業す

るものとし，伸縮装置質量が3.0～4.0ｔ程度を標準とする。なお，これにより難い場合は，別途考慮する。

　　　４．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。

表５．１ 設置歩掛 （２箇所当り）

名　 称 規　 格 単位 数量

橋 り ょ う 世 話 役 人 1.0

特 殊 作 業 員 〃 4.0

普 通 作 業 員 〃 1.0

ラフテレーンクレーン運転

油圧伸縮ジブ型・

排出ガス対策型（第１次基準値）

16t吊

日 0.5

Ⅳ－7－⑮－2②  788



 （１）取替工（鋼フィンガージョイント等の設置）

　鋼フィンガージョイント等を設置する場合の歩掛は，次表とする。

 （２）取替工（既製品ジョイントの設置）

　既製品ジョイントを設置する場合の歩掛は，次表とする。

 （注）１．本歩掛は，カッター工，はつり工，旧ジョイント撤去工，据付工，型枠工，打設工等全工程を含む。

　　　２ ．ラフテレーンクレーン（油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型（第１次基準値）16ｔ吊）は，路面上で作業す

るものとし，伸縮装置質量が2.0ｔ程度を標準とする。なお，これにより難い場合は別途考慮する。

　　　３．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。

　　　４ ．諸雑費は，コンクリートカッタ，空気圧縮機，コンクリートブレーカ，ピックハンマ，電気溶接機，ジャッ

キ，レバーブロック等の機械器具損料，また，チゼル，コンクリートバイブレータ，コンクリート仕上コテ，

ディスクサンダ，その他設置に必要な雑器具類等の費用及び遊間型枠用材料，切断用ガス，溶接棒，カッター

ブレード損耗費，燃料費，油脂類費等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として

計上する。

　　　５．本歩掛は，車道部のみの取替工歩掛のため，地覆，歩道部等については，別途考慮する。

　　　６．足場が必要な場合は，仮設足場費用を別途計上する。

　　　７．コンクリート塊等の積込み・運搬・処分費は，別途計上する。

表５．２ 取替工歩掛 （１ｍ当り）

名　 称 規　 格 単位 数量

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.4

特 殊 作 業 員 〃 3.5

普 通 作 業 員 〃 1.4

ラフテレーンクレーン運転

油圧伸縮ジブ型・

排出ガス対策型（第１次基準値）

16t吊

日 0.4

諸 雑 費 率 ％ 18

 （注）１．本歩掛は，カッター工，はつり工，旧ジョイント撤去工，据付工，打設工等全工程を含む。

　　　２ ．トラック［クレーン装置付］（ベーストラック４ｔ級　吊能力2.9ｔ）は，路面上で作業するものとし，伸

縮装置質量が0.2～0.3ｔ程度を標準とする。なお，これにより難い場合は別途考慮する。

　　　３．トラック［クレーン装置付］は，賃料とする。

　　　４ ．諸雑費は，コンクリートカッタ，空気圧縮機，コンクリートブレーカ，ピックハンマ，ガス切断機，電気

溶接機，高周波発電機等の機械器具損料，また，チゼル，コンクリートバイブレータ，コンクリート仕上コ

テ，その他設置に必要な雑器具類等の費用及び遊間間詰め用材料，切断用ガス，溶接棒，カッターブレード

損耗費，コンクリート養生剤，燃料費，油脂類費等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額

を上限として計上する。

　　　５．本歩掛は，車道部のみの取替工歩掛のため，地覆，歩道部等については，別途考慮する。

　　　６．足場が必要な場合は，仮設足場費用を別途計上する。

　　　７．コンクリート塊等の積込み・運搬・処分費は，別途計上する。

表５．３ 取替工歩掛 （１ｍ当り）

名　 称 規　 格 単位 数量

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.2

特 殊 作 業 員 〃 1.2

普 通 作 業 員 〃 0.5

ト ラ ッ ク 運 転

クレーン装置付

ベーストラック4t級

吊能力2.9t

日 0.2

諸 雑 費 率 ％ 23
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 （３）仕上工（鋼フィンガージョイント等の場合のみ適用）

　鋼フィンガージョイント等を設置する場合の歩掛は，次表とする。既製品ジョイントを設置する場合には

適用しない。

６．材	料	使	用	量

　６－１　伸縮装置

　必要数量を計上する。

　６－２　コンクリート混合物

　コンクリート混合物の使用量は，次式による。

　　　使用量＝設計量×（１＋Ｋ）・・・・式６．１

　　　　　　　Ｋ：ロス率

　６－３　打継用接着材

　コンクリート混合物の種類を考慮して必要な場合，別途計上する。

　６－４　補強鉄筋

　補強鉄筋及びコンクリートアンカは，材料費のみ別途計上する。

 （注）１ ．本歩掛は，新旧構造物のすり合せ仕上げ，現場塗装，また，橋台，脚天端上及び足場兼用落下物養生工上

に散乱したコンクリート塊等の集結袋詰，後片付け，清掃並びに型枠解体等を含む。

　　　２ ．諸雑費は，コンクリート仕上コテ，ディスクサンダ，塗装用ハケ，その他必要な雑器具類等の費用及び塗

料，砂，セメント，燃料費，油脂類費等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限とし

て計上する。

表５．４ 仕上工歩掛 （１ｍ当り）

名　 称 規　 格 単位 数量

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.2

特 殊 作 業 員 〃 0.2

普 通 作 業 員 〃 0.4

諸 雑 費 率 ％ 11

表６．１ ロス率（Ｋ）

種　 別 ロ  ス  率

コンクリート混合物 ＋0.06
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７．単　　価　　表

　 （１）伸縮装置新設２箇所当り単価表（鋼フィンガージョイント等の設置）

　 （２）鋼製伸縮装置補修１ｍ当り単価表

　 （３）伸縮装置補修（取替工）１ｍ当り単価表（鋼フィンガージョイント等の設置）

　 （４）伸縮装置補修（取替工）１ｍ当り単価表（既製品ジョイントの設置）

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 1.0 表5.1

特 殊 作 業 員 〃 4.0 　〃

普 通 作 業 員 〃 1.0 　〃

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン

運 転

油圧伸縮ジブ型・排出ガス

対策型（第１次基準値）

16ｔ吊

日 0.5
　〃

機械賃料

諸 雑 費 式 1

計

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　要

伸縮装置補修（取替工） ｍ 1
 （３）単価表

 （４）単価表

伸縮装置補修（仕上工） 〃 1  （５）単価表

諸 雑 費 （ ま る め ） 式 1

計

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.4 表5.2

特 殊 作 業 員 〃 3.5 　〃

普 通 作 業 員 〃 1.4 　〃

伸 縮 装 置 材 料 費 ｍ 1

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン

運 転

油圧伸縮ジブ型・排出ガス

対策型（第１次基準値）

16ｔ吊

日 0.4
表5.2

機械賃料

諸 雑 費 式 1 　〃

計

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.2 表5.3

特 殊 作 業 員 〃 1.2 　〃

普 通 作 業 員 〃 0.5 　〃

伸 縮 装 置 材 料 費 ｍ 1

トラック［クレーン装置付］

運 転

ベーストラック4t級

吊能力2.9t
日 0.2

表5.3

機械賃料

諸 雑 費 式 1 　〃

計
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　 （５）伸縮装置補修（仕上工）１ｍ当り単価表（鋼フィンガージョイント等の設置）

　 （６）機械運転単価表

名　　　称 規　　　格 単　位 数　量 摘　　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.2 表5.4

特 殊 作 業 員 〃 0.2 　〃

普 通 作 業 員 〃 0.4 　〃

諸 雑 費 式 1 　〃

計

機　　械　　名 規　　　格 適用単価表 指定事項

トラック［クレーン装置付］
ベーストラック4t級

吊能力2.9t
機－２８

運転労務数量　→ 1.00

燃料消費量　　→ 14

機械賃料数量　→ 1.00
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１．適　用　範　囲

　本資料は，鋼管（φ100mm～φ200mm），ＶＰ管（φ100mm～φ200mm），ＦＲＰ管（φ100mm～φ200mm）による各種

系統タイプ及び溝部の橋梁排水管を設置する作業に適用し，排水桝設置及び排水管製作は含まない。

　１－１　適用出来る範囲

　　１－１－１　コンクリートアンカーボルト設置

 （１）橋梁，シェッドの排水管取付金具を設置するためのコンクリートアンカーボルト穿孔及び設置

　　１－１－２　排水管設置

 （１）鋼管（φ100mm～φ200mm），ＶＰ管（φ100mm～φ200mm），ＦＲＰ管（φ100mm～φ200mm）による各種系

統タイプ及び溝部における橋梁排水管の設置

２．施　工　概　要

　施工フローは，下記を標準とする。

３．施工パッケージ

　３－１　コンクリートアンカーボルト設置

 （１）条件区分

　条件区分は次表を標準とする。

⑯	 橋梁排水管設置工

 （注）１．本施工パッケージで対応しているのは，二重線部分のみである。

　　　２．既設排水管の取替作業を行う際，排水管撤去作業は別途考慮する。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
設
置

コード番号 S P E 7 8 4

表３．１ コンクリートアンカーボルト設置 積算条件区分一覧

（積算単位：本）

 （注）１ ．橋梁，シェッドの排水管取付金具を設置するためのコンクリートアンカーボルト穿孔及び設置

の他，電力に関する経費等の費用等，その施工に必要な全ての機械・労務・材料費（損料等含む）

を含む。

　　　２．足場の設置は，別途計上する。

　　　３．現場条件等により代表機労材一覧（表3.2）に示す機械・規格により難い場合は，別途考慮する。

足場の有無

無し

有り
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 （２）代表機労材規格

　下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。

　３－２　排水管設置

 （１）条件区分

　条件区分は次表を標準とする。

表３．２ コンクリートアンカーボルト設置 代表機労材規格一覧

項目 代表機労材規格 備考

機械

Ｋ１
高所作業車　トラック架装リフト・ブーム型・

幅広デッキタイプ　作業床高さ 10～12ｍ未満
・賃料

Ｋ２ －

Ｋ３ －

労務

Ｒ１ 特殊作業員

Ｒ２ 普通作業員

Ｒ３ 土木一般世話役

Ｒ４ 運転手（特殊）

材料

Ｚ１ あと施工アンカー　芯棒打込み式　M12

Ｚ２ 軽油 1.2号　パトロール給油

Ｚ３ －

Ｚ４ －

市場単価 Ｓ －

コード番号 S P E 7 8 1

表３．３ 排水管設置 積算条件区分一覧

（積算単位：ｍ）

 （注）１ ．上表は，橋梁，シェッドの取付金具，排水管（蛇腹管・エルボ等の排水管付属品の設置も含む）

の設置の他，その施工に必要な全ての機械・労務・材料費（損料等含む）を含む。ただし，排水

管（材料費）は含まない。

　　　２．排水管の材料費は別途計上する。

　　　３．足場の設置は，別途計上する。

　　　４． 現場条件等により代表機労材一覧（表3.4）に示す機械・規格により難い場合は，別途考慮する。

足場の有無

無し

有り
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 （２）代表機労材規格

　下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。

　３－３　排水管（材料費）

 （１）条件区分

　排水管（材料費）における積算条件区分はない。

　積算単位は，ｍとする。

 （注 ）排水管（材料費）は，排水管（蛇腹管・エルボ等の排水管付属品も含む），取付金具の材料費を全

て含む。

表３．４ 排水管設置 代表機労材規格一覧

項目 代表機労材規格 備考

機械

Ｋ１
高所作業車　トラック架装リフト・ブーム型・

幅広デッキタイプ　作業床高さ 10～12ｍ未満
・賃料

Ｋ２ －

Ｋ３ －

労務

Ｒ１ 特殊作業員

Ｒ２ 普通作業員

Ｒ３ 土木一般世話役

Ｒ４ 運転手（特殊）

材料

Ｚ１ 軽油 1.2号　パトロール給油

Ｚ２ －

Ｚ３ －

Ｚ４ －

市場単価 Ｓ －

コード番号 S P E 7 8 2
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１．適　用　範　囲

　本資料は，横断歩道橋，側道橋（架設後，人道用として使用する橋で構造系として本橋〔車道用〕とは独立した

もの）の鈑桁，箱桁型式（鋼橋）で移動式クレーン工法，移動式クレーン・ステージング工法による架設に適用す

る。

２．施　工　概　要

　施工フローは，下記を標準とする。

 （１）横断歩道橋

 （２）側道橋

⑰	 歩道橋（側道橋）架設工

図２－１ 施工フロー

 （注）本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。
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３．機	種	の	選	定

　３－１　横断歩道橋で使用する機械・規格は，次表を標準とする。

　３－２　側道橋で使用する機械・規格は，次表を標準とする。

４．施　工　歩　掛

　４－１　横断歩道橋

　　４－１－１　アンカーフレーム据付工

　アンカーフレーム据付工の歩掛は，次表を標準とする。

表３．１ 機種の選定（横断歩道橋）

 （注）１．架設工のトラッククレーンは，現場条件により，規格を選定する。

　　　２ ．架設工のトラッククレーンについて，規格が５ｔ吊以上100ｔ吊未満となる場合は，ラフテレー

ンクレーン［排出ガス対策型（第２次基準値）］を標準とする。

　　　３ ．現場条件により，上表により難い場合は，別途選定する。なお，架設工においてはラフテレーン

クレーンを別途選定した場合にも本歩掛を適用出来る。

　　　４．トラック（クレーン装置付），トラッククレーン及びラフテレーンクレーンは，賃料とする。

作 業 種 別 機  械  名 規　 格 単位 数量 摘　 要

アンカーフレー
ム 据 付 工

ト ラ ッ ク
クレーン装置付
ベーストラック4t級
吊能力2.9t

台 1

ベ ン ト 設 備
設 置・撤 去 工

ラフテレーンクレーン
油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型（第2次基準値）
25t吊

〃 1

支 柱 据 付 工 ラフテレーンクレーン
油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型（第2次基準値）
25t吊

〃 1

架 設 工

ト ラ ッ ク ク レ ー ン 油圧伸縮ジブ型　○○t吊 〃 1 地組用

ト ラ ッ ク ク レ ー ン 油圧伸縮ジブ型　○○t吊 〃 1 架設用

ト ラ ッ ク ク レ ー ン 油圧伸縮ジブ型　○○t吊 〃 1
階段
据付用

表３．２ 機種の選定（側道橋）

 （注）１．架設工のトラッククレーンは，現場条件により，規格を選定する。

　　　２ ．架設工のトラッククレーンについて，規格が５ｔ吊以上100ｔ吊未満となる場合は，ラフテレー

ンクレーン［排出ガス対策型（第２次基準値）］を標準とする。

　　　３ ．現場条件により，上表により難い場合は，別途選定する。なお，架設工においてはラフテレーン

クレーンを別途選定した場合にも本歩掛を適用出来る。

　　　４．トラッククレーン及びラフテレーンクレーンは，賃料とする。

作 業 種 別 機  械  名 規　 格 単位 数量 摘　 要

ベ ン ト 設 備
設 置・撤 去 工

ラフテレーンクレーン
油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型（第2次基準値）
25t吊

台 1

架 設 工
ト ラ ッ ク ク レ ー ン 油圧伸縮ジブ型　○○t吊 〃 1 地組用

ト ラ ッ ク ク レ ー ン 油圧伸縮ジブ型　○○t吊 〃 1 架設用

表４．１ 日当り施工量・日当り編成人員

 （注）１ ．アンカーフレームの調整・据付にかかわる費用であり，フーチングにかか

わる鉄筋組立工，コンクリート工は含まない。

　　　２．据付けに伴って発生する材料費は，別途計上する。

　　　３ ．諸雑費は，据付工具類等の費用であり労務費の合計額に上表の率を乗じた

金額を上限として計上する。

 日当り施工量（D  ）
 （t／日）

編成人員
 （人）

諸雑費率
 （％）

0.7
橋りょう世話役　1
橋りょう特殊工　1
普通作業員　　　1

0.1

A
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　　４－１－２　ベント設備設置・撤去工

　ベント設備設置・撤去工歩掛は，次表を標準とする。

　　４－１－３　支柱据付工

　支柱据付工の歩掛は，次表を標準とする。

　　４－１－４　足場工

 （１）足場の使用区分

　足場は，枠組足場と吊足場で，使用区分は，次表を標準とする。

 （２）足場工費

　足場工費は，次表を標準とする。

表４．２ 日当り施工量・日当り編成人員

 （注）１．ベント基礎は，現場状況に応じて別途計上する。

　　　２ ．諸雑費は，架設工具損料及び電力に関する経費等の費用であり，労務費の

合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

 日当り施工量（D  ）
 （t／日）

日当り編成人員
 （人）

諸雑費率
 （％）

4.6
橋りょう世話役　1
橋りょう特殊工　4
普通作業員　　　1

17

B

表４．３ 日当り施工量・日当り編成人員

 （注）１ ．支柱は，主桁，階段用とし，総質量には，基礎金物，アンカーの質量は含

めない。

　　　２ ．鋼製支柱を対象とし，作業内容は支柱建込，調整及びアンカーフレームヘ

のボルト締付けとする。

　　　３ ．諸雑費は，組立用消耗材，架設工具損料及び電力に関する経費等の費用で

あり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

 日当り施工量（D  ）
 （t／日）

日当り編成人員
 （人）

諸雑費率
 （％）

9.3
橋りょう世話役　1
橋りょう特殊工　3

31

P

表４．４ 足場の使用区分

種　 類 使 用 区 分

枠 組 足 場
横断歩道橋の主桁用支柱・階段用支柱に適用
し，支柱1本1箇所（両側）とする。

吊 足 場
側道橋に適用するが，横断歩道橋で防護工を
必要とする場合は計上する。

表４．５ 足場工費

　Ｄ：足場使用日数（日）＝架設工日数＋床版工日数＋塗装工日数＋４

　Ａ：足場面積（㎡）＝（全幅員＋１）×必要長さ（ｍ）

　　　全幅員とは，地覆外縁間距離とする。

　Ｙ：橋りょう特殊工単価（円／人）

 （注）１．吊足場は，架設工・床版工・塗装工に適用する。

　　　２．足場工費は，設置・撤去の労務費及び足場材にかかわる費用を含む。

　　　３．吊足場工費は，対象とする足場面積（Ａ）相当の費用である。

　　　４．枠組足場は，手摺先行型とする。

　　　５ ． 吊足場において，防護工を必要とする場合は，「第Ⅳ編第７章橋梁工③鋼橋架設工」

による。

　　　６．吊足場には，安全ネットを含む。

種　 類 単位 足 場 工 費 摘　 要

枠　組　足　場 円／箇所 2.91Y＋10,190＋219D （注）

吊　　足　　場 円 （0.015A＋10.95）Y＋（218＋6D）A  〃
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　　４－１－５　防護工

　「第Ⅳ編第７章③鋼橋架設工」の防護工による。

　　４－１－６　小運搬工

　小運搬工は，現地条件，架設条件により，一時仮置きを必要とする場合のみ計上する。

　　４－１－７　架設工

　地組，階段据付，落橋防止装置取付，支承取付を含む架設工歩掛は，次表を標準とする。

　　４－１－８　手摺設置工

　手摺設置工の歩掛は，次表を標準とする。

表４．６ 日当り施工量・日当り編成人員

 （注）１ ．架設工のトラッククレーンについて，規格が５ｔ吊以上100ｔ吊未満となる場合は，ラフテレー

ンクレーン［排出ガス対策型（第２次基準値）］を標準とする。

　　　２ ．地組，架設，階段据付に伴う仮締め，本締め，排水管設置，落橋防止装置，支承の取付け，後

片付けを含み，床版工（コンクリート床版）は含まない。

　　　３ ．架設の対象質量（Ｗ ）は，架設すべき主桁，副部材，伸縮継手，鋼床版，高欄，階段，スロー

プ，支承，落橋防止装置の総質量であり，ボルト類の質量は含めない。

　　　４．摩擦接合用高カボルト数を必要量計上する（階段用含む）。

　　　５ ．地組を行わず，直接架設しながら組立を行う場合のトラッククレーン運転日数は，架設用を所

要日数×0.6，階段据付用を所要日数×0.4として計上する。

　　　６．鋼床版の溶接が必要な場合は，別途計上する。

　　　７ ．現場条件によりトラッククレーンにより難い場合は，ラフテレーンクレーンに変更出来る。そ

の際にも本歩掛を適用出来る。

　　　８ ．諸雑費は，組立用消耗材，ドリフトピン損料，仮締ボルト損料，架設工具損料及び電力に関す

る経費等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

K

架設質量（W  ）

（t）

日当り施工量（D  ）

（t／日）

編成人員

（人）
機種・規格

諸雑費率

（％）

25以下  8.3

橋りょう世話役　1

橋りょう特殊工　5

 トラッククレーン（地組用）

油圧伸縮ジブ型　○○t吊　1台

所要日数×0.4

 トラッククレーン（架設用）

油圧伸縮ジブ型　○○t吊　1台

所要日数×0.3

 トラッククレーン（階段据付用）

油圧伸縮ジブ型　○○t吊　1台

所要日数×0.3
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50以下  8.9

75以下  9.5

100以下 10.1

125以下 10.7

150以下 11.3

175以下 11.9

200以下 12.4

225以下 13.0

250以下 13.6

275以下 14.2

300以下 14.8

K K

表４．７ 日当り施工量・日当り編成人員

 （注）１ ．両側設置の手摺延長は，総延長とする。また，上下２段等複数段設置する

場合は各段の延長の合計とする。

　　　２．高欄の削孔が必要な場合は，別途考慮する。

　　　３ ．諸雑費率は，手摺設置工具類等の費用であり，労務費の合計額に上表の率

を乗じた金額を上限として計上する。

日当り施工量（D  ）

（m／日）

日当り編成人員

（人）

諸雑費率

（％）

110
橋りょう世話役　1

普通作業員　3
0.4

HL
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　４－２　側道橋

　　４－２－１　ベント設備設置・撤去工

　ベント設備設置・撤去工は，「４－１－２　ベント設備設置・撤去工」の歩掛による。

　　４－２－２　支承据付工

　支承はゴム製とし，支承据付工の歩掛は，次表を標準とする。

　　４－２－３　架設工

　地組を含む架設工の歩掛は，次表を標準とする。

　　４－２－４　足場工

　足場工は，横断歩道橋の「４－１－４　足場工」による。

　　４－２－５　防護工

　「第Ⅳ編第７章③鋼橋架設工」の防護工による。

　　４－２－６　小運搬工

　小運搬工は，現場条件，架設条件により，一時仮置きを必要とする場合のみ計上する。

表４．８ 日当り施工量・日当り編成人員

 （注）１ ．現場条件により，クレーン等が必要な場合は，クレーン等の運転費を別途

計上する。

　　　２．支承据付材料（無収縮モルタル）は，別途計上する。

　　　３ ．クレーンを使用する場合は，諸雑費として支承据付工具類等の費用とし，

労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上し，クレーンを使

用しない場合は計上しない。

　　　４．足場が必要な場合は，別途計上する。

日当り施工量（D  ）
（個／日）

日当り編成人員
（人）

諸雑費率
（％）

4.2
橋りょう世話役　1
橋りょう特殊工　3

0.1
（注）3

GS

表４．９ 日当り施工量・日当り編成人員

 （注）１ ．架設工のトラッククレーンについて，規格が５ｔ吊以上100ｔ吊未満となる場合は，ラフテレー

ンクレーン［排出ガス対策型（第２次基準値）］を標準とする。

　　　２．地組，架設に伴う仮締め，本締め，排水管設置，後片付けを含む。

　　　３ ．架設の対象質量（Ｗ ）は，架設すべき主桁，副部材，伸縮継手，鋼床版の総質量であり，支承，

ボルト類，高欄の質量は含めない。

　　　４ ．落橋防止装置を取付ける場合は，主桁等に取付ける部材については，架設の対象質量（Ｗ ）

に含めるものとする。なお，落橋防止装置の取付歩掛は別途計上する。

　　　５．鋼床版の溶接作業は含まない。

　　　６．摩擦接合用高カボルト数を必要量計上する。

　　　７ ．地組を行わず，直接架設しながら組立を行う場合のトラッククレーン運転日数は，架設用を所

要日数×1.0として計上する。

　　　８ ．諸雑費は，組立用消耗材，ドリフトピン損料，仮締ボルト損料，架設工具損料及び電力に関す

る経費等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

K

K

日当り施工量（D  ）
（t／日）

日当り編成人員
（人）

機種・規格
諸雑費率
（％）

 8.6
橋りょう世話役　1
橋りょう特殊工　5

 トラッククレーン（地組用）
油圧伸縮ジブ型○○t吊　1台

所要日数×0.5

 トラッククレーン（架設用）
油圧伸縮ジブ型○○t吊　1台

所要日数×0.5
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K
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　　４－２－７　高欄組立工

　高欄を主桁架設後に組立てる場合の歩掛は，次表を標準とする。

５．供　用　日　数

　ベントの供用日数は，次表を標準とする。これにより難い場合は，別途考慮する。

表４．10 日当り施工量・日当り編成人員

 （注）１．両側設置の高欄延長は，総延長とする。

　　　２．地覆にかかわる鉄筋組立，コンクリート工は含めない。

　　　３ ．諸雑費は，高欄組立工具類の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗

じた金額を上限として計上する。

日当り施工量（D  ）

（m／日）

日当り編成人員

（人）

諸雑費率

（％）

44
橋りょう世話役　1

橋りょう特殊工　3
0.3

L

表５．１ 供用日数

　Ａ：架設日数

　Ｂ：支承据付日数

　Ｃ：ベント設備・設置・撤去日数

　Ｄ：現場内小運搬日数

 （注）１ ．供用日数は，１パーティで各工種毎に供用日数を累加している。供用日数

は，大規模工事，工期などから２パーティ，３パーティと日当り編成人員が

増す場合など工種により供用日数のラップを考慮して算出する。

　　　２．供用日数は，小数第１位を切上げし，整数とする。

作  業  種  別 設  備  名 供  用  日  数 摘　 要

歩  道  橋
ベ　ン　ト

（0.7A＋C＋D）×1.5 地組のある場合

（0.6A＋C＋D）×1.5 地組のない場合

側  道  橋 （A＋B＋C＋D）×1.5
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６．横断歩道橋側板工（裾隠し板，目隠し板）

　６－１　側板取付け

　側板取付けの施工歩掛は，次表を標準とする。

　６－２　側板取外し

　側板取外しの施工歩掛は，次表を標準とする。

　６－３　材料使用量

　側板の使用量は，次式による。

使用量（㎡）＝設計量（㎡）×（１＋Ｋ）

　　　　Ｋ：ロス率（表７．３）

 （注）１ ．諸雑費は，ドリル損料，電気ノコギリ損料，電力に関する経費等の費用であ

り，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

　　　２．上表の歩掛には，側板等の加工を含む。

表６．１ 側板取付け （10㎡当り）

名　 称 規　 格 単位 数量

土 木 一 般 世 話 役 人   0.4

特 殊 作 業 員 〃   0.7

普 通 作 業 員 〃   1.1

諸 雑 費 率 ％ 2

表６．２ 側板取外し （10㎡当り）

名　 称 規　 格 単位 数量

土 木 一 般 世 話 役 人 0.1

普 通 作 業 員 〃 0.4

表６．３ ロス率（Ｋ）

材  料  名 合 成 樹 脂 板

ロ  ス  率 ＋0.03
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７．内訳書及び単価表

　 （１）歩道橋架設工１橋当り内訳書

　 （２）側道橋架設工１橋当り内訳書

　 （３）アンカーフレーム据付工１ｔ当り単価表（横断歩道橋）

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

アンカーフレーム据付工 t 単価表（3）

ベント設備設置・撤去工 〃 単価表（4）

支 柱 据 付 工 〃 単価表（9）

足場工（枠組足場） 箇所 単価表（11）

足 場 工 （ 吊 足 場 ） ㎡ 単価表（12）

防 護 工 〃

架 設 工 t 単価表（5）

手 摺 設 置 工 m 単価表（6）

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

支 承 据 付 工 個 単価表（7）

ベント設備設置・撤去工 t 単価表（4）

架 設 工 〃 単価表（8）

足 場 工 （ 吊 足 場 ） ㎡ 単価表（12）

防 護 工 〃

高 欄 組 立 工 m 単価表（10）

コード番号 Ｓ 6 2 0 9

 （注）Ｄ  ：日当り施工量（ｔ／日）A

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

橋 り ょ う 世 話 役 人 1／D ×1 表4.1

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1／D ×1 　〃

普 通 作 業 員 〃 1／D ×1 　〃

卜 ラ ッ ク 運 転
クレーン装置付
ベーストラック4t級・
吊能力2.9t

日 1／D ×1
表3.1，表4.1
機械賃料

諸 雑 費 式 1 表4.1

計

A

A

A

A
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　 （４）ベント設備設置・撤去工10ｔ当り単価表（横断歩道橋，側道橋）

　 （５）架設工10ｔ当り単価表（横断歩道橋）

　 （６）手摺設置工100ｍ当り単価表（横断歩道橋）

コード番号 Ｓ 6 2 1 0

 （注）Ｄ  ：日当り施工量（ｔ／日）B

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

橋 り ょ う 世 話 役 人 10／D ×1 表4.2

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 10／D ×4 　〃

普 通 作 業 員 〃 10／D ×1 　〃

ベ ン ト 損 料 日 表5.1

ラフテレーンクレーン

油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型
（第2次基準値）
25t吊

〃 10／D ×1
表3.1，表4.2
機械賃料

諸 雑 費 式 1 表4.2

計

B

B

B

B

コード番号 Ｓ 6 2 1 2

 （注）１．Ｄ  ：日当り施工量（ｔ／日）

　　　２．地組を行わず架設する場合は，表４．６の（注）５のとおりとする。

　　　３．摩擦接合用高力ボルトの本数は，10ｔ当りの必要量を計上する。

　　　４ ．架設工のトラッククレーンの規格が５ｔ以上100ｔ吊未満となる場合は，表４．６（注）１のとおりとする。

K

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

橋 り ょ う 世 話 役 人 10／D ×1 表4.6

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 10／D ×5 　〃

摩擦接合用高力ボルト 本
階段用含む
必要量計上する

ト ラ ッ ク ク レ ー ン
油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型
○○t吊

日 10／D ×0.4
表3.1，表4.6　地組用
機械賃料

ト ラ ッ ク ク レ ー ン
油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型
○○t吊

〃 10／D ×0.3
表3.1，表4.6　架設用
機械賃料

ト ラ ッ ク ク レ ー ン
油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型
○○t吊

〃 10／D ×0.3
表3.1，表4.6　階段据付用
機械賃料

諸 雑 費 式 1 表4.6

計

K

K

K

K

K

コード番号 Ｓ 6 2 2 5

 （注）Ｄ  ：日当り施工量（ｍ／日）HL

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

橋 り ょ う 世 話 役 人 100／D  ×1 表4.7

普 通 作 業 員 〃 100／D  ×3 　〃

諸 雑 費 式 1 　〃

計

HL

HL
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　 （７）支承据付工１個当り単価表（側道橋）

　 （８）架設工10ｔ当り単価表（側道橋）

　 （９）支柱据付工10ｔ当り単価表（横断歩道橋）

コード番号 Ｓ 6 2 2 6

 （注）Ｄ  ：日当り施工量（個／日）GS

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

橋 り ょ う 世 話 役 人 1／D  ×1 表4.8

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1／D  ×3 　〃

支 承 据 付 材 料
（無収縮モルタル）

㎥ 必要量計上する

諸 雑 費 式 1 表4.8

計

GS

GS

コード番号 Ｓ 6 2 1 2

 （注）１．Ｄ  ：日当り施工量（ｔ／日）

　　　２．地組を行わず架設する場合は，表４．９の（注）７のとおりとする。

　　　３．摩擦接合用高力ボルトの本数は，10ｔ当りの必要量を計上する。

　　　４． 架設工のトラッククレーンの規格が５ｔ以上100ｔ吊未満となる場合は，表４．９（注）１のとおりとする。

K

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

橋 り ょ う 世 話 役 人 10／D ×1 表4.9

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 10／D ×5 　〃

摩擦接合用高力ボルト 本 必要量計上する

ト ラ ッ ク ク レ ー ン
油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型
○○t吊

日 10／D ×0.5
表3.2，表4.9　地組用
機械賃料

ト ラ ッ ク ク レ ー ン
油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型
○○t吊

〃 10／D ×0.5
表3.2，表4.9　架設用
機械賃料

諸 雑 費 式 1 表4.9

計

K

K

K

K

コード番号 Ｓ 6 2 1 4

 （注）Ｄ  ：日当り施工量（ｔ／日）P

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

橋 り ょ う 世 話 役 人 10／D ×1 表4.3

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 10／D ×3 　〃

ラフテレーンクレーン

油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型
（第2次基準値）
25t吊

日 10／D ×1
表3.1，表4.3
機械賃料

諸 雑 費 式 1 表4.3

計

P

P

P

Ⅳ－7－⑰－10 ②  805



　 （10）高欄組立工100ｍ当り単価表（側道橋）

　 （11）足場工（手摺先行型枠組足場）１箇所当り単価表

　 （12）足場工（吊足場）１㎡当り単価表

　 （13）側板取付け10㎡当り単価表

コード番号 Ｓ 6 2 1 6

 （注）Ｄ  ：日当り施工量（ｍ／日）L

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

橋 り ょ う 世 話 役 人 100／D ×1 表4.10

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 100／D ×3 　〃

諸 雑 費 式 1 　〃

計

L

L

コード番号 Ｓ 6 2 2 2

名　　　称 規　　格 単位 数　量 摘　　要

橋 り ょ う 特 殊 工 人 表4.5

足 場 材 損 料 日 　〃

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 2 2 3

名　　　称 規　　格 単位 数　量 摘　　要

橋 り ょ う 特 殊 工 人 表4.5

足 場 材 損 料 日 　〃

諸 雑 費 式 1

計

コード番号 Ｓ 6 2 1 7

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

土 木 一 般 世 話 役 人 表6.1

特 殊 作 業 員 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

合 成 樹 脂 板 ㎡ 10.3
表6.3
設計量（㎡）×（1＋K）

ボ ル ト ・ ナ ッ ト 組 必要数量計上

諸 雑 費 式 1 表6.1

計
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　 （14）側板取外し10㎡当り単価表

　 （15）機械運転単価表

コード番号 Ｓ 6 2 1 8

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

土 木 一 般 世 話 役 人 表7.2

普 通 作 業 員 〃 　〃

諸 雑 費 式 1

計

名　 称 規　 格 適 用 単 価 表 指  定  事  項

ト ラ ッ ク

クレーン装置付

ベーストラック4t級・

吊能力2.9t

機－28

運転労務数量→ 1.00

燃 料 消 費 量→36

機械賃料数量→ 1.00
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１．適　用　範　囲

　本資料は，陸上での鋼製橋脚設置工事に適用する。

　なお，本資料は，鋼製橋脚のうちＴ型鋼製橋脚，Ｉ型鋼製橋脚，ラケット型鋼製橋脚，門型ラーメン鋼製橋脚に

適用する。

２．施　工　概　要

　施工フローは，下記を標準とする。

⑱	 鋼製橋脚設置工

 （注）１．本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。

　　　２．　　　：コンクリート工，足場・支保工，橋梁塗装工等の関連工種による。
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３．機	種	の	選	定

　機械・規格は，次表を標準とする。

４．アンカーフレーム架設工

　アンカーフレーム架設工歩掛は，次表を標準とする。

 （注）１ ．主クレーン，アンカーフレーム架設・鋼製橋脚地組・鋼製橋脚架設に使用し，最大部材質量，作

業半径，吊上げ高さなどを勘案し現場条件に適合した機種規格を選定し計上する。

　　　２．補助クレーンは，アンカーフレーム架台の設置に使用する。

　　　３ ．建起し用クレーンは，橋脚柱の架設など建起しを必要とするブロックの架設に主クレーンととも

に使用する。

　　　４．上記のクレーンによる架設が困難な場合は，現場条件に適合した機種規格を計上する。

　　　５．トラッククレーン及びラフテレーンクレーンは，賃料とする。

表３．１ 機種の選定

機　械　名 用　　途 規　　　格 単　位 数　量

移 動 式 ク レ ー ン 主クレーン

5ｔ吊以上100ｔ吊未満

　ラフテレーンクレーン

それ以外

　トラッククレーン

油圧伸縮ジブ型　各種

台 1

ラフテレーンクレーン 補助クレーン

油圧伸縮ジブ型・排出ガス

対策型（第１次基準値）

25ｔ吊

〃 1

ラフテレーンクレーン 建起し用クレーン

油圧伸縮ジブ型・排出ガス

対策型（第１次基準値）

45ｔ吊

〃 1

 Ａ：アンカーフレーム架設数（基）

 （注）１ ．本歩掛は，アンカーフレーム架設に伴う架設用架台の設置から調整及びアンカーフレーム

内グラウト注入を含む。

　　　２ ．諸雑費は，アンカーフレーム架設に伴う溶接棒，架設用架台の材料，グラウトポンプ，グ

ラウトミキサ，架設工具の損料，電力に関する経費等の費用であり，労務費の合計額に上表

の率を乗じた金額を上限として計上する。

　　　３．グラウト注入材料は，別途計上する。

表４．１ アンカーフレーム架設工歩掛

 所要日数（日）  編  成  人  員（人）   諸雑費率（％）

７Ａ
橋 り ょ う 世 話 役

橋 り ょ う 特 殊 工

1

4
18
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５．鋼製橋脚地組工

　鋼製橋脚地組工歩掛は，次表を標準とする。

６．鋼製橋脚架設工

　鋼製橋脚架設工歩掛は，次表を標準とする。

表５．１ 鋼製橋脚地組工歩掛

 Ｗ：鋼製橋脚総地組質量（ｔ）

 ｒ：鋼製橋脚地組連結箇所数（箇所）

 （注）１．本歩掛は，鋼製橋脚地組に伴う仮締めを含む。

　　　２ ．諸雑費は，鋼製橋脚地組に伴う足場（安全ネット付），仮締めボルト，ドリフトピン，組

立工具損料，電力に関する経費等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を

上限として計上する。

　　　３ ．鋼製橋脚質量は「鋼道路橋数量集計マニュアル（案）」において鋼製脚の大型材片及び小

型材片に分類されている部材の総質量である。

　　　４．日当り施工量Ｄｊは小数第２位を四捨五入し，第１位とする。

日当り施工量

 Ｄｊ（ｔ／日）
 編  成  人  員（人） 諸雑費率（％）

橋 り ょ う 世 話 役

橋 り ょ う 特 殊 工

普 通 作 業 員

1

5

1

8Ｄｊ＝ 　
Ｗ

0.5ｒ

表６．１ 鋼製橋脚架設工歩掛

 Ｗ：鋼製橋脚総架設質量（ｔ）

 ｂ：鋼製橋脚総架設ブロック数（ブロック）

 ｆ：鋼製橋脚数（脚）

 （注）１．本歩掛は，鋼製橋脚架設に伴う仮締め及び脚柱基部グラウト注入を含む。

　　　２ ． 諸雑費は，鋼製橋脚架設に伴う部分作業床（安全ネット付），仮締めボルト，ドリフトピン，

グラウトポンプ，グラウトミキサ，架設工具の損料，電力に関する経費等の費用であり，労

務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

　　　３ ．鋼製橋脚質量は「鋼道路橋数量集計マニュアル（案）」において鋼製脚の大型材片及び小

型材片に分類されている部材の総質量である。

　　　４．日当り架設質量Ｄｋは小数第２位を四捨五入し，第１位とする。

　　　５．グラウト注入材料は，別途計上する。

　　　６ ．ベント設備を使用し架設する場合のベント設備設置・撤去歩掛は，「第Ⅳ編第７章③鋼橋

架設工」により別途計上する。

日当り架設質量

 Ｄｋ（ｔ／日）
 編  成  人  員（人） 諸雑費率（％）

橋 り ょ う 世 話 役

橋 り ょ う 特 殊 工

普 通 作 業 員

1

5

1

8Ｄｋ＝ 　
Ｗ

0.78ｂ＋1.8ｆ
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７．現	場	溶	接	工

　現場溶接工歩掛は，次表を標準とする。

表７．１ 現場溶接工歩掛

 Ｍ：鋼製橋脚溶接総実延長（ｍ）

 α：板厚による係数（付表-１）

 （注）１．橋脚が複数ある場合は，各橋脚毎に溶接実延長を算出する。

日当り施工量

 Ｄｈ（ｍ／日）
 編  成  人  員（人） 諸雑費率（％）

ただし，３β≦Ｄｈ≦10β

橋 り ょ う 世 話 役

橋 り ょ う 特 殊 工

1

8
28

Ｄｈ＝ 　
Ｍ×α×β

1.03Ｍ／10＋12.6

付表-１ 板厚による係数（α）

平均板厚

 （mm）
20未満

20以上

30未満

30以上

40未満

40以上

50未満
50以上

α 1.15 1.00 0.85 0.70 0.55

備　　考

平均板厚は，下記のとおり加重平均して算出する。

　　　　ｔｎ：各々の板厚（mm）

　　　　 ℓ ｎ：各々の板厚に対する延長（ｍ）

平均板厚＝　 　
（ｔ１×ℓ１）＋（ｔ２×ℓ２）＋…

ℓ１＋ℓ２＋…

付表-２ 溶接ビード仕上による影響係数（β）

 （注）１．本歩掛は，鋼製橋脚架設に伴う現場溶接工に適用する。

　　　２．本歩掛は，母材材質がＳＭ400～ＳＭ570の場合に適用する。

　　　３ ．付表２における「ビード仕上有り」とは，道路橋示方書に示す余盛り高さ以上に平滑に仕上げる

場合を示す。

　　　４ ．諸雑費は，現場溶接工に伴う部分作業床（安全ネット付），仮締めボルト，ドリフトピン，空気

圧縮機，整流器，電気溶接機・ＣＯ 自動溶接装置・溶接棒乾燥機損料，溶接棒，溶接ワイヤ， 

ＣＯ ガス，防風設備，電力に関する経費等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金

額を上限として計上する。

　　　５．日当り施工量Ｄｈは小数第２位を四捨五入し，第１位とする。

2

2

仕上げの程度 β

ビード仕上げ無し 1.00

　　 〃 　　有り 0.80

備　　考

溶接ビード仕上による影響係数（β）は，下記のとおり加重平均して算出する。

　　　　ℓ１：ビード仕上げ無しの溶接延長（ｍ）

　　　　ℓ２：ビード仕上げ有りの溶接延長（ｍ）

影響係数（β）＝　 　
（1.00×ℓ１）＋（0.80×ℓ２）

ℓ１＋ℓ２
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８．本　締　め　工

　本締め工歩掛は，次表を標準とする。

９．足　　場　　工

　足場は，脚柱部に枠組足場を柱１本１箇所（両側）に計上するものとし，足場設置・撤去歩掛は，「第Ⅱ編第５

章⑦－１足場工」による。

　なお，現場において橋脚全面塗装を行う場合等で，全面に足場が必要な場合は別途計上する。

10．クレーンの運転日数

　クレーンの運転日数は，次表を標準とする。

表８．１ 本締め工歩掛

 Ｔ：トルシアボルト総本数（本）

 （注）１．本歩掛は，鋼製橋脚架設に伴う本締め工に適用する。

　　　２ ．諸雑費は，本締め工に伴う部分作業床（安全ネット付），仮締めボルト，ドリフトピン，架設

工具損料及び電力に関する経費等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限

として計上する。

　　　３．日当り作業量Ｄｂは，整数第１位を四捨五入し，第２位とする。

　　　４．トルシアボルトにおけるピンテールの破断面処理（錆防止等）は，別途考慮する。

日当り作業量

 Ｄｂ（本／日）
 編  成  人  員（人） 諸雑費率（％）

ただし，

上限を1,950本とする。

橋 り ょ う 世 話 役

橋 り ょ う 特 殊 工

普 通 作 業 員

1

5

1

13

Ｄｂ＝ 　
Ｔ

（0.03・Ｔ＋188）×0.01

表10．１  クレーンの運転日数

 Ａ：アンカーフレーム架設数（基）

 Ｂ：鋼製橋脚地組日数

 　　Ｂ＝0.5×連結箇所数（ｒ）

 Ｃ：鋼製橋脚架設日数

 　　Ｃ＝0.78×総架設ブロック数（ｂ）

 ｓ：使用比率

 　　ｓ＝建起し必要ブロック数／総架設ブロック数（ｂ）

 （注）１．移動式クレーン（トラッククレーン及びラフテレーンクレーン）は，賃料とする。

　　　２．クレーンの運転日数は，小数第１位を四捨五入し，整数とする。

機 械 名 クレーンの運転日数

移 動 式 ク レ ー ン 主 運転日数　Ａ＋Ｂ＋Ｃ

ラフテレーンクレーン
補助 運転日数　Ａ×２

建起し 運転日数　Ｃ×ｓ
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11．内訳書及び単価表

　 （１）アンカーフレーム架設工１基当り単価表

　 （２）鋼製橋脚地組工，鋼製橋脚地組質量10ｔ当り単価表

　 （３）鋼製橋脚架設工，鋼製橋脚架設質量10ｔ当り単価表

　 （４）現場溶接工，鋼製橋脚溶接実延長10ｍ当り単価表

名　　　　称 規　　格 単位 数　量 摘　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 7×1 表4.1

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 7×4 　〃

グ ラ ウ ト 注 入 材 料 膨張モルタル ㎥ 必要量計上

諸 雑 費 式 1 表4.1

計

 （注）Ｄｊ：日当り施工量（t／日）

名　　　　称 規　　格 単位 数　量 摘　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 （10／Ｄｊ）×1 表5.1

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 （10／Ｄｊ）×5 　〃

普 通 作 業 員 〃 （10／Ｄｊ）×1 　〃

諸 雑 費 式 1 　〃

計

 （注）Ｄｋ：日当り架設質量（t／日）

名　　　　称 規　　格 単位 数　量 摘　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 （10／Ｄｋ）×1 表6.1

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 （10／Ｄｋ）×5 　〃

普 通 作 業 員 〃 （10／Ｄｋ）×1 　〃

グ ラ ウ ト 注 入 材 料 膨張モルタル ㎥ 必要量計上

グ ラ ウ ト 注 入 材 料 無収縮モルタル ㎥ 　〃

諸 雑 費 式 1 表6.1

計

 （注）Ｄｈ：日当り施工量（ｍ／日）

名　　　　称 規　　格 単位 数　量 摘　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 （10／Ｄｈ）×1 表7.1

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 （10／Ｄｈ）×8 　〃

諸 雑 費 式 1 　〃

計
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　 （５）本締め工，トルシアボルト100本当り単価表

　 （６）アンカーフレーム架設クレーン運転費１式当り単価表

　 （７）鋼製橋脚地組クレーン運転費１式当り単価表

　 （８）鋼製橋脚架設クレーン運転費（賃料）１式当り単価表

 （注）Ｄｂ：日当り作業量（本／日）

名　　　　称 規　　格 単位 数　量 摘　　要

橋 り ょ う 世 話 役 人 （100／Ｄｂ）×1 表8.1

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 （100／Ｄｂ）×5 　〃

普 通 作 業 員 〃 （100／Ｄｂ）×1 　〃

ト ル シ ア ボ ル ト 本 100

諸 雑 費 式 1 表8.1

計

名　　　　称 規　　格 単位 数　量 摘　　要

主 ク レ ー ン
移動式クレーン

油圧伸縮ジブ型　各種
日 表10.1，機械賃料

補 助 ク レ ー ン

ラフテレーンクレーン

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対

策型（第1次基準値）25ｔ吊

〃 　〃　　機械賃料

諸 雑 費 式 1

計

名　　　　称 規　　格 単位 数　量 摘　　要

主 ク レ ー ン
移動式クレーン

油圧伸縮ジブ型　各種
日 表10.1，機械賃料

諸 雑 費 式 1

計

名　　　　称 規　　格 単位 数　量 摘　　要

主 ク レ ー ン
移動式クレーン

油圧伸縮ジブ型　各種
日 表10.1，機械賃料

建 起 し 用 ク レ ー ン

ラフテレーンクレーン

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対

策型（第1次基準値）45ｔ吊

〃
必要により計上

表10.1，機械賃料

諸 雑 費 式 1

計
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１．適　用　範　囲

　本資料は，橋台及び橋脚の施工に適用する。なお，以下の適用を外れる橋台・橋脚については，「第Ⅳ編第７章

橋梁工⑲－２橋台・橋脚工（２）」を適用する。また，後打コンクリートについては，土木工事標準積算基準〔Ⅲ〕

を参照のこと。

　１－１　適用出来る範囲

 （１）構造物高さ５ｍ以上25ｍ未満のＴ形橋脚（躯体が円形及び小判型含む）の場合

 （２）構造物高さ５ｍ以上20ｍ未満の壁式橋脚（躯体が小判型含む）の場合

 （３）構造物高さ12ｍ未満かつ翼壁厚0.4ｍ以上0.6ｍ以下の逆Ｔ式橋台の場合

　なお，橋台パラペットを後施工する場合，構造物高さに後施工分は含まない。

　１－２　適用出来ない範囲

 （１）同一構造物で，フーチングと躯体のコンクリート強度が異なる場合。

 （２）フーチングのみの工事，又は躯体のみの工事の場合。

 （３）化粧型枠を使用する場合

 （４）手摺先行型枠組足場以外の足場を使用する場合

⑲	 橋台・橋脚工

⑲－１	 橋台・橋脚工（１）（構造物単位）

橋台・橋脚形式（参考図）
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２．施　工　概　要

　施工フローは，下記を標準とする。

３．施　工　歩　掛

　３－１　橋台・橋脚工

　　３－１－１　機種の選定

　機械・規格の選定は，次表を標準とする。

図２－１ 施工フロー

 （注）本歩掛で対応しているものは実線部分のみである。

表３．１ 機種の選定

 （注）１．上表の機種規格を標準とするが，現場条件により上表により難い場合は，別途考慮する。

　　　２ ．コンクリートポンプ車圧送コンクリートの標準範囲は，「第Ⅱ編第４章①コンクリート工」に

よる。

機  械  名 規　 格

コ ン ク リ ー ト ポ ン プ 車 トラック架装・ブーム式　圧送能力90～110㎥／ｈ
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　　３－１－２　施工歩掛表適用図

　施工歩掛における歩掛表の適用範囲は，次図のとおりとする。

図３－１  Ｔ形橋脚歩掛表適用範囲

図３－２ 壁式橋脚歩掛表適用範囲

図３－３ 逆Ｔ式橋台歩掛表適用範囲

 （注）１．本図は以上未満表示である。

　　　２ ．本歩掛は，基礎形式（直接基礎，杭基

礎）にかかわらず適用出来る。

 （注）１．本図は以上未満表示である。

　　　２ ．本歩掛は，基礎形式（直接基礎，杭基

礎）にかかわらず適用出来る。

 （注）１．本図は以上未満表示である。

　　　２ ．本歩掛は，基礎形式（直接基礎，杭基

礎）にかかわらず適用出来る。

　　　３ ．本歩掛は，翼壁厚0.4ｍ以上0.6ｍ以下

の逆Ｔ式橋台に適用する。
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　　３－１－３　Ｔ形橋脚歩掛

　Ｔ形橋脚における施工歩掛は，次表を標準とする。

表３．２  Ｔ形橋脚施工歩掛（構造物高さ５ｍ以上10ｍ未満の場合） （コンクリート10㎥当り）

 コンクリート打設量（㎥／基） 100㎥以上

300㎥未満

300㎥以上

500㎥未満名　 称   単位

土 木 一 般 世 話 役 人 0.6 （0.5） 0.5 （0.4）

特 殊 作 業 員 〃 0.2 （0.2）

型 わ く 工 〃 1.8 （1.8） 1.3 （1.3）

と び 工 〃 0.6 （0.2） 0.5 （0.2）

普 通 作 業 員 〃 1.6 （1.4） 1.3 （1.1）

コ ン ク リ ー ト ㎥ 10.2 （10.2）

コ ン ク リ ー ト ポ ン プ 車 運 転 日 0.06 （0.06）

雑
工
種

基 礎 材 敷 設 転 圧 ％  2 （ 3）  2 （ 2）

均 し コ ン ク リ ー ト 打 設 〃  4 （ 5）  5 （ 6）

諸 雑 費 率 〃 26 （12） 27 （15）

表３．４  Ｔ形橋脚施工歩掛（構造物高さ15ｍ以上25ｍ未満の場合） （コンクリート10㎥当り）

 コンクリート打設量（㎥／基） 290㎥以上

910㎥未満

910㎥以上

980㎥未満名　 称   単位

土 木 一 般 世 話 役 人 0.6 （0.5） 0.5 （0.4）

特 殊 作 業 員 〃 0.2 （0.2）

型 わ く 工 〃 1.5 （1.5） 1.3 （1.3）

と び 工 〃 0.8 （0.3） 0.9 （0.5）

普 通 作 業 員 〃 1.6 （1.3） 1.3 （1.1）

コ ン ク リ ー ト ㎥ 10.2 （10.2）

コ ン ク リ ー ト ポ ン プ 車 運 転 日 0.06 （0.06）

雑
工
種

基 礎 材 敷 設 転 圧 ％  1 （ 1）  1 （ 2）

均 し コ ン ク リ ー ト 打 設 〃  2 （ 3）  3 （ 3）

諸 雑 費 率 〃 29 （13） 28 （13）

表３．３  Ｔ形橋脚施工歩掛（構造物高さ10ｍ以上15ｍ未満の場合） （コンクリート10㎥当り）

 コンクリート打設量（㎥／基） 120㎥以上

220㎥未満

220㎥以上

440㎥未満

440㎥以上

650㎥未満名　 称   単位

土 木 一 般 世 話 役 人 0.7 （0.6） 0.6 （0.5） 0.4 （0.3）

特 殊 作 業 員 〃 0.2 （0.2）

型 わ く 工 〃 2.0 （2.0） 1.5 （1.5） 1.0 （1.0）

と び 工 〃 0.9 （0.4） 0.7 （0.3） 0.6 （0.2）

普 通 作 業 員 〃 1.9 （1.6） 1.4 （1.2） 1.1 （0.9）

コ ン ク リ ー ト ㎥ 10.2 （10.2）

コ ン ク リ ー ト ポ ン プ 車 運 転 日 0.06 （0.06）

雑
工
種

基 礎 材 敷 設 転 圧 ％  2 （ 2）  2 （ 2）  2 （ 3）

均 し コ ン ク リ ー ト 打 設 〃  3 （ 4）  4 （ 5）  5 （ 6）

諸 雑 費 率 〃 26 （12） 28 （13） 33 （15）
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 （注）１ ．上表の労務歩掛は，型枠（Ｒ付，支承・箱抜き部の型枠含む）製作・設置・撤去，足場（支保）

設置・撤去，コンクリート打設・養生等を含むものである。

　　　　　ただし，支承・箱抜き部の型枠の材料費は，別途計上する。

　　　２．本歩掛は，基礎形式（直接基礎，杭基礎）にかかわらず適用出来る。

　　　３．コンクリートの材料ロス率は，＋0.02として上表に含まれている。

　　　４ ．雑工種・諸雑費は，労務費と機械損料及び運転経費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限とし

て計上する。

　　　　　なお，雑工種及び諸雑費に含まれる内容は，付表－１のとおりである。

　　　５ ．養生は，養生材の被覆，散水養生，被覆養生程度のものであり，給熱養生等の特別な養生が必要

な場合は，上表諸雑費率より，2.0％を減ずるものとし，養生費を，「第Ⅱ編第４章①コンクリート

工」により別途計上する。

　　　６ ．冬期の施工で雪寒仮囲い等の特別な足場や，給熱養生等の特別な養生を必要とする場合は，（　）

内の数値を使用するものとし，足場費及び養生費が必要な場合は「第Ⅱ編第５章⑬－２雪寒仮囲い

工」により別途計上する。

　　　７．基礎材の敷均し厚は，20cmまでを標準としており，これにより難い場合は別途計上する。

　　　８ ．コンクリートポンプ車配管打設で施工する場合で圧送管組立・撤去が必要な場合は，「第Ⅱ編第

４章①コンクリート工」により，別途計上するものとする。

　　　　　なお，コンクリート１日当り打設量は，110㎥を標準とする。

　　　９ ．本歩掛には，コンクリートポンプ車打設時のホースの筒先作業等を行う機械付補助労務を含む。

　　　10．本歩掛には，型枠施工時のはく離剤及びケレン作業を含む。

付表－１ 雑工種及び諸雑費に含まれる内容

項　 目 労　務　費 機械運転経費 雑機械器具損料 材　料　費

雑 

工 

種

基 礎 砕 石 敷設・転圧労務
材料投入敷均し機械
締固め機械

－ 砕石材料

均しコンクリート関係
打設・養生・
型枠製作・設置・
撤去労務

打設機械
電力に関する経費

コンクリートバイブレータ，
工事用水中モータポンプ，
バケット等

コンクリート，
養生材，
均し型枠材料等

諸 

雑 
費

コンクリート関係 － 電力に関する経費
コンクリートバイブレータ，
工事用水中モータポンプ等

養生マット，
養生シート等

型 枠 関 係 －
持上げ（下げ）機械
電力に関する経費

電気ドリル，
電気ノコギリ，
雑工具等

型枠材料，
組立支持材，
はく離材等

足 場 関 係 － 持上げ（下げ）機械 雑工具等
足場工仮設材，
安全ネット等

支 保 関 係 － 持上げ（下げ）機械 　〃
支保工仮設材，
安全ネット等
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　　３－１－４　壁式橋脚歩掛

　壁式橋脚における施工歩掛は，次表を標準とする。

表３．５ 壁式橋脚施工歩掛（構造物高さ５ｍ以上15ｍ未満の場合）　　　　　　　（コンクリート10㎥当り）

 コンクリート打設量（㎥／基） 100㎥以上

280㎥未満

280㎥以上

700㎥未満名　 称   単位

土 木 一 般 世 話 役 人 0.6 （0.5） 0.5 （0.4）

特 殊 作 業 員 〃 0.2 （0.2）

型 わ く 工 〃 1.8 （1.8） 1.4 （1.4）

と び 工 〃 0.5 （ - ） 0.3 （ - ）

普 通 作 業 員 〃 1.6 （1.3） 1.2 （1.1）

コ ン ク リ ー ト ㎥ 10.2 （10.2）

コ ン ク リ ー ト ポ ン プ 車 運 転 日 0.06 （0.06）

雑
工
種

基 礎 材 敷 設 転 圧 ％  2 （ 3）  3 （ 3）

均 し コ ン ク リ ー ト 打 設 〃  4 （ 5）  7 （ 8）

諸 雑 費 率 〃 29 （12） 24 （15）

 （注）１ ．上表の労務歩掛は，型枠（Ｒ付，支承・箱抜き部の型枠含む）製作・設置・撤去，足場（支保）

設置・撤去，コンクリート打設・養生等を含むものである。

　　　　　ただし，支承・箱抜き部の型枠の材料費は，別途計上する。

　　　２．本歩掛は，基礎形式（直接基礎，杭基礎）にかかわらず適用出来る。

　　　３．コンクリートの材料ロス率は，＋0.02として上表に含まれている。

　　　４ ．雑工種・諸雑費は，労務費と機械損料及び運転経費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限とし

て計上する。

　　　　　なお，雑工種及び諸雑費に含まれる内容は，付表－１のとおりである。

　　　５ ．養生は，養生材の被覆，散水養生，被覆養生程度のものであり，給熱養生等の特別な養生が必要

な場合は，上表諸雑費率より，2.0％を減ずるものとし，養生費を，「第Ⅱ編第４章①コンクリート

工」により別途計上する。

　　　６ ．冬期の施工で雪寒仮囲い等の特別な足場や，給熱養生等の特別な養生を必要とする場合は，（　）

内の数値を使用するものとし，足場費及び養生費が必要な場合は「第Ⅱ編第５章⑬－２雪寒仮囲い

工」により別途計上する。

　　　７．基礎材の敷均し厚は，20cmまでを標準としており，これにより難い場合は別途計上する。

　　　８ ．コンクリートポンプ車配管打設で施工する場合で圧送管組立・撤去が必要な場合は，「第Ⅱ編第

４章①コンクリート工」により，別途計上するものとする。

　　　　　なお，コンクリート１日当り打設量は，110㎥を標準とする。

　　　９ ．本歩掛には，コンクリートポンプ車打設時のホースの筒先作業等を行う機械付補助労務を含む。

　　　10．本歩掛には，型枠施工時のはく離剤及びケレン作業を含む。

表３．６ 壁式橋脚施工歩掛（構造物高さ15ｍ以上20ｍ未満の場合）　　　　　　　　（コンクリート10㎥当り）

 コンクリート打設量（㎥／基） 250㎥以上

520㎥未満

520㎥以上

700㎥未満名　 称   単位

土 木 一 般 世 話 役 人 0.5 （0.4） 0.4 （0.3）

特 殊 作 業 員 〃 0.2 （0.2）

型 わ く 工 〃 1.6 （1.6） 1.1 （1.1）

と び 工 〃 0.4 （ - ） 0.3 （ - ）

普 通 作 業 員 〃 1.5 （1.3） 1.0 （0.9）

コ ン ク リ ー ト ㎥ 10.2 （10.2）

コ ン ク リ ー ト ポ ン プ 車 運 転 日 0.06 （0.06）

雑
工
種

基 礎 材 敷 設 転 圧 ％  1 （ 1）  1 （ 2）

均 し コ ン ク リ ー ト 打 設 〃  7 （ 8）  8 （10）

諸 雑 費 率 〃 27 （14） 33 （16）
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付表－１ 雑工種及び諸雑費に含まれる内容

項　 目 労　務　費 機械運転経費 雑機械器具損料 材　料　費

雑 

工 

種

基 礎 砕 石 敷設・転圧労務
材料投入敷均し機械
締固め機械

－ 砕石材料

均しコンクリート関係
打設・養生・
型枠製作・設置・
撤去労務

打設機械
電力に関する経費

コンクリートバイブレータ，
工事用水中モータポンプ，
バケット等

コンクリート，
養生材，
均し型枠材料等

諸 

雑 

費

コンクリート関係 － 電力に関する経費
コンクリートバイブレータ，
工事用水中モータポンプ等

養生マット，
養生シート等

型 枠 関 係 －
持上げ（下げ）機械
電力に関する経費

電気ドリル，
電気ノコギリ，
雑工具等

型枠材料，
組立支持材，
はく離材等

足 場 関 係 － 持上げ（下げ）機械 雑工具等
足場工仮設材，
安全ネット等

支 保 関 係 － 持上げ（下げ）機械 　〃
支保工仮設材，
安全ネット等
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　　３－１－５　逆Ｔ式橋台歩掛

　逆Ｔ式橋台における施工歩掛は，次表を標準とする。

表３．７ 逆Ｔ式橋台施工歩掛（構造物高さ５ｍ未満，翼壁厚0.4ｍ以上0.6ｍ以下の場合）

（コンクリート10㎥当り）

 コンクリート打設量（㎥／基） 50㎥以上

140㎥未満

140㎥以上

260㎥未満名　 称   単位

土 木 一 般 世 話 役 人 0.6 （0.5） 0.5 （0.4）

特 殊 作 業 員 〃 0.2 （0.2）

型 わ く 工 〃 2.2 （2.2） 1.7 （1.7）

と び 工 〃 0.5 （0.1） 0.3 （0.1）

普 通 作 業 員 〃 1.9 （1.6） 1.5 （1.3）

コ ン ク リ ー ト ㎥ 10.2 （10.2）

コ ン ク リ ー ト ポ ン プ 車 運 転 日 0.06 （0.06）

雑
工
種

基 礎 材 敷 設 転 圧 ％  4 （ 4）  4 （ 5）

均 し コ ン ク リ ー ト 打 設 〃  7 （ 8）  8 （ 9）

諸 雑 費 率 〃 25 （14） 26 （14）

表３．８ 逆Ｔ式橋台施工歩掛（構造物高さ５ｍ以上７ｍ未満，翼壁厚0.4ｍ以上0.6ｍ以下の場合）

（コンクリート10㎥当り）

 コンクリート打設量（㎥／基） 50㎥以上

90㎥未満

90㎥以上

160㎥未満

160㎥以上

310㎥未満名　 称   単位

土 木 一 般 世 話 役 人 1.0 （0.8） 0.7 （0.6） 0.6 （0.5）

特 殊 作 業 員 〃 0.2 （0.2）

型 わ く 工 〃 3.3 （3.3） 2.6 （2.6） 2.0 （2.0）

と び 工 〃 0.8 （0.1） 0.6 （0.1） 0.4 （0.1）

普 通 作 業 員 〃 2.7 （2.3） 2.2 （1.9） 1.7 （1.5）

コ ン ク リ ー ト ㎥ 10.2 （10.2）

コ ン ク リ ー ト ポ ン プ 車 運 転 日 0.06 （0.06）

雑
工
種

基 礎 材 敷 設 転 圧 ％  1 （ 2）  2 （ 2）  2 （ 3）

均 し コ ン ク リ ー ト 打 設 〃  5 （ 6）  5 （ 6）  6 （ 7）

諸 雑 費 率 〃 19 （ 9） 20 （11） 21 （11）

表３．９ 逆Ｔ式橋台施工歩掛（構造物高さ７ｍ以上９ｍ未満，翼壁厚0.4ｍ以上0.6ｍ以下の場合）

（コンクリート10㎥当り）

 コンクリート打設量（㎥／基） 70㎥以上

110㎥未満

110㎥以上

210㎥未満

210㎥以上

310㎥未満名　 称   単位

土 木 一 般 世 話 役 人 1.0 （0.8） 0.7 （0.6） 0.6 （0.5）

特 殊 作 業 員 〃 0.2 （0.2）

型 わ く 工 〃 2.6 （2.6） 2.3 （2.3） 1.8 （1.8）

と び 工 〃 1.3 （0.6） 0.8 （0.3） 0.5 （0.1）

普 通 作 業 員 〃 2.5 （2.1） 2.0 （1.7） 1.6 （1.4）

コ ン ク リ ー ト ㎥ 10.2 （10.2）

コ ン ク リ ー ト ポ ン プ 車 運 転 日 0.06 （0.06）

雑
工
種

基 礎 材 敷 設 転 圧 ％  1 （ 2）  2 （ 2）  3 （ 3）

均 し コ ン ク リ ー ト 打 設 〃  3 （ 4）  5 （ 5）  7 （ 8）

諸 雑 費 率 〃 27 （11） 27 （14） 29 （15）
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表３．10 逆Ｔ式橋台施工歩掛（構造物高さ９ｍ以上10ｍ未満，翼壁厚0.4ｍ以上0.6ｍ以下の場合）

（コンクリート10㎥当り）

 コンクリート打設量（㎥／基） 130㎥以上

280㎥未満

280㎥以上

310㎥未満名　 称   単位

土 木 一 般 世 話 役 人 0.6 （0.5） 0.6 （0.5）

特 殊 作 業 員 〃 0.2 （0.2）

型 わ く 工 〃 2.4 （2.4） 1.8 （1.8）

と び 工 〃 0.7 （0.2） 0.5 （0.1）

普 通 作 業 員 〃 2.1 （1.8） 1.6 （1.4）

コ ン ク リ ー ト ㎥ 10.2 （10.2）

コ ン ク リ ー ト ポ ン プ 車 運 転 日 0.06 （0.06）

雑
工
種

基 礎 材 敷 設 転 圧 ％  1 （ 2）  2 （ 2）

均 し コ ン ク リ ー ト 打 設 〃  5 （ 6）  5 （ 6）

諸 雑 費 率 〃 26 （12） 30 （15）

表３．11 逆Ｔ式橋台施工歩掛（構造物高さ10ｍ以上11ｍ未満，翼壁厚0.4ｍ以上0.6ｍ以下の場合）

（コンクリート10㎥当り）

 コンクリート打設量（㎥／基） 230㎥以上

370㎥未満

370㎥以上

650㎥未満名　 称   単位

土 木 一 般 世 話 役 人 0.6 （0.5） 0.5 （0.4）

特 殊 作 業 員 〃 0.2 （0.2）

型 わ く 工 〃 2.2 （2.2） 1.6 （1.6）

と び 工 〃 0.7 （0.1） 0.5 （0.1）

普 通 作 業 員 〃 1.9 （1.6） 1.5 （1.3）

コ ン ク リ ー ト ㎥ 10.2 （10.2）

コ ン ク リ ー ト ポ ン プ 車 運 転 日 0.06 （0.06）

雑
工
種

基 礎 材 敷 設 転 圧 ％  1 （ 2）  2 （ 3）

均 し コ ン ク リ ー ト 打 設 〃  4 （ 4）  5 （ 6）

諸 雑 費 率 〃 28 （13） 27 （13）

表３．12 逆Ｔ式橋台施工歩掛（構造物高さ11ｍ以上12ｍ未満，翼壁厚0.4ｍ以上0.6ｍ以下の場合）

（コンクリート10㎥当り）

 コンクリート打設量（㎥／基） 230㎥以上

320㎥未満

320㎥以上

560㎥未満

560㎥以上

650㎥未満名　 称   単位

土 木 一 般 世 話 役 人 0.7 （0.6） 0.6 （0.5） 0.5 （0.4）

特 殊 作 業 員 〃 0.2 （0.2）

型 わ く 工 〃 2.4 （2.4） 1.8 （1.8） 1.3 （1.3）

と び 工 〃 0.8 （0.2） 0.5 （0.1） 0.3 （0.1）

普 通 作 業 員 〃 2.1 （0.8） 1.7 （1.4） 1.3 （1.1）

コ ン ク リ ー ト ㎥ 10.2 （10.2）

コ ン ク リ ー ト ポ ン プ 車 運 転 日 0.06 （0.06）

雑
工
種

基 礎 材 敷 設 転 圧 ％  2 （ 2）  2 （ 3）  3 （ 3）

均 し コ ン ク リ ー ト 打 設 〃  4 （ 4）  3 （ 4）  3 （ 3）

諸 雑 費 率 〃 28 （13） 27 （12） 29 （15）
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　３－２　鉄筋工

　鉄筋工は，「第Ⅵ編第２章①－１鉄筋工（太径鉄筋含む）」により別途計上する。

 （注）１ ．上表の労務歩掛は，型枠（Ｒ付，支承・箱抜き部の型枠含む）製作・設置・撤去，足場（支保）

設置・撤去，コンクリート打設・養生等を含むものである。

　　　　　ただし，支承・箱抜き部の型枠の材料費は，別途計上する。

　　　２．本歩掛は，基礎形式（直接基礎，杭基礎）にかかわらず適用出来る。

　　　３．コンクリートの材料ロス率は，＋0.02として上表に含まれている。

　　　４ ．雑工種・諸雑費は，労務費と機械損料及び運転経費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限とし

て計上する。

　　　　　なお，雑工種及び諸雑費に含まれる内容は，付表－１のとおりである。

　　　５ ．養生は，養生材の被覆，散水養生，被覆養生程度のものであり，給熱養生等の特別な養生が必要

な場合は，上表諸雑費率より，2.0％を減ずるものとし，養生費を，「第Ⅱ編第４章①コンクリート

工」により別途計上する。

　　　６ ． 冬期の施工で雪寒仮囲い等の特別な足場や，給熱養生等の特別な養生を必要とする場合は，（　）

内の数値を使用するものとし，足場費及び養生費が必要な場合は「第Ⅱ編第５章⑬－２雪寒仮囲い

工」により別途計上する。

　　　７．基礎材の敷均し厚は，20cmまでを標準としており，これにより難い場合は別途計上する。

　　　８ ．コンクリートポンプ車配管打設で施工する場合で圧送管組立・撤去が必要な場合は，「第Ⅱ編第

４章①コンクリート工」により，別途計上するものとする。

　　　　　なお，コンクリート１日当り打設量は，110㎥を標準とする。

　　　９ ．本歩掛には，コンクリートポンプ車打設時のホースの筒先作業等を行う機械付補助労務を含む。

　　　10．本歩掛には，型枠施工時のはく離剤及びケレン作業を含む。

　　　11 ．本歩掛は，水抜きパイプの設置の有無にかかわらず適用出来る。ただし材料費については別途計

上する。

付表－１ 雑工種及び諸雑費に含まれる内容

項　 目 労　務　費 機械運転経費 雑機械器具損料 材　料　費

雑 

工 

種

基 礎 砕 石 敷設・転圧労務
材料投入敷均し機械
締固め機械

－ 砕石材料

均しコンクリート関係
打設・養生・
型枠製作・設置・
撤去労務

打設機械
電力に関する経費

コンクリートバイブレータ，
工事用水中モータポンプ，
バケット等

コンクリート，
養生材，
均し型枠材料等

諸 
雑 

費

コンクリート関係 － 電力に関する経費
コンクリートバイブレータ，
工事用水中モータポンプ等

養生マット，
養生シート等

型 枠 関 係 －
持上げ（下げ）機械
電力に関する経費

電気ドリル，
電気ノコギリ，
雑工具等

型枠材料，
組立支持材，
はく離材等

足 場 関 係 － 持上げ（下げ）機械 雑工具等
足場工仮設材，
安全ネット

支 保 関 係 － 持上げ（下げ）機械 　〃
支保工仮設材，
安全ネット
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４．単　　価　　表

　 （１）Ｔ形橋脚10㎥当り単価表〔橋台・橋脚工（１）〕

　 （２）壁式橋脚10㎥当り単価表〔橋台・橋脚工（１）〕

コード番号 Ｓ 6 3 0 0

 （注）１ ．圧送管組立・撤去費，養生工（特殊養生）を計上した場合は諸雑費の対象とし

ない。

　　　２ ．養生工（特殊養生）については，「第Ⅱ編第４章コンクリート工①コンクリー

ト工５－３養生工（特殊養生）」，「第Ⅱ編第５章仮設工⑬－２雪寒仮囲い工５．

養生工」によるものとする。

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

土木一般世話役 人 表3.2～表3.4

特 殊 作 業 員 〃 　　 〃

型 わ く 工 〃 　　 〃

と び 工 〃 　　 〃

普 通 作 業 員 〃 　　 〃

コ ン ク リ ー ト ㎥ 10.2

コンクリートポンプ車運転
トラック架装・ブーム式
圧送能力90～110㎥／ｈ

日 0.06
表3.2～表3.4
機械損料

圧送管組立・撤去費 ㎥ 10
単価表（4）
必要に応じて計上
 （注）

養生工（特殊養生） 式 1
必要に応じて計上
 （注）

雑
工
種

基礎材敷設転圧 〃 1 必要に応じて計上

均しコンクリート打設 〃 1 　　　 〃

諸 雑 費 〃 1 表3.2～表3.4

計

コード番号 Ｓ 6 3 0 4

 （注）１ ．圧送管組立・撤去費，養生工（特殊養生）を計上した場合は諸雑費の対象とし

ない。

　　　２ ．養生工（特殊養生）については，「第Ⅱ編第４章コンクリート工①コンクリー

ト工５－３養生工（特殊養生）」，「第Ⅱ編第５章仮設工⑬－２雪寒仮囲い工５．

養生工」によるものとする。

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

土木一般世話役 人 表3.5，表3.6

特 殊 作 業 員 〃 　　 〃

型 わ く 工 〃 　　 〃

と び 工 〃 　　 〃

普 通 作 業 員 〃 　　 〃

コ ン ク リ ー ト ㎥ 10.2

コンクリートポンプ車運転
トラック架装・ブーム式
圧送能力90～110㎥／ｈ

日 0.06
表3.5，表3.6
機械損料

圧送管組立・撤去費 ㎥ 10
単価表（4）
必要に応じて計上
 （注）

養生工（特殊養生） 式 1
必要に応じて計上
 （注）

雑
工
種

基礎材敷設転圧 〃 1 必要に応じて計上

均しコンクリート打設 〃 1 　　　 〃

諸 雑 費 〃 1 表3.5，表3.6

計
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　 （３）逆Ｔ式橋台10㎥当り単価表〔橋台・橋脚工（１）〕

　 （４）圧送管組立・撤去費単価表（橋台・橋脚10㎥当り）

　 （５）機械運転単価表

コード番号 Ｓ 6 3 0 6

 （注）１ ．圧送管組立・撤去費，養生工（特殊養生）を計上した場合は諸雑費の対象と

しない。

　　　２ ．養生工（特殊養生）については，「第Ⅱ編第４章コンクリート工①コンクリー

ト工５－３養生工（特殊養生）」，「第Ⅱ編第５章仮設工⑬－２雪寒仮囲い工５．

養生工」によるものとする。

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

土木一般世話役 人 表3.7～表3.12

特 殊 作 業 員 〃 　　　〃

型 わ く 工 〃 　　　〃

と び 工 〃 　　　〃

普 通 作 業 員 〃 　　　〃

コ ン ク リ ー ト ㎥ 10.2

コンクリートポンプ車運転
トラック架装・ブーム式
圧送能力90～110㎥／ｈ

日 0.06
表3.7～表3.12
機械損料

圧送管組立・撤去費 ㎥ 10
単価表（4）
必要に応じて計上
 （注）

養生工（特殊養生） 式 1
必要に応じて計上
 （注）

雑
工
種

基礎材敷設転圧 〃 1 必要に応じて計上

均しコンクリート打設 〃 1 　　　 〃

諸 雑 費 〃 1 表3.7～表3.12

計

コード番号 Ｓ 1 9 1 1

 （注）１ ．Ｌは，コンクリートポンプ車から作業範囲30ｍを超えた部分の圧送管延長と

する。

　　　２．Ｂ：標準日打設量＝110㎥

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

普 通 作 業 員 人 0.46×Ｌ／Ｂ

諸 雑 費 式 1

計

 （注）Ｌは，コンクリートポンプ車から作業範囲30ｍを超えた部分の圧送管延長とする。

機 械 名 規　 格 適用単価表 指  定  事  項

コ ン ク リ ー ト
ポ ン プ 車

トラック架装・ブーム式
圧送能力90～110㎥／ｈ

機－20

機 械 損 料 １→コンクリート
　　　　　　　ポンプ車
運転労務数量→ 1.00
燃 料 消 費 量→82
機械損料数量→ 1.03

機 械 損 料 ２→コンクリート
　　　　　　　圧送管（径125㎜）
単　　　　位→ｍ・供用日
数　　　　量→Ｌ×1.03
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１．適　用　範　囲

　本資料は，「第Ⅳ編第７章橋梁工⑲－１橋台・橋脚工（１）」の適用範囲を外れた橋台・橋脚のコンクリート打設

に適用する。なお，適用可能な形式は，Ｔ形橋脚（円形及び小判型含む），壁式橋脚（小判型含む）及び逆Ｔ式橋

台とし，同一構造物で，コンクリート強度が異なる場合，フーチングのみ又は躯体のみの施工の場合は適用出来な

い。適用を外れる橋台・橋脚については，「第Ⅱ編第４章①コンクリート工」等により別途計上する。

２．施　工　歩　掛

　２－１　橋台・橋脚コンクリート打設歩掛

　橋台・橋脚工コンクリート打設歩掛は，次表を標準とする。

　２－２　型枠工

　型枠工は，「第Ⅱ編第４章②－１型枠工」により別途計上する。

　２－３　鉄筋工

　鉄筋工は，「第Ⅵ編第２章①－１鉄筋工（太径鉄筋含む）」により別途計上する。

　２－４　足場工

　足場工は，「第Ⅱ編第５章⑦－１足場工」により別途計上する。

　２－５　支保工

　支保工は，「第Ⅱ編第５章⑦－２支保工」により別途計上する。

　２－６　基礎材工

　基礎材工は，「第Ⅱ編第２章②基礎・裏込砕石工」により別途計上する。

　２－７　均しコンクリート工

　均しコンクリート工は，「第Ⅱ編第４章①コンクリート工」により別途計上する。

　２－８　その他

　基礎コンクリート工及び目地設置工等が必要な場合は，別途計上する。

⑲－２	 橋台・橋脚工（２）

 （注）１ ．コンクリートポンプ車の機種については，「第Ⅳ編第７章⑲－１橋台・橋脚工（１）」

表３．１による。

　　　２．コンクリートのロス率は，＋0.02として上表に含めてある。

　　　３．上表には，ホースの筒先作業等を行う機械付補助労務を含む。

　　　４ ． 諸雑費は，コンクリートバイブレータ損料及び電力に関する経費等の費用であり，

上表の労務費とコンクリートポンプ車運転費の合計額に上表の率を乗じた金額を上

限として計上する。

　　　５ ．コンクリートポンプ車配管打設にて施工する場合で圧送管組立・撤去が必要な場

合は，「第Ⅱ編第４章①コンクリート工」により別途計上する。

　　　　　なお，コンクリート１日当り打設量は，110㎥を標準とする。

　　　６．養生については，「第Ⅱ編第４章①コンクリート工」により別途計上する。

表２．１ コンクリート打設歩掛 （人／10㎥当り）

 コンクリート打設量（㎥／基）
50㎥以上

名　 称 単位

土 木 一 般 世 話 役 人 0.06

特 殊 作 業 員 〃 0.18

普 通 作 業 員 〃 0.24

コ ン ク リ ー ト ポ ン プ 車 運 転 日 0.06

諸 雑 費 率 ％ 4
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３．単　　価　　表

　 （１）橋台・橋脚工コンクリート打設10㎥当り単価表〔橋台・橋脚工（２）〕

　 （２）圧送管組立・撤去費単価表

　圧送管組立・撤去費は，「橋台・橋脚工（１）４．単価表（４）圧送管組立・撤去費単価表（橋台・橋脚10

㎥当り）」を適用する。

　 （３）機械運転単価表

　機械運転単価表は，「橋台・橋脚工（１）４．単価表（６）機械運転単価表」を適用する。

コード番号 Ｓ 6 3 1 0

 （注）１．圧送管組立・撤去費，養生工を計上した場合は諸雑費の対象としない。

　　　２ ．養生工については，「第Ⅱ編第４章コンクリート工①コンクリート工４－２養生工，４－３養

生工（特殊養生）」，「第Ⅱ編第５章仮設工⑬－２雪寒仮囲い工５．養生工」によるものとする。

名　 称 規　 格 単位 数量 摘　 要

土 木 一 般 世 話 役 人 表2.1

特 殊 作 業 員 〃 　〃

普 通 作 業 員 〃 　〃

コ ン ク リ ー ト ㎥ 10.2

コンクリートポンプ車運転
トラック架装・ブーム式
圧送能力90～110㎥／h

日 0.06
表2.1
機械損料

圧送管組立・撤去費 ㎥ 10
（2）必要に応じて計上
 （注）

養 生 工 式 1  （注）

諸 雑 費 式 1 表2.1

計
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